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序

　下飯貝遺跡は、栃木県の南東部真岡市に位置しています。真岡市は、古代の芳

賀郡衙と考えられる堂法田遺跡や付属寺院の大内廃寺、中世芳賀氏の城館跡、近

世には真岡木綿の産地で栄えるなど、この地域の政治・文化の中心地として知ら

れています。

　この度、国道 121 号の幅員狭小を解消するための改良工事が計画され、事業地

内に所在する遺跡の取り扱いについて、関係機関と協議の上、記録保存を目的と

した発掘調査を行いました。

　今回の発掘調査では、古墳時代から古代の集落や道路跡、中世の城館跡に伴う

溝が見つかりました。また、「奉」の字を記した墨書土器や、中国産の輸入陶磁器

などが多数出土し、当時の人々の生活を知る上で貴重な資料を得ることができま

した。

　本報告書は、これらの発掘調査成果をまとめたものです。本書が県民の皆様に

とって郷土の歴史を理解する一助になるとともに、各方面において広く御活用い

ただければ幸いです。

　最後になりましたが、発掘調査から報告書作成に至るまで、多大なる御協力を

いただきました真岡市教育委員会をはじめとする関係機関、並びに関係各位に対

しまして、厚くお礼申し上げます。

　令和６（2024）年３月

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　栃　　木　　県

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　公益財団法人とちぎ未来づくり財団
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例　言

１　本書は、栃木県真岡市京泉に所在する下飯貝遺跡の発掘調査報告書である。

２　本事業は、快適で安全な道づくり事業費（補助）国道 121 号京泉Ⅱ工区に伴う記録保存のための発掘調

査である。

３　発掘調査は、栃木県の委託を受け、公益財団法人とちぎ未来づくり財団埋蔵文化財センターが、栃木県

教育委員会事務局文化財課（現文化振興課）の指導のもと実施した。

４　本遺跡の現地調査および整理報告書作成作業期間は以下のとおりである。

　　令和４年度　発掘調査

　　期　間　令和４年５月 23 日から令和４年７月 28 日

担当者　調査課副主幹　谷中　隆　　嘱託職員　小筆一成

　令和５年度　整理・報告書作成

　　　期　間　令和５年４月３日から令和６年３月 28 日

　　　担当者　整理課主任　手島　芙実子

５　本報告書の執筆・編集は手島がおこなった。なお、遺物観察において埋蔵文化財センター職員のほか

浅野晴樹氏、今平利幸氏、村山卓氏の協力を得た。

６　発掘調査にあたり、以下の業務を委託した。

表土除去等業務：有限会社小林建設産業

基準点測量、航空写真撮影および遺構図化委託業務：株式会社シン技術コンサル栃木営業所

テフラ分析、花粉・ 珪藻分析：株式会社火山灰考古学研究所

放射性炭素年代測定、炭化材の樹種同定、石材同定、銭貨の蛍光 X 線分析：株式会社パレオ・ラボ

保存処理等業務：有限会社武蔵野文化財修復研究所

遺物写真撮影：小川忠博

７　発掘調査における写真撮影は発掘調査担当者がおこない、出土遺物の写真撮影は委託したほか整理担当者

　　がおこなった。

８　発掘調査の参加者は以下のとおりである。

　　　青柳茂樹　岩上愛純　大塚茂美　篠崎昌　鈴木和二　西村順雄　橋本和行　橋本丈臣　菱沼力

福村典正　前川菊枝　吉川聡行　若林公明（敬称略）

９　整理作業・報告書作成の参加者は以下のとおりである。

　　　天野崇弘　石川貴子　佐藤愛　武田智子　野中美帆（敬称略）

10 本遺跡の調査概要は、埋蔵文化財センター年報・栃木県埋蔵文化財保護行政年報等で報告されているが、

本書を正式報告とする。

11　本遺跡の発掘調査および報告書作成にあたり、下記の方々、関係機関より御指導・御協力を賜った。記

して感謝いたします。

　　　栃木県県土整備部　栃木県教育委員会　真岡市教育委員会（順不同・敬称略）

12　本遺跡の出土遺物と図面・写真・各種台帳などの諸資料は、栃木県が保有し、栃木県埋蔵文化財センタ

ーで保管している。
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凡　例

１　遺跡の略称は、真岡市下飯貝遺跡を略した MO-SI である。

２　本報告書中の座標系は平面直角座標第Ⅸ系（世界測地系）を用い、方位はその座標北である。水準は東

京湾平均海面（T.P.）を基準とする海抜高を用いた。

３　遺構略号は、文化庁記念物課編 2010『発掘調査のてびき―集落遺跡発掘編』に準拠し、以下のとおりで

ある。

　　SB：掘立柱建物　　SD：溝　　SI：竪穴建物　　SK：土坑　　SP：ピット　　SF：道路状遺構　　

　　SX：性格不明遺構

４　土層・遺物の色調および土壌の注記は、農林水産省農林水産技術研究所・財団法人日本色彩研究所監修『新

版標準土色帖』を使用した。

５　遺構・遺物図の縮尺は各図にスケールを示した。基本縮尺は以下のとおりである。

　　遺構平面図：1/60　　遺構断面図：1/60　　

　　出土遺物図：土器・石製品１/ ４　　土製品・金属製品：１/ ２　　古銭・石鏃：１/ １

６　遺構図中の遺物番号は、遺物図の遺物番号と一致する。

７　遺構番号は発掘調査時に遺構の種類に関わらず、確認された順に番号を付した。しかし、報告書作成に

あたって遺跡全体で番号を統一するため、南区の遺構番号を以下のように変更した。

　　旧遺構番号：SX-1　　新遺構番号：SX-42

８　遺物の注記、遺物観察表の出土位置は、発掘調査時の遺構番号および遺物取り上げ番号を記載した。

９　遺物観察表の表記方法は以下のとおりである。なお、遺物の名称は文化庁記念物課編 2013『発掘調査の

てびき―各種遺跡調査編』に準拠した。瓦の名称については歴史的名称を用い、鐙瓦（軒丸瓦）、宇瓦（軒

平瓦）、男瓦（丸瓦）、女瓦（平瓦）とした。

種別　土師器、須恵器、土製品、瓦、陶器、磁器、石器、石製品、鉄製品、銅製品、鉄滓

寸法　単位は cm であり、（　）で示した数値は推定値、［　］で示した数値は残存値である。

胎土　雲母・海面骨針など特徴的な鉱物等のほか、混和材の色調などを記した。

焼成　良好・普通・不良の 3 段階に分けて示した。

備考　時期、生産窯などの特記事項を記した。

10　遺物図に示したトーンは以下のとおりである。

　　須恵器　　　　灰釉陶器　　　　金属製品　　　　内面黒色処理　　　　内外面漆仕上げ　　　　

11　本報告書で使用した男体山・浅間山・榛名山噴火による降下火砕物等の呼称については、以下の表記を

ともに使用する。

　　浅間 B テフラ：As-B（天仁元年：1108 年）　　

榛名二ツ岳渋川テフラ：Hr-FA（６世紀初頭）　

浅間 C 軽石：As-C（３世紀後半）　

男体今市スコリア：Nt-I（約 1.4 ～ 1.5 万年前）　

男体七本桜軽石：Nt-S（約 1.4 ～ 1.5 万年前）

12　本報告書で使用した地図は、国土地理院発行 1/25,000 電子地形図、真岡市都市計画図である。

— — 量 — — 
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　　下飯貝遺跡遠景（南から）
　　下飯貝遺跡全景（上空から）

図版二　遺構（全景）
　　北区調査区西半全景（北から）
　　北区調査区東半全景（北から）

図版三　遺構（全景）
　　南区調査区全景（南西から）
　　下飯貝遺跡現況（西から）

図版四　遺構（竪穴建物）
　　北区 SI- １完掘（南から）
　　北区 SI- １B-Bʼ土層断面（南から）
　　北区 SI- １遺物出土状況（南から）
　　北区SI-１鉄鏃（第11図14）・砥石（第11図13）出土状況（東から）
　　北区 SI- ２完掘（南から）
　　北区 SI- ２遺物出土状況・B-Bʼ土層断面（南から）
　　北区 SI- ２カマド完掘（南から）
　　北区 SI- ２カマド D-Dʼ土層断面（東から）

図版五　遺構（竪穴建物）
　　北区 SI- ２入口ピット土層断面（東から）
　　北区 SI- ２宇瓦（第 15 図 23）出土状況（南東から）
　　北区 SI- ２掘方完掘（南から）
　　北区 SI- ２貼床内石製紡錘車（第15図24）出土状況（西から）
　　北区 SI- ２作業風景（南から）
　　北区 SI- ３完掘（南から）
　　北区 SI- ３土層断面（北から）
　　北区 SI- ３カマド完掘（南から）

図版六　遺構（竪穴建物）
　　北区 SI- ３カマド C-Cʼ土層断面（東から）
　　北区 SI- ３貯蔵穴 D-Dʼ土層断面（南から）
　　北区 SI- ４完掘（北から）
　　北区 SI- ４カマド A-Aʼ土層断面（北から）
　　北区 SI-30 完掘（西から）
　　北区 SI-30A-Aʼ土層断面（部分）（南から）
　　北区 SI-30P ２・P ３完掘（南から）
　　北区 SI-30P ２・P ３C-Cʼ土層断面（南西から）

図版七　遺構（竪穴建物）
　　北区 SI-31 完掘（東から）

　　北区 SI-31B-Bʼ土層断面（南から）
　　北区 SI-31P １土層断面（南から）
　　北区 SI-31 炉完掘（南から）
　　北区 SI-31 炉検出状況（西から）
　　北区 SI-31 貯蔵穴 C-Cʼ土層断面（東から）
　　北区 SI-31 貯蔵穴・遺物出土状況（南から）
　　北区 SI-31 土師器坏（第 23 図 2）出土状況（東から）

図版八　遺構（竪穴建物・掘立柱建物）
　　北区 SI-41 完掘（東から）
　　北区 SI-41B-Bʼ土層断面（南から）
　　北区 SI-41P １完掘（南から）
　　北区 SI-41P １土層断面（南から）
　　北区 SB- ９・SB-10 全景（東から）

図版九　遺構（掘立柱建物）
　　北区 SB- ９・SB-10 検出状況（西から）
　　北区 SB- ９P １完掘（南から）
　　北区 SB- ９P １柱穴検出状況（南から）
　　北区 SB- ９P １土層断面（東から）
　　北区 SB- ９P １土層断面（南から）

図版一〇　遺構（掘立柱建物）
　　北区 SB- ９P ２完掘（南から）
　　北区 SB- ９P ２柱穴検出状況（南から）
　　北区 SB- ９P ２土層断面（南から）
　　北区 SB- ９P ３完掘（南から）
　　北区 SB- ９P ３柱穴検出状況（南から）
　　北区 SB- ９P ３土層断面（南から）
　　北区 SB- ９P ４完掘（南から）
　　北区 SB- ９P ４柱穴検出状況（南から）

図版一一　遺構（掘立柱建物）
　　北区 SB- ９P ４土層断面（南から）
　　北区 SB- ９P ４土層断面（東から）
　　北区 SB- ９P ５完掘（南から）
　　北区 SB- ９P ５柱穴検出状況（南から）
　　北区 SB- ９P ５土層断面（東から）
　　北区 SB- ９P ６完掘（南から）
　　北区 SB- ９P ６柱穴検出状況（南から）
　　北区 SB- ９P ６土層断面（東から）

図版一二　遺構（掘立柱建物・土坑・溝）
　　北区 SB-10P １完掘（南から）
　　北区 SB-10P １土層断面（南から）
　　北区 SB-10P ２完掘（南から）
　　北区 SB-10P ２土層断面（南から）
　　北区 SB-10P ３完掘（南から）
　　北区 SB-10P ３土層断面（南から）
　　北区 SK-39 完掘（南から）
　　北区 SD-37 作業風景（東から）

図版一三　遺構（溝）
　　北区 SD-37・SD-40 完掘（東から）
　　北区 SD-37 全体（東から）
　　北区 SD-40 完掘（北西から）
　　北区 SD-37A-Aʼ土層断面（東から）
　　北区 SD-37・SD-40B-Bʼ土層断面（東から）
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図版一四　遺構（溝）
　　北区 SD-37・SD-40 遺物出土状況（東から）
　　北区 SD-37 遺物出土状況（東から）
　　北区 SD-37 遺物出土状況（西から）
　　北区 SD-37 常滑産瓶子（第 31 図 30）出土状況（東から）
　　北区 SD-37 青磁碗（第 31 図 39）出土状況（東から）
　　北区 SD-40 青磁碗（第 32 図 10）出土状況（南から）
　　北区 SD-37 壁面掘削痕跡（北から）
　　北区 SD-40 壁面掘削痕跡（北東から）

図版一五　遺構（ピット）
　　北区 SP-15 土層断面（南から）
　　北区 SP-18 土層断面（北から）
　　北区 SP-21 完掘（南から）
　　北区 SP-21 土層断面（南から）
　　北区 SP-26 完掘（南から）
　　北区 SP-26 土層断面（南から）
　　北区 SP-27 完掘（南から）
　　北区 SP-27 土層断面（南から）

図版一六　遺構（ピット・道路状遺構）
　　北区 SP-28 完掘（南から）
　　北区 SP-28 土層断面（南から）
　　北区 SP-27・SP-28・SP-29 完掘（南西から）
　　北区 SF-36 完掘（南から）
　　北区 SF-36D １完掘（南から）
　　北区 SF-36D ２完掘（南から）
　　北区 SF-36B-B ・̓C-Cʼ土層断面（部分）（南から）
　　北区 SF-36 から大内廃寺を望む（南から）

図版一七　遺構（性格不明遺構・近世以降の遺構）
　　北区 SX- ７完掘（西から）
　　北区 SX- ７A-Aʼ土層断面（北から）
　　北区 SX- ７須恵器坏（第 38 図 1）出土状況（北から）
　　北区 SX- ８完掘（南から）
　　北区 SD- ６土層断面（南西から）
　　北区 SF- ５土層断面（南から）
　　北区 SF- ５板材検出状況（南から）
　　北区 SD- ６・SF- ５検出状況（東から）

図版一八　遺構（低地）
　　南区 SX-42 遺物出土状況（西から）
　　南区 A 区 SX-42 遺物出土状況（南東から）
　　南区 A 区Ⅲ層墨書土器（第 42 図 5）出土状況（北から）
　　南区 A 区 SX-42 捏鉢（第 45 図 15）出土状況（東から）
　　南区 A 区Ⅲ層女瓦（第 42 図 12）出土状況（南から）

図版一九　遺構（低地）
　　南区 B 区 SX-42 遺物出土状況（南から）
　　南区 C 区 SX-42 遺物出土状況（南から）
　　南区 C 区 SX-42 １層墨書土器（第45図6）出土状況（東から）
　　南区７トレンチ土層断面（南西から）
　　南区 E-Eʼ土層断面（東から）
　　南区 C・D 区作業風景（南東から）
　　地元説明会
　　調査参加者

図版二〇　遺物
　　SI- １-1・6・8・9・13
　　SI- ２-1・2・3・7・8・9・11・12・13・15・ 16・17

図版二一　遺物
　　SI- ２-18・19・21・23・24
　　SI- ３-1・3・6・7
　　SI-30-1

図版二二　遺物
　　SI-31-1・2・3・4・5・6・7・10・11・12
　　SB- ９-1・2・4
　　SD-37-1・2・3・4・5・6・8

図版二三　遺物
　　SD-37-9・10・14・15・16・18・19・20・22・
　　　　　23・24・25・26・28・30

図版二四　遺物
　　SD-37-27・29・31・33・35・36・37・38・39・
　　　　　40・41・42・43・44
　　SD-40-3・4

図版二五　遺物
　　SD-40-5・8・9・10・11・12
　　SF-36-6・7・8・9・10
　　SX- ７-1・2
　　SX- ８-3・4

図版二六　遺物
　　北区遺構外 -1・2・4・5・6・8・9・10・11
　　南区 -1・3・4・5・7・8・9・10

図版二七　遺物
　　南区 -11・12・13・14・15・16・18・19・20・
　　　　  21・22・25・26・27・28・29

図版二八　遺物
　　SX-42-3・5・6・7・8・10・11・12・13・15・
　　　　 18・19・20・21

図版二九　遺物
　　SX-42-24・25・26・27・28・29・30・31・32・
　　　　　33・34・35・36・37・39・40・41

図版三〇　遺物
　　SX-42-47・49・50・52・53・54・56・58・59・
　　　　　61・62・63・64・65・66・67・68・69・70

図版三一　遺物（鉄製品・鍛治関連遺物・
　　　　　　　　　　　　漆付着土器・焼成粘土塊）
　　SI- １-14
　　SI- ３-8
　　SD-40-13
　　SI- ２-25
　　SX-42-42
　　鍛治関連遺物（鉄滓・羽口）
　　漆付着土器
　　焼成粘土塊

図版三二　遺物（刻書土器）
　　刻書 -1・3・4・5・6・7・8・14
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第１節　調査にいたる経緯

第１章　調査にいたる経緯と経過

第１節　調査にいたる経緯
（１）調査にいたる経緯（第１図）

　下飯貝遺跡は、栃木県真岡市京泉地内に所在する。本調査は、栃木県県土整備部のおこなう国道 121 号京

泉Ⅱ工区整備事業に伴い、記録保存のための発掘調査として実施された。

　一般国道 121 号は山形県米沢市を起点とし、福島県喜多方市および会津若松市を経て栃木県にいたる。栃

木県内では、日光市から鹿沼市の中心部を南北に縦断し、県央部の宇都宮市から真岡市を横断して益子町に

いたる県内でも主要な路線のひとつである。今回調査をおこなった事業地付近は、市街地にも近いため通勤

等による交通量が多い場所であり、片側１車線で歩道もなく道幅も狭いため、歩道の拡幅等による道路改良

の必要性が生じていた。このため、一般国道 121 号を整備することにより、安全な歩行者空間と円滑な交通

の確保を目的とした整備事業が計画された。

　国道 121 号京泉Ⅱ工区整備事業に係る埋蔵文化財の所在および取扱いについては、平成 27 年度の埋蔵文

化財個別打合せ会で協議がおこなわれ、平成 27 年 10 月 23 日に所在調査を実施した。その結果、事業予定

区域については、下飯貝遺跡ほか４遺跡の周知の埋蔵文化財包蔵地が所在すること、埋蔵文化財の詳細な状

況等を把握するための確認調査を実施する必要がある旨を、平成 28 年３月９日付け文財第 143 号で回答し

た。その後、用地買収等の進捗に伴い一斗内Ⅰ・Ⅱ遺跡および花の木遺跡の確認調査を平成 30 年６月 21 日、

下飯貝遺跡
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８月８日、下飯貝遺跡の確認調査を令和３年１月 26 日に実施した。その結果、一斗内Ⅰ・Ⅱ遺跡および花

の木遺跡では低地が広がるのみで遺構等は確認されず、下飯貝遺跡では竪穴住居跡、溝跡、柱穴跡などの遺

構と遺物が検出された。この結果をもとに取扱いについて協議を進め、下飯貝遺跡については、現状保存が

困難であることから記録保存の措置を講じることとなった。

　これを受けて、令和４年度に栃木県県土整備部長より、栃木県教育委員会教育長あて発掘調査の依頼が令

和４年４月１日付け道整号外で提出された。文化財課では発掘調査を実施するために、同日付け文財号外で

公益財団法人とちぎ未来づくり財団理事長あて発掘調査費用について見積書提出を依頼し、埋蔵文化財セン

ター（以下センター）では同日付けとち埋文号外で回答した。これに基づいて文化財課より同日付け文財号

外で財団理事長あて委託契約締結の依頼がなされ、センターでは同日付けとち埋文号外でこれを受諾し、栃

木県知事と財団理事長との間で発掘調査の業務委託契約書が締結された。

　整理・報告書作成作業については令和５年度に実施することとなり、栃木県県土整備部長より、栃木県生

活文化スポーツ部長あての依頼が令和５年４月 3 日付け道整 13 号で提出された。これに基づいて文化振興

課より同日付け文振号外で財団理事長あて委託業務締結の依頼がなされ、センターでは同日付けとち埋文号

外でこれを受諾し、栃木県知事と財団理事長との間で業務委託契約書が締結された。

（２）調査の組織

　令和４年度の発掘調査および令和５年度の整理・報告書作成作業を実施した組織は以下のとおりである。

　　令和４年度（発掘調査）

　　理　　　事　　　長　　千金楽　宏　　　　埋蔵文化財センター

　　常務理事兼事務局長　　野中　正知　　　　所長　　　金田　繁夫

　　総  務  企  画  課  長　　内田　裕介　　　　副所長　　藤田　典夫　　篠原　祐一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　調査課長　江原　英

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　副主幹　　谷中　隆

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　嘱託職員　小筆　一成

　　令和５年度（整理・報告書作成）

　　理　　　事　　　長　　千金楽　宏　　　　埋蔵文化財センター

　　常務理事兼事務局長　　野中　正知　　　　所長　　　栗原　亨

　　総  務  企  画  課  長　　内田　裕介　　　　副所長　　川田　高志　　篠原　祐一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　整理課長　江原　英

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　主任　　　手島　芙実子

第２節　調査の経過
　下飯貝遺跡は、国道 121 号京泉Ⅱ工区整備事業に先立ち、令和４年度に発掘調査をおこない、令和５年度

に整理・報告書作成作業をおこなった。以下に調査の経過について概略を記す。

（１）発掘調査

　調査面積　1,123㎡

　調査費用　18,265,000 円（うち消費税および地方消費税の額 1,660,454 円）

　契約期間　令和４年４月１日から令和５年３月 30 日

　調査期間　令和４年５月 23 日から令和４年７月 28 日
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第２節　調査の経過

　令和４年度の発掘調査は事前準備として、真岡土木事務所との現地打合せや安全柵工事を実施後、令和４

年５月 23 日から 24 日にかけて南区および北区東半の重機による表土除去作業をおこなった。５月 24 日か

らは作業員による遺構確認作業を開始し、５月 28 日から 29 日には北区西半の重機による表土除去作業を実

施した。確認作業の結果、古墳時代中期から中世にかけての遺構・遺物が検出された。これらの遺構は作業

の進捗に合わせて、順次、土層断面図・遺構平面図・写真撮影などの記録作成作業をおこなった。その後、

７月 27 日から 28 日にかけて重機による埋め戻し作業、遺物・発掘器材の撤収をおこない、現地調査を終了

した。

　７月 29 日には埋蔵物発見届 ( 真岡警察署長あて ) と埋蔵文化財保管証 ( 栃木県教育委員会あて ) を提出し、

実績報告書作成等の事務処理をおこない、令和５年３月 31 日に終了した。

　この間、７月 17 日には地域住民を対象とした遺跡の現地説明会を開催し、41 名の参加があった。

（２）整理・報告書作成

　整理・報告書作成費用　16,000,000 円（うち消費税 1,454,545 円）

　契約期間　令和５年４月 3 日から令和６年 3 月 28 日

　整理・報告書作成期間　令和５年４月３日から令和６年３月 28 日

　令和５年度の整理・報告書作成作業は、令和５年４月３日から出土遺物の水洗・注記を開始し、遺物の接合・

復元に着手した。その後、実測・拓本・トレース・写真撮影をおこない挿図を作成した。

　これらの作業と併行して、遺構図版や写真図版の編集、原稿執筆、遺物観察表等の作成をおこない、入稿後、

３回の校正を経て報告書を刊行した。

　あわせて、本報告書に係る遺物、遺構・遺物実測図、写真、空中写真等の成果品、各種台帳の整理をおこない、

収蔵庫・記録保管庫に収納し、下飯貝遺跡発掘調査のすべての作業を終了した。

発掘作業写真 整理作業写真
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第２章　遺跡の立地と環境

第１節　地理的環境（第２・３・４図）

位置　下飯貝遺跡は、栃木県南東部の真岡市京泉地内に所在する。真岡市は、北は宇都宮市、芳賀町、市貝

町、東は益子町、茨城県桜川市、南は茨城県筑西市、西は小山市、下野市、上三川町に接している。本遺跡

は真岡市北東部にあり、古代においては郡衙や郡寺に推定される遺跡が所在するなど芳賀郡の中心地となり、

中世には芳賀氏の拠点となり複数の城館跡がつくられ、近世には真岡木綿の集散地として栄えた地域である。

地形の分類　栃木県は東北地方から続く山岳部と関東平野の北縁が接する地域に位置している。地理的には、

県東西に発達する２つの山地と県央部を南北に占める平野部の３つの地形に区分される。山地は、県東縁に

阿武隈山地の南に連なる八溝山地が標高 1,000 ｍ以下の低山地を形成する。県北西部から西部には、奥羽山

脈の南に連なる大
おお

佐
さ

飛
び

山地から帝釈山地では標高 2,000 ｍ級を含む大起伏の山地を形成し、那須・高原・日

光の各火山群を内包する。県北の那須岳・釈迦ヶ岳・男体山はこれら火山群の代表的な火山である。また、

県南西部の足尾山地は北境を大
だい

谷
や

川によって画され、北部は標高 2,000 ｍ級の険しい山地からなるが、東部

から南部にかけては低位となり県央平野部にいたる。

　県央平野部は、鬼怒川地溝帯の上に成り立ち、おもに丘陵、台地、低地で構成される。丘陵は、県央平野

部の北部および中部に分布し、高久丘陵や喜
き

連
つれ

川
がわ

丘陵などがいずれも南東方向へなだらかな傾斜面を形成す

る。低地および台地は、おもに県央平野部の南部にみられ、鬼怒川などの南流する河川の浸食によって形成

された低地と台地が南北に併行している。これらは堆積した火山灰層（関東ローム層）の層序関係等で、宝
ほう

積
しゃくじ

寺面・宝木面・田原面・絹島面（沖積低地）と形成時期が区分される。低地は、五行川低地、鬼怒川低地、

思川低地などがみられ、渡良瀬川と思川の合流点付近には渡良瀬遊水地などの大小の沼や湿地が分布してい

る。

　真岡市は、県央平野部に位置しており、市域の 90％以上が台地や低地で占められる。市内には鬼怒川、五

行川、小貝川が南北に流れ、流域にはそれぞれ鬼怒川低地、五行川低地、小貝川低地が形成され、低地と低

地の間には細長い台地が残されている。このうち、鬼怒川低地と五行川低地の間に存在する真岡台地（宝積

寺台地）は、塩谷郡高根沢町付近から続く台地で、ローム層中に飯士真岡テフラ（Ij-MO）を含むことから、

上位段丘の宝積寺面に相当する。また、五行川低地と小貝川低地の間に存在する稲毛田台地（塙台地）は、

ローム層中に宝積寺ロームに含まれる満
ま

美
み

穴
あな

スコリアが認められるため、宝積寺面に相当する。五行川低地

と稲毛田台地の間には祖
う

母
ばが

井
い

台地（西田井台地）が存在し、ローム層中に赤城鹿沼テフラ（Ag-KP）を含む

ことから、中位の宝木面に相当する。また、五行川低地と稲毛田台地・小貝川低地の間に存在する西根台地

（赤羽台地）は明瞭な段丘崖がない場合が多く、上位の祖母井台地との高低差も約１ｍしかないため、祖母

井台地や五行川低地とは地形の外観から区別するのは困難である。しかし、祖母井台地には赤城鹿沼テフラ

（Ag-KP）を含む宝木ロームが堆積しているのに対して、西根台地には赤城鹿沼テフラが認められないことか

ら、祖母井台地よりも新しい台地である。従来、この台地面の多くが低地の一部である絹島面とされてきたが、

男体今市スコリア（Nt-I）と男体七本桜軽石（Nt-S）を含むローム層が認められることから田原面に相当する。

山地は、南高岡付近と根本山、磯山に分布がみられるにすぎず、面積的にはごく狭い範囲である。
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西根台地　下飯貝遺跡は、五行川低地に接する西根台地に立地している。この台地は五行川や小貝川に流下

する小河川の浸食によって開析され、不規則に平面的な形状を示す。台地面は単一な平坦面ではなく、高低

差１～ 1.5 ｍの崖線を境に２～３面に細分できる地域もあり、台地面上にも旧河道の痕跡が認められる。台

地面の高度は北部の市貝町赤羽で標高 85 ｍ、南部の真岡市高田（原
はら

分
ぶん

）では標高 50 ｍほどで南に傾斜する。

現況　昭和 40 年の五行川改修に伴う水田基盤整備事業やそれ以前の開墾により旧地形はあまり残されてい

ないが、現集落は自然堤防上や微高地上に点在する傾向にある。下飯貝遺跡は、五行川と支流である宮川に

挟まれた西根台地が五行川低地に向かって傾斜する緩斜面に広がっており、標高は約 75 ｍである。調査区は、

五行川から東へ約 20 ｍに位置しており、遺跡周辺でみると西根台地と五行川低地の比高差は１m ほどであ

る。

参考文献
国土地理院 1994　1：25,000 土地条件図「真岡」
栃木県企画部資源対策課編 1990『土地分類基本調査　真岡』栃木県
真岡市史編さん委員会編 1987『真岡市史』第 6 巻　原始古代中世通史編　真岡市

下飯貝遺跡周辺航空写真 西根台地・五行川低地の崖線
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第２節　歴史的環境（第５・６図、第１表）

　真岡市では、真岡台地を中心として古墳時代から中近世にかけての遺跡が多く存在している。下飯貝遺跡

周辺では多くの遺跡が所在することが知られているが、多くは分布調査により時期や範囲が推定されている

遺跡であり、発掘調査が実施された事例は少ないため、不明確な部分が多い。ここでは、これらの遺跡のな

かから時代ごとに主要な遺跡を抽出し、特に本遺跡と時期または遺跡の性格上かかわりの深いものについて

は詳細に記載することとする。

（１）旧石器時代

　本地域において、当該期の遺跡は少ないが後期旧石器時代の資料が出土している。磯山遺跡（真岡市）は

県内初の旧石器時代の学術調査がおこなわれた遺跡である。小貝川左岸西根台地南西麓の傾斜面に立地し、

ナイフ形石器、彫刻刀形石器、局部磨製石器のほか、石刃技法の特徴を示す良好な接合資料が出土している。

西根台地ではこのほかに４遺跡確認されており、五行川左岸の西物井遺跡（第５図 19）では珪質凝灰岩製の

石刃、峰高前遺跡（第５図 21）では硬質頁岩製の掻器、小貝川右岸の市ノ塚遺跡（第５図 24）では頁岩製

のナイフ形石器がそれぞれ遺構外から出土している。また、小貝川右岸の桑ノ川遺跡（真岡市）では同一母

岩と考えられる流紋岩製の掻器２点が中世以降の溝状遺構覆土内から出土している。江川右岸真岡台地上の

伊勢崎Ⅱ・Ⅲ遺跡（第５図 17）では剥片のブロックおよび礫群、江川右岸真岡台地の亀山北遺跡（第６図

26）では多数の剥片とナイフ形石器が出土している。石器はすべて台地および台地周辺において石器単体で

出土するものが多いため、真岡市周辺における旧石器時代の遺跡の多くは、台地、丘陵縁辺部や中央部に存

在すると推定される。

（２）縄文時代

　本地域では、草創期から前期にかけての遺跡は少なく、中期から後期が主体と考えられる。草創期では、

江川右岸真岡台地の稲荷山遺跡（真岡市）で草創期初頭の微隆起線文土器、小貝川右岸西根台地の曲
まが

田
った

遺跡（第

５図 22）で黒曜石製の柳葉形尖頭器が出土している。早期では、小貝川右岸西根台地の市ノ塚遺跡で撚糸文

期の竪穴建物８軒と同時期の陥し穴状遺構５基が確認され、竪穴建物内からは、少量の土器片と石鏃・三角

錐状石器・磨石などの石器が多く出土している。また、小貝川右岸根本山南西麓の山崎遺跡（第６図 13）で

は、沈線文系土器が採集されている。前期では、山崎遺跡で古墳の墳丘および周溝内から東関東系の浮島式

土器が出土しているほか、市ノ塚遺跡や曲田遺跡、小貝川左岸西根台地の馬場先遺跡（真岡市）で前期中葉

の黒浜式土器、東関東系の浮島式・興津式土器が出土している。中期では、江川左岸真岡台地の西海道遺跡

（真岡市）で阿玉台Ⅱ式土器を伴う袋状土坑、江川左岸真岡台地の熊倉遺跡（第６図 29）で加曽利 E １式土

器を伴う袋状土坑、五行川左岸稲毛田台地西縁部の赤坂道上北遺跡（芳賀町）では中期後葉の集落が確認さ

れている。また、五行川左岸西根台地の中内遺跡（真岡市）、小貝川左岸西根台地の磯山遺跡、江川右岸真岡

台地の稲荷山遺跡で中期中葉から後葉、江川左岸真岡台地の熊倉遺跡・塚原遺跡（真岡市）で中期から後期

初頭、於
お

宮
みや

遺跡（真岡市）で中期中葉から後期前葉の土器や石器が採集されている。後期では五行川左岸西

根台地の西物井遺跡で堀之内式土器と打製石斧を伴う遺物集中箇所が確認されている。小貝川右岸根本山南

西麓の柳久保遺跡（第６図 10）では称名寺式、江川右岸真岡台地の塚原遺跡では称名寺式、堀之内１・2 式

土器が採集されている。また、五行川左岸五行川低地の一ツ橋遺跡（真岡市）および南側に隣接する横田小

沼尻地内では、堀之内１・2 式、加曽利 B 式、安行 1 式土器が多数採集されており、これらは一連の遺跡で

あると考えられる。このことから、本地域では中期から後期が主体であり、中期までは台地平坦面から縁辺

部にかけて立地する遺跡が多くみられるが、後期には低地にも集落が進出していったと推定される。
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墳（真岡市）　８中村城跡・遍照寺（真岡市）　９大曽城跡（真岡市）　10蟹が入遺跡（真岡市）　11長沼城跡（真岡市）　12久下田城跡（真岡市）　13鹿古墳群（真岡市）　14厚木
城跡（真岡市）　15大和田古墳群（真岡市）　16下陰遺跡・八木岡城跡（真岡市）　17伊勢崎Ⅱ・Ⅲ遺跡（真岡市）　18瓢箪塚古墳（真岡市）　19西物井遺跡（真岡市）　20桜町陣
屋跡（真岡市）　21峰高前遺跡・峰高城跡（真岡市）　22曲田遺跡（真岡市）　23高田山専修寺（真岡市）　24市ノ塚遺跡（真岡市）　25御前城跡（真岡市）　26海潮寺（真岡市）
27芳賀城跡（真岡市）　28下渋川遺跡（真岡市）　29大前神社（真岡市）　30山崎古墳群（真岡市）　31鶴田A遺跡（真岡市）　32大内廃寺（真岡市）　33堂法田遺跡（真岡市）
34京泉館跡（真岡市）　35井頭遺跡（真岡市）　36谷近台遺跡（芳賀町）　37免の内台遺跡（芳賀町）　38久保遺跡（市貝町）　39星の宮ケカチ遺跡（益子町）　40多田羅遺跡
（市貝町）　41車堂遺跡（益子町）　42栗生窯跡群（益子町）　43原・境窯跡群（益子町）　44長堤遺跡（益子町）　45小泉分校裏遺跡（益子町）　46南高岡窯跡群（真岡市）　
47西山・本沼窯跡群（益子町）　48戸祭窯跡群（宇都宮市）　49瓦谷窯跡群（宇都宮市）　50長者ヶ平遺跡　51中山窯跡（那須烏山市）　52那須官衙跡（那珂川町）　53浄法
寺廃寺（那珂川町）　54小砂窯跡群（那珂川町）　55尾の草遺跡（那珂川町）　56乙女不動原瓦窯跡（小山市）　57結城廃寺（結城市）　58新治廃寺（筑西市）　59新治郡衙跡
（筑西市）　60堀ノ内窯跡（桜川市）　61木葉下窯跡群（水戸市）　62常陸国府跡（石岡市）　63常陸国分寺跡（石岡市）　64小野窯跡群（土浦市）　65桑ノ木窯跡群（土浦市）　
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第１表　周辺遺跡一覧表

No. 遺跡名 所在地 種別 時期 備考

1 下飯貝遺跡 真岡市京泉 散布地 奈良・平安、近世

2 大内廃寺 真岡市京泉 集落・社寺跡 奈良・平安 県指定史跡

3 タタイ遺跡 真岡市京泉 集落跡 奈良・平安 鉄滓出土

4 堂法田遺跡 真岡市京泉 官衙跡 縄文、奈良～近世 県指定史跡

5 京泉シトミ原古墳群 真岡市京泉 古墳 古墳（６c 後～７c） 県指定史跡鶏塚古墳を含む
８基確認

6 久保遺跡 市貝町赤羽 集落跡 古墳・奈良・平安

7 鶴田 A 遺跡 真岡市鶴田 集落跡 旧石器、古墳・奈良・平安

8 岡古墳群 真岡市西田井 古墳 古墳 古墳 22 基確認

9 深田原遺跡 真岡市根本 集落跡 縄文～中世 旧根本深田遺跡

10 柳久保遺跡 真岡市根本 集落跡・古墳 縄文～古墳

11 根本山古墳群 真岡市根本 古墳 古墳 古墳 14 基確認

12 大根山古墳群 真岡市根本 古墳 古墳 古墳 15 基確認

13 山崎古墳群 真岡市根本 集落跡・古墳 縄文～古墳（４c 後～６c） 真岡市指定史跡
山崎遺跡を含む

14 大畠遺跡 真岡市根本 集落跡 縄文、古墳～平安

15 神宮寺塚古墳 真岡市根本 古墳 古墳 真岡市指定史跡
森ノ木古墳群内

16 東沼谷中遺跡 真岡市東沼 集落跡 古墳～平安、近世 旧谷中遺跡

17 谷近台遺跡 芳賀町西水沼 集落跡 古墳・奈良・平安

18 亀の子塚古墳 芳賀町西高橋 古墳 古墳 県指定史跡

19 上り戸遺跡 芳賀町西高橋 集落跡 縄文、平安

20 井頭遺跡 真岡市下籠谷 集落跡 弥生～中世

21 宇大農学部付属農場内遺跡 真岡市下籠谷 散布地 旧石器・縄文・平安

22 太郎塚遺跡 真岡市上大田和 散布地 古墳（前）、奈良・平安

23 吹上遺跡群 真岡市堀内 集落跡 縄文、古墳～平安 旧吹上遺跡

24 箕輪前遺跡 真岡市飯貝 集落跡 縄文、古墳、近世

25 赤曽Ⅱ遺跡 真岡市下籠谷 集落跡 縄文、古墳～中世

26 亀山北遺跡 真岡市亀山 集落跡 旧石器、縄文～平安

27 中郷塚田遺跡 真岡市中郷 集落跡 縄文～平安 旧熱田遺跡

28 下渋川遺跡 真岡市西郷 集落跡 縄文、古墳～近世 旧西郷下如来遺跡

29 熊倉遺跡 真岡市西郷、寺久保 集落跡 縄文、弥生、古墳、近世 旧寺久保・熊倉 A 遺跡

30 城内北 A 遺跡 真岡市台町 散布地 縄文

31 城内北 B 遺跡 真岡市台町 散布地 縄文

32 萩田遺跡 真岡市荒町 散布地 縄文

33 城内遺跡 真岡市台町 散布地 縄文

34 城内東遺跡 真岡市台町 散布地 縄文

35 旧日本蓄音機工場内遺跡 真岡市台町 集落跡 古墳

36 台町丸山遺跡 真岡市台町 集落跡 古墳 旧丸山遺跡

37 下高間木西 A・B 遺跡 真岡市下高間木 集落跡 縄文・弥生、平安、中世

38 八木岡Ⅰ遺跡 真岡市八木岡 集落跡 縄文、古墳～近世

39 大曲北遺跡 真岡市八木岡 集落跡 縄文・弥生、平安

40 大曲遺跡 真岡市八木岡 集落跡 縄文、古墳・奈良～近世 栃木県指定史跡
瓢箪塚古墳を含む

41 伊勢崎Ⅱ遺跡 真岡市伊勢崎 集落跡 旧石器～近世

 ※ 遺跡 No. は第６図中の番号と対応
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（３）弥生時代

　栃木県全体で弥生時代の遺跡は少ない傾向にある。県内で確認されている弥生時代の遺跡は、中期前半ま

では再葬墓を中心とした墓坑が主であり、中期後半頃から１～２軒の極小規模な集落が形成されるようにな

る。後期においても集落は小規模であったと考えられているが、詳細は不明である。本地域では、小貝川流

域と江川流域にかけて立地する遺跡が多く、とくに小貝川流域に集中する傾向がみられ、県内でも特徴的な

様相を呈する。中期では、江川右岸真岡台地の亀山北遺跡で東北系の土器が出土している。後期では、江川

左岸真岡台地の熊倉遺跡、井頭遺跡、江川右岸真岡台地の稲荷山遺跡、伊勢崎Ⅱ遺跡で二軒屋式の集落が確

認されている。小貝川流域では小貝川左岸長堤台地の長堤遺跡（第５図 44）、車堂遺跡（第５図 41）、小貝

川右岸根本山南西麓の柳久保遺跡で二軒屋式・十王台式の集落が確認され、柳久保遺跡と隣接する山崎遺跡

でも古墳調査のトレンチ内から二軒屋式の土器が出土している。また、熊倉遺跡で竪穴建物の炉跡からコバ

ルトブルーのガラス小玉 10 点が出土したことは特筆される。

（４）古墳時代

　本地域では、数多くの古墳や集落が確認されており、遺跡数は前代に比べて急増する。

古墳時代前期　前期では、小貝川左岸の西根台地が遺跡分布の中心となる。小貝川・五行川流域では前方後

方墳が６基確認されており、小貝川流域では小貝川左岸喜連川丘陵南端部の上根二子塚１号墳・３号墳（市

貝町）、小貝川右岸根本山南西麓の山崎古墳群（山崎１号墳）、西根台地の星の宮浅
せん

間
げん

塚
づか

古墳（益子町）の計

４基が確認されている。また、五行川流域では五行川左岸稲毛田台地の浅
せん

間
げん

山
やま

古墳（芳賀町）、五行川右岸

真岡台地の亀の子塚古墳（第６図 18）の計２基が確認されている。これらの前方後方墳は、４世紀後半～５

世紀初頭における小地域の首長墓とされるものである。このほか、小貝川右岸西根台地の市ノ塚遺跡で方墳

３基、五行川左岸西根台地の西物井遺跡で方形周溝墓６基、五行川右岸真岡台地の下陰遺跡（第５図 16）で

方墳２基、石島富士山古墳で方墳または円墳、江川右岸真岡台地の稲荷山遺跡で方形周溝墓５基が確認され

ている。

　集落については、五行川流域では五行川左岸西根台地の西物井遺跡、峰高前遺跡、五行川右岸西根台地の

谷
や

近
ぢか

台
だい

遺跡（第６図 17）、五行川右岸真岡台地の長島南遺跡（真岡市）、江川流域では江川左岸真岡台地の井
い

頭
がしら

遺跡（第６図 20）、塚原遺跡、江川右岸真岡台地の稲荷山遺跡、亀山北遺跡、伊勢崎Ⅱ遺跡、小貝川流域

では小貝川右岸西根台地の市ノ塚遺跡がある。とくに、市ノ塚遺跡では約 70 軒、亀山北遺跡では 22 軒の竪

穴建物が確認されており、いずれも一辺７ｍを超える大型の竪穴建物が存在することから前期の拠点的集落

と考えられる。このような大規模な集落に対して、峰高前遺跡や伊勢崎Ⅱ遺跡、谷近台遺跡などでは 10 軒

前後と比較的小規模な集落であるが、低地を臨む台地の縁辺に集落を形成する傾向は共通しており、この時

期から本格化する低地開発と関連する集落のあり方ともみてとれる。

　生産遺跡については、江川流域の亀山北遺跡で鍛冶工房、小貝川流域の市ノ塚遺跡から管玉や勾玉を中心

とする未製品が多数出土し、割石石材や砥石、作業ピットを伴う玉作の工房跡が確認されている。また、本

地域では S 字状口縁をもつ台付甕が五行川流域の峰高前遺跡、谷近台遺跡、鶴田 A 遺跡（第６図 7）、中峯

遺跡（芳賀町）、吹上遺跡群（第６図 23）、熊倉遺跡、江川流域の亀山北遺跡、伊勢崎Ⅱ遺跡、市ノ塚遺跡で

のみ出土しており特筆される。このほか、五行川右岸西根台地の箕輪前遺跡（第６図 24）では大型壺を粗製

の手捏ね土器が取り囲んだ状態で出土しており、古墳時代前期の祭祀形態を知ることのできる遺跡として注

目される。

古墳時代中期　中期になると、古墳の分布は小貝川流域から五行川流域へと変化していく。五行川流域では
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五行川右岸真岡台地に芳賀郡最古の前方後円墳といわれる大和田冨士山古墳（第５図 15）がある。また、小

貝川右岸西根台地では市ノ塚遺跡で前方後円墳１基、曲田遺跡で方墳と円墳が確認されている。

　集落については、前期に続いて低地を臨む台地の縁辺に形成される傾向にあるが、西根台地が遺跡分布の

中心となる。小貝川右岸西根台地の市ノ塚遺跡、曲田遺跡、五行川右岸西根台地の東沼谷中遺跡（第６図

16）、五行川左岸西根台地の鶴田 A 遺跡、五行川右岸真岡台地の蟹が入遺跡（第５図 10）が確認されるのみ

で、前期に比べて集落数は減少する。

　生産遺跡については、蟹が入遺跡で鍛冶工房、市ノ塚遺跡では管玉を中心に剣形・鏡・臼玉の未製品、曲

田遺跡では剣形・鏡形・勾玉形・臼玉・有孔円板の未製品が多数出土する玉作の工房跡が確認されている。

このことから、小貝川右岸流域ではこれらの手工業生産が古墳時代前期から中期にかけて本格的に始まった

と考えられる。

古墳時代後期　後期になると遺跡数がさらに増加し、遺跡の立地も低地を臨む台地縁辺部から台地全体へと

広がっていく。古墳の分布は前代に引き続き五行川流域が中心となり、大規模な古墳群としては鬼怒川左岸

真岡台地の上
かみ

大
おお

曽
ぞ

古墳群（真岡市）、五行川左岸西根台地の京泉シトミ原古墳群（第６図 5）、五行川右岸西根

台地の鹿古墳群（第５図 13）、五行川右岸真岡台地の大和田古墳群（第５図 15）、瓢箪塚古墳（第５図 18）、

石島古墳群（真岡市）などがある。京泉シトミ原古墳群は、かつて 17 基の円墳で構成されていたと考えられ

るが、その半数以上は宅地化・基盤整備事業などにより消滅した。このうち、鶏塚古墳では多くの人物・形

象埴輪を伴い、江川流域真岡台地の亀山大塚古墳（真岡市）も同様である。また、石室床面に塼が敷かれる

神宮寺塚古墳（第６図 15）は被葬者が窯業生産を司る人物と推定されており、近接する南高岡窯跡群（第５

図 46）との関連が想定される。このほか大小の古墳がすでに消滅していることが分布調査により判明してい

る。

　集落については、古墳の分布とほぼ同じ傾向である。おそらく古墳被葬者層の拡大に伴い、古墳と集落が

より近接して同様の展開を示すようになったものと考えられる。小貝川右岸西根台地の市ノ塚遺跡や五行川

右岸真岡台地の蟹が入遺跡、五行川右岸西根台地の東沼谷中遺跡、五行川左岸西根台地の鶴田 A 遺跡では前

代に継続して集落が営まれ、江川左岸真岡台地の井頭遺跡、西海道遺跡、江川右岸真岡台地の稲荷山遺跡、

五行川左岸西根台地の西物井遺跡、峰高前遺跡、五行川左岸喜連川丘陵東端の久保遺跡（第６図 6）で新た

に集落が形成される。

　生産遺跡については、小貝川左岸富谷山地の南西斜面にある南高岡窯跡群が、７世紀前半に須恵器窯とし

て操業を開始する。ただし、古墳の副葬品生産を目的とした小規模で単発的な操業であったとみられている（梁

木 1987）。

（５）奈良・平安時代　

　本地域では、大規模な集落が複数確認されており、遺跡数は前代に比べて増加し、台地・微高地では大規

模集落が形成されるようになる。古代において本遺跡周辺は下野国芳賀郡に属する。芳賀郡は、『倭名類聚抄』

によれば 14 郷からなる下野国最大の郡とされ、現在の真岡市、芳賀町、さくら市氏家、高根沢町を含む広大

な地域であったと考えられる。東は八溝山地を挟んで常陸国と、西は鬼怒川を境に河内郡と接していた。なお、

飛鳥藤原京では「下毛野國芳宜評□」と記された荷札木簡が出土しており、律令体制下での芳賀郡が７世紀

末頃には成立していたと考えられる。本遺跡周辺には、芳賀郡衙とされる堂
どう

法
ほう

田
だ

遺跡（第６図 4）、芳賀郡衙

に付属する寺院（郡寺）とされる大内廃寺（第６図 2）などが集中していることから、古代芳賀郡の中心地

であったと考えられる。また、中村遺跡（第５図 6）や長者ヶ平遺跡（那須烏山市）では芳賀郡衙別院など
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と推定される建物群が確認されている。ここでは、本遺跡周辺の官衙・寺院・集落・生産遺跡について概観

してみたい。

寺院　本遺跡の北 250 ｍに所在する大内廃寺は、昭和 40 年の水田基盤整備事業等により一部を残して削平

されたため、他の堂宇の存在や配置は不明であるが、塔跡と金堂跡が東西に並ぶことから法隆寺式伽藍配置

と推定されている（大金 1984）。創建時期は出土した面違鋸歯文縁単弁８弁蓮華文鐙瓦や三重弧文宇瓦など

から７世紀末葉で、軒瓦の同笵関係から芳賀郡衙に付属する郡寺と考えられている。また、常陸国新治廃寺

系の鋸歯文縁単弁 16 弁蓮華文鐙瓦・均整唐草文宇瓦は補修期に当たる８世紀中頃のもので、堂法田遺跡、

中村遺跡、井頭遺跡、下野国分尼寺、下野薬師寺などと同笵である。

官衙関連遺跡　本遺跡の北東 850 ｍに所在する堂法田遺跡は、東西約 60 ｍ、南北 300 ｍの範囲で、礎石建物・

掘立柱建物で構成される 38 棟の建物群が確認され、西群で正倉とみられる建物群が整然と並ぶことから芳賀

郡衙と推定されている（辰巳・屋代 1966 ほか）。出土した常陸国新治廃寺系の鋸歯文縁単弁 16 弁蓮華文鐙瓦・

均整唐草文宇瓦は大内廃寺などと同笵で、圏唐草文縁素弁 23 弁蓮華文鐙瓦は大内廃寺、下野薬師寺と同笵で

ある。存続期間は、出土遺物の年代から大内廃寺と同時期の７世紀末頃に設置され９世紀代にかけて機能し

ていたとみられ、８世紀中頃には瓦葺きの正倉が存在したと考えられる。

集落　本遺跡周辺では、一般的な集落以外に郡衙と関連視されるものや有力農民層の私宅である可能性のあ

るもの、仏教関連施設の存在が推定されるものがある。江川左岸真岡台地の井頭遺跡は８世紀中葉～９世紀

後半を中心とする集落跡で、竪穴建物 187 軒、掘立柱建物 18 棟が確認されている。５軒前後で構成される

複数の竪穴建物群が一つの集落を形成していることから、農耕集落の典型とする以外に、芳賀郡衙の建設（整

備）を目的とした計画村落である可能性が示唆されている（大金 1974）。小貝川右岸稲毛田台地の星の宮

ケカチ遺跡（第５図 39）は、９世紀代の集落跡で竪穴建物 24 軒、掘立柱建物８棟が規則的に配置されてい

る。多量の墨書土器のほか石帯、水晶製ハート型装飾品、佐波理の匙など特殊遺物もみられることから、律

令官人層と関連する富豪層など在地の有力農民層の倉などを含む私宅である可能性が指摘されている（仲山

1988）。また、側柱式の掘立柱建物や「寺」の墨書土器が出土していることから、集落内に仏堂が存在した

と推定されている（池田 2011）。そして、「神役寺」の墨書土器が出土した西物井遺跡、「太田寺」の墨書土

器が出土した長沼城跡（第５図 11）、「中寺」の墨書土器が出土した鶴田 A 遺跡、「寺」の墨書土器が出土し

た彦七新田遺跡（市貝町）などの大規模な集落でも仏堂が存在した可能性がある。さらに、くるま橋遺跡（真

岡市）からは小型の銅造鍍金阿弥陀如来坐像１躯が竪穴建物の覆土から出土しており、建物廃絶後に安置（ま

たは埋納）されたと推定されている（池田 2020）。本遺跡に近接する鶴田 A 遺跡は、8 ～ 10 世紀代の竪穴

建物 52 軒や道路状遺構が確認されており、本地域の拠点集落の 1 つである。これらの遺跡のほかにも、下渋

川遺跡、くるま橋遺跡、蟹が入遺跡、久保遺跡、市ノ塚遺跡、馬場先遺跡など五行川低地や小貝川低地に面

した台地上で集落が確認されている。このような集落のあり方から、奈良時代以降、五行川・小貝川流域の

低地部の開発が計画的におこなわれていたことがわかる。

生産遺跡　真岡市の一部と益子町から茨城県桜川市にかけての八溝山地沿いには窯業遺跡が多数存在してい

る。本遺跡の南東約 7km にある益子窯跡群は、八溝山地の一部である富谷山地が小貝川の支流により開析さ

れた支谷沿いに位置しており、西から南高岡窯跡群、西山・本沼窯跡群（第５図 47）、原・境窯跡群（第５

図 43）、栗生窯跡群（第５図 42）の４つの支群に分けられる。操業期間は、７世紀前半に南高岡窯跡群で須

恵器窯の操業が開始され、７世紀末には西山・本沼窯跡群の西山窯で大内廃寺創建期の瓦が生産される（注１）｡

続く８世紀前半には原・境窯跡群の原東窯が操業を開始し、８世紀中葉には西山窯で下野国分寺創建期や大
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内廃寺補修期の瓦が生産される。８世紀後葉～９世紀中葉には、西山・本沼窯跡群の谷津入窯、カスガ入窯、

原・境窯跡群のフジナ入窯、丸峰窯、栗生窯跡群の滝ノ入窯、倉見沢窯で操業が開始され、９世紀後葉には

栗生窯跡群の脇屋窯や原・境窯跡群南部が操業の中心となる（津野 2022）。また、西山・本沼窯跡群の南約

４km、茨城県桜川市の丘陵裾部には堀ノ内窯跡群が所在し、８世紀～９世紀の操業が確認されている（高井・

五十川 1988）。さらに、茨城県土浦市からかすみがうら市にかけての筑波山南東麓丘陵部には新治窯跡群が

所在し、７世紀末葉～９世紀代の操業が確認されている（赤井 1998）。また、タタイ遺跡（第６図 3）では

鉄滓が出土しており、堂法田遺跡と関連する鍛冶工房とも推定されている（真岡市教委 2015）。

　なお、本遺跡では益子窯産須恵器のほか、三
み

毳
かも

窯産須恵器、常陸地域産須恵器（堀ノ内窯、新治窯）、東海

地方産の須恵器・灰釉陶器、中国産輸入陶磁器が出土しており、製品流通の様相を垣間見ることができる。

　また、本遺跡周辺は平安時代末期には大内庄に属していたと考えられるが、真岡市域の荘園である中村庄

や八木岡庄などとともに史料が少なく成立時期や領域など不明な点が多い。新潟県菖蒲塚古墳経塚出土の経

筒銘によれば嘉応２年（1170）以前に大内庄が存在していたと考えられ（注２）、領域については「専修寺文書」

などによれば芳賀町から真岡市にかけての小貝川と五行川に挟まれた南北に長く連なる地域であったと推定

されている（『真岡市史』第２巻）。荘園領主については鎌倉初期の大内庄が全体として吉田家領（本家五辻斎院）

であったこと以外は不明であるが、芳賀氏の祖とされる高澄から五代の孫清重には芳賀郡司との所伝があり、

芳賀氏が平安後期以降国衙の在庁官人となり武士団として成長していったと推定されている（永原 1984）。

（６）中世

　鎌倉時代以降、真岡市域は芳賀氏の支配下となるが、旧二宮町域では長沼氏、水沼氏、宇都宮・芳賀一族

の支配下となり、これら領主間での勢力争いの舞台となった。本遺跡周辺は、京泉館跡（第５図 34）をはじ

め芳賀氏一族の城館跡や墓所があるなど、芳賀氏とのつながりが深い地域である。

　芳賀氏の起源については史料が少ないため確証は得られないが、「芳賀・小宅系図」によれば、寛和元年

（985）、花山天皇の怒りにふれた清原高重が、下野国芳賀郡鹿島戸郷松原の里に配流されたのが始まりとされ

る。その後、後三年の役（1083 ～ 1088）の際、芳賀高澄が戦功をあげたことにより後冷泉天皇から祖先の

罪を許されている（芳賀 1976）。これ以後、芳賀氏は益子氏とともに「紀清両党」とよばれ、宇都宮氏の重

臣として活躍する。この伝承をすべて史実と認めることはできないが、下野国に貴族が配流され権力をふる

うことは史実としてあり（『栃木県史』通史編古代２）、芳賀氏の祖がそうした形で土着し、中世武士団とし

て宇都宮氏に付き従っていったと推定される。

　城館跡については、京泉館跡など 12 か所が存在したとされるが、半数が宅地・水田化により消滅している。

芳賀氏の居城については、真岡市京泉付近→真岡市若色付近→御前城→芳賀城（真岡城）と変遷すると考え

られているが（安永 2011）、京泉と若色についてはその位置に諸説あり特定できていない。ここでは、本遺

跡周辺の芳賀氏に関連する城館跡について概観してみたい。

京泉館跡　本遺跡の北西 400m に所在する。伝承によると、清原真人滝口蔵人高重は寛文元年（985）花山

天皇の怒りによって京泉地内の鹿島戸に配流されたが、領地を拡大し京泉屋敷（本殿屋敷か）を構えたとい

う（芳賀 1976）。明治 20 年（1887）頃までは四方に土塁を巡らしてあったといわれ、昭和８年頃までは

二重の堀と土塁が残っていたというが（芳賀郡市文化財保護審議会連絡協議会 1998）、現在は宅地・水田

化され消滅している。この館は別名御前館ともいう。鹿島戸には芳賀氏の墓所がある（栃木県教委文化課編

1982）。

御前城跡　本遺跡の南西約４km に所在する（第５図 25）。別名芳賀古城といい、承保３年（1076）に芳賀
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高澄が築城し、芳賀高親が修築、以後芳賀氏の本拠となったという。五行川左岸西根台地上に築かれた平城で、

その規模は東西約 220 ｍ、南北約 200 ｍの方形を呈したものであったが、天正５年（1577）の芳賀城普請

に伴い廃城になったという。明治初期頃には消滅し、現在は宅地・水田・真岡中学校の敷地となっている（栃

木県教委文化課編 1982）。平成 15 年度の南濠の発掘調査では、13 ～ 14 世紀の土器が出土遺物の中心を占め、

16 世紀に比定できるかわらけや内耳土器などは、南濠の上端から約 80cm 以内の上層から出土している。こ

のことから、御前城は 14 世紀には機能していたが、16 世紀には少なくとも南濠の大部分は埋没していたと

推定されている（真岡市教委 2015）。

芳賀城跡　本遺跡の南西約４km に所在する（第５図 27）。築城は、①貞治元年（1362）芳賀高貞説（続群書類従・

長蓮寺文書）、②天文元年（1533）芳賀高経説（広沢家古記録）、③天正５年（1577）芳賀高継説（日下田家文書・

下野國誌）の３説がある。ただし、天正５年に堅固な城普請があったことは「日下田家文書」により確実である。

五行川右岸真岡台地上に築かれた城跡で、昭和５年の「真岡城絵図」では大手口の北側に３郭、南側に１郭

がおかれる連郭式平山城で、その規模は周囲の堀を含め東西約 300m、南北約 550m であったが、慶長２年

（1597）の改易に伴い廃城になったという。現在は、真岡小学校の敷地と城山公園となっているが、北側と

西側には当時のものとみられる堀や土塁が残されている。平成 19 年度の発掘調査では、二の丸と三の丸を区

画する堀跡から 16 世紀のかわらけが出土しており、芳賀城が城として機能したのがこの頃と推定されている。

また、御前城の発掘調査成果と考え合わせると、芳賀城の築城時期は、高貞が 14 世紀に御前城から移転築城し、

高継が後北条氏の侵攻に備えて堅固な城郭に改築したと考える説が有力視されている（真岡市教委 2015・栃

木県教委 2011）。

　このほか、本地域には中村城跡（第５図 8・中村氏）、八木岡城跡・下陰遺跡（第５図 16・八木岡氏）、峰

高城跡（第５図 21・宇都宮氏家臣）、長沼城跡（第５図 11・長沼氏）などの城館跡があり、鹿島戸観音堂と

海潮寺（第５図 26）には芳賀氏の墓所と伝わる層塔や宝篋印塔が残されている。

　社寺については、延喜式内小社の大
おお

前
さき

神社（第５図 29）北関東における浄土真宗布教の中心となった高田

山専修寺（第５図 23）のほか、海潮寺、遍照寺（第５図 8）など本地域を支配していた氏族に関連する社寺

が多く存在している。

　墓域については、市ノ塚遺跡で 14 ～ 15 世紀にかけての方形区画施設を伴う墓域が確認されており、高田

山専修寺との関連が指摘されている（藤田 2008）。また、井頭遺跡で 15 ～ 16 世紀、下
しも

高
こう

間
ま

木
ぎ

西 A・B 遺跡

（第６図 37）で 16 世紀の溝で区画したなかに地下式坑や方形竪穴などが密集した墓域が確認されている。こ

のほか、下陰遺跡で地鎮に関連したとみられる 15 世紀末～ 16 世紀後半の輪宝墨書土器が出土しており、井

頭遺跡でも２枚を合口にしたかわらけのなかに銭貨を埋納した地鎮に関連する遺構が確認されている。

（７）近世

　中世以降、真岡市域は芳賀氏の支配下にあったが、慶長２年（1597）に宇都宮氏・芳賀氏が改易となり、

慶長６年（1601）に宇都宮城代をへて浅野長重が真岡城代として赴任したことで真岡藩が成立した。慶長

16 年（1611）に長重が移封されると、堀親良が浅野氏に代わって入国し、寛永４年（1627）には稲葉正成

が堀氏に代わって入国した。正成の子正勝は老中をはじめ重職を歴任し、寛永９年（1632）には相模国小田

原城主となり、真岡藩は廃藩となった。以後真岡領は小田原藩の飛び地として残り、真岡城跡に奉行屋敷を

設けて真岡奉行が統治にあたり、天明３年（1782）には小田原藩により上知され幕府領となった。

　本地域では、桜町領を統治するため元禄 12 年（1699）に桜町陣屋（第５図 20）、真岡領を統治するため

寛政９年（1797）に真岡陣屋（真岡市）、寛政 11 年（1799）に東郷陣屋（真岡市）が建てられ、農村復興
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などの拠点となった。平成 25 年度の発掘調査では近世の井戸跡が確認され、「柳田久一家文書　真岡陣屋絵図」

によれば、これが寛政９年（1797）に幕府代官竹垣三右衛門の陣屋として建てられた真岡陣屋の井戸と考え

られている（真岡市教委文化財課編 2015）。このほか、八木岡Ⅰ遺跡（第６図 38）で約 100 点の経石と経

容器（壺）が確認されており、近世の経塚と推定されている。

注
１　大橋泰夫氏は、西山窯採集の女瓦の型押文を検討した結果、大内廃寺創建期の三重弧文宇瓦と同じ型押文であること

を確認し、西山窯が大内廃寺創建期窯であることを明らかにした（大橋 2001）。
２　経筒には「嘉応二天庚寅七月廿三日　下野国大内厚木住同道十八人」とあり、嘉応二年に大内荘厚木の住人が経典を

埋納した勧進者として名を連ねている（新潟県史史料編２）。このことから大内荘の成立時期は 1170 年以前と考えられ、
東国における寄進地系荘園成立時期が 12 世紀代である点からも妥当である。また、当時は荒廃公田などにより財政的
危機にあった国府が未開地の開発や荒廃した公田の再開発を進めており、荘園の成立はこれらの主体となった在地領主
層の成立を背景にして考えなければならない。
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第３章　調査の方法と成果

第１節　調査の方法（第７図）

（１）調査区の設定

　本遺跡は、五行川左岸の台地南西端部に位置している。調査区は、遺跡中央を東西に走る国道 121 号を挟

んで北側は台地、南側は台地先端の南斜面から低地にあたる。発掘調査にあたっては、国道 121 号を境界と

して２か所の調査区を設定し、北側を北区、南側を南区とした。北区の調査対象面積は 744㎡、南区の調査

対象面積は 379㎡の計 1,123㎡である。

（２）発掘調査の方法

　表土については基本的に重機によって掘削したが、南区のうち国道 121 号に面した部分は人力によって掘

削した。その後、人力による遺構平面プランを検出し、遺構の形状や重複関係の確認をおこなった。

　なお、南区は発掘調査範囲が狭小であり隣接する道路や水路を保護するため、国道 121 号に面した部分と

水路に面した部分についてはトレンチによる遺構確認をおこなった。このうち、水路南側の７トレンチにお

いては、表土下に遺物包含層が残存していることから、包含層の性格等を確認するためトレンチを拡張し、

A から D 区の４つに分けて層位ごとに掘削し、遺構確認をおこなった。

　遺構確認後は、竪穴建物や溝など大形の遺構は土層観察用ベルトを設定し、土坑やピットなど小形の遺構

は埋土を半截して人力での掘削をおこなった。土層観察用ベルトは各遺構の埋土堆積状況などを観察し、分

層作業や写真撮影、断面図化作業をおこなった後に取り除いた。

　出土した遺物は、遺構に伴う可能性の高い遺物を中心に、出土状況の記録写真やトータルステーションを

用いて出土位置を記録し、取り上げをおこなった。遺物包含層から出土した遺物は出土状況の記録写真を撮

影し、層位ごとに取り上げをおこなった。

　遺構測量は、現地調査で取得した数値データ、オルソ画像等をもとに写真測量により平面図および断面図

を委託により作成した。

　遺構写真の撮影は、デジタルカメラを使用して実施し、その後ハードディスクによるデータの記録保存を

図った。調査区の全景写真はドローンによる空中写真撮影を委託により実施した。

　理化学分析は、遺構の年代や石材流通などに関する情報収集や、遺跡周辺における古環境を復原すること

を目的として、放射性炭素年代測定、テフラ分析、花粉・珪藻分析、炭化材の樹種同定、紡錘車の石材同定、

銭貨の蛍光 X 線分析を委託により実施した。試料採取は委託業者により高純度での分析試料採取をおこない、

実験室内で同定作業を実施した。また、金属製品の一部は、脆弱で劣化のおそれがあることから X 線透過撮

影後錆等を除去する保存処理を委託によりおこなった。

（３）整理作業の方法

　報告書作成のための整理作業は、出土遺物を水洗し、遺跡略号、調査区、遺構名、遺物取り上げ番号を注

記した。そして、遺物を種別・器種別に分類し、土師器、須恵器、陶磁器等のそれぞれについて接合をおこ

なった。その後、各遺構の年代や性格を明らかにするうえで重要な報告書掲載遺物を選別し、欠失部はセメ

ント系修復用材（クレイテックス）を充填して復元した。復元を終えた遺物は順次、写真撮影・実測・拓本・

トレースをおこなった。

　遺物写真の撮影は、デジタルカメラを使用しておもに委託により実施し、ハードディスクによるデータの

記録保存を図った。遺物図は実測後スキャナでパソコンに取り込み、画像編集ソフトを用いてデジタルトレ
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ースし、報告書掲載図とした。

　遺構図は委託成果品に土層注記などの注釈を加え、報告書掲載図とした。

　これらの作業と併行して、本文・遺物観察表などの原稿執筆をおこない、報告書の編集・校正作業を経て、

発掘調査報告書を刊行した。

　報告書の掲載遺物については、台帳作成後収納作業をおこなったが、掲載されなかった遺物については、

調査区・遺構・種別ごとに分類して収蔵庫に収納した。

第２節　調査の概要（第７図）

　調査前の現況は水田であり、昭和 40 年の五行川改修に伴う水田基盤整備事業やそれ以前の開墾により旧

地形はあまり残されていないが、遺構の残存状況は比較的良好であった。

　検出した遺構は、北区で竪穴建物７軒、掘立柱建物２棟、土坑１基、ピット 23 基、溝４条、道路状遺構２条、

性格不明遺構２基、南区で土器集積遺構１基である（第７図）。このうち、SD- ６、SD-38、SF- ５は近現代

の遺構であるが、米軍の空中写真や近世の絵図で長方形あるいは L 字状の区割や道を確認することができ、

少なくとも近世までさかのぼる可能性がある。このため、これらについても遺構として扱うこととした。また、

南区では台地端部から低地にかけて傾斜する旧地形を確認し、低地部で土器集積遺構を検出した。このため、

低地部の調査成果は、北区の遺構・遺物と分けて掲載することとした。

　竪穴建物は、古墳時代中期１軒、後期１軒、終末期１軒、古墳時代終末期～奈良時代前半１軒、奈良時代２軒、

古代１軒である。北区の SF-36 より東方を中心に分布しており、南区は低地であることから本調査区が集落

域の南限にあたるとみられる。SI- １からは鉄鏃（平根五角形鏃）、SI- ２からは大内廃寺と同笵の宇瓦や石製

紡錘車、SI-31 からは石製模造品が出土している。

　掘立柱建物は、平安時代１棟、時期不明１棟である。土坑・ピットは時期不明のものが多いが、SB- ９と

主軸方位が一致する SP-11 ～ SP-13 は平安時代の柵列である可能性がある。

　溝は、中世２条、近現代２条である。とくに、中世の SD-37 からは中国産輸入陶磁器や常滑・瀬戸産陶器

が出土しており、流れ込みではあるが弥生時代後期の壺、古代の土師器・須恵器、三足土器が出土している。

　道路状遺構は、奈良～平安時代１条、近現代１条である。このうち、SF-36 は主軸を北に延長すると大内

廃寺の塔と金堂の中間点にあたることから、大内廃寺へ向かう参道と考えられる。

　また、南区の土器集積遺構からは奈良～平安時代の土師器・須恵器を主体に、墨書土器、製塩土器、円面

硯、鉄滓、漆付着土器などが出土し、その上層の遺物包含層中からは古墳時代前期のＳ字状口縁台付甕、Ⅱ・

Ⅲ層中から羽口片が出土している。

第３節　基本土層（第８図）

　基本層序第１・２地点は北区の台地、第３地点は南区の低地、第４地点は南区の台地先端の南斜面にあた

る。第２地点周辺は、昭和 40 年の水田基盤事業、第４地点では SF- ５の造成による改変を受けている。層

位は大きくⅠ～Ⅴ層に分かれ、Ⅱ層はさらに細分される。遺構確認面は、北区の SF- ５より西側ではローム

層上面、東側ではⅢ層上面、南区ではローム層は認められずⅣ層下面が遺構確認面となる（第８図）。なお、

北区と南区の比高差は 1.0 ～ 1.5m あり、北から南に向かって傾斜している。

　台地となる北区ではⅠ層～Ⅱ c 層は共通して確認できるが、それ以下は SF- ５の東西で堆積状況が異なる。

Ⅰ層は現代の水田耕作土（表土）で、Ⅱ a 層はその床土にあたる。Ⅱ b・Ⅱ c 層は旧水田耕作土と床土にあたり、
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軽
石
微
量
。
し
ま
り
あ
り
。
旧
耕
作
土

　
　
　
　
　
　
　
　
　
 ま
た
は
旧
表
土

Ⅱ
g 
明
褐
色
土
　
　
　
ロ
ー
ム
粒
微
量
。
炭
化
物
（
0.
5c
m
程
度
）
微
量
。
し
ま
り
あ
り
。
旧
耕
作
土
ま
た
は
水
路
等
埋
土

Ⅱ
h 
明
褐
色
土
　
　
　
ロ
ー
ム
粒
微
量
。
ロ
ー
ム
ブ
ロ
ッ
ク
（
1～
2c
m
）
微
量
。
し
ま
り
や
や
あ
り
。
古
い
ピ
ッ
ト
の
埋
土

Ⅱ
i 
明
灰
褐
色
土
　
　
ロ
ー
ム
粒
微
量
。
ロ
ー
ム
ブ
ロ
ッ
ク
（
1～
2c
m
）
微
量
。
N
t-I
ス
コ
リ
ア
・
N
t-S
軽
石
少
量
。
し
ま
り
あ
り
。
旧
水
田
床
土

Ⅱ
j 
暗
褐
色
土
　
　
　
ロ
ー
ム
粒
微
量
。
ロ
ー
ム
ブ
ロ
ッ
ク
（
0.
5c
m
程
度
）
微
量
。
N
t-I
ス
コ
リ
ア
・
N
t-S
軽
石
微
量
。
炭
化
物
（
0.
5c
m
程
度
）
微
量
。
し
ま
り
あ
り
。
旧
畑
耕
作
土

Ⅱ
k 
灰
褐
色
土
　
　
　
ロ
ー
ム
粒
微
量
。
炭
化
物
（
0.
5c
m
程
度
）
微
量
。
礫
（
1～
4c
m
）
微
量
。
N
t-I
ス
コ
リ
ア
・
N
t-S
軽
石
微
量
。
し
ま
り
あ
り
。Ⅱ
lと
一
体
の
客
土
層

Ⅱ
l 
明
灰
褐
色
土
　
　
ロ
ー
ム
粒
微
量
。
ロ
ー
ム
ブ
ロ
ッ
ク
（
0.
5～
3c
m
）
微
量
。
炭
化
物
（
0.
5c
m
程
度
）
微
量
。
礫
（
1～
20
cm
）
多
量
。
N
t-I
ス
コ
リ
ア
・
N
t-S
軽
石
微
量
。
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
片
（
1～
10
0c
m
）
多
量
。
し
ま
り
あ
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
含
む
客
土
層

Ⅲ
　
黒
褐
色
土
　
　
　
粘
質
ロ
ー
ム
粒
微
量
。
炭
化
物
粒
少
量
。
焼
土
粒
少
量
。
N
t-I
ス
コ
リ
ア
・
N
t-S
軽
石
微
量
。
し
ま
り
あ
り
。
古
代
遺
物
包
含
層

Ⅳ
　
明
黒
褐
色
土
　
　
粘
質
ロ
ー
ム
粒
微
量
。
粘
質
ロ
ー
ム
ブ
ロ
ッ
ク
（
1～
2c
m
）
微
量
。
炭
化
物
粒
微
量
。
焼
土
粒
微
量
。
N
t-I
ス
コ
リ
ア
・
N
t-S
軽
石
少
量
。
し
ま
り
あ
り
。
古
代
遺
物
包
含
層

Ⅴ
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暗
黄
褐
色
土
　
　
粘
質
ロ
ー
ム
粒
少
量
。
粘
質
ロ
ー
ム
ブ
ロ
ッ
ク
（
1～
6c
m
）
少
量
。
N
t-I
ス
コ
リ
ア
・
N
t-S
軽
石
少
量
。
し
ま
り
あ
り
。
古
代
ま
た
は
そ
れ
以
前
の
遺
物
包
含
層
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質
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第３章　調査の方法と成果
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第３節　基本土層

SF- ５より西側では、Ⅱ c 層の下位で遺物包含層が確認されず、直下が粘質ローム層（地山）となり、最上

部に男体今市スコリア（Nt-I）、男体七本桜軽石（Nt-S）が堆積している。また、SD- ６および SD-37 付近で

は粘質ローム層の下位で砂質ローム層、SD-38 付近では砂質ロームの下位で砂礫層を部分的に確認している。

SF- ５より東側では、Ⅱ c 層の下位に水田基盤事業に伴う客土層であるⅡ d・Ⅱ e 層が堆積している。Ⅱ e 層

の下位には、それ以前の耕作土または旧表土とみられるⅡ f 層が堆積している。Ⅲ・Ⅳ層は古代の遺物包含

層であり、Ⅴ層はローム層直上の堆積層で古代またはそれ以前の遺物包含層と考えられる。Ⅴ層の下位には

粘質ローム層（地山）が堆積している。

　台地先端の南斜面から低地となる南区は、第３地点では第２地点のⅠ・Ⅱ a 層、Ⅲ層に相当する堆積層が

確認できるが、第４地点では SF- ５の造成により上位面は削平され、Ⅲ層に相当する堆積層のみ確認できる。

Ⅳ層は土師器や須恵器、瓦が少量出土していることから、Ⅲ層と同じく古代の遺物包含層と考えられる。Ⅴ

層は自然堆積層とみられ、その下面ではローム層は確認できず、白色粘土層になるとみられる。

　調査区内での旧地形は、北区の第１地点と第２地点の粘質ローム層上面の標高差が約１m あることから、

東から西へ傾斜する地形であったとみられる。また、いずれもローム層上面は地形改変が認められないこと

から、SF- ５付近が台地端部でそれより東側は低地であったと考えられる。なお、北区西半の調査で低地と

みられる堆積層が確認できないことから、第４地点周辺から北西方向にのびる台地と低地の境は本調査区よ

り西側であったと想定できる。一方、南区１～３トレンチでは表土や人為的盛土が厚く堆積しており遺物包

含層であるⅢ層が確認されず、４・５トレンチではⅢ層が確認できることから、１～３トレンチ付近は低地、

４・５トレンチ付近が台地端部であったと推定される。６トレンチ付近では、Ⅲ層上面が削平されているも

のの周辺トレンチの状況などから、台地端部であったと考えられる。また、第２・４地点のⅢ層上面の標高

は 74.8m であり、この２地点を結んだあたりが台地と低地の境であった可能性が考えられる（第８図）。

　以上のように、本調査区周辺では西根台地が五行川低地に向かってなだらかに傾斜し、南区４～６トレン

チ付近は台地が南へ向かって舌状に張り出す旧地形であったと推定される。
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第３章　調査の方法と成果

第４節　北区の遺構と遺物
（１）竪穴建物

竪穴建物 SI- １（第 10・11 図、第２表、図版四・二〇・三一）

重複関係　SI- ２のカマドを含む北東隅を掘り込んでいる。主軸は N- ７°-E である。

規模・形状　東西 4.57m、南北は約 2/3 が調査区外となるため不明である。主柱穴・貯蔵穴・間仕切り溝・

入口施設は、床面においても貼床除去後にも認められなかった。

壁・壁溝　壁は確認面より約 20cm の深さで、ほぼ垂直に掘り込まれている。壁溝は、南東隅と南西隅で確

認されており、全周はしていない。南西隅では貼床土を掘り込んでいることから、貼床後に壁溝を掘削した

と考えられる。

床面・貼床　床面の大部分は地山（ローム層）で、一部でローム粒を多量に含む明褐色土による貼床が施され、

床は硬くしまっている。

掘方　壁際および隅部において床面から２～６cm の深さで掘り込みが確認される以外は、ほぼ平坦である。

埋土　ローム粒を多量に含む暗褐色土（１層）を主体とし、埋土全体に男体今市スコリア（Nt-I）と男体七

本桜軽石（Nt-S）を微量含む。調査時の所見では、1・2 層は人為埋没で、3 層は壁面崩落などによる自然埋

没の可能性がある。１～３層が SI- １埋土、４層が壁溝埋土、５層が貼床埋土である。

遺物出土状況　全体的に遺物量がやや少ない。遺物の大半は東半部からの出土で、床面直上からは土師器の

鉢（１）、砥石（13）が出土している。このほか、須恵器の坏（４～７）、高台付坏（８・９）、甕（10 ～

12）、平根五角形鏃（14）が埋土中から出土している。

出土遺物　須恵器を主体としており、益子窯産以外に三毳窯産・新治窯産の坏や甕、東海産とみられる坏が

0 2m1：60

X=52699
Y=17824

X=52699
Y=17828

X=52696
Y=17828

SI-１
１　暗褐色土　　ローム粒多量。ロームブロック（0.5～6cm）微量。炭化物粒少量。炭化物（0.5～1cm）少量。焼土粒少量。
　　　　　　　　暗褐色・黒褐色土ブロック（0.5～3cm）微量。Nt-I スコリア・Nt-S 軽石微量。しまりあり。SI-1 埋土
２　明黒褐色土　ローム粒少量。ロームブロック（0.5～1cm）微量。炭化物粒微量。炭化物（0.5～1cm）少量。焼土粒微量。
　　　　　　　　Nt-I スコリア・Nt-S 軽石微量。しまりあり。SI-1 埋土
３　褐色土　　　ローム粒多量。ロームブロック（0.5～1cm）微量。Nt-I スコリア・Nt-S 軽石微量。しまりあり。SI-1 埋土
４　暗褐色土　　ローム粒少量。ロームブロック（0.5～2cm）少量。Nt-I スコリア・Nt-S 軽石微量。しまりあり。壁溝埋土
５　明褐色土　　ローム粒多量。ロームブロック（0.5～3cm）少量。Nt-I スコリア・Nt-S 軽石微量。しまり強。貼床埋土
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第４節　北区の遺構と遺物

出土している。須恵器蓋（３）・坏（６）・高台付坏（８）はいずれも８世紀後半のものである。４は他のも

のに比べて胎土が緻密な東海産とみられる坏で、５は灰白色系の三毳窯産の坏である。このほか、６世紀末

～７世紀前半の土師器の鉢（１）、７世紀以前の黒色雲母粒を含む新治窯産の甕（10）や下野系須恵器甕（12）、

９世紀第２四半期～中頃の滝ノ入・倉見沢窯段階の高台付坏（９）などの遺物が混入している。
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第 11 図　SI- １出土遺物実測図
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第３章　調査の方法と成果

竪穴建物 SI- ２（第 12 ～ 15 図、第３表、図版四・五・二〇・二一・三一）

重複関係　SI- １に北東隅を掘り込まれ、西は SP-21・SP-22 に掘り込まれている。主軸は N- ５°-E である。

規模・形状　東西 5.22m、南北は検出長 4.3m（推定 4.6m）である。貯蔵穴・壁溝・間仕切り溝は、床面に

おいても貼床除去後にも認められなかった。

壁　壁は確認面より約 20cm の深さでほぼ垂直に掘り込まれている。

床面・貼床　床面はローム粒を多量に含む褐色土による貼床が施され、床は硬くしまっている。焼土粒や黄

褐色粘土粒・ブロックを含むことから、カマドをつくり替える際に出た土を貼床土として使用した可能性が

ある。また、貼床は西半で薄く、東半で約 15 ～ 20cm と厚くなるが、これは掘方掘削後の凹凸を均し、床

面を平坦にするためと考えられる。

掘方　床面からの深さは５～ 10cm で、全体的に凹凸が目立つ。また、不整形の土坑状の掘り込みが複数あり、

第２表　SI- １出土遺物観察表
掲載番号 種別・器種 法量（cm･g） 成形技法・特徴 胎土 色調・焼成 残存率 出土位置 備考

1 土師器
鉢

口径　（19.8）
底径　-
器高　11.4

内面：口縁部ヨコナデ、胴部ヘラナデ、
底部ナデ。
外面：口縁部ヨコナデ、胴～底部ヘラ
ケズリ。

石英粒・長石粒・
黒雲母粒少量、
砂粒微量

内：にぶい黄橙
　　10YR6/3
外：にぶい黄橙
　　10YR7/3
焼成：不良

口縁～体部
1/2
底部完存

1 層床上 2cm
SI-1No.3
SI-1 東半

6C 末～ 7C 前
半

2 土師器
甕

口径　-
底径　-
器高　[3.6]

内面：ヨコナデ。
外面：ヨコナデ。頸部に輪積痕残存。

白色粒・砂粒多
量、黒雲母粒少
量

内：にぶい赤褐
　　5YR5/4
外：にぶい赤褐
　　5YR5/4
焼成：普通

口縁部破片 SI-1

3 須恵器
蓋

口径　（15.8）
底径　-
器高　[2.0]

内面：ロクロナデ。
外面：ロクロナデ。

白色粒多量、砂
粒微量

内：灰　N5/
外：灰　N6/
焼成：良好

口縁部 1/4 SI-1 8C 後半
産地不明

4 須恵器
坏

口径　（15.4）
底径　-
器高　[2.5]

内面：ロクロナデ。
外面：ロクロナデ。

黒色粒・透明粒
少量

内：灰白　2.5Y7/1
外：黄灰　2.5Y6/1
焼成：良好

口縁部 1/12 SI-1 東半 東海産？

5 須恵器
坏

口径　（14.6）
底径　-
器高　[2.5]

内面：ロクロナデ。
外面：ロクロナデ。

砂粒微量 内：灰黄　2.5Y7/2
外：灰白　2.5Y8/2
焼成：普通

口縁～体部
1/12

SI-1 東半 三毳窯産

6 須恵器
坏

口径　13.6
底径　8.0
器高　4.1

内面：ロクロナデ。
外面：ロクロナデ、底部回転ヘラケズ
リ。

石英粒・長石粒・
砂粒少量

内：灰黄　2.5Y7/2
外：黄灰　2.5Y5/1・
　　灰黄　2.5Y7/2
焼成：不良

口縁部 1/4
体～底部 3/4

1 層
SI-1No.1
1 層床上 3cm
SI-1No.7
SI-1 東半

8C 後半
産地不明

7 須恵器
坏

口径　（15.5）
底径　-
器高　[4.2]

内面：ロクロナデ。
外面：ロクロナデ。

白色粒多量、砂
粒微量

内：灰白　N7/
外：灰白　N7/
焼成：良好

口縁部一部
体部 1/8

SI-1 東半 産地不明

8 須恵器
高台付坏

口径　-
底径　（9.2）
器高　[3.5]

内面：ロクロナデ。
外面：体部ロクロナデ、底部回転ヘラ
ケズリ後高台貼付。底部刻書。
内外面自然釉付着。

白色粒多量、砂
粒微量

内：黄灰　2.5Y6/1
外：黄灰　2.5Y5/1・
　　黒褐　2.5Y3/1
焼成：良好

底部 1/4 SI-1 8C 後半
産地不明

9 須恵器
高台付坏

口径　-
底径　（11.4）
器高　[3.7]

内面：ロクロナデ。
外面：体部ロクロナデ、底部ロクロナ
デ後高台貼付。

石英粒・長石粒
多量・砂粒微量

内：灰　N6/
外：灰　N6/
焼成：良好

底部 1/8 1 層
SI-1No.2

9C 第２四半期
～中頃
益子窯産（滝
ノ入）

10 須恵器
甕

口径　-
底径　-
器高　[4.3]

内面：頸部ナデ、胴部同心円文当て具
痕。
外面：頸部ナデ、胴部平行叩き後カキ
目。
内外面摩耗。

白色粒少量、石
英粒・黒雲母粒・
砂粒微量

内：にぶい黄橙
　　10YR7/2
外：灰黄　2.5Y7/2
焼成：不良

頸～胴部破片 SI-1 東半 古墳 7C 以前
新治窯産

11 須恵器
甕

口径　-
底径　-
器高　[2.8]

内面：ヘラナデ。
外面：ヨコナデ。

石英粒・長石粒
少量、砂粒微量

内：灰白　2.5Y8/2
外：灰白　2.5Y8/2
焼成：良好

頸部破片 SI-1 産地不明

12 須恵器
甕

口径　-
底径　-
器高　[3.8]

内面：同心円文叩き。
外面：真格子叩き。

白色粒少量、砂
粒微量

内：灰　N5/
外：明紫灰　5P7/1
焼成：良好

胴部破片 SI-1 古墳 7C 以前
下野系須恵器
甕

13 石製品
砥石

長　[12.1]
幅　[12.4]
厚　[4.8]
重　1214.67

左側面は成形時の敲打痕が顕著で、表裏面・右側面にも敲打痕が残る。小口は
片面折損。５面を使用しており、表面および小口右側面は平滑に摩滅。表面は
線状の研磨痕が縦・横方向にみられ、幅４mm 前後の浅い溝状の研磨痕が横方
向に４条残る。凝灰質砂岩

小口一部欠損 1 層床上 5cm
SI-1No.5

14 鉄製品
鉄鏃

長　[7.5]
幅　3.8
厚　0.5
重　22.99

平根式の鉄鏃で、鏃身部の平面形が五角形を呈し、茎部の先端を欠損する。頸
部下端は少し外へ広がる。Ｘ線写真で観察しても棘は持たないと判断できる。
鏃身部長 4.8 ～ 4.9cm、鏃身幅 3.4cm、頸部長 1.9cm、頸部幅 0.8cm( 上部）
～ 1.0cm( 下部 )、頸部厚 0.5cm で、頸部の断面形は長方形を呈する。茎部の
断面形は 0.5cm 四方の正方形を呈する。頸部と茎部の境界は上下面に段を持
たない。

茎先端欠損 1 層床上 5cm
SI-1No.4
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第４節　北区の遺構と遺物

調査時の所見では他の貼床土と異なり、ローム・焼土・黒色土などを主体とする土で埋め戻されていたとさ

れている。

埋土　ローム粒や炭化物・焼土粒を少量含む黒褐色土（１層）を主体とし、埋土全体に男体今市スコリア（Nt-I）

と男体七本桜軽石（Nt-S）を微量含む。基本的に人為埋没で、１～４層が SI- ２埋土、５層が貼床埋土、６・

７層が入口ピット埋土である。カマドは１～５層が天井崩落土などの埋土、６層がカマド袖構築材である。

柱穴　主柱穴は４本で、新旧合わせると７本である。すべて貼床除去後に確認し、平面プランは円形または

0 2m1：60

X=52693
Y=17820

X=52698
Y=17820

X=52693
Y=17824

SI-２
１　黒褐色土　　ローム粒少量。ロームブロック（0.5～1cm）微量。炭化物粒少量。炭化物（0.5～1cm）微量。焼土粒少量。焼土ブロック
　　　　　　　　（0.5～1cm）少量。黄褐色粘土粒少量。黄褐色粘土ブロック（0.5～2cm）微量。Nt-I スコリア・Nt-S軽石微量。しまりあり。
　　　　　　　　SI-2埋土
２　暗黒褐色土　ローム粒微量。ロームブロック（1～4cm）少量。炭化物粒微量。焼土粒微量。Nt-I スコリア・Nt-S軽石微量。しまりあり。
　　　　　　　　SI-2埋土
３　黄褐色土　　ローム粒少量。ロームブロック（0.5～1cm）少量。炭化物粒微量。炭化物（0.5～1cm）微量。焼土粒少量。焼土ブロック
　　　　　　　　（0.5～1cm）微量。黄褐色粘土粒多量。黄褐色粘土ブロック（1～8cm）多量。Nt-I スコリア・Nt-S軽石微量。しまり強。
　　　　　　　　SI-2埋土
４　暗黄褐色土　ローム粒微量。ロームブロック（0.5～1cm）少量。炭化物粒少量。炭化物（0.5～1cm）微量。焼土粒多量。焼土ブロック
　　　　　　　　（1～3cm）少量。黄褐色粘土粒多量。黄褐色粘土ブロック（1～2cm）多量。Nt-I スコリア・Nt-S軽石微量。しまりあり。
　　　　　　　　SI-2埋土
５　褐色土　　　ローム粒多量。ロームブロック（1～5cm）多量。炭化物粒少量。焼土粒微量。焼土ブロック（0.5～2cm）微量。黄褐色粘土
　　　　　　　　粒少量。黄褐色粘土ブロック（1～3cm）微量。Nt-I スコリア・Nt-S軽石微量。しまりあり。貼床埋土
６　明黒褐色土　ローム粒少量。ロームブロック（0.5～1cm）微量。炭化物粒微量。炭化物（0.5cmほど）微量。焼土粒微量。焼土ブロック
　　　　　　　　（0.5～1cm）微量。黄褐色粘土粒少量。黄褐色粘土ブロック（0.5～1cm）微量。Nt-I スコリア・Nt-S軽石微量。しまりあり。
　　　　　　　　入口ピット埋土
７　明褐色土　　ローム粒多量。ロームブロック（0.5～1cm）多量。炭化物粒微量。焼土粒少量。焼土ブロック（0.5～1cm）微量。黄褐色粘
　　　　　　　　土粒少量。黄褐色粘土ブロック（0.5～1cm）微量。Nt-I スコリア・Nt-S軽石微量。しまりあり。入口ピット埋土
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第３章　調査の方法と成果

0 2m1：60

0 1m1：30

X=52693
Y=17820

X=52698
Y=17820

X=52693
Y=17824

SI-２カマド
１　黄褐色土　　ローム粒少量。ロームブロック（0.5～1cm）少量。
　　　　　　　　炭化物粒微量。炭化物（0.5～1cm）微量。焼土粒
　　　　　　　　少量。焼土ブロック（0.5～1cm）微量。黄褐色粘
　　　　　　　　土粒多量。黄褐色粘土ブロック（1～8cm）多量。
　　　　　　　　Nt-Iスコリア・Nt-S軽石微量。しまり強。
　　　　　　　　カマド天井部粘土の崩落土
２　暗黄褐色土　ローム粒微量。ロームブロック（0.5～1cm）少量。
　　　　　　　　炭化物粒少量。炭化物（0.5～1cm）微量。焼土粒
　　　　　　　　多量。焼土ブロック（1～3cm）少量。黄褐色粘土
　　　　　　　　粒多量。黄褐色粘土ブロック（1～2cm）多量。
　　　　　　　　Nt-Iスコリア・Nt-S軽石微量。しまりあり。
　　　　　　　　カマド天井部・天井内面の崩落土
３　橙褐色土　　ローム粒微量。炭化物粒微量。炭化物（0.5～1cm）
　　　　　　　　微量。焼土粒多量。焼土ブロック（1～4cm）多量。
　　　　　　　　黄褐色粘土粒少量。黄褐色粘土ブロック（1～2cm）
　　　　　　　　少量。Nt-Iスコリア・Nt-S軽石微量。しまりあり。
　　　　　　　　カマド煙道部天井内面の崩落土
４　暗橙褐色土　ローム粒微量。炭化物粒微量。焼土粒少量。焼土
　　　　　　　　ブロック（1～3cm）少量。黄褐色粘土粒少量。
　　　　　　　　黄褐色粘土ブロック（1～2cm）微量。Nt-Iスコリ
　　　　　　　　ア・Nt-S軽石微量。しまりあり。カマド天井内面
　　　　　　　　の崩落土・流入土
５　明褐色土　　ローム粒微量。ロームブロック（1～2cm）微量。
　　　　　　　　炭化物粒微量。炭化物（0.5～1cm）微量。焼土粒
　　　　　　　　少量。焼土ブロック（1～2cm）少量。灰少量。
　　　　　　　　黄褐色粘土粒少量。黄褐色粘土ブロック（1～3cm）
　　　　　　　　微量。Nt-Iスコリア・Nt-S軽石微量。しまりあり。
　　　　　　　　カマド天井崩落土
６　明黄褐色土　ローム粒微量。焼土粒微量。黄褐色粘土粒多量。
　　　　　　　　黄褐色粘土ブロック（1～5cm）多量。Nt-Iスコリ
　　　　　　　　ア・Nt-S軽石微量。しまりあり。カマド袖構築材
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第４節　北区の遺構と遺物
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第３章　調査の方法と成果

0 10cm1：4

0 5cm1：2

23

24

25

第 15 図　SI- ２出土遺物実測図（２）
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第４節　北区の遺構と遺物

第３表　SI- ２出土遺物観察表
掲載番号 種別・器種 法量（㎝ ･g） 成形技法・特徴 胎土 色調・焼成 残存率 出土位置 備考

1 土師器
坏

口径　（13.6）
底径　-
器高　[4.6]

内面：口縁部ヨコナデ、体部ヘラナデ。
外面：口縁部ヨコナデ、体部ヘラケズ
リ。

金雲母粒・砂粒
少量

内：にぶい黄橙
　　10YR7/2
外：にぶい黄橙
　　10YR7/3・
　　橙 5YR6/6
焼成：普通

口縁～体部
1/8

SI-2 南西

2 土師器
坏

口径　（15.6）
底径　-
器高　[3.8]

内面：口縁～体部ミガキ。
外面：口縁～体部ミガキ。

白色粒・黒雲母
粒微量

内：にぶい赤褐
　　5YR5/4
外：にぶい赤褐
　　5YR5/4・
　　にぶい褐
　　7.5YR5/4
焼成：普通

口縁～体部
1/4

1 層
SI-2No.15

7C 前～中頃

3 土師器
坏

口径　（11.6）
底径　-
器高　[2.9]

内面：ヨコナデ。
外面：口縁部ヨコナデ、体部ヘラケズ
リ。

赤色粒少量、黒
雲母粒微量

内：にぶい橙
　　7.5YR7/3
外：にぶい橙
　　7.5YR7/3
焼成：普通

口縁～体部
1/8

SI-2 南東 6C 末～ 7C 前
半

4 土師器
坏

口径　（14.6）
底径　-
器高　[4.3]

内面：ヨコナデ。
外面：口縁部ヨコナデ、体部ヘラケズ
リ。

石英粒・雲母粒・
砂粒微量

内：橙　5YR6/6
外：にぶい赤褐
　　5YR5/4
焼成：良好

口縁～体部破
片

SI-2 北東 6C 末～ 7C 前
半

5 土師器
坏

口径　（13.6）
底径　-
器高　[4.0]

内面：口縁～体部ヨコナデ。
外面：口縁部ヨコナデ、体部ヘラケズ
リ。

石英粒・長石粒
少量、赤色粒・
砂粒微量

内：にぶい橙
　　7.5YR6/4
外：橙　5YR6/6
焼成：普通

口縁～体部
1/4

SI-2 北西
SI-2 掘方北西
SI-2 掘方

7C 末～ 8C 前
半

6 土師器
甕

口径　-
底径　-
器高　[5.2]

内面：ナデ。
外面：口縁部ナデ、胴部上端縦方向ヘ
ラケズリ。

黒雲母粒・砂粒
多量

内：灰黄褐
　　10YR5/2
外：明赤褐
　　2.5YR5/6
焼成：不良

口縁部破片 1 層
SI-2No.12

6C 後半？

7 土師器
甕

口径　（22.8）
底径　-
器高　[13.1]

内面：口縁～頸部ヨコナデ、胴部ヘラ
ナデ。
外面：口縁～頸部ヨコナデ、胴部ヘラ
ナデか。胴部剥離が著しい。

石英粒・砂粒多
量

内：にぶい赤褐
　　5YR5/4
外：にぶい褐
　　7.5YR5/3
焼成：普通

口縁部 1/6
胴部 5/12

床直
SI-2No.24
1 層床上 6cm
SI-2No.26

9C 中頃

8 土師器
甕

口径　（20.6）
底径　-
器高　[6.9]

内面：口縁～頸部ヨコナデ。
外面：口縁～頸部ヨコナデ、胴部ヘラ
ナデ。

石英粒・砂粒多
量

内：にぶい褐
　　7.5YR5/4
外：にぶい赤褐
　　5YR5/4
焼成：不良

口縁～頸部
1/8

床直
SI-2No.25
SI-2 北西

9C 中頃

9 土師器
甕

口径　-
底径　-
器高　[3.4]

内面：ヘラナデ。
外面：縦方向ヘラケズリ。籾殻圧痕。

砂粒多量、黒雲
母粒微量

内：にぶい赤褐
　　5YR5/4
外：にぶい赤褐
　　5YR5/4
焼成：良好

胴部破片 SI-2 南東

10 土師器
甕

口径　-
底径　（6.2）
器高　[2.2]

内面：ナデ。
外面：胴部ナデ、底部ヘラケズリ。

砂粒多量、長石
粒少量

内：暗赤褐　5YR2/3
外：赤褐　　5YR4/6
焼成：不良

底部 1/3 貼床土
SI-2No.28

11 須恵器
蓋

口径　（16.0）
底径　-
器高　3.2

内面：ロクロナデ。
外面：口縁～体部ロクロナデ、天井部
回転ヘラケズリ後つまみ貼付（ボタン
状つまみ）。

石英粒・長石粒・
砂粒少量

内：灰　5Y5/1
外：灰　5Y6/1
焼成：良好

天井～口縁部
3/5
つまみ完存

1 層床上 3cm
SI-2No.19
SI-2 北西
SI-2 掘方

8C 第２四半期
～中頃
益子窯産（原
東）

12 須恵器
蓋

口径　（16.6）
底径　-
器高　[2.5]

内面：ロクロナデ。
外面：口縁～体部ロクロナデ、天井部
回転ヘラケズリ。

石英粒・長石粒
多量、砂粒微量

内：灰　N6/
外：灰　N6/
焼成：良好

口縁～体部
1/8

貼床土
SI-2No.30

8C 第４四半期　
益子窯産（谷
津入）

13 須恵器
蓋

口径　（15.2）
底径　-
器高　[2.2]

内面：ロクロナデ。
外面：口縁～体部ロクロナデ、天井部
回転ヘラケズリ。天井部刻書「大ヵ」。

砂粒少量 内：灰　N6/
外：灰　N6/
焼成：良好

口縁～体部
1/8

1 層
SI-2No.5

8C 第３～４四
半期　益子窯
産（原東２号
～谷津入）

14 須恵器
蓋

口径　（17.4）
底径　-
器高　[2.0]

内面：ロクロナデ。
外面：ロクロナデ。

石英粒・長石粒
少量、砂粒微量

内：灰白　2.5Y7/1
外：黄灰　2.5Y6/1
焼成：良好

口縁部 1/4 SI-2 南東
No.10 付近

7C 末～ 8C 初　
産地不明

15 須恵器
蓋

口径　-
底径　-
器高　[2.1]

内面：ロクロナデ。
外面：体部ロクロナデ、天井部回転ヘ
ラケズリ後つまみ貼付。自然釉付着。

砂粒微量 内：灰白　10YR7/1
外：灰白　2.5Y7/1
焼成：普通

体部 1/8
つまみ 7/8

SI-2 南東 産地不明

16 須恵器
坏

口径　-
底径　（7.4）
器高　[1.8]

内面：ロクロナデ。
外面：体部ロクロナデ、底部回転ヘラ
切り後ナデ、底部刻書。

白色粒多量、砂
粒微量

内：灰　N5/
外：灰　N5/
焼成：良好

底部 1/8 SI-2 掘方 益子窯産（滝
ノ入・倉見沢）

17 須恵器
高台付坏

口径　-
底径　（11.0）
器高　[1.8]

内面：ロクロナデ。
外面：体部ロクロナデ、底部回転ヘラ
ケズリ後高台貼付。

石英粒・長石粒・
砂粒微量

内：灰白　2.5Y8/2
外：灰白　2.5Y8/2
焼成：不良

底部 1/4 SI-2 北東 8C 第３四半期
後半～第４四
半期前半　三
毳窯産（三通）

18 須恵器
皿

口径　-
底径　（11.0）
器高　[1.8]

内面：ロクロナデ。
外面：体部ロクロナデ、底部回転ヘラ
ケズリ後高台貼付。

砂粒微量 内：灰　5Y6/1
外：灰　5Y6/1
焼成：普通

坏底部 3/8
高台部 1/4

SI-2No.7
SI-2 南西
SI-2 北西

8C 中～後半　
三毳窯産

19 須恵器
鉢

口径　（33.8）
底径　（17.0）
器高　16.6

内面：ロクロナデ。
外面：口縁～体部ロクロナデ。

白色粒少量、砂
粒微量

内：黄灰　2.5Y6/1
外：灰黄　2.5Y7/2
焼成：普通

口縁～底部
1/6

1 層
SI-2No.10

9C 第２四半期
～中頃　益子
窯産（滝ノ入・
倉見沢）

20 須恵器
甕

口径　-
底径　-
器高　[6.7]

内面：ナデ。焼成時の稲ワラ繊維痕。
外面：平行叩き。

石英粒多量、砂
粒微量

内：黄灰　2.5Y6/1
外：灰　　5Y4/1
焼成：良好

胴部破片 1 層
SI-2No.3

益子窯産
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第３章　調査の方法と成果

隅丸長方形を呈する。P １を除く柱穴では新旧２基の柱穴が確認され、P ２より P ５が古く、P ３・P ４よ

り P ６・P ７が古い。断面を図化できなかったが、調査時の記録では貼床土もしくは類似する土で埋め戻さ

れていたようである。床面で柱穴を確認できなかったことや柱穴の新旧関係から、SI- ２は最低でも３時期あ

ったとみられ、P １・P ５～ P ７を主柱穴とする時期→ P １～ P ４を主柱穴とする時期→竪穴部外に主柱穴

を伴う時期の順に変遷したと考えられる。ただし、竪穴掘方の規模は変わらないため、柱穴の立て替えのみ

おこなわれたのであろう。

入口ピット　南西隅付近で１基確認された。平面プランは不整円形とみられ、埋土は上層（６層）が明黒褐

色土、下層（７層）がローム粒を多量に含む明褐色土である。貼床の床面を掘り込んでいることから、竪穴

部外に主柱穴を伴う時期に帰属すると考えられる。

カマド　北壁中央にあり、両袖と煙道の一部が残存している。貼床上面に黄褐色粘土を積み上げて袖をつく

り、構築土の一部に白色粘土粒を少量含む。煙道南半では壁に補強粘土を貼り付けている。両袖の上面およ

び内面は被熱し、特に西袖は一部で壁が崩れるなど脆くなっている。内部には、炭化物・焼土・黄褐色粘土

ブロックを含む土（５層）、焼土粒・焼土ブロックと流入土を含む土（３・４層）、焼土粒・黄褐色粘土ブロ

ックなどを多量に含む土（１・２層）が堆積している。このことから、まず天井の一部が崩落し、その後流

入土を伴い天井や煙道の崩落が進行し、最終的に天井全体が崩落したと考えられる。カマド中央の５層上面

には火床面がみられるので、この部分が燃焼部であろう。袖の粘土には焼土粒を含むことから、つくり替え

ている可能性がある。カマド南から南東の床面には、天井構築材の粘土や焼土が広がることから、カマドが

大規模に壊されたと考えられる。また、床面中央付近に焼土粒や黄褐色粘土を多く含む層（３・４層）がみ

られることからも、カマドが人為的に壊されたことがわかる。貼床上面に構築されていることから、竪穴部

外に主柱穴を伴う時期に帰属すると考えられる。

遺物出土状況　大半の遺物は床面から５～ 10cm 浮いた埋土１層中より出土している。また、宇瓦（23）、

被熱痕のある礫が南壁付近の床面直上で出土しており、カマドの芯材あるいは支脚として使用されたと考え

られる。11 の須恵器蓋は、床面直上と掘方埋土中から出土した個体が接合したものである。掘方内からは土

師器坏（５）、谷津入窯段階の須恵器蓋（12）、滝ノ入・倉見沢窯段階の須恵器坏（16）、石製紡錘車（24）

が出土している。このほか、埋土中からは土師器坏（２～４）、土師器甕（８）、三毳窯産の須恵器高台付坏

（17）などが出土している。このことから、７世紀末～８世紀初頭に SI- ２がつくられ、８世紀代に柱の立て

替えがおこなわれ、カマドの改修と貼床を伴う建物へつくり変えられた可能性もある。

掲載番号 種別・器種 法量（㎝ ･g） 成形技法・特徴 胎土 色調・焼成 残存率 出土位置 備考
21 須恵器

甕
口径　-
底径　-
器高　[7.5]

内面：同心円文当て具痕。
外面：格子叩き後横方向カキ目。自然
釉付着。

砂粒微量 内：黄灰　2.5Y5/1
外：灰白　2.5Y7/1
焼成：良好

胴部破片 1 層
SI-2No.14

古墳時代
産地不明

22 須恵器
甕

口径　-
底径　-
器高　[2.8]

内面：同心円文当て具痕。
外面：擬格子叩き後カキ目。

白色粒微量 内：灰　10Y5/1
外：灰　10Y5/1
焼成：良好

胴部破片 SI-2 掘方 古墳時代
下野系須恵器
甕

23 宇瓦 長　40.5
幅　[13.4]
厚　4.7
重　2877.08

均整唐草文。凸型成形台による粘土板
一枚作り。顎部は凸面広端部に粘土
を貼り付け成形する貼り付け技法であ
る。凸面は縄叩き後、縦方向のヘラケ
ズリが施され縄叩きの痕跡はほぼ残さ
ない。凹面は糸切痕を残し広端部に幅
2 ～ 3㎝の横位ヘラケズリ、側縁に面
取りを施す。

砂粒少量、赤色
粒微量

凸：にぶい橙
　　7.5YR7/4
凹：にぶい黄橙
　　10YR7/3
焼成：不良

2/5 1 層床上 5cm
SI-2No.6

24 石製品
紡錘車

長　4.0
幅　3.9
厚　1.6
重　39.31

上面（広端面）と下面（狭端面）は石材の節理に沿った割れ面で、粗く研磨する。
上下面に穿孔痕を残し、孔道中央にわずかな段をもつことから、両面穿孔であ
る。孔道内は数条の回転痕と棒を通した時の傷もみられる。側面は幅広く切削
した後研磨し、切削痕をほとんど残さない。蛇紋岩製

ほぼ完形 貼床土
SI-2No.27

25 鉄製品
鎌

長　[16.2]
幅　[4.3]
厚　[0.4]
重　53.92

曲刃鎌で全体形を留める。甲技法により製作され、刃部の断面形は楔形である。
基部はほぼ直角に折り返され、表面に幅 1.7cm ほどの柄とみられる木質が認
められるが、裏面には木質が認められない。

− 10 層貼床土
SI-2No.1
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第４節　北区の遺構と遺物

出土遺物　須恵器を主体としており、益子窯産のほかに三毳窯産の高台付坏が出土している。11 は８世紀第

２四半期～中頃の原東窯段階の蓋、12 は８世紀第４四半期の谷津入窯段階の蓋、13 は８世紀第３～４四半

期の原東２号窯～谷津入窯段階の蓋で、17 は８世紀中頃～後半の三毳窯産の高台付坏、18 は８世紀第３～

４四半期の三毳窯産の皿である。23 は８世紀中頃の均整唐草文宇瓦で、益子窯跡群の西山窯跡で採集されて

いることから、ここで生産されたと考えられる。同笵品が下野国分尼寺跡・下野薬師寺跡・大内廃寺・堂法

田遺跡・中村遺跡・井頭遺跡・鶴田 A 遺跡から出土している。このほか、７世紀以前の須恵器甕（21・22）

６世紀末～７世紀前半の土師器坏（３・４）、７世紀前半～中頃の土師器坏（２）、７世紀末～８世紀初頭の

土師器坏（５）、９世紀中頃の土師器甕（８）や滝ノ入・倉見沢窯段階の須恵器坏（16）・鉢（19）、石製紡

錘車（24）、曲刃鎌（25）が出土している。

竪穴建物 SI- ３（第 16 ～ 18 図、第４表、図版五・六・二一・三一）

重複関係　SI- ４と重複するとみられるが、調査区外のため切合い関係は不明である。また、カマド左袖は農

業送水用塩化ビニル管の埋設溝で一部が壊されている。主軸は N-17°-E である。

規模・形状　大部分が調査区外となるため正確な規模は不明であるが、カマドが北壁中央にあるとした場合、

北辺は 4.8m と推定される。間仕切り溝・入口施設は調査範囲内では確認されていない。

0 2m1：60

X=52
693

Y=17
815

X=52
695

Y=17
815

X=52
693

Y=17
818

SI-３
１　明黒褐色土　ローム粒少量。ロームブロック（1～2cm）微量。炭化物粒微量。焼土粒微量。黄褐色粘土粒少量。Nt-I スコリア・Nt-S
　　　　　　　　軽石微量。しまりあり。SI-3 埋土
２　暗褐色土　　ローム粒少量。炭化物粒微量。焼土粒少量。焼土ブロック（0.5～2cm）微量。黄褐色粘土粒少量。黄褐色粘土ブロック
　　　　　　　　（1～2cm）微量。Nt-I スコリア・Nt-S 軽石微量。しまりあり。SI-3 埋土
３　暗褐色土　　ローム粒少量。炭化物粒微量。Nt-I スコリア・Nt-S 軽石微量。しまりあり。壁溝埋土
４　暗黄褐色土　ローム粒多量。ロームブロック（1～4cm）少量。炭化物粒微量。Nt-I スコリア・Nt-S 軽石微量。しまりあり。貼床埋土
５　暗黄褐色土　ローム粒少量。ロームブロック（1～3cm）少量。炭化物粒微量。Nt-I スコリア・Nt-S 軽石微量。しまりあり。
　　　　　　　　P１柱痕跡埋土
６　黄褐色土　　ローム粒多量。ロームブロック（1～4cm）多量。Nt-I スコリア・Nt-S 軽石微量。しまりあり。P１柱掘方埋土

貯蔵穴
１　黒褐色土　　ローム粒少量。炭化物粒微量。焼土粒微量。黄褐色粘土粒微量。Nt-I スコリア・Nt-S 軽石微量。しまりあり。
２　褐色土　　　ローム粒多量。ロームブロック（0.5～1cm）微量。炭化物粒微量。黄褐色粘土粒微量。Nt-I スコリア・Nt-S 軽石微量。
　　　　　　　　しまりあり。

塩ビ管

SI-３
P1

貯蔵穴
調査区外

貯蔵穴

Ⅰ～Ⅱ
塩ビ管

カマド2層

カマド1層

3
2 11

5
444 4

6

2

P1

1
2

カマド1層

A A’
L=75.30m

B B’

C
C’

D D’

E E’

F F’
B B’

C
C’

D D’ D D’
L=75.00m

E E’

F F’

A

A’

第 16 図　SI- ３遺構図

―ぺこ了―
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第３章　調査の方法と成果

壁・壁溝　壁は確認面より約 20cm の深さでほぼ垂直に掘り込まれている。壁溝は北西隅で確認されており、

全周はしていない。貼床土を掘り込んでいることから、貼床後に壁溝を掘削したと考えられる。

床面・貼床　床面の一部は地山（ローム層）であるが、大部分はローム粒を多量に含む暗黄褐色土による貼

床が施される。床面は、しまりはあるが硬化しているというほどではない。

掘方　床面からの深さは５～ 10cm ほどで、土坑状の掘り込みもなく全体的にほぼ平坦である。

埋土　ローム粒や黄褐色粘土粒を少量含む明黒褐色土（１層）を主体とし、埋土全体に男体今市スコリア（Nt-I）

と男体七本桜軽石（Nt-S）を微量含む。基本的に人為埋没で、１・２層が SI- ３埋土、３層が壁溝埋土、４

層が貼床埋土、５・６層が柱穴（P １）埋土である。貯蔵穴は１・２層が埋土、カマドは１～５層が天井崩

落土などの埋土、６層がカマド袖構築材である。

0 1m1：30

SI-３カマド
１　黄褐色土　　ローム粒少量。炭化物粒微量。焼土粒微量。焼土ブロック（0.5～2cm）微量。黄褐色粘土粒多量。黄褐色粘土ブロック
　　　　　　　　（1～4cm）多量。Nt-I スコリア・Nt-S 軽石微量。しまりあり。カマド天井部粘土の崩落土
２　明黒褐色土　ローム粒少量。炭化物粒少量。焼土粒微量。焼土ブロック（0.5～2cm）少量。黄褐色粘土粒少量。黄褐色粘土ブロック
　　　　　　　　（0.5～2cm）微量。Nt-I スコリア・Nt-S 軽石微量。しまりあり。カマド天井内面の崩落土・流入土
３　暗橙褐色土　ローム粒少量。炭化物粒微量。焼土粒多量。焼土ブロック（0.5～2cm）多量。黄褐色粘土粒多量。黄褐色粘土ブロック
　　　　　　　　（0.5～2cm）少量。Nt-I スコリア・Nt-S 軽石微量。しまりあり。天井内面の崩落土
４　褐色土　　　ローム粒少量。炭化物粒少量。灰少量。焼土粒少量。焼土ブロック（0.5～3cm）少量。黄褐色粘土粒少量。黄褐色粘土
　　　　　　　　ブロック（0.5～5cm）少量。Nt-I スコリア・Nt-S 軽石微量。しまりあり。カマド天井部・天井内面の崩落土
５　黄褐色粘土　カマド袖構築材

塩ビ管

調査区外

カマド

焼土

塩ビ管

SI-3-2層

1

2

SI-3-1層

4

4

1

2

3

55

55

SI-3-2層

塩ビ管

B
B’

C
C’
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75
.3
0m

F F’
B

B’

B B’
L=75.30m

C
C’

C
C’

L=
75
.3
0m

E E’

E E’
L=75.30m

F F’
L=75.30m

F F’

第 17 図　SI- ３カマド遺構図
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第４節　北区の遺構と遺物

柱穴　主柱穴は４本とみられるが、検出できたのは北西の１本のみである。柱掘方は貼床を掘り込んでいる

ことから、柱を立て替えた可能性もある。底面形からみて柱径は 14cm 以下である。

カマド　北壁中央付近にあり、両袖の基部と煙道が残存している。貼床上面に黄褐色粘土を積み上げて袖を

0 10cm1：4

0 5cm1：2

0 3cm1：1

2 3

4 5

6

1

7 8

第 18 図　SI- ３出土遺物実測図

第４表　SI- ３出土遺物観察表
掲載番号 種別・器種 法量（㎝ ･g） 成形技法・特徴 胎土 色調・焼成 残存率 出土位置 備考

1 土師器
坏

口径　-
底径　-
器高　[3.4]

内面：口縁～体部ヨコナデ。
外面：口縁部ヨコナデ、体部ヨコヘラ
ケズリ。

赤色粒・黒雲母
粒少量、砂粒微
量

内：橙　5YR6/6
外：にぶい橙
　　7.5YR7/4
焼成：普通

口縁～体部破
片

SI-3 カマド前 7C 後半～ 8C
前半
内湾口縁坏

2 土師器
坏

口径　-
底径　-
器高　[3.5]

内面：口縁～体部ヨコナデ。
外面：口縁部ヨコナデ、体部ヘラケズ
リか。著しく摩耗。

黒雲母粒少量、
砂粒微量

内：にぶい黄橙
　　10YR7/2
外：にぶい黄橙
　　10YR7/2
焼成：不良

口縁～体部破
片

SI-3 南西

3 土師器
坏

口径　（11.6）
底径　-
器高　[4.1]

内面：口縁部ヨコナデ、体部ヘラナデ。
外面：口縁部ヨコナデ、体部ヘラケズ
リか。摩耗。

赤色粒少量、石
英粒微量

内：にぶい黄橙
　　10YR7/2
外：にぶい橙
　　7.5YR7/4
焼成：普通

口縁～体部
1/8

SI-3 カマド前 6C 末～ 7C 前
半

4 土師器
小型甕

口径　-
底径　-
器高　[8.0]

内面：頸部ヨコナデ、胴部ヘラナデ。
外面：頸部ヨコナデ、胴部ヘラナデか。
胴部輪積痕・著しく摩耗。

砂粒多量、石英
粒少量

内：にぶい黄橙
　　10YR7/3
外：橙　7.5YR7/6
焼成：普通

頸～胴部 1/8 SI-3P1 柱穴 古墳時代後期

5 須恵器
高台付坏

口径　-
底径　（9.6）
器高　[1.5]

内面：ロクロナデ。
外面：ヘラ切り、ナデ後高台貼付。

砂粒少量 内：灰　N6/
外：灰　10Y6/1
焼成：良好

底部 1/8 SI-3 南西 8C 前半
益子窯産（原
東４）

6 石製品
磨石

長　10.4
幅　8.0
厚　3.8
重　377.96

自然の河原石を利用。表面には全体的に溝状の擦痕が認められ、裏面には全体
的に摩滅痕が認められる。被熱痕や敲打痕は認められない。凝灰質砂岩

完形 SI-3P2

7 石器
石鏃

長　[2.9]
幅　[1.6]
厚　0.3
重　1.04

良質なチャートを使用し、器体は薄く側縁が直線的な二等辺三角形を呈する。
基部は緩く内湾する凹基。

ほぼ完形 SI-3 カマド前
面

凹基石鏃

8 鉄製品
棒状不明

長　[3.2]
幅　[0.5]
厚　[0.5]
重　1.55

両端部が割れ、内部の錆化した中空部が露出するが、本来は中実とみられる。
断面形は円形を呈するため、鏃や釘ではないとみられる。

両端部欠損 SI-3 カマド焚
口付近
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第３章　調査の方法と成果

つくる。カマド内部には焼土・黄褐色粘土ブロックを含む土（４層）、焼土・黄褐色粘土粒と流入土を含む土（２・

３層）、黄褐色粘土ブロックを多量に含む土（１層）が堆積している。このことから、被熱し脆くなった天

井と天井内壁の一部が崩落し、その後流入土を伴い天井の崩落が進行し、最終的に天井全体が崩落したと考

えられる。カマド前面は地山で、その上に灰層や焼土層が薄く互層をなして堆積していることから、この付

近が火床面と考えられる。

貯蔵穴　北西隅にあり、東西 0.78m、南北 0.5m、深さ 0.22m である。平面形は長方形を呈し、上面から３

～８cm ほど皿状に掘り込まれ、断面形は逆台形状を呈する。この皿状の掘り込みは蓋受けの可能性がある。

埋土はローム粒を多量に含む褐色土（２層）を主体とする。

遺物出土状況　全体的に量が少ない。カマド周辺にややまとまりがあり、非掲載のものも含めて７世紀後半

以降の内湾口縁坏（１）の出土が多い。柱穴（P １）や貯蔵穴からは土師器坏や甕（４）が出土している。

埋土中からは、７世紀以前の須恵器甕、益子窯産の須恵器坏や高台付坏、瓦が出土している。このほか、縄

文時代の磨石（６）や石鏃（７）が混入している。

出土遺物　土師器を主体としており、なかでも７世紀後半から８世紀前半の内湾口縁坏（１）が中心となる。

３は椀形坏、５は８世紀第１四半期後半～第２四半期前半の原東４号窯段階の須恵器高台付坏である。７は

チャート製の凹基石鏃、８は棒状鉄製品で器種は不明である。

竪穴建物 SI- ４（第 19 図、図版六）

重複関係　SI- ３と重複するとみられるが、調査区外のため切合い関係は不明である。

規模・形状　カマドの一部以外は調査区外となるため、規模・形状は不明である。

カマド　煙道の一部のみを検出した。天井の崩落によりローム粒やロームブロックを少量含む褐色土（３層）

が流入し、その後被熱により脆くなった天井内壁の一部（２層）がそのまま崩落し、最終的に天井が崩落し

たと考えられる。

出土遺物　図化できるものはない。カマド煙道より土師器甕２点が出土していることから、古代の竪穴建物

と考えられる。

0 1m1：30

X=52693
Y=17813

X=52693
Y=17814

X=52694
Y=17814

SI-４
１　橙褐色土　　ローム粒少量。炭化物粒微量。焼土粒多量。焼土ブロック
　　　　　　　　（0.5～1cm）少量。黄褐色粘土粒少量。黄褐色粘土ブロッ
　　　　　　　　ク（0.5～1cm）微量。Nt-I スコリア・Nt-S 軽石微量。
　　　　　　　　しまりあり。天井内面の崩落土
２　暗橙褐色土　炭化物粒微量。焼土粒多量。焼土ブロック（1～4cm）
　　　　　　　　多量。Nt-I スコリア・Nt-S 軽石微量。しまりあり。
　　　　　　　　天井内壁崩落土
３　褐色土　　　ローム粒少量。ロームブロック（1～2cm）少量。白色・
　　　　　　　　黄褐色粘土ブロック（1～2cm）少量。流入土

調査区外

カマド

B
B’

B
B’

L=
75
.3
0m

A A’
L=75.30m

AA’ AA’

3

1

1
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第 19 図　SI- ４カマド遺構図
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第４節　北区の遺構と遺物

竪穴建物 SI-30（第 20・21 図、第５表、図版六・二一）

位置・重複関係　重複関係なし。主軸は N-13°-W である。

規模・形状　東西検出長 5.6m、南北は大部分が調査区外となるため、正確な規模は不明である。壁溝・貯蔵

穴は調査範囲内では確認されていない。

0 2m1：60

X=52700Y=17810

X=52700Y=17814

X=52698Y=17814

SI-30
１　黒褐色土　　ローム粒少量。ロームブロック（0.5～2cm）微量。炭化物粒微量。炭化物（0.5～1cm）微量。焼土粒微量。Nt-I スコリア・
　　　　　　　　Nt-S軽石微量。しまりあり。SI-30埋土
２　褐色土　　　ローム粒少量。ロームブロック（0.5～1cm）少量。炭化物粒微量。焼土粒微量。Nt-I スコリア・Nt-S軽石微量。しまり強。
　　　　　　　　ローム・黒色土主体の薄い層が互層をなす。硬化した貼床埋土
３　暗褐色土　　ローム粒少量。ロームブロック（0.5～3cm）多量。Nt-I スコリア・Nt-S軽石微量。しまりあり。貼床埋土
４　暗褐色土　　ローム粒少量。ロームブロック（0.5～2cm）少量。炭化物粒微量。炭化物（0.5～1cm）微量。焼土粒微量。Nt-I スコリア・
　　　　　　　　Nt-S軽石微量。しまりあり。P１埋土
５　褐色土　　　ローム粒多量。ロームブロック（0.5～3cm）多量。炭化物粒微量。Nt-I スコリア・Nt-S軽石微量。しまりあり。P１埋土
６　暗黄褐色土　ローム粒多量。ロームブロック（0.5～4cm）多量。Nt-I スコリア・Nt-S軽石微量。しまりあり。入口ピット（P２）埋土
７　褐色土　　　ローム粒多量。ロームブロック（0.5～2cm）少量。Nt-I スコリア・Nt-S軽石微量。しまりあり。入口ピット（P２）埋土
８　暗黄褐色土　ローム粒多量。ロームブロック（0.5～4cm）多量。Nt-I スコリア・Nt-S軽石微量。しまりあり。入口ピット（P３）埋土

D１（間仕切り溝）
１　黄褐色土　　ローム粒多量。ロームブロック（1～4cm）少量。Nt-I スコリア・Nt-S軽石微量。しまりあり。
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第 20 図　SI-30 遺構図

第 21 図　SI-30 出土遺物実測図

第５表　SI-30 出土遺物観察表
掲載番号 種別・器種 法量（㎝ ･g） 成形技法・特徴 胎土 色調・焼成 残存率 出土位置 備考

1 土師器
坏

口径　（16.0）
底径　-
器高　[4.0]

内面：口縁～体部ヨコナデ、底部ナデ。
漆仕上げ。
外面：口縁部ヨコナデ、体～底部ヘラ
ケズリ。口縁～体部漆仕上げ。

石英粒・黒雲母
粒・砂粒微量

内：灰黄褐　10YR6/2・
　　褐灰　10YR4/1
外：黒褐　7.5YR3/1・
　　灰黄褐　10YR6/2
焼成：普通

口縁部 5/12
体～底部 1/2

P2 内
SI-30No.1
P2 内
SI-30No.2
床上 4cm
SI-30No.3
SI-30 貼床

7C 前半
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第３章　調査の方法と成果

壁　確認面より約 10cm の深さで、ややなだらかに掘り込まれている。壁溝は、調査範囲内では確認されて

いない。

床面・貼床　床面を掘り抜いてしまい断面での確認であるが、ロームブロックを多量に含む暗褐色土による

貼床を全面に施している。また、調査時の所見によれは、P ２・P ３のある南東部分では、ローム土と黒色土

主体の薄い層が版築状に固められており、生活時に堆積した土が踏み固められたものと考えられる。

掘方　床面からの深さは５～ 10cm ほどで、南西隅が土坑状に浅くくぼむ以外はほぼ平坦である。

埋土　ローム粒を少量含む黒褐色土（１層）を主体とし、埋土全体に男体今市スコリア（Nt-I）と男体七本桜

軽石（Nt-S）を微量含む。基本的に人為埋没で、１層が SI-30 埋土、２・３層が貼床埋土、４・５層が柱穴（P

１）埋土、６～８層が入口ピット（P ２・P ３）埋土で、間仕切り溝（D １）の埋土は単層である。

柱穴　主柱穴は４本とみられるが、検出できたのは南西の１本のみである。貼床層（２層）を掘り込んでい

ることから、貼床後に柱穴を掘ったことがわかる。柱痕跡が確認されず、柱穴上部が外側に開き、南側はや

や浅く掘り広げた段があるため、柱抜取穴と考えられる。

入口ピット　南壁中央付近で２基確認された（P ２・P ３）。平面プランは P ２が不整方形、P ３が円形を呈する。

いずれもローム粒を多量含む貼床埋土に似た暗黄褐色土で埋め戻されている。P ３は貼床層（３層）を掘り込

んでおり、P ２も断面では確認できないが、貼床後に掘られたようである。P ２・P ３の新旧関係は不明であ

るが、調査時の所見では同時期ではない可能性が高いとされている。

間仕切り溝　西辺に一条あり、上幅 0.25m、深さ 10cm の明瞭な溝である。貼床除去後に確認し、ローム主

体の土で埋め戻されている。P １～ P ３は貼床を掘り込んでいることから、間仕切り溝の方が古い。また、P

１は柱抜取穴と考えられることから、間仕切り溝（柱穴未確認）→柱（P １）を立て、貼床と入口施設（P ２・

P ３）を設けるという順で建て替えがおこなわれた可能性がある。

遺物と出土状況　遺構の大部分が調査区外となるため、遺物は非常に少ない。貼床土中から土師器・須恵器

片が数点出土しているのみである。図示した１は内外面を漆仕上げした須恵器模倣土師器坏（以下須恵器模

倣坏）で、７世紀前半のものである。

竪穴建物 SI-31（第 22・23 図、第 6 表、図版七・二二）

重複関係　栃木県教育委員会による試掘トレンチにより北辺の一部が壊されている。主軸は N-11°-W である。

規模・形状　東西 5.8m、南北 4.4m である。主柱穴・壁溝・間仕切り溝・入口施設は床面においても貼床除

去後にも認められなかった。

壁　壁は確認面より約 20 ～ 30cm の深さで、ほぼ垂直に掘り込まれている。

床面・貼床　床面の一部は地山（ローム層）であるが、大部分はロームブロックを多量に含む暗褐色土によ

る貼床が施される。床面は、しまりはあるが硬化しているというほどではない。

掘方　床面からの深さは 10 ～ 20cm ほどで、一部が土坑状に大きくくぼむ以外はほぼ平坦である。

埋土　１層上位に浅間 B テフラ（As-B）、１層下位・２層上位に榛名二ツ岳渋川テフラ（Hr-FA）、２層中位

～下位に浅間 C 軽石（As-C）が混在している。いずれも降下ユニットは確認できないため二次堆積であるが、

SI-31 廃絶後に Hr-FA や As-B が降下した可能性がある。また、貯蔵穴１・２層以外の埋土中に男体今市スコ

リア（Nt-I）と男体七本桜軽石（Nt-S）を微量含む。一部に炭化物・焼土粒を含むが基本的に自然埋没と考

えられ、１～４層が SI-31 埋土、5・６層が貼床埋土、７・８層が柱穴（P １）埋土である。炉の埋土は単層

で、貯蔵穴は底部上の一部を除き SI-31 埋土である１・３・４層が堆積している。
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第４節　北区の遺構と遺物

0 2m1：60

0 1m1：30

X=52694Y=17803

X=52699Y=17803

X=52694Y=17808

貯蔵穴
１　黒褐色土　　　ローム粒微量。しまりややあり。
２　灰褐色粘質土　ローム粒微量。しまりややあり。

炉
１　褐色土　ローム粒少量。ロームブロック（1～2cm）微量。炭化物粒微量。
　　　　　　焼土粒少量。Nt-I スコリア・Nt-S 軽石微量。しまりあり。

SI-31
１　明黒褐色土　ローム粒微量。炭化物粒微量。焼土粒微量。As-B 軽石・Hr-FA テフラ・Nt-I スコリア・Nt-S 軽石微量。しまりあり。
　　　　　　　　SI-31 埋土
２　暗褐色土　　ローム粒少量。炭化物粒微量。焼土粒微量。Hr-FA テフラ・As-C 軽石・Nt-I スコリア・Nt-S 軽石微量。しまりあり。
　　　　　　　　SI-31 埋土
３　黒褐色土　　ローム粒少量。炭化物粒微量。焼土粒微量。Nt-I スコリア・Nt-S 軽石微量。しまりあり。SI-31 初期埋土
４　褐色土　　　ローム粒少量。ロームブロック（1～2cm）微量。炭化物粒微量。炭化物（0.5～1cm）微量。焼土粒微量。
　　　　　　　　Nt-I スコリア・Nt-S 軽石微量。しまりあり。SI-31 初期埋土
５　暗褐色土　　ローム粒少量。ロームブロック（1～6cm）多量。炭化物粒微量。Nt-I スコリア・Nt-S 軽石多量。しまりあり。貼床埋土
６　暗黄褐色土　ローム粒多量。ロームブロック（1～8cm）多量。炭化物粒微量。Nt-I スコリア・Nt-S 軽石微量。しまりあり。貼床埋土
７　暗褐色土　　ローム粒少量。ロームブロック（0.5～1cm）微量。炭化物粒微量。Nt-I スコリア・Nt-S 軽石微量。しまりあり。
　　　　　　　　P１柱痕跡埋土
８　明褐色土　　ローム粒多量。ロームブロック（1～5cm）少量。Nt-I スコリア・Nt-S 軽石微量。しまりあり。P１柱掘方埋土
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第３章　調査の方法と成果
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第 23 図　SI-31 出土遺物実測図
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第４節　北区の遺構と遺物

柱穴　中央で１基を確認した以外は、貼床除去後にも認められなかった。P １は主柱穴ではないと考えられ、

床面からの深さは 0.53m である。床面で確認されたことから、貼床後に柱穴を掘ったことがわかる。

炉　中央の東寄りにあり、東西 42cm、南北 46cm、深さ４～８cm。炉の北西部が被熱により赤化するが、

全体的に焼土も少ない。底面の赤化も不明瞭で、長期間使用した様子はみられない。埋土はローム粒・焼土

粒を少量含む褐色土である。

貯蔵穴　南東隅付近にあり、東西 0.95m、南北 0.67m、深さ 0.58m である。平面形は長方形を呈し、断面

形は断面図では不明瞭であるが、上面から 10cm ほどの部分が受け口状になり、それ以下は逆台形状を呈す

る。この受け口状の掘り込みは蓋受けの可能性がある。埋土は底部を除く大部分で SI-31 と同じ土層が堆積し、

底部はローム粒を微量含む黒褐色土（４層）、灰褐色粘質土（５層）である。周囲に土手状の高まりは認め

第６表　SI-31 出土遺物観察表
掲載番号 種別・器種 法量（㎝ ･g） 成形技法・特徴 胎土 色調・焼成 残存率 出土位置 備考

1 土師器
坏

口径　（13.8）
底径　-
器高　6.2

内面：口縁部ヨコナデ、体～底部ナデ。
外面：口縁部ヨコナデ、体～底部ヘラ
ケズリ。

赤色粒少量、砂
粒微量

内：橙　5YR6/6
外：にぶい橙
　　5YR6/4
焼成：普通

口縁～底部
5/8

床上 6cm
SI-31No.10
SI-31 南東

5C 中頃

2 土師器
坏

口径　13.8
底径　-
器高　6.2

内面：口縁部ヨコナデ、体～底部ナデ。
外面：口縁部ヨコナデ、体～底部ヘラ
ケズリ後ナデ。

赤色粒少量、砂
粒微量

内：にぶい橙
　　7.5YR7/4
外：灰褐　
7.5YR5/2・
　　にぶい橙
　　7.5YR7/4
焼成：普通

口縁～体部
7/8
底部完存

床上 2cm
SI-31No.5
SI-31 南東

5C 中頃

3 土師器
坏

口径　（12.8）
底径　-
器高　7.5

内面：口縁部ヨコナデ、体～底部ヘラ
ナデ。
外面：口縁部ヨコナデ、体～底部ヘラ
ケズリ後一部ナデ。口縁部輪積痕。

石英粒・砂粒微
量

内：にぶい橙
　　7.5YR7/4
外：にぶい橙
　　7.5YR7/4
焼成：普通

口縁～底部
1/4

SI-31 南西
SI-31 南部

5C 中頃

4 土師器
坏

口径　（18.0）
底径　（4.0）
器高　6.0

内面：口縁～体部ヨコナデ、底部調整
不明、体～底部一部器面剥離。
外面：口縁部ヨコナデ、体部ヘラケズ
リ、底部ナデ。

砂粒少量、石英
粒微量

内：橙　　5YR6/6
外：灰褐　7.5YR4/2
焼成：普通

口縁～底部
1/4

床上 4cm
SI-31No.2
SI-31 土器集中

5C 中頃

5 土師器
坏

口径　（18.0）
底径　-
器高　[6.7]

内面：口縁部ヨコナデ、体～底部は摩
耗が多く調整不明。
外面：口縁部ヨコナデ、体～底部ヘラ
ケズリか。

砂粒少量 内：橙　5YR6/6
外：橙　5YR6/6
焼成：不良

口縁部 1/4
体～底部 1/2

SI-31 南部 5C 中頃

6 土師器
坏

口径　（17.0）
底径　（4.0）
器高　7.5

内面：口縁部ヨコナデ、体～底部調整
不明、体～底部器面の剥離が著しい。
外面：口縁部ヨコナデ、体部上半ヘラ
ナデ、体部下半ヘラケズリ、底部ナデ。

砂粒少量、石英
粒微量

内：明赤褐
　　2.5YR5/6
外：橙　2.5YR6/6
焼成：普通

口縁部 1/8
体～底部 3/8

床上 5cm
SI-31No.1・
床上 4cm
SI-31No.2・
床上 3cm
SI-31No.4・
SI-31No.7
SI-31 南東
西半東部

5C 中頃

7 土師器
鉢

口径　（11.4）
底径　4.0
器高　10.4

内面：口縁部ハケ調整後一部ヨコナデ、
胴～底部ヘラナデ。胴部輪積痕。
外面：口縁部ヨコナデ、胴～底部ヘラ
ケズリ。

赤色粒多量、石
英粒・砂粒少量

内：灰褐　7.5YR4/2
外：にぶい赤褐
　　5YR5/4
焼成：普通

口縁部 1/4
体部 3/8
底部完存

4 層床上 1cm
SI-31No.9

5C 中頃

8 土師器
鉢か

口径　-
底径　-
器高　[3.6]

内面：ヘラナデ。
外面：ヨコ→ナナメハケ後一部ヘラケ
ズリ。

砂粒微量 内：にぶい黄橙
　　10YR7/4
外：にぶい橙
　　7.5YR6/4
焼成：普通

胴部破片 SI-31 南西

9 土師器
台付甕

口径　-
底径　（9.2）
器高　[3.6]

内面：ヨコナデ。
外面：ヨコナデ。台部輪積痕。

石英粒・黒雲母
粒・砂粒微量

内：明赤褐
　　2.5YR5/6
外：にぶい赤褐
　　5YR5/4
焼成：普通

台部破片 SI-31 北西

10 石製品
編物石

長　12.0
幅　4.1
厚　4.6
重　288.61

自然の河原石を利用。図の下部が少し窪むため紐を掛けやすい。加工・使用痕
や被熱痕は認められない。礫岩

完形 2 層床上 3cm
SI-31No.6

11 石製品
砥石

長　[18.7]
幅　[12.3]
厚　[9.5]
重　2414.05

４面を使用しており表裏面は平滑に摩滅。表面は弧状に研ぎ減り、左側面およ
び右側面下部には線状の研磨痕が横方向にみられる。右側面上部には溝状の研
磨痕がみられ、玉など曲率のある製品の研磨に使用されたと考えられる。小口
は片面が折損し、もう１面は小割にした際の破断面が残る。成形時の剥離面を
そのまま残す。凝灰質砂岩（被熱）

SI-31 南中央

12 石製品
石製模造品

長　2.68
幅　1.15
厚　0.41
重　2.86

表裏面および小口には成形時の擦痕が顕著に認められる。側面には一部剥離面
を残し、擦痕は表裏面に比べやや粗い。両面穿孔（２孔）。滑石

SI-31 北東 5C 後半
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られなかった。

遺物出土状況　遺物は少ないが、南東部とくに貯蔵穴周辺にまとまり、床面から２～５cm 浮いた埋土中よ

り出土している。ほぼ完形の土師器坏（２）・編物石（10）が貯蔵穴東側の床面から出土したほか、小型の

鉢（７）や台付甕（９）、剣形の石製模造品（12）が出土している。また、小片のため非掲載であるが、貯

蔵穴の底面から土師器坏や甕が出土している。

出土遺物　５世紀中頃の内斜口縁形の土師器坏が主体で、丸底（2・3・5）と平底（4・6）のものがある。

土師器鉢（７）は小型で口縁部が外反し、平底を呈する。また、一括で取り上げたなかには古代の益子窯産

の須恵器坏が少量あるが、これは埋没時に混入したものであろう。このほか焼成粘土塊、攻玉に用いたとみ

られるやや大型の砥石（11）、５世紀後半の剣形の石製模造品（12）が出土している。

0 2m1：60

X=52701
Y=17794

X=52696
Y=17794

X=52696
Y=17790

SI-41
１　黒褐色土　　ローム粒微量。炭化物粒微量。焼土粒微量。Nt-I スコリア・Nt-S 軽石微量。しまりあり。SI-41 埋土
２　明黒褐色土　ローム粒少量。ロームブロック（1～6cm）微量。炭化物粒微量。炭化物（0.5cm程度）微量。焼土粒微量。
　　　　　　　　Nt-I スコリア・Nt-S 軽石微量。しまりあり。SI-41 埋土
３　黄褐色土　　ローム粒多量。ロームブロック（1～6cm）多量。Nt-I スコリア・Nt-S 軽石少量。しまり強。SI-41 貼床埋土

P１
１　暗黒褐色土　ローム粒微量。ロームブロック（1～2cm）微量。炭化物粒微量。焼土粒微量。Nt-I スコリア・Nt-S 軽石微量。
　　　　　　　　しまりあり。P１柱痕跡埋土
２　黄褐色土　　ローム粒多量。ロームブロック（1～6cm）多量。Nt-I スコリア・Nt-S 軽石微量。しまりあり。P１柱掘方埋土
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第 24 図　SI-41 遺構図
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竪穴建物 SI-41（第 24 図、図版八）

重複関係　SD-40・SF-36 に掘り込まれている。主軸は N- ９°-E である。

規模・形状　大部分を重複する遺構により掘り込まれているため、規模・形状は不明である。壁溝・貯蔵穴・

間仕切り溝・入口施設は、調査範囲内では確認されていない。

壁　壁は確認面より 20 ～ 34cm の深さでほぼ垂直に掘り込まれている。壁溝は調査範囲内では確認されて

いない。

床面・貼床　一部は地山（ローム土）であるが、それ以外はローム粒・ロームブロックを多量に含む黄褐色

土による貼床が施され、床面は硬化している。調査時の所見によれば、東壁付近ではローム土と黒褐色土が

版築状になる部分があり、生活時に堆積した土が踏み固められたものと考えられる。

掘方　床面からの深さは６～ 10cm ほどで、全体的にほぼ平坦である。

埋土　ローム粒を少量含む明黒褐色土（２層）を主体とし、埋土全体に男体今市スコリア（Nt-I）と男体七本

桜軽石（Nt-S）を微量含む。調査時の所見によれば、基本的に人為埋没で、１～２層が SI-41 埋土、３層が

貼床埋土、４・５層が柱穴（P １）埋土である。

柱穴　主柱穴は４本とみられるが、検出できたのは南東の１本のみである。貼床層（３層）を掘り込んでい

ることから、貼床後に柱穴を掘ったことがわかる。柱痕跡が確認されないことから、柱抜取穴の可能性がある。

なお、P １北西にあるピット状の掘り込みは柱穴ではない。

遺物出土状況　遺物は非常に少ない。埋土中より土師器坏と甕が出土し、周辺からは土師器坏・甕、須恵器坏・

高台付坏・甕、瓦が出土している。

出土遺物　SI-41 に伴う遺物は小片のため図化していないが、６世紀後半の口縁から体部内外面を磨く土師器

坏が複数出土しているため、当該期の遺構と判断した。周辺からは７世紀前半の磨きのない須恵器模倣坏や

９世紀初頭の益子窯産の須恵器坏が出土しているが、確実に SI-41 に伴うと判断できないため、北区遺構外出

土遺物として扱うこととした。

（２）掘立柱建物

掘立柱建物 SB- ９（第 25・26 図、第７表、図版八～一一・二二）

重複関係　SP-19・SP-20 に掘り込まれ、SI- ２東壁を掘り込んでいる。SB-10 と重複するが、柱穴の切合

いがなく前後関係は不明である。柱掘方の規模や柱間寸法の規格性からは SB- ９の方が古いとみられるが、

SB-10 の柱穴はいずれも抜取穴であり SB- ９より古い可能性もある。主軸は N-14°-W である。

規模・形状　南は調査区外となるため、正確な規模は不明であるが、桁行３間、梁行２間以上の側柱式の掘

立柱建物である。柱間寸法は桁行が 1.7m 等間、梁行は若干ばらつきがあるが、およそ 1.8m（６尺）である。

柱掘方は、楕円形から隅丸方形を呈し、長辺が約 0.8 ～ 1.1m で、確認面からの深さは 20cm 前後で、上部

はかなり削平を受けているようである。柱穴底面の標高は 74.83 ～ 74.98m とほぼ一定であることから、旧

地表面は水平に近いと考えられる。P １・P ３・P ６は柱痕跡が底面より４～８cm 沈下しており、P ３は柱

痕跡がわずかに東へ傾斜している。P ２は柱痕跡が底面まで及んでいないことから、柱掘方の掘削作業と柱

の製材や立柱作業に一貫性がなかった、別の建物の柱材を再利用したなどの可能性も推定できる。P ５の柱

は抜き取られており、柱抜取穴から復元できる柱径は 20cm 前後である。その他の柱穴も柱径 20cm 前後で

そろうが、P １は 30cm と一回り太くなっている。P ４は、検出段階で柱痕跡が不明瞭であったが、断面で

は暗褐色土主体の柱痕跡が認められる。南西隅のくぼみは掘り過ぎによるものである。
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0 2m1：60

X=52697Y=17830

X=52693Y=17830

X=52693Y=17826

SB-９
１　明黒褐色土　ローム粒少量。ロームブロック（0.5cm程度）微量。炭化物粒少量。炭化物（0.5～1cm）少量。焼土粒微量。
　　　　　　　　Nt-I スコリア・Nt-S 軽石微量。しまりあり。柱痕跡埋土
２　暗褐色土　　ローム粒少量。ロームブロック（0.5cm程度）微量。炭化物粒少量。炭化物（0.5～1cm）微量。焼土粒微量。
　　　　　　　　Nt-I スコリア・Nt-S 軽石微量。しまりあり。柱痕跡埋土
３　褐色土　　　ローム粒多量。ロームブロック（0.5～3cm）少量。炭化物粒微量。Nt-I スコリア・Nt-S 軽石微量。しまりあり。
　　　　　　　　柱掘方埋土
４　黄褐色土　　ローム粒多量。ロームブロック（1～5cm）多量。しまりあり。柱掘方埋土
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第 25 図　SB- ９遺構図

第 26 図　SB- ９出土遺物実測図

第７表　SB- ９出土遺物観察表
掲載番号 種別・器種 法量（㎝ ･g） 成形技法・特徴 胎土 色調・焼成 残存率 出土位置 備考

1 土師器
小型甕

口径　（13.6）
底径　-
器高　[4.5]

内面：ヨコナデ。
外面：ヨコナデ。

砂粒微量 内：にぶい褐
　　7.5YR5/3
外：にぶい褐
　　7.5YR5/3
焼成：普通

口縁～頸部
1/6

SB-9P1

2 土師器
甕

口径　-
底径　-
器高　[4.6]

内面：口縁部ナデ、肩部ヘラナデ。
外面：口縁～肩部ヨコナデ。

砂粒・ガラス質
粒多量

内：にぶい褐
　　7.5YR5/3
外：灰褐　7.5YR4/2
焼成：良好

口縁部破片 SB-9P2 8C 中頃か
常陸型甕

3 須恵器
坏

口径　-
底径　（7.2）
器高　[3.1]

内面：体～底部ロクロナデ。
外面：体部ロクロナデ、底部ヘラ切り
後ナデ。

石英粒・長石粒・
砂粒微量

内：灰　N4/
外：灰　N4/
焼成：良好

体～底部 1/8 SB-9P5 9C 第１四半期
益子窯産（カ
スガ入）

4 土師質土器
灯明皿

口径　（9.6）
底径　-
器高　[2.0]

内面：口縁部ヨコナデ、体部ナデ、底
部指オサエ。
外面：口縁部ヨコナデ、体～底部ナデ。
内外面口唇部スス付着。

赤色粒・石英粒
微量

内：にぶい赤褐
　　5YR5/4
外：にぶい赤褐
　　5YR5/4
焼成：普通

口縁～底部
1/5

SB-9P4 上層
（P4 上層撹乱
中層か）

13C 中頃

A
 

十

口〖ニロ
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第４節　北区の遺構と遺物

埋土　柱痕跡は P ５を除くすべての柱穴で確認された。また、柱掘方埋土である４層以外では、男体今市ス

コリア（Nt-I）と男体七本桜軽石（Nt-S）を微量含む。柱痕跡埋土は、ローム粒・炭化物粒を少量含む暗褐

色土を主体とし、柱掘方埋土はローム粒・ロームブロックを少量含む褐色土を主体とする。

遺物と出土状況　遺物は非常に少ない。P １から P ６の埋土中より土師器甕や須恵器蓋・坏・高台付坏・甕、

焼成粘土塊が出土している。２は常総型の土師器甕、３は９世紀第１四半期のカスガ入窯段階の須恵器坏、

４は撹乱とみられる土層から出土した土師質土器の皿（灯明皿）である。

掘立柱建物 SB-10（第 27 図、図版八・九・一二）

重複関係　SB- ９と重複するが、柱穴の切合いがなく前後関係は不明である。規模や規格性からは SB- ９が

古いとみられるが、SB-10 はいずれも柱抜取穴であり SB- ９より古い可能性もある。主軸はほぼ正方位である。

規模・形状　南は調査区外となるため、建物の規模や棟方向、構造は不明であるが、東西２間以上、南北１

間以上の掘立柱建物である。柱間寸法は、１間目が 2.4m、２間目が 2.8m とばらつきがある。柱掘方は、楕

円形から長方形を呈し、長辺が 0.5 ～ 0.64m で確認面からの深さは 10 ～ 25cm と浅く、上部はかなり削平

を受けているようである。柱穴底面の標高は、74.82 ～ 74.96m とほぼ一定であることから、旧地表面は水

平に近いと考えられる。柱はいずれも抜き取られており、その後ローム粒・ロームブロックを少量含む黒褐

色土（２層）で埋め戻されている。柱抜取穴から復元できる柱径は 30 ～ 40cm である。P ２・P ３の柱穴

底面は方形にくぼむ部分があり、この部分が柱痕跡である可能性がある。

埋土　埋土全体に男体今市スコリア（Nt-I）と男体七本桜軽石（Nt-S）を微量含む。柱抜取穴埋土は、ローム粒・

ロームブロックを少量含む黒褐色土を主体とし、柱掘方埋土はローム粒・ロームブロックを多量含む黄褐色

土を主体とする。

遺物と出土状況　遺物は非常に少ない。小片のため図化していないが、P １から P ３の埋土中より、土師器坏・

0 2m1：60

X=52692
Y=17830

X=52695
Y=17830

X=52692
Y=17833

SB-10
１　暗褐色土　ローム粒少量。ロームブロック（0.5～1cm）少量。炭化物粒微量。Nt-I スコリア・Nt-S軽石微量。しまりあり。柱抜取穴埋土
２　黒褐色土　ローム粒少量。ロームブロック（0.5～1cm）少量。炭化物粒微量。Nt-I スコリア・Nt-S軽石微量。しまりあり。柱抜取穴埋土
３　黄褐色土　ローム粒多量。ロームブロック（1～5cm）多量。Nt-I スコリア・Nt-S軽石微量。しまりあり。柱掘方埋土

SB-10P3SB-10P2SB-10P1
SB-10

SP-17SP-18

SP-12

SP-11

SB-9P6

調査区外

A A’

A A’
L=75.30m

2
323 3

1
2

P1 P2 P3

第 27 図　SB-10 遺構図
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第３章　調査の方法と成果

甕、益子窯産の須恵器坏が出土している。益子窯産の須恵器坏が出土していることや柱穴の規模から、古代

の遺構である可能性が高い。

（３）土坑

土坑 SK-39（第 28 図、図版一二）

重複関係　SD-38 に掘り込まれる。

規模・形状　平面プランは不整円形を呈し、長軸 0.95m、短軸 0.9m、残存する深さは 0.65m である。底面

はほぼ平坦で、南壁の一部はオーバーハング気味に掘り込まれている。

埋土　粘質ローム粒を多量含む暗褐色土を主体とすることから、人為埋没と考えられる。

出土遺物　混入品とみられる土師器坏の小片が１点出土しただけで、この土坑の時期は判断できなかった。

（４）溝

溝 SD-37（第 29 ～ 31 図、第８表、図版一二～一四・二二～二四）

位置・重複関係　北区西端部にあり、SD-38 に掘り込まれ、SD-40 を掘り込んでいる。主軸は N-20°-E である。

規模・形状　上幅 2.05 ～ 2.56m、下幅 1.22m ～ 1.54m、深さ 0.5 ～ 0.8m、断面形は逆台形状を呈する。

堆積状況から一度溝が埋没した後に掘り直した痕跡が認められる。古い溝は新しい溝より幅が狭く深いもの

で、東半では溝の掘り直しが浅いため、結果的にテラス状になる。底面標高は 74.34 ～ 74.53m で、西から

東へ傾斜しており、壁面や底面には、掘削時の工具痕が残されている。

埋土　基本的に自然埋没で、いずれの層からも浅間 B テフラ（As-B）、男体今市スコリア（Nt-I）、男体七本

桜軽石（Nt-S）が検出された。古い溝では砂粒やロームブロックを含まない黒褐色土（７層）、ロームブロッ

クを多量含む明灰褐色粘質土層（６層）が堆積している。新しい溝では、下層（５層）はグライ化した黒灰

色粘質土が主体となり、中層は砂粒が薄くラミナ状に堆積している状況（２・４層）や砂粒を少量含む暗褐

色土（３層）が認められることから、水成堆積層と判断できる。

遺物出土状況　遺物の出土状況は、基底部からの出土はなく、5 層中から青磁碗のほか混入品とみられる土

師器坏や三足土器、SD-40 と切合う１～４層中からも土師質土器皿などが少量出土している。また、溝東部

からの出土が多い傾向にある。中世の遺物は少量であり土師質土器皿、常滑窯など国産陶磁器、龍泉窯・同

0 2m1：60

X=52701

Y=17774

X=52702

Y=17774

X=52702

Y=17776

SK-39
１　明黒褐色土　粘質ローム粒微量。礫（1～4cm）微量。しまりあり。SK-39 埋土。自然埋没か
２　暗褐色土　　粘質ローム粒多量。粘質ロームブロック（1～6cm）少量。礫（1～15cm）少量。
　　　　　　　　しまりあり。SK-39 埋土。人為埋没

SK-39

SD-38

1
2

A A’

A A’
L=74.90m

第 28 図　SK-39 遺構図
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第４節　北区の遺構と遺物

安窯系の中国産陶磁器が出土している。上層（１層）から龍泉窯系青磁碗、白磁碗、常滑窯産片口鉢、中層（２

～４層）から土師質土器皿や銭貨、下層（５層）から龍泉窯系青磁碗、白磁碗、常滑産瓶子、山茶碗窯系片口鉢、

女瓦が出土している。これらのうち、埋土一括で取り上げたものや１～４層中から出土したものについては、

SD-40 に伴う遺物が含まれている可能性もある。また、埋土一括で取り上げたもののなかには、土師器や須

恵器など周囲からの混入品が多く含まれている。

0 5m1：200

0 2m1：80

X=52705
Y=17700

X=52700
Y=17770

X=52700
Y=17800

SD-37
１　褐色土　　　粘質ローム粒微量。粘質ロームブロック（1～2cm）微量。炭化物粒微量。Nt-Iスコリア
　　　　　　　　・Nt-S軽石微量。しまりあり。SD-37埋土
２　明褐色土　　粘質ローム粒少量。粘質ロームブロック（1～2cm）微量。砂多量。Nt-Iスコリア・
　　　　　　　　Nt-S軽石微量。しまりあり。砂の薄い層が互層（ラミナ状堆積）をなし、上面・下面は
　　　　　　　　鉄分の凝集が認められる。水成堆積層。SD-37埋土
３　暗褐色土　　粘質ローム粒少量。粘質ロームブロック（0.5cm程度）微量。砂少量。Nt-Iスコリア・
　　　　　　　　Nt-S軽石微量。しまりあり。水成堆積層か。SD-37埋土
４　暗褐色土　　粘質ローム粒微量。砂少量。Nt-Iスコリア・Nt-S軽石微量。しまりあり。細かい砂が
　　　　　　　　薄い互層（ラミナ状堆積）をなす。水成堆積層。SD-37埋土
５　明黒褐色粘質土　粘質ローム粒微量。粘質ロームブロック（1～5cm）微量。炭化物粒微量。
　　　　　　　　　　Nt-Iスコリア・Nt-S軽石微量。しまりあり。SD-37埋土
６　明灰褐色粘質土　粘質ローム粒少量。粘質ロームブロック（1～6cm）多量。Nt-Iスコリア・
　　　　　　　　　　Nt-S軽石微量。しまりあり。SD-37埋土
SD-40
１　暗褐色土　　　ローム粒少量。ロームブロック（0.5cm程度）微量。炭化物粒微量。
　　　　　　　　　炭化物（0.5cm程度）微量。Nt-Iスコリア・Nt-S軽石多量。SD-40埋土
２　明黒褐色土　　ローム粒少量。ロームブロック（0.5～1cm）微量。炭化物粒少量。
　　　　　　　　　炭化物（0.5～1cm）少量。焼土粒微量。灰褐色粘質土ブロック（1～8cm）少量。
　　　　　　　　　Nt-Iスコリア・Nt-S軽石微量。SD-40埋土
３　暗褐色粘質土　ローム粒微量。ロームブロック（0.5～1cm）微量。炭化物粒微量。
　　　　　　　　　炭化物（0.5cm程度）微量。灰褐色粘質土ブロック（1～10cm）多量。
　　　　　　　　　Nt-Iスコリア・Nt-S軽石微量。SD-40埋土
４　灰褐色粘質土　ローム粒微量。SD-40埋土
５　暗褐色土　　　ローム粒微量。ロームブロック（0.5～2cm）微量。炭化物粒微量。
　　　　　　　　　炭化物（0.5cm程度）微量。灰褐色粘質土ブロック（1～4cm）少量。
　　　　　　　　　Nt-Iスコリア・Nt-S軽石微量。SD-40埋土
６　黒褐色土　　　ローム粒少量。ロームブロック（0.5～8cm）少量。炭化物粒微量。
　　　　　　　　　炭化物（0.5cm程度）微量。Nt-Iスコリア・Nt-S軽石微量。SD-40埋土
７　明褐色土　　　ローム粒多量。ロームブロック（0.5～3cm）少量。炭化物粒微量。Nt-Iスコリア・
　　　　　　　　　Nt-S軽石微量。多量のローム質流入土。SD-40埋土
８　灰褐色粘質土　ローム粒微量。SD-40埋土
９　褐色土　　　　ローム粒少量。ロームブロック（0.5～3cm）少量。ローム質流入土。SD-40埋土
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第 29 図　SD-37・40 遺構図
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第３章　調査の方法と成果

0 10cm1：4
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第 30 図　SD-37 出土遺物実測図（１）
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第４節　北区の遺構と遺物

出土遺物　25 は 13 世紀後半～ 14 世紀前半の手づくねの土師質土器皿、26 は 13 世紀後半頃のロクロ成形

の土師質土器皿である。27 は 13 世紀中頃の常滑窯産の片口鉢、28 は 13 世紀後半の山茶碗窯系の片口鉢で、

29 は古瀬戸の三足盤で内面に釉がみられないことから、14 世紀後半～ 15 世紀中頃とみられる。30 は 12

世紀後半頃の常滑窯産の瓶子、33 は 13 世紀初頭の渥美窯産の大甕である。35・36 は 12 世紀後半～ 13 世

紀前半の龍泉窯系青磁碗で、11 世紀後半～ 12 世紀中頃にさかのぼる可能性もある。37 ～ 39 は 13 世紀後

半～ 14 世紀初頭の龍泉窯系青磁碗で、37 は鎬蓮弁文の様相から 12 世紀後半～ 13 世紀前半にさかのぼり、

39 は退化した草花文の様相から 14 世紀末～ 15 世紀にくだる可能性もある。40 は 12 世紀後半の白磁碗

で、41 は 12 世紀後半～ 13 世紀頃の同安窯系の白磁梅瓶である。銭貨は２点出土しており、43 は唐国通宝、

0 10cm1：4

0 3cm1：1

2625

27

30 31

28

29

32 33
34

35
36

37 4038 41

39

42

43 44

第 31 図　SD-37 出土遺物実測図（２）
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第３章　調査の方法と成果

第８表　SD-37 出土遺物観察表
掲載番号 種別・器種 法量（㎝ ･g） 成形技法・特徴 胎土 色調・焼成 残存率 出土位置 備考

1 弥生土器
壺か

口径　-
底径　-
器高　[2.7]

内面：頸部ヨコナデ後簾状文。
外面：ヨコナデ。

赤色粒・砂粒微
量

内：にぶい黄橙
　　10YR7/3
外：にぶい黄橙
　　10YR7/3
焼成：普通

頸部破片 SD-37 東部 弥生後期か
二軒屋式？

2 土師器
坏

口径　（13.2）
底径　-
器高　[3.8]

内面：口縁部ヨコナデ、体～底部ヘラ
ナデ。
外面：口縁～体部ヨコナデ、底部ヘラ
ケズリか。外面著しく摩耗。

赤色粒・黒雲母
粒・砂粒微量

内：橙　5YR7/6
外：橙　5YR7/6
焼成：普通

口縁～体部
1/6

SD-37 東区 古墳時代

3 土師器
坏

口径　（15.2）
底径　-
器高　[4.0]

内面：口縁～体部ヨコナデ、底部ナデ。
外面：口縁部ヨコナデ、体～底部ヘラ
ケズリ。

赤色粒・黒雲母
粒・石英粒・砂
粒微量

内：にぶい橙
　　5YR6/4
外：にぶい橙
　　5YR6/4
焼成：普通

口縁～底部
1/4

5 層
SD-37No.8

7C 前半

4 土師器
甑

口径　-
底径　-
器高　[1.8]

内面：ヘラ状工具によるナデ。
外面：ヘラケズリ後ナデ。

砂粒微量 内：橙　5YR6/6
外：橙　5YR6/6
焼成：普通

底部破片 SD-37 東区 古墳中～後半
鉢形甑

5 土師器
三足土器

口径　-
底径　-
器高　[7.9]

三足土器の脚部、円柱状で表面をナデ
調整する。

砂粒多量、石英
粒微量

外：にぶい黄橙
　　10YR6/3
焼成：不良

脚部破片 5 層
SD-37No.10

9C 後半～ 10C
前半

6 須恵器
蓋

口径　-
底径　-
器高　[2.4]

内面：ロクロナデ。
外面：体部ロクロナデ、天井部回転ヘ
ラケズリ後つまみ貼付（ボタン状つま
み）。

雲母粒・砂粒微
量

内：灰白　2.5Y8/2
外：灰白　2.5Y8/2
焼成：普通

つまみほぼ完
存
天井部破片

3 層
SD-37No.9
SD-40 ベルト
部分

8C 前半
産地不明

7 須恵器
蓋

口径　（17.0）
底径　-
器高　[0.8]

内面：ロクロナデ。
外面：ロクロナデ。

砂粒微量 内：灰白　2.5Y8/2
外：灰白　2.5Y8/2
焼成：不良

口縁部破片 SD-37 東区 産地不明
三毳窯産か

8 須恵器
高台付坏

口径　-
底径　（8.4）
器高　[3.4]

内面：ロクロナデ。
外面：ロクロナデ後高台貼付。

砂粒少量、白色
粒微量

内：灰　7.5Y5/1
外：灰　10Y6/1
焼成：良好

底部 1/5 SD-37 東区 8C 第２四半期
～中頃
益子窯産（原
東 1・3）

9 須恵器
高坏

口径　-
底径　-
器高　[6.0]

内面：ロクロナデ。
外面：ロクロナデ。

砂粒少量、石英
粒・長石粒微量

内：灰　7.5Y6/1
外：灰　7.5Y6/1
焼成：良好

坏部破片
脚部 1/2

SD-37 東部 8C 後半か
益子窯産

10 須恵器
提瓶か平瓶

口径　-
底径　-
器高　[3.6]

内面：ロクロナデ。
外面：ロクロナデ後カキ目。

砂粒微量 内：灰　5Y6/1
外：灰　N6/
焼成：良好

胴部破片 SD-37 東区 益子窯産

11 須恵器
横瓶か

口径　-
底径　-
器高　[3.1]

内面：ロクロナデ。
外面：ヘラケズリ。

砂粒少量、石英
粒微量

内：灰　　5Y6/1
外：灰白　5Y7/1
焼成：良好

胴部破片 SD-37 東部 益子窯産

12 須恵器
横類

口径　-
底径　-
器高　[2.4]

内面：ロクロナデ。
外面：ロクロナデ後櫛描波状文。

黒色粒多量、砂
粒微量

内：灰白　2.5Y7/1
外：黄灰　2.5Y5/1
焼成：良好

胴部破片 SD-37 中央区 産地不明

13 須恵器
横類

口径　-
底径　-
器高　[2.2]

内面：ロクロナデ。
外面：ロクロナデ。

砂粒微量 内：灰黄　2.5Y6/2
外：灰黄　2.5Y7/2
焼成：良好

胴部破片 SD-37 東部 南那須か三毳
窯産

14 須恵器
甕

口径　-
底径　-
器高　[3.3]

内面：同心円文当て具痕。
外面：真格子叩き後カキ目。

砂粒微量 内：灰　5Y6/1
外：灰　N5/
焼成：良好

胴部破片 SD-37 東区 下野系須恵器
甕

15 須恵器
甕

口径　-
底径　-
器高　[11.5]

内面：ロクロナデ、指オサエ。
外面：頸部ロクロナデ後櫛描波状文１
条、凹線２条、肩部平行叩き。

砂粒多量、石英
粒・長石粒微量

内：灰　N4/・N6/
外：灰　N5/
焼成：良好

頸部 1/4 SD-37 8C か
益子窯産

16 須恵器
甕

口径　-
底径　-
器高　[5.0]

内面：平行当て具痕。
外面：平行叩き後一部カキ目。

砂粒少量、石英
粒微量

内：灰　5Y6/1
外：灰　5Y5/1
焼成：良好

胴部破片 SD-37 東部 篠倉窯

17 須恵器
甕

口径　-
底径　-
器高　[4.9]

内面：同心円文当て具痕。
外面：格子叩き。

砂粒微量 内：灰　N6/
外：灰　5Y6/1
焼成：良好

胴部破片 SD-37 中央部 古墳時代 7C
以前
産地不明

18 須恵器
甕

口径　-
底径　-
器高　[5.5]

内面：同心円文当て具痕。
外面：平行叩き。

砂粒微量 内：灰　N5/
外：灰　N5/
焼成：良好

胴部破片 SD-37 東区 古墳時代 7C
以前

19 須恵器
甕

口径　-
底径　-
器高　[5.5]

内面：ロクロナデ、同心円文当て具痕。
外面：真格子叩き。

砂粒微量 内：灰　N6/
外：灰　N6/
焼成：良好

胴部破片 SD-37 東ベル
ト

古墳時代 7C
以前
産地不明

20 須恵器
甕

口径　-
底径　-
器高　[6.8]

内面：同心円状当て具痕。
外面：擬格子叩き後カキ目。

砂粒微量 内：灰　5Y4/1
外：灰　N7/
焼成：良好

胴部破片 SD-37 中央部 産地不明
下野系須恵器
甕

21 男瓦 長　[7.5]
幅　[5.5]
厚　[1.7]
重　78.39

凸面：タテヘラケズリ。
凹面：布目痕。

砂粒微量 凸：にぶい黄橙
　　10YR7/3
凹：にぶい黄橙
　　10YR7/3
焼成：普通

破片 SD-37 東部

22 女瓦 長　[9.1]
幅　[12.2]
厚　[2.3]
重　324.35

凸面：格子叩き、糸切痕。
凹面：糸切痕、布目痕。
側面：ヘラケズリ。

砂粒多量、石英
粒微量

凸：灰　5Y5/1
凹：灰　N4/
焼成：良好

破片 SD-37 東区 5
層

益子窯産
粘土板
下野国分寺跡
428 型式ヵ

23 女瓦 長　[7.7]
幅　[5.5]
厚　[1.5]
重　78.24

凸面：格子叩き。
凹面：布目痕。側縁部ヘラケズリ。
側面：狭端・側面ヘラケズリ。

白色粒多量、黒
雲母粒微量

凸：灰　　7.5Y6/1
凹：淡黄　2.5Y8/3
焼成：普通

破片 SD-37 東区 下野国分寺跡
228 型式ヵ

24 女瓦 長　[7.8]
幅　[7.3]
厚　[1.8]
重　122.98

凸面：格子叩き後ヨコナデ。
凹面：布目痕。
側面：ヘラケズリ、面取り。

石英粒・砂粒微
量

凸：灰　N4/
凹：灰　N5/・N6/
焼成：良好

破片 SD-37 東区 西山窯産
大内廃寺創建
期
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第４節　北区の遺構と遺物

掲載番号 種別・器種 法量（㎝ ･g） 成形技法・特徴 胎土 色調・焼成 残存率 出土位置 備考
25 土師質土器

皿
口径　7.6
底径　-
器高　2.3

内面：口縁部ヨコナデ、体～底部ナデ、
指オサエ。
外面：口縁部ヨコナデ、体～底部ナデ。

赤色粒少量、黒
雲母粒・砂粒微
量

内：橙　5YR6/6
外：橙　5YR6/6
焼成：普通

口縁～底部
4/5

3 層
SD-37No.9

13C 後半～
14C 前半
手づくね

26 土師質土器
皿

口径　11.5
底径　6.5
器高　3.2

内面：口縁～体部ロクロナデ、底部ロ
クロナデ後ヨコナデ。
外面：口縁～体部ロクロナデ、底部回
転糸切り後無調整。板状圧痕。

金雲母粒多量、
砂粒微量

内：にぶい橙
　　7.5YR6/4
外：にぶい橙
　　7.5YR6/4
焼成：良好

口縁～体部
5/8
底部完存

4 層
SD-37No.2
SD-37 東区

13C 後半

27 陶器
片口鉢

口径　（28.0）
底径　-
器高　[6.9]

内面：ヨコナデ。体部摩滅（使用痕）。
外面：口縁部ヨコナデ、体部ナデ。

砂粒多量 内：黄灰　2.5Y5/1
外：にぶい褐
　　7.5YR5/3
焼成：良好

口縁部 1/8 SD-37 西部 13C 後半～
14C 前半
常滑窯 6B ～ 7
型式

28 陶器
片口鉢

口径　-
底径　（14.6）
器高　[3.7]

内面：ロクロナデ。底部摩滅（使用痕）。
外面：ロクロナデ後高台貼付。底部離
れ砂付着。

砂粒微量 内：灰白　2.5Y7/1
外：灰白　2.5Y7/1
焼成：良好

底部 1/8 5 層
SD-37No.1

13C 後半
山茶碗窯系

29 陶器
三足盤

口径　-
底径　-
器高　[3.6]

内面：ロクロナデ。
外面：ロクロナデ、回転ヘラケズリ。
内外面無釉。

砂粒・礫微量 内：淡黄　2.5Y8/3
外：淡黄　2.5Y8/3
焼成：良好

体部破片 SD-37 東区 15C 中頃
古瀬戸後Ⅲ期

30 陶器
瓶子

口径　（5.6）
底径　-
器高　[5.5]

内面：口縁～頸部ロクロナデ、肩部指
オサエ。
外面：ロクロナデ。
内外面自然釉付着。

砂粒微量 内：灰　N5/
外：灰　7.5Y5/1・
　　灰オリーブ
　　7.5Y6/2
焼成：良好

口縁部 1/2
頸部完存

5 層
SD-37No.4

12C 後半頃
常滑窯

31 陶器
瓶子

口径　-
底径　-
器高　[2.8]

内面：ロクロナデ。
外面：ロクロナデ後平行沈線２条。施
釉。

白色粒微量 内：灰黄　2.5Y7/2
外：灰黄　2.5Y6/2
焼成：良好

胴部破片 SD-37 東区 瀬戸系灰釉陶
器

32 陶器
甕

口径　-
底径　-
器高　[7.7]

内面：ヨコナデ。
外面：肩部ヨコナデ、胴部ハケナデ。

砂粒少量、石英
粒・礫微量

内：にぶい黄褐
　　10YR5/3
外：灰褐　7.5YR4/2
焼成：良好

胴部破片 SD-37 東部

33 陶器
甕

口径　-
底径　-
器高　[6.2]

内面：ナデ。
外面：平行叩き後ナデ。

砂粒微量 内：黄灰　2.5Y6/1
外：灰白　2.5Y7/1
焼成：良好

胴部破片 SD-37 中央区 13C 初頭
渥美窯　大甕

34 陶器
甕

口径　-
底径　（14.0）
器高　[3.3]

内面：胴部ロクロナデ、指オサエ、底
部指ナデ。
外面：胴部ヘラナデ、底部ナデ。
内面・底部外面自然釉付着。

砂粒微量 内：灰　5Y6/1
外：灰　7.5Y5/1
焼成：良好

底部 1/8 SD-37 東区

35 青磁
碗

口径　-
底径　-
器高　[3.0]

内面：口縁部沈線２条、体部割花文。
施釉。
外面：ロクロナデ後施釉。
貫入なし。

精緻 内：明オリーブ灰
　　5GY7/1
外：明オリーブ灰
　　5GY7/1
焼成：良好

口縁部破片 SD-37 東区 13C 初頭
龍泉窯系碗 A4
類

36 青磁
碗

口径　-
底径　-
器高　[4.6]

内面：蓮華折技文（片切彫り）。施釉。
外面：施釉。

精緻 内：オリーブ灰
　　5GY6/1
外：オリーブ灰
　　5GY6/1
焼成：良好

体部破片 1 層底上 6cm
SD-37No.12

12C 後半～
13C 前半
龍泉窯系碗 A2
類

37 青磁
碗

口径　-
底径　-
器高　[3.3]

内面：施釉。
外面：体部縞蓮弁文。施釉。
貫入あり。

精緻 内：灰　10Y6/1
外：オリーブ灰
　　10Y6/2
焼成：良好

体部破片 5 層
SD-37No.8

13C 後半～
14C 初頭
龍泉窯系碗 B1
類

38 青磁
碗

口径　-
底径　-
器高　[2.2]

内面：施釉。
外面：体部縞蓮弁文。施釉。
貫入なし、釉が厚い。

精緻 内：オリーブ灰
　　5GY6/1
外：オリーブ灰
　　2.5GY6/1
焼成：良好

体部破片 SD-37 東部 1
層

13C 後半～
14C 初頭
龍泉窯系碗 B0
類

39 青磁
碗

口径　-
底径　5.0
器高　[2.3]

内面：見込み草花文。施釉。
外面：蓮弁文。体～高台部施釉。畳付
～外底部露胎。
貫入あり。

黒色粒微量 内：灰オリーブ
　　5Y5/2
外：灰オリーブ
　　5Y5/2
焼成：良好

底部 1/2 4 層
SD-37No.3

13C 後半～
14C 初頭
龍泉窯系碗 B1
類

40 白磁
碗

口径　-
底径　-
器高　[2.7]

内面：ロクロナデ後施釉。沈線１条。
外面：ロクロナデ後施釉。
貫入あり。

黒色粒微量 内：灰オリーブ
　　5Y6/2
外：灰オリーブ
　　5Y6/2
焼成：良好

口縁～体部破
片

SD-37 東部 1
層

12C 後半
白磁碗 V 類

41 白磁
小型の梅瓶

か

口径　-
底径　-
器高　[2.4]

内面：ロクロナデ後施釉。
外面：胴部沈線３条（渦巻文か）。施釉。
貫入あり。

黒色粒微量 内：灰白　10YR7/1
外：灰白　7.5Y7/1
焼成：良好

胴部破片 SD-37 東区 12C 後半～
13C
同安窯系

42 石製品
磨石

長　11.2
幅　8.0
厚　3.2
重　381.98

自然の河原石を利用。表裏面には全体的に摩滅痕が認められる。被熱痕や敲打
痕は認められない。安山岩

完形 SD-37

43 銅製品
銭貨

外縁外径：24.14mm　外縁内径：19.11mm　内郭外径：7.7mm　内郭内径：6.2mm
外縁厚：1.27mm　重：2.22g　唐国通宝 ( 初鋳 985 年 )

一部欠損 2 層
SD-37No.6

青銅銭

44 銅製品
銭貨

外縁外径：23.97mm　外縁内径：18.91mm　内郭外径：7.87mm　内郭内径：6.84mm
外縁厚：1.40mm　重：2.95g　元豊通宝 ( 初鋳 1078 年 )

完形 2 層
SD-37No.6

青銅銭



− 52 −

第３章　調査の方法と成果

44 は元豊通宝である。このほか、弥生時代後期の壺（１）、古墳時代の土師器坏（２・３）、古墳中期～後期

の甑（４）、益子窯産の須恵器蓋・坏・高台付坏（８）・高坏（９）・瓶類（10・11）、甕、９世紀後半～ 10

世紀前半の土師器三足土器（５）、下野系須恵器甕（14）、篠倉窯段階の須恵器甕（16）、須恵器甕（18 ～

20）、磨石（42）が出土しているが、これらは周囲からの混入品と考えられる。

時期と性格　出土した土師質土器皿や陶磁器の年代から、13 世紀後半～ 14 世紀頃の遺構と考えられる。こ

れは埋土中から浅間 B テフラ（As-B）が検出されることとも整合的である。ただし、30・40 のように 12

世紀後半の遺物や、35・36 のように 11 世紀後半～ 12 世紀中頃までさかのぼる可能性のある遺物が出土し

ていることから、重複する SD-40 も含めて下限は 12 世紀以前となる可能性も考えられる。遺構の性格につ

いては、台地と低地の境界に沿うように掘られており、上幅約 2.0 ～ 2.5m、深さ 0.5 ～ 0.8m と比較的規模

が大きいこと、中国産陶磁器や北宋銭が出土することなどから、中世寺院や館に伴う区画溝である可能性が

高いと考えられる。また、調査区の南は台地縁辺であることから、今回確認した溝は館南辺の溝に相当し、

館本体は北側に存在していたと推定される。

溝 SD-40（第 29・32 図、第９表、図版一三・一四・二四・二五・三一）

位置・重複関係　北区中央付近にあり、SD-37 に掘り込まれ、SI-41・SF-36 を掘り込んでいる。また、栃木

県教育委員会による試掘トレンチにより、上面の一部が壊されている。主軸は N-36°-E である。

規模・形状　上幅約 2.0m、下幅 0.7 ～ 0.84m、深さ 0.78 ～ 0.98m、断面形は逆台形状を呈する。底面標高

は 74.06 ～ 74.22m で、北西から南東へ傾斜している。底面や壁面には、掘削時の工具痕が残されているが、

SD-37 ほど掘削単位が明瞭ではない。

埋土　調査時の所見では１～３層は人為埋没、それ以外はローム粒を含むが自然埋没と考えられる。また、

いずれの層からも浅間 B テフラ（As-B）、男体今市スコリア（Nt-I）、男体七本桜軽石（Nt-S）が検出された。

下層はローム粒を含む褐色～明褐色土（７・９層）と灰褐色粘質土層（８層）で、壁面の崩落により地山の

粘質ロームなどが流入したものと考えられる。中層はローム粒を少量含む黒褐色土（６層）、灰褐色粘質土ブ

ロックを少量含む暗褐色土（５層）、グライ化した灰褐色粘土層（４層）が堆積している。このうち、４層お

よび５層上面はグライ化が認められることから、一時期滞水していたと考えられる。上層はローム粒のほか

炭化物粒・焼土粒を微量含む粘質土層（３層）とローム粒のほか炭化物粒・焼土粒を少量含む明黒褐色土層

（２層）、ローム粒・炭化物粒を少量含む暗褐色土が堆積している。埋土全体でラミナ状堆積が認められない

ことから、空堀であったと推定される。

遺物出土状況　全体的に遺物の出土量が少ないが、５・６層中からの出土が多い傾向にある。中世の遺物は

少量であり、龍泉窯・同安窯系の中国産陶磁器が出土している。上層から同安窯系青磁碗と砥石、中層（６層）

から龍泉窯系青磁碗が出土している。これらのうち、埋土一括で取り上げたものについては、SD-37 に伴う

遺物が含まれている可能性もある。このほか、５層から女瓦、６層から須恵器鉢・女瓦が出土し、埋土一括

で取り上げたもののなかには、土師器や須恵器など周囲からの混入品が多く含まれている。

出土遺物　10 は 12 世紀後半～ 13 世紀前半の龍泉窯系青磁碗で、11 は 13 世紀初頭の同安窯系青磁碗である。

いずれも 11 世紀後半～ 12 世紀中頃にさかのぼる可能性がある。遺物の大半は土師器甕で、ほかに土師器高

坏（１）・鉢（２・３）、須恵器蓋・坏・高台付坏・鉢（５）・壺（６）・瓶類・甕（７）、女瓦（８・９）、焼

成粘土塊、砥石（12）、鉄製の釘（13）が出土しているが、これらは周囲からの混入品と考えられる。とくに、

古墳時代の土師器鉢（２・３）は重複する SI-41 から混入した可能性が高いとみられる。
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時期と性格　出土した陶磁器の年代から 13 世紀初頭の遺構と考えられる。これは埋土中から浅間 B テフラ

（As-B）が検出されることとも整合的である。ただし、10・11 のように 11 世紀後半～ 12 世紀中頃までさ

かのぼる可能性のある遺物が出土していることから、重複する SD-37 も含めて下限は 12 世紀以前となる可

能性も考えられる。遺構の性格については、SD-37 と同様に台地と低地の境界に沿うように掘られており、

上幅約2.0m、深さ0.78～0.98mと比較的規模が大きいこと、中国産陶磁器や北宋銭が出土することなどから、

中世寺院や館に伴う区画溝である可能性が高いと考えられる。また、調査区の南は台地縁辺であることから、

今回確認した溝は館南辺の溝に相当し、館本体は北側に存在していたと推定される。
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（５）ピット（第 33・34 図、第 10 表、図版一五・一六）

　調査区全体で 23 基のピットを検出した。調査区が狭小であるため、本来の分布状況は不明であるが、ピ

ットは調査区中央付近に集中する傾向にある。平面形は、不整円形を呈するものが多く、掘立柱建物の柱穴

と推定されるものは隅丸長方形を呈するものが多い。掘立柱建物や柵列など建築物として組合せを把握する

にはいたらなかったが、多くのピットで柱痕跡や柱抜取穴が認められることから、大半が掘立柱建物の柱穴

であったと推定される。SP-27 ～ SP-29 がやや直線的に並ぶ配置であるが、埋土や柱痕跡の形状に共通性が

なく、掘立柱建物との位置関係や主軸方位が異なる点からも、柵列とするには疑問が残る。SP-21・SP-22・

SP-33・SP-34 は、規模・形状が掘立柱建物の柱穴と類似し、柱径 15cm ほどに復元できる柱痕跡が認めら

れるものもあることから、掘立柱建物の柱穴であった可能性が高い。

　柱痕跡の埋土は、ローム粒・ロームブロック・炭化物粒を含む黒褐色～明黒褐色土を主体とする。柱掘方

の埋土は、下層ではローム粒・ロームブロックを多量含む黄褐色～暗黄褐色土が主体となり、上層ではロー

ム粒・ロームブロックを少量含む黒褐色土が主体となる。柱抜取穴を含む柱痕跡の大半は人為埋没であり、

第９表　SD-40 出土遺物観察表
掲載番号 種別・器種 法量（㎝ ･g） 成形技法・特徴 胎土 色調・焼成 残存率 出土位置 備考

1 土師器
高坏

口径　-
底径　-
器高　[2.5]

内面：坏部ヘラナデ、脚部ナデ、一部
ヘラ状圧痕。
外面：ヨコナデ。

砂粒多量、黒雲
母粒微量

内：にぶい褐
　　7.5YR6/3
外：灰褐　7.5YR5/2
焼成：普通

脚部一部 SD-40 西区

2 土師器
鉢

口径　（13.0）
底径　-
器高　[6.7]

内面：口縁部ヨコナデ、体部ヘラナデ。
外面：口縁部ヨコナデ、体部ヘラナデ。
輪積痕。

黒雲母粒・砂粒
微量

内：にぶい黄橙
　　10YR7/3
外：にぶい黄橙
　　10YR7/2
焼成：普通

口縁部一部
体部 1/8

SD-40 ベルト
部分
SD-40 東半

7C 前半

3 土師器
鉢

口径　（7.4）
底径　-
器高　[4.4]

内面：口縁部ナデ、体部ヘラナデ後一
部ヘラミガキ。
外面：口縁部ナデ、体部ヘラケズリ後
一部ヘラミガキ。

砂粒微量 内：黒　N2/
外：にぶい黄橙
　　10YR7/2
焼成：普通

口縁～体部
1/4

SD-40 ベルト
部分

7C 前半

4 土師器
鉢

口径　（16.4）
底径　-
器高　[5.6]

内面：口縁～体部ヨコナデ。
外面：口縁部ヨコナデ、体部調整不明。
体部剥落が著しい。

赤色粒・砂粒微
量

内外：にぶい橙
　　5YR6/4・
　　にぶい黄橙
　　10YR7/3
焼成：普通

口縁部 1/6 SD-40 ベルト
部分

5 須恵器
鉢

口径　-
底径　-
器高　[8.5]

内面：ロクロナデ。
外面：口縁部ロクロナデ、体部平行叩
き後ロクロナデ、カキ目。

石英粒・長石粒・
砂粒微量

内：灰白　2.5Y8/1
外：灰白　2.5Y7/1
焼成：良好

口縁～体部
1/8

6 層
SD-40No.2

7C
産地不明

6 須恵器
壺

口径　-
底径　-
器高　[2.9]

内面：調整不明。
外面：胴部ロクロナデ後下端ヘラケズ
リ、底部ナデ。高台部剥離。

石英粒・長石粒・
砂粒微量

内：灰　5Y5/1
外：灰　N5/
焼成：良好

胴部破片 SD-40 東半

7 須恵器
甕

口径　-
底径　-
器高　[5.4]

内面：ナデ。
外面：自然釉付着。

砂粒微量 内：黄灰　2.5Y6/1
外：黄灰　2.5Y5/1
焼成：良好

胴部破片 SD-40 東半 産地不明

8 女瓦 長　[7.9]
幅　[8.5]
厚　[2.2]
重　173.02

凸面：縄叩き。
凹面：布目痕、広端側縁部ヘラケズリ。
側面：広端面・側面ヘラケズリ。

砂粒少量、赤色
粒・石英粒微量

凸：橙　5YR6/6
凹：橙　5YR6/6
焼成：普通

破片 5 層
SD-40No.4

9 女瓦 長　[10.1]
幅　[13.7]
厚　[3.5]
重　434.65

凸面：格子叩き後ナデ。
凹面：布目痕。

砂粒少量 凸：灰　N5/
凹：灰　N5/
焼成：良好

破片 6 層
SD-40No.6

下野国分寺跡
83 型式ヵ

10 青磁
碗

口径　-
底径　（6.0）
器高　[2.8]

内面：見込み蓮華文（片切彫り）。施釉。
外面：体～高台部施釉。畳付～外底部
露胎。

精緻 内：オリーブ灰
　　2.5GY6/1
外：灰　10Y6/1
焼成：良好

底部 1/2 6 層
SD-40No.3

12C 後半～
13C 前半
龍泉窯系 A 類

11 青磁
碗

口径　-
底径　-
器高　[2.7]

内面：体部花文。施釉。
外面：ロクロナデ後体部上半櫛目文。
上半施釉。下半露胎。
貫入なし。

精緻 内：オリーブ灰
　　2.5GY6/1
外：灰　7.5Y6/1
焼成：良好

体部破片 SD-40 東区上
層

13C 初頭
同安窯系 A 類

12 石製品
砥石

長　[6.4]
幅　[5.3]
厚　[1.7]
重　58.88

表裏面を使用し、著しく摩滅する。ただし、浅い条線状の擦痕もわずかに残る。
広・狭端面・右側面を欠損。凝灰岩

一部欠損 SD-40 東区上
層

13 鉄製品
釘

長　[3.5]
幅　[0.8]
厚　[0.7]
重　3.60

先端部を欠損しているかもしれないが、錆が厚いため確実ではない。頭部が図
の手前側に逆Ｌ字状にごくわずかに張り出す。身部の断面形は上部が正方形に
近く、下部はやや薄くなり断面形は長方形に近い。

一部欠損 SD-40 ベルト
部分
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各層中には男体今市スコリア（Nt-I）、男体七本桜軽石（Nt-S）を微量含む。

　遺物は非常に少なく、土師器・須恵器の小片がわずかに出土しているが、図化できるものはなかった。

SP-21 からは柱痕跡埋土中から白雲母を多量に含む常陸産の土師器甕、柱穴埋土中から土師器坏・甕、益

子窯産の須恵器蓋の小片が出土している。このうち、柱穴埋土中から出土したものは重複する SI- ２に伴う

遺物の可能性もある。また、SP-12・SP-22・SP-28 から土師器甕、SP-23 から内外面漆仕上げの土師器坏、

SP-26 からは土師器甕と須恵器坏の小片が出土している。

　大半のピットは時期不明であるが、掘立柱建物の柱穴とみられる SP-21・SP-22・SP-33・SP-34 は古代の

遺構である可能性が高い。

第 10 表　ピット一覧表

遺構名
規模（ｍ）

形状 種別 出土遺物
長軸 短軸 深さ

ピット SP-11 0.34 0.28 0.12 不整円形 柱穴（柱痕跡あり）
ピット SP-12 0.45 0.37 0.27 不整円形 柱穴（柱痕跡あり） 土師器甕
ピット SP-13 0.26 0.25 0.31 円形、底面方形 柱痕跡
ピット SP-14 0.4 0.37 0.17 不整円形 柱穴（柱痕跡あり）
ピット SP-15 0.26 0.24 0.29 不整円形 抜取穴か
ピット SP-16 0.38 0.38 0.18 隅丸方形 柱穴（柱痕跡あり）
ピット SP-17 0.28 ［0.14］ 0.2 平面形状不明 柱穴（柱痕跡あり）
ピット SP-18 0.4 ［0.22］ 0.23 隅丸方形か 柱穴（柱痕跡あり）
ピット SP-19 0.37 0.3 （0.46）不整円形 柱穴（柱痕跡あり）
ピット SP-20 0.4 0.4 （0.23）不整円形 抜取穴か
ピット SP-21 0.68 0.5 0.33 隅丸長方形 柱穴（抜取穴か） 土師器坏、甕、須恵器蓋
ピット SP-22 0.71 0.47 0.05 隅丸長方形 柱穴 土師器甕
ピット SP-23 0.4 0.37 0.29 不整円形 ピット 土師器坏、甕
ピット SP-24 0.28 ［0.21］ 0.2 不整円形 ピット
ピット SP-25 0.33 0.29 0.24 不整円形 ピット
ピット SP-26 0.43 0.42 0.24 隅丸方形 柱穴（柱痕跡あり） 土師器甕、須恵器坏
ピット SP-27 0.32 0.24 0.32 不整円形 柱穴（柱痕跡あり）
ピット SP-28 0.31 0.26 0.26 隅丸方形 柱穴（柱痕跡あり） 土師器甕
ピット SP-29 0.29 0.25 0.28 不整円形 柱穴（柱痕跡あり）
ピット SP-32 ［0.42］ ［0.15］ 0.3 平面形状不明、底面方形 抜取穴
ピット SP-33 0.68 ［0.23］ 0.25 平面形状不明 柱穴（柱痕跡あり）
ピット SP-34 0.66 ［0.28］ 0.25 平面形状不明 柱穴
ピット SP-35 0.36 0.36 0.26 円形 柱穴

［　］検出長　　（　）復元長
※ SP-19・SP-20 は断面・エレベーション図を作成していないため、各ピットの底面レベルと重複する 9 号掘立柱建物の 1・3 号柱穴上端　
レベルの差から深さを算出
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0 2m1：60

SP-11
１　明黒褐色土　ローム粒少量。ロームブロック（0.5～1cm）少量。炭化物粒微量。Nt-I スコリア・Nt-S軽石微量。しまりあり。柱痕跡埋土
２　黒褐色土　　ローム粒少量。ロームブロック（0.5～1cm）少量。Nt-I スコリア・Nt-S軽石微量。しまりあり。柱掘方埋土
３　暗黄褐色土　ローム粒多量。ロームブロック（1～5cm）多量。Nt-I スコリア・Nt-S軽石微量。しまり強。柱掘方埋土
SP-12
１　暗褐色土　　ローム粒少量。ロームブロック（0.5～2cm）微量。炭化物粒微量。Nt-I スコリア・Nt-S軽石微量。しまり強。柱痕跡埋土
２　褐色土　　　ローム粒少量。ロームブロック（0.5～2cm）少量。暗褐色土ブロック（0.5～2cm）少量。Nt-I スコリア・Nt-S軽石微量。
　　　　　　　　しまりあり。柱痕跡埋土
３　暗黄褐色土　ローム粒多量。ロームブロック（1～6cm）多量。Nt-I スコリア・Nt-S軽石微量。しまりあり。柱掘方埋土
SP-13
１　黒褐色土　　ローム粒微量。ロームブロック（0.5～1cm）微量。炭化物粒微量。Nt-I スコリア・Nt-S軽石微量。しまりあり。柱痕跡埋土
SP-14
１　褐色土　　　ローム粒少量。ロームブロック（1～2cm）少量。Nt-I スコリア・Nt-S軽石微量。しまりあり。柱痕跡埋土
２　暗黄褐色土　ローム粒少量。ロームブロック（1～4cm）多量。Nt-I スコリア・Nt-S軽石微量。しまりあり。柱掘方埋土
３　黄褐色土　　ローム粒多量。ロームブロック（1～6cm）多量。Nt-I スコリア・Nt-S軽石微量。しまりあり。柱掘方埋土
SP-15
１　黒褐色土　　ローム粒少量。ロームブロック（0.5～1cm）微量。炭化物粒微量。Nt-I スコリア・Nt-S軽石微量。しまりあり。柱痕跡埋土か
SP-16
１　明黒褐色土　ローム粒少量。ロームブロック（0.5～1cm）微量。炭化物粒微量。Nt-I スコリア・Nt-S軽石微量。しまりあり。柱痕跡埋土
２　暗褐色土　　ローム粒少量。ロームブロック（1～2cm）少量。Nt-I スコリア・Nt-S軽石微量。しまりあり。柱掘方埋土
３　黄褐色土　　ローム粒多量。ロームブロック（1～6cm）多量。しまり強。柱掘方埋土
SP-17
１　黒褐色土　　ローム粒微量。ロームブロック（0.5～1cm）微量。炭化物粒微量。Nt-I スコリア・Nt-S軽石微量。しまりあり。柱痕跡埋土
２　明黒褐色土　ローム粒少量。ロームブロック（0.5～2cm）少量。Nt-I スコリア・Nt-S軽石微量。しまりあり。柱掘方埋土
３　黄褐色土　　ローム粒多量。ロームブロック（1～5cm）多量。しまり強。柱掘方埋土
SP-18
１　明黒褐色土　ローム粒少量。炭化物粒微量。Nt-I スコリア・Nt-S軽石微量。しまりあり。柱痕跡埋土
２　黒褐色土　　ローム粒少量。ロームブロック（1～2cm）少量。Nt-I スコリア・Nt-S軽石微量。しまりあり。柱掘方埋土
３　暗黄褐色土　ローム粒多量。ロームブロック（1～5cm）多量。Nt-I スコリア・Nt-S軽石微量。しまり強。柱掘方埋土
SP-21
１　暗褐色土　　ローム粒少量。炭化物粒少量。炭化物（0.5cm程度）少量。焼土粒少量。Nt-I スコリア・Nt-S軽石微量。しまりあり。
　　　　　　　　柱痕跡埋土
２　黄褐色土　　ローム粒多量。ロームブロック（1～3cm）多量・炭化物粒微量。Nt-I スコリア・Nt-S軽石微量。しまりあり。柱掘方埋土
３　褐色土　　　ローム粒少量。ロームブロック（0.5～1cm）少量。炭化物粒微量。Nt-I スコリア・Nt-S軽石微量。しまりあり。柱掘方埋土
４　暗褐色土　　ローム粒少量。ロームブロック（0.5～2cm）微量。炭化物粒微量。焼土粒微量。Nt-I スコリア・Nt-S軽石微量。しまりあり。
　　　　　　　　古い時期の柱痕跡埋土か
SP-22
１　暗褐色土　　ローム粒微量。炭化物粒微量。炭化物（0.5cm程度）微量。Nt-I スコリア・Nt-S軽石微量。しまりあり。
SP-23
１　暗褐色土　　ローム粒少量。ロームブロック（1～2cm）微量。炭化物粒微量。Nt-I スコリア・Nt-S軽石微量。しまりあり。
２　黒褐色土　　ローム粒微量。ロームブロック（1～2cm）微量。Nt-I スコリア・Nt-S軽石微量。しまりあり。
３　黄褐色土　　ローム粒少量。ロームブロック（1～4cm）多量。Nt-I スコリア・Nt-S軽石微量。しまりあり。
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第４節　北区の遺構と遺物

0 2m1：60

SP-24
１　暗褐色土　　ローム粒微量。ロームブロック（0.5～1cm）微量。炭化物粒微量。焼土粒微量。Nt-I スコリア・Nt-S軽石微量。しまりあり。
SP-25
１　褐色土　　　ローム粒微量。ロームブロック（0.5～1cm）微量。炭化物粒微量。Nt-I スコリア・Nt-S軽石微量。しまりあり。
２　明褐色土　　ローム粒少量。ロームブロック（1～4cm）少量。Nt-I スコリア・Nt-S軽石微量。しまりあり。
SP-26
１　暗褐色土　　ローム粒少量。ロームブロック（0.5～1cm）微量。炭化物粒微量。炭化物（0.5cm程度）微量。Nt-I スコリア・Nt-S軽石微量。
　　　　　　　　しまりあり。柱痕跡埋土
２　褐色土　　　ローム粒多量。ロームブロック（0.5～2cm）少量。Nt-I スコリア・Nt-S軽石微量。しまりあり。柱掘方埋土
SP-27
１　黒褐色土　　ローム粒微量。炭化物粒微量。焼土粒微量。Nt-I スコリア・Nt-S軽石微量。しまりあり。柱痕跡埋土
２　明黒褐色土　ローム粒少量。ロームブロック（0.5～1cm）微量。Nt-I スコリア・Nt-S軽石微量。しまりあり。柱掘方埋土
３　暗黄褐色土　ローム粒多量。ロームブロック（1～2cm）多量。Nt-I スコリア・Nt-S軽石微量。しまり強。柱掘方埋土
SP-28
１　明黒褐色土　ローム粒微量。炭化物粒微量。焼土粒微量。Nt-I スコリア・Nt-S軽石微量。しまりあり。柱痕跡埋土
２　暗褐色土　　ローム粒少量。Nt-I スコリア・Nt-S軽石微量。しまりあり。柱掘方埋土
３　暗黄褐色土　ローム粒多量。ロームブロック（1～4cm）多量。Nt-I スコリア・Nt-S軽石微量。しまり強。柱掘方埋土
SP-29
１　明黒褐色土　ローム粒少量。ロームブロック（0.5cm程度）微量。炭化物粒微量。焼土粒微量。Nt-I スコリア・Nt-S軽石微量。しまりあり。
　　　　　　　　柱痕跡埋土
２　暗褐色土　　ローム粒少量。ロームブロック（0.5～2cm）少量。Nt-I スコリア・Nt-S軽石微量。しまりあり。柱掘方埋土
SP-32
１　暗褐色土　　ローム粒少量。ロームブロック（0.5～2cm）少量。Nt-I スコリア・Nt-S軽石少量。しまりあり。人為的埋没か
SP-33
１　明黒褐色土　ローム粒微量。ロームブロック（0.5～1cm）微量。Nt-I スコリア・Nt-S軽石微量。しまりあり。人為的埋没か
２　暗褐色土　　ローム粒微量。しまりあり。柱痕跡埋土か
SP-34
１　明黒褐色土　ローム粒少量。ロームブロック（0.5～2cm）少量。Nt-I スコリア・Nt-S軽石少量。しまりあり。人為的埋没か
SP-35
１　黒褐色土　　ローム粒多量。ロームブロック（0.5～3cm）少量。Nt-I スコリア・Nt-S軽石微量。しまりあり。人為的埋没か
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第 34 図　SP-24 〜 29・32 〜 35 遺構図
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第３章　調査の方法と成果

（６）道路状遺構

道路状遺構 SF-36（第 35・36 図、第 11 表、図版一六・二五）

位置・重複関係　北区中央付近にあり、SD-40 に掘り込まれ、SI-41 を掘り込んでいる。また、路面は後世の土坑・

ピット状の掘り込みや、栃木県教育委員会による試掘トレンチにより壊されている。主軸はほぼ正方位である。

0 2m1：60

X=52700
Y=17800

X=52695
Y=17800

X=52695
Y=17795

SF-36
１　暗褐色土　　ローム粒微量。ロームブロック（0.5～2cm）微量。炭化物粒微量。炭化物（0.5cm程度）微量。焼土粒微量。Nt-I スコリア・
　　　　　　　　Nt-S軽石微量。しまりあり。自然埋没
２　灰褐色土　　ローム粒微量。ロームブロック（0.5～2cm）微量。As-Bテフラ・Nt-I スコリア・Nt-S軽石微量。しまりあり。自然埋没か
３　褐色土　　　ローム粒少量。ロームブロック（1～6cm）少量。As-Bテフラ・Nt-I スコリア・Nt-S軽石微量。しまりあり。
４　褐色土　　　ローム粒多量。ロームブロック（1～6cm）多量。Nt-I スコリア・Nt-S軽石微量。しまり強。ローム土と黒色土の薄い層が
　　　　　　　　版築状に互層をなす。上面は一部で硬化している。SF-36構築土（路盤）・路面
５　明褐色土　　ローム粒多量。ロームブロック（1～2cm）少量。As-Bテフラ・Nt-I スコリア・Nt-S軽石微量。しまりあり。SF-36側溝埋土
６　暗黄褐色土　ローム粒少量。ロームブロック（1～4cm）多量。As-C軽石またはHr-FAテフラ・Nt-I スコリア・Nt-S軽石微量。しまり強。
　　　　　　　　SF-36側溝埋土
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第４節　北区の遺構と遺物

規模・形状　南北に平行する溝２条（D １・D ２）とその内側の東半で部分的に硬化面を確認した。溝に挟ま

れた部分が路面、溝２条が東西側溝と考えられる。側溝の心々距離は 5.0 ～ 5.4m、路面幅は 4.2 ～ 4.5m を測り、

側溝の断面形はＵ字条を呈し、確認面からの深さは、約 0.45m である。西側溝は上幅 0.7 ～ 0.9m、東側溝

は上幅 0.63 ～ 1.0m で、いずれも底面は不整形な土坑が連続する。路面東半は、波板状圧痕は認められない

が、一部で土坑状に掘り込んだ後にローム土と黒色土を版築状に埋め戻し、上面が硬化している。これは道

路の構築土（路盤）と路面にあたるとみられ、硬化面（路面）が面をなしていないことからも、路面部分は

大きく削平されていることがわかる。路面西半は、後世の不整形の土坑・ピット状の掘り込みにより削平され、

波板状圧痕や硬化面は確認できない。また、版築状の堆積（構築土）もみられず、東半の硬化面と同じレベ

ルで粘質ロームの地山となる。路面の標高は約 74.7 ～ 75.0m で、東端がやや低くなっている。

埋土　側溝の埋土は、ローム粒を多量含む明褐色土（５層）とロームブロックを多量含む暗黄褐色土（６層）で、

壁面の崩落などにより地山の粘質ロームが流入したと考えられる。路面は硬化面が確認されたため、４層上

0 10cm1：4

0 5cm1：2
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5 6
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第 36 図　SF-36 出土遺物実測図
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第３章　調査の方法と成果

面に想定できる。４層はローム土と黒色土の薄い層が版築状に堆積しており、上面が硬化している。上層は、

灰褐色粘質土（２層）、炭化物粒・焼土粒を微量に含む暗褐色土（１層）でいずれも自然埋没と考えられる。２・

３・５層中には浅間 B テフラ（As-B）、６層上位には浅間 C 軽石（As-C）または榛名二ツ岳渋川テフラ（Hr-FA）

とみられるテフラ粒子が検出された。

遺物出土状況　遺物は少ないが、側溝埋土から土師器坏・甕、益子窯産の須恵器坏・甕、新治窯産の高台付

坏が出土している。１層からは篠倉窯段階の須恵器甕、女瓦が出土し、２層からは土師器坏・益子窯産の須

恵器坏・甕、瓦が出土している。また、一括で取り上げたなかには土師器坏・高坏・甕、益子窯産の須恵器蓋・

坏・高台付坏・甕、新治窯産の甕、壺、羽口片、碁石などがある。

出土遺物　遺物の大半は古代の須恵器片で、原東１・３号窯産の須恵器蓋など８世紀第２四半期～中頃の遺

物がわずかにみられる以外は、９世紀中頃～後半の須恵器坏（２）、甕（６）が中心である。ほかに、古墳

時代の須恵器甕や時期不明の羽口片や碁石（10）などが出土しているが、これらは周囲からの混入品と考え

られる。

（７）性格不明遺構

性格不明遺構 SX- ７（第 37・38 図、第 12 表、図版一七・二五）

位置・重複関係　SD- ６に掘り込まれる。SX- ８と重複するが新旧関係は不明である。

規模・形状　東西検出長 2.2m、南北検出長 2.63m、残存する深さ 0.35m で、平面形は不整形を呈する。西

側肩部は幅約 0.4m で浅くくぼんでおり、工具痕が並ぶ状況から別の溝状遺構である可能性もあるが、判断

がつかなかった。底面は西から東へ傾斜し、工具痕のような小さな凹凸がみられ、ピット状の掘り込みが２

基検出された。SX- ７の性格については、底面が傾斜し貼床など硬化面が認められないこと、粘質ロームを

第 11 表　SF-36 出土遺物観察表
掲載番号 種別・器種 法量（㎝ ･g） 成形技法・特徴 胎土 色調・焼成 残存率 出土位置 備考

1 須恵器
蓋

口径　（18.4）
底径　-
器高　[1.5]

内面：ロクロナデ。
外面：ロクロナデ。

白色粒多量、砂
粒微量

内：灰　5Y4/1
外：灰　5Y5/1
焼成：良好

口縁～天井部
部 2/9

SF-36 8C 第２四半期
～中葉
益子窯産（原
東 1・3）

2 須恵器
坏

口径　（12.5）
底径　（5.8）
器高　[4.1]

内面：ロクロナデ。
外面：ロクロナデ。

白色針状物質・
石英粒・長石粒・
砂粒微量

内：灰　5Y6/1
外：灰　5Y6/1
焼成：普通

口縁～体部
1/8

SF-36 南西 南那須か新治
窯産

3 須恵器
壺類

口径　-
底径　（6.6）
器高　[3.8]

内面：ロクロナデ。底部自然釉付着。
外面：胴部ロクロナデ、底部ロクロナ
デ後高台貼付。胴部自然釉付着。

砂粒少量 内：黄灰　2.5Y6/1
外：黄灰　2.5Y4/1
焼成：良好

底部 1/4
高台部欠損

6 層
SF-36No.4

産地不明

4 須恵器
壺

口径　-
底径　-
器高　[3.2]

内面：ロクロナデ。底部自然釉付着。
外面：胴部ロクロナデ、底部ロクロナ
デ後高台貼付。胴部自然釉付着。

石英粒・長石粒・
砂粒微量

内：灰白　N7/
外：暗灰　N3/
焼成：良好

底部 3/4
高台部欠損

SF-36 益子窯産

5 須恵器
甕

口径　-
底径　-
器高　[4.6]

内面：ヨコナデ。
外面：平行叩き。

砂粒微量 内：灰白　5Y7/1
外：灰白　5Y7/1
焼成：良好

胴部破片 SF-36 産地不明

6 須恵器
甕

口径　-
底径　（16.4）
器高　[7.9]

内面：平行当て具痕。
外面：平行叩き。

砂粒微量 内：灰　5Y6/1
外：灰　N4/
焼成：良好

胴～底部 1/8 1 層
SF-36No.5

9C 中～後葉
益子窯産（篠
倉）

7 男瓦 長　[10.9]
幅　[10.1]
厚　[2.3]
重　315.38

凸面：タテ方向ヘラナデ。
凹面：布目痕、糸切痕、側縁部ヘラケ
ズリ後面取り。

石英粒・砂粒微
量

凸：にぶい橙
　　7.5YR7/4
凹：にぶい橙
　　7.5YR7/4
焼成：普通

破片 2 層
SF-36No.1

粘土板

8 女瓦 長　[6.3]
幅　[8.7]
厚　[3.1]
重　246.21

凸面：格子叩き後タテ方向ヘラナデ。
凹面：布目痕。
側面：広端・側面ヘラケズリ。

砂粒少量、石英
粒微量

凸：黄灰　2.5Y5/1
凹：黄灰　2.5Y4/1
焼成：不良

破片 1 層
SF-36No.6

粘土紐

9 女瓦 長　[8.0]
幅　[9.7]
厚　[1.4]
重　123.07

凸面：タテ方向ヘラナデ。
凹面：布目痕、糸切痕、側縁部面取り。
側面：側面ヘラケズリ。

黒雲母粒少量、
砂粒微量

凸：灰白　2.5Y8/2
凹：灰白　2.5Y8/2
焼成：普通

破片 SF-36 北部上
層

粘土板

10 石製品
碁石か

長　1.7
幅　1.6
厚　0.5
重　2.02

ややいびつな円形で両面とも丁寧な研磨を施す。黒色硬質頁岩 完形 SF-36 北部上
層
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第４節　北区の遺構と遺物

掘り込むことから、土取り穴の可能性がある。調査時の所見では SI- ３のカマド袖構築材に用いられている

粘土が SD- ６付近で確認された粘土に類似することから、SX- ７・SX- ８が粘土採掘坑ではないかと推定し

ている。ただし、SX- ７・SX- ８はいずれも粘土層ではなく粘質ローム層を掘り込んでおり、埋土中に掘削

時や埋戻し時に流入した粘土ブロックや古土壌を含まないことから、粘土採掘坑である可能性は低い。

埋土　埋土全体に男体今市スコリア（Nt-I）と男体七本桜軽石（Nt-S）を微量含む。２～４層はローム粒・

炭化物粒・焼土粒を含む暗褐色～褐色土で、堆積状況から自然埋没とみられる。１層はローム粒・炭化物粒・

焼土粒をほとんど含まず、西側肩部を溝状に掘り込むような形状であることから、別の溝状遺構の埋土であ

る可能性もある。

0 2m1：60X=52693
Y=17833

X=52696
Y=17833

X=52693
Y=17838

SX-７
１　暗褐色土　　ローム粒微量。ロームブロック（1～3cm）微量。焼土粒微量。焼土ブロック（0.5cm程度）微量。Nt-I スコリア・
　　　　　　　　Nt-S 軽石微量。しまりあり。別遺構の埋土か
２　褐色土　　　ローム粒多量。ロームブロック（1～3cm）微量。炭化物粒微量。炭化物（0.5～1cm）少量。焼土粒少量。焼土ブロック
　　　　　　　　（0.5cm程度）少量。Nt-I スコリア・Nt-S 軽石微量。しまりあり。
３　暗褐色土　　ローム粒少量。ロームブロック（1～3cm）微量。炭化物粒微量。炭化物（0.5～1cm）微量。焼土粒少量。焼土ブロック
　　　　　　　　（0.5cm程度）多量。Nt-I スコリア・Nt-S 軽石微量。しまりあり。
４　明黒褐色土　ローム粒微量。ロームブロック（1～3cm）微量。炭化物粒微量。焼土粒微量。Nt-I スコリア・Nt-S 軽石微量。しまりあり。

SX-８
１　暗褐色土　　ローム粒少量。ロームブロック（1～6cm）微量。炭化物粒微量。褐色土ブロック・黒色土ブロック（1～6cm）微量。
　　　　　　　　Nt-I スコリア・Nt-S 軽石微量。しまりあり。
２　褐色土　　　ローム粒多量。ロームブロック（1～6cm）多量。褐色土ブロック・黒色土ブロック（1～6cm）少量。Nt-I スコリア・
　　　　　　　　Nt-S 軽石微量。しまりあり。
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第 37 図　SX- ７・８遺構図
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第３章　調査の方法と成果

遺物と出土状況　遺物は非常に少ない。埋土中からは、土師器坏・甕、益子窯産の須恵器蓋・坏、瓦、焼成粘土塊、

陶器が出土している。１は、底部外面に「×」の刻書を有する９世紀第２四半期～中頃の滝ノ入・倉見沢窯

段階の須恵器坏である。このほか、６世紀後半～７世紀前半の内外面漆仕上げの土師器坏、底部に木葉痕の

ある甕、古墳時代の須恵器甕が出土している。上面を SD- ６に掘り込まれており、混入品が含まれている可

能性もあるが、出土した須恵器坏の年代から、９世紀第２四半期～中頃以降に埋没したと考えられる。

性格不明遺構 SX- ８（第 37・38 図、第 12 表、図版一七・二五）

位置・重複関係　SD- ６に掘り込まれる。SX- ７と重複するが断面で重複関係を確認できなかったため、新

旧関係は不明である。出土遺物の年代から SX- ８が SX- ７より古い可能性がある。

規模・形状　東西検出長 4.06m、南北検出長 2.45m、深さ 0.58m で、平面形は不整形を呈する。壁面は、

西壁付近でオーバーハング気味になるほかは、ほぼ垂直に掘り込まれている。底面は、北東隅でやや平坦と

なるほかは、大小の掘り込みによりかなりの凹凸が認められ、工具痕が残されている。SX- ８の性格につい

ては、底面に工具痕とみられる凹凸が認められ盛土状の堆積（２層）が確認できること、粘質ロームを掘り

込むことから、SX- ７と同じく土取り穴の可能性がある。

埋土　埋土全体に男体今市スコリア（Nt-I）と男体七本桜軽石（Nt-S）を微量含む。下層（２層）はローム粒・

ロームブロック主体の土と黒色土主体の土が数 cm 単位で盛土状に堆積していることから、人為埋没である。

上層（１層）はローム粒・ロームブロックを微量含む暗褐色土主体である。

0 10cm1：4

0 5cm1：2

炉床土被熱痕

2

1

4

3

第 38 図　SX- ７・８出土遺物実測図

第 12 表　SX- ７・８出土遺物観察表
掲載番号 種別・器種 法量（㎝ ･g） 成形技法・特徴 胎土 色調・焼成 残存率 出土位置 備考

1 須恵器
坏

口径　13.0
底径　6.5
器高　4.9

内面：ロクロナデ。
外面：口縁～体部ロクロナデ、底部ヘ
ラ切り後ナデ。底部刻書「×」。

白色粒・石英粒・
長石粒少量

内：灰　5Y5/1
外：灰　5Y5/1
焼成：良好

口縁～体部
3/4
底部完存

SX-7No.1
SD-6・SX-7 付
近

9C 第２四半期
～中頃　益子
窯産（滝ノ入・
倉見沢）

2 女瓦 長　[14.7]
幅　[6.3]
厚　[1.9]
重　220.65

凸面：布目痕、糸切痕。
凹面：タテナデ。

砂粒少量、石英
粒・黒雲母粒微
量

凸：にぶい黄橙
　　10YR6/3
凹：灰黄褐
　　10YR6/2
焼成：不良

破片 SX-7No.2 粘土板

3 須恵器
坏

口径　-
底径　（7.8）
器高　[1.4]

内面：ロクロナデ。
外面：体部下端ロクロナデ、底部ヘラ
切り。底部刻書多重線。

石英粒・長石粒・
砂粒微量

内：灰　5Y6/1
外：灰　5Y6/1
焼成：良好

底部 1/8 SX-8 覆土 益子窯産

4 鉄滓 長　[2.1]
幅　[1.9]
厚　[1.6]
重　4.70

下面と側部の一部が生きており、上面と側部の大半が破面となる。上面は被熱
痕が認められ下面には炉床土が付着している。また、上下面の一部に黒色ガラ
ス質滓が付着している。

破片 SX-8 覆土 椀形鍛治滓

□ 冨

“ 
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第４節　北区の遺構と遺物

遺物と出土状況　遺物は非常に少ない。埋土中からは土師器坏・甕、益子窯産の須恵器蓋・坏・高台付坏・甕、

新治窯産の須恵器坏、瓦、鉄滓が出土している。３は底部外面に刻書（多重線）を有する９世紀第１四半期

のカスガ入窯段階の須恵器坏、４は椀形滓である。一部を SD- ６に掘り込まれており、混入品が含まれてい

る可能性もあるが、出土した須恵器の年代から、９世紀第１四半期以降に埋没したと考えられる。

（８）近世以降の遺構

溝 SD- ６（第 39 図、図版一七）

位置・重複関係　北区東端部にあり、SF- ５・SX- ７・SX- ８を掘り込んでいる。走向方位は N-15°-E である。

規模・形状　検出長 5.2m、上幅 6.72m、下幅 4.08m、深さ 0.8m 以上で、断面形は逆台形を呈する。地元

の方の話では、昭和 30 ～ 40 年代の土地改良時まで使用していた農業用水路とのことである。また、米軍の

航空写真や近世の絵図でも長方形あるいは L 字状の地割が確認できることから、開削時期は少なくとも近世

までさかのぼる可能性がある。

埋土　上位はローム粒・炭化物粒を微量含む灰褐色～暗灰褐色粘質土（１・２層）、下位は木材（生材片）を

多量含む明黒灰褐色砂質土（３層）である。

遺物　土師器甕、須恵器坏、瓦、陶器の小片が出土しているが、いずれも周囲から流入したもので、この遺

構に伴う遺物はない。

溝 SD-38（第 40 図）

位置・重複関係　北区西端部にあり、SK-39・SD-37 を掘り込んでいる。走向方位は N-29°-E である。

規模・形状　上幅 2.0 ～ 2.48m、深さ 0.32m、断面形は皿状で、南壁の一部が浅く段状に掘り込まれる。ま

た、調査区北壁付近では底面が土坑状に掘り込まれ、周辺より 30 ～ 50cm ほど低くなっている。底面標高

は 74.30 ～ 74.44m で、底面に明瞭な傾斜はなく調査区北壁付近がやや深い程度である。底面には、クワ・

スキとみられる工具痕があり、人力掘削により掘られた溝であることがわかる。また、地山である砂質ロー

ム層や砂礫層を掘り抜いて壁面や底面にしている。

　中世の遺構である SD-37・SD-40 と走行方向が近似しており、旧地形や地割を反映していると判断される。

また、SD- ６と同様に、米軍の航空写真や近世の絵図でも長方形あるいは L 字状の地割が確認できることから、

開削時期は少なくとも近世までさかのぼる可能性がある。

埋土　上層（１層）はロームブロック・灰褐色粘質土などを含むことから、人為埋没である。下層（２層）

は南壁が浅く段状に掘り込まれた部分の埋土で、ローム粒などの混入物をほとんど含まないことから自然堆

積とみられる。最下層（３層）は砂層と礫混じりの砂質土によるラミナ状堆積が認められることから、流水

による自然堆積と判断できる。

遺物　18 世紀後半の陶磁器（染付碗・小坏・土瓶・香炉・灯明皿）・鉄鍋の吊手、明治末～大正初期の軍盃

や銅版転写の磁器碗など、大正末～昭和初期頃の薬瓶・試験管・おはじきなどのガラス製品、陶管などの遺

物が大半をしめる。開削時期は、陶磁器が本遺構に伴うとすれば少なくとも 18 世紀後半までさかのぼると

考えられる。埋没時期は、陶器甕や陶管などが出土していることから昭和 20 ～ 30 年頃とみられる。このほ

か、土師器坏・甕、須恵器坏・甕、瓦も出土しているがいずれも周囲から流入したものである。
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第３章　調査の方法と成果
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第４節　北区の遺構と遺物

0 2m1：60

0 5m1：150

X=52707
Y=17760

X=52700
Y=17760

X=52700
Y=17770

SD-38
１　灰褐色土　　ローム粒少量。ロームブロック（1～4cm）少量。灰褐色粘質土ブロック
　　　　　　　　（5～20cm）多量。礫（1～6cm）微量。Nt-Iスコリア・Nt-S軽石微量。
　　　　　　　　しまりあり。SD-38埋土
２　暗褐色土　　ローム粒微量。炭化物（0.5～2cm）微量。礫（1～2cm）微量。
　　　　　　　　Nt-Iスコリア・Nt-S軽石微量。しまりあり。自然堆積か。SD-38埋土
３　褐色土　　　ローム粒微量。ロームブロック（0.5～1cm）微量。炭化物（0.5～2cm）
　　　　　　　　微量。砂多量。礫（1～10cm）微量。Nt-Iスコリア・Nt-S軽石微量。
　　　　　　　　しまりあり。砂や土が薄い互層（ラミナ状堆積）をなす。SD-38埋土
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第 40 図　SD-38 遺構図
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第３章　調査の方法と成果

道路状遺構 SF- ５（第 39 図、図版一七）

位置・重複関係　北区東端部にあり、SD- ６に掘り込まれている。走向方位はほぼ正方位である。

規模・形状　検出長 4.74m、幅 3.4m、深さ 0.32 ～ 0.5m で、路面は中央が浅くくぼみ両端が少し高くなる。

路面の中央は砂利が敷き詰められ、硬化している状況が確認された。地元の方の話では、五行川や鬼怒川の

砂利を運んで敷いたそうで、昭和 30 ～ 40 年代の土地改良時まで使用していたとのことである。また、SD- ６・

SD-38 と同様に、米軍の航空写真や近世の絵図でも長方形あるいは L 字状の地割が確認できることから、近

世以前の道を踏襲してつくられたと考えられる。

埋土　基底部に板材を敷き、その上層（２層）には礫を少量含む暗褐色土、多量の砂礫と少量の粘質ローム粒・

粘質ロームブロックを含む灰褐色土（１層）が堆積している。

遺物　付近で６世紀後半の口縁から体部内外面に磨きのある土師器坏や８世紀第１四半期～中頃の原東窯段

階の須恵器高台付坏、近現代の陶磁器が出土しているが、いずれも混入品でありこの遺構に伴う遺物はない。

第５節　北区の遺構外出土遺物（第 41 図、第 13 表、図版二六）

　本調査では検出した多くの遺構から遺物が出土しているが、なかには明確な遺構に伴わない状態で出土す
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第 41 図　北区遺構外出土遺物実測図
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第５節　北区の遺構外出土遺物

るものや帰属が不明なものもある。本来は、出土した遺構ごとに報告するところではあるが、本節では明確

な遺構に伴わない遺物および帰属が不明な遺物等を「遺構外出土遺物」として取り扱い、図化できたものを

中心に掲載する。なお、南区の遺構外出土遺物については、層位ごとの取り上げにより遺物包含層の形成時

期が推定でき、SX-42 から遊離した可能性が高いものが多く含まれているため、第６節で取り扱うこととする。

　北区の遺構外出土遺物の多くは、周辺の竪穴建物の埋土中にあったものが、後世の耕作に伴って遺構外へ

と移動したものと考えられる。１は７世紀前半の磨きのない須恵器模倣坏である。３は新治窯産の須恵器坏

で、胎土に白色雲母を含む。４は９世紀第１四半期のカスガ入窯段階の須恵器坏、５は９世紀第２四半期か

ら中頃の滝ノ入・倉見沢窯段階の須恵器高台付坏で、内外面に自然釉が付着している。８は一本箆描波状文

のある下野系の須恵器甕、９は下野系の須恵器甕を転用した砥石である。11 は益子窯産の女瓦で、凹凸面に

窯体片が付着することから、焼台に転用されたとみられる。また、側面には焼成前穿孔１孔を施す。下飯貝

遺跡に窯業関連施設があったとは考えられないことから、大内廃寺に瓦が搬入された際に何らかの関係で移

動したものと推定される。

第 13 表　北区遺構外出土遺物観察表
掲載番号 種別・器種 法量（㎝ ･g） 成形技法・特徴 胎土 色調・焼成 残存率 出土位置 備考

1 土師器
坏

口径　（14.0）
底径　-
器高　[3.0]

内面：口縁～体部ヨコナデ。
外面：口縁部ヨコナデ、体部ヘラケズ
リ。

石英粒・砂粒微
量

内：橙　5YR6/6
外：橙　5YR6/6
焼成：不良

口縁部 1/8 SI-41 周辺 7C 前半

2 土師器
甕

口径　（17.0）
底径　-
器高　[6.2]

内面：口縁部ヨコナデ、肩部ヘラナデ。
外面：口縁部ヨコナデ、肩部ナデ。

石英粒・砂粒多
量

内：にぶい褐
　　7.5Y6/3
外：にぶい橙
　　7.5Y7/4
焼成：普通

口縁部 1/8 SF-5 SD-6 付近 9C 以降

3 須恵器
坏

口径　-
底径　（9.8）
器高　[1.7]

内面：ロクロナデ。
外面：体部ロクロナデ、底部回転ヘラ
ケズリ後外周手持ちヘラケズリ。

白色粒多量、砂
粒少量

内：灰　5Y6/1
外：灰　5Y6/1
焼成：良好

底部 1/4 SI-1 周辺 新治窯産

4 須恵器
坏

口径　-
底径　（7.2）
器高　[3.2]

内面：ロクロナデ。
外面：体部ロクロナデ、底部回転ヘラ
切り後ナデ。

砂粒少量、石英
粒・長石粒微量

内：黄灰　2.5Y5/1
外：黄灰　2.5Y5/1
焼成：良好

体部 1/4
底部 3/4

SI-41 周辺 9C 第１四半期
益子窯産（カ
スガ入）

5 須恵器
高台付坏

口径　-
底径　（6.2）
器高　[3.1]

内面：ロクロナデ。
外面：体部ロクロナデ、底部回転ヘラ
ケズリ後高台貼付。
内外面自然釉付着。

砂粒微量 内：灰　5Y6/1
外：灰　5Y5/1
焼成：良好

底部 1/4 西半東部 益子窯産（滝
ノ入・倉見沢）

6 須恵器
高台付坏

口径　-
底径　（9.2）
器高　[3.8]

内面：ロクロナデ。
外面：体部ロクロナデ、底部回転ヘラ
ケズリ後高台貼付。

砂粒少量 内：黄灰　2.5Y6/1
外：灰白　2.5Y7/1
焼成：良好

坏底部 7/8
高台部 1/2

中央付近 9C 前～中頃
産地不明

7 須恵器
甕

口径　-
底径　-
器高　[7.4]

内面：ロクロナデ。
外面：ロクロナデ。

砂粒少量 内：灰黄　2.5Y7/2
外：灰黄　2.5Y7/2
焼成：良好

口縁部破片 西半中央 産地不明

8 須恵器
甕

口径　-
底径　-
器高　[9.3]

内面：ナデ。
外面：一本箆描波状文、ヘラナデ。
内外面自然釉付着。

砂粒微量 内：灰　5Y4/1
外：灰　5Y5/1・
　　黒　7.5Y2/1
焼成：良好

頸部破片 西半中央 産地不明
下野系須恵器
甕

9 須恵器
甕

長　[6.7]
幅　[3.9]
厚　[1.1]
重　30.17

内面：同心円文当て具痕。
外面：擬格子叩き。
側面は全体的に摩滅。

石英粒・長石粒
少量、砂粒微量

内：灰褐　7.5YR5/2
外：灰　　5Y4/1
焼成：良好

胴部破片 SD-6 SX-7 付
近

砥石に転用
下野系須恵器
甕

10 女瓦 長　[6.3]
幅　[7.2]
厚　[1.3]
重　78.00

凸面：縄叩き後ナデ。
凹面：布目痕。

砂粒微量 凸：灰　7.5Y5/1
凹：灰　7.5Y5/1
焼成：良好

破片 SF-5 SD-6 付近 粘土紐

11 女瓦 長　8.5
幅　6.9
厚　2.2
重　118.28

凸面：自然釉・窯体片付着。
凹面：自然釉付着。
側面：焼成時穿孔。

砂粒多量、長石
粒微量

凸：灰　7.5Y5/1
凹：灰　7.5Y5/1
焼成：良好

破片 一括 SD-37・
40 か

益子窯産
焼台か
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第３章　調査の方法と成果

第６節　低地部の調査
（１）低地部の調査（第 42 ～ 44 図、第 14 表、図版一八・一九・二六・二七）

概要　南区において、台地斜面から低地にかけての部分でトレンチ調査を実施し、遺物包含層のほか土器集

積遺構１か所を確認した。トレンチは台地南斜面に６本（１～６トレンチ）、低地に１本（７トレンチ）を

設定した（第 44 図）。７トレンチは、遺構の性格や範囲を確認するためにトレンチを拡張し、４つのグリッ

ド（A ～ D 区）を設定し、層位ごとに掘り下げをおこなった。

地形　南区は、台地先端の南斜面から低地にあたり、台地南斜面の標高は 74.8 ～ 75.5m、低地の標高は

73.9 ～ 74.1m である。

遺構と遺物包含層の状況　台地先端の南斜面には、遺構は認められない。一方、低地では土器集積遺構１か

所を確認している。また、集落から廃棄されたとみられる土師器・須恵器を主体とする遺物包含層が台地南

斜面から低地にかけて堆積している。

低地の堆積層　Ⅰ層は現代の水田耕作土（表土）で、Ⅱ層はその床土にあたる。Ⅲ・Ⅳ層は土師器・須恵器

を主体とする遺物包含層で、Ⅴ層は自然堆積層である。Ⅲ～Ⅴ層は灰黒褐色～灰褐色粘質土のグライ化した

堆積層で、湿地化した環境であったと推定される。

台地斜面の堆積層　低地部でのⅠ・Ⅱ層、Ⅴ層に相当する堆積層は認められず、旧表土および道路建設の客

土層（Ⅰ b 層）、旧耕作土および道路建設の客土層（Ⅰ c 層）がみられる。遺物包含層であるⅢ層は４～６

トレンチで確認でき、東へいくほど厚く堆積している。また、同じく遺物包含層であるⅣ層は６トレンチの

みで認められる。この付近は、台地が南へ緩やかに傾斜していくところであるため、耕作時にも削平されず

に残ったものと推定される。

遺物出土状況　Ⅲ・Ⅳ層から平安時代の土師器・須恵器がやや多く出土している。とくに、低地の遺物包含

層であるⅣ層からの出土量が多く、A 区からはⅣ層出土量の６割以上が出土している。Ⅲ層中からは、土師

器坏・高坏・甕、須恵器蓋・坏・高台付坏・皿・甕、瓦、焼成粘土塊、鉄滓が出土し、Ⅳ層中からは土師器坏・

高坏・鉢・甕・台付甕、須恵器蓋・坏・高台付坏・皿・提瓶・甕、灰釉陶器碗、瓦、焼成粘土塊などが出土

している。また、Ⅱ・Ⅲ層中からは羽口片が出土していることから、Ⅲ層から出土した鉄滓とあわせ、付近

で製鉄がおこなわれていたと推定される。

出土遺物　１～３はⅡ・Ⅲ層から出土したもので、１は６世紀代 TK43 併行期とみられる上野産の坏蓋、２

は９世紀第２四半期～中頃の滝ノ入・倉見沢窯段階の須恵器坏、３は９世紀第１四半期のカスガ入窯段階の

高台付坏である。４～ 14 はⅢ層から出土したもので、４は 11 世紀代の土師質土器皿で、５・６は９世紀中

頃の内面黒色処理を施す土師器坏で、５の体部外面には「夲」と考えられる墨書が記されている。８は９世

紀第２四半期～中頃の滝ノ入・倉見沢窯段階の須恵器高台付坏で、底部外面には「夲」の墨書が記されている。

10 は下野系の須恵器甕、11 は益子窯産の円面硯、12・13 は益子窯産の女瓦、14 は椀形滓である。15 はⅢ・

Ⅳ層から出土した９世紀後半の脇屋窯段階の須恵器皿である。16 ～ 29 はⅣ層から出土したもので、16 は

９世紀中頃の土師器坏で、体部外面には「夲」の墨書が記されている。19 は古墳時代前期の土師器Ｓ字状口

縁台付甕である。20 は６世紀代の須恵器坏身、21・22 は９世紀第２四半期～中頃の滝ノ入・倉見沢窯段階

の須恵器高台付坏で、21 の底部外面には「夲」の墨書が記されている。26 は益子窯産の女瓦、25 は尾張産

の灰釉陶器碗、28 は土錘、29 は焼成粘土塊である。このほか、小片のため非掲載であるがⅡ・Ⅲ層から羽

口片が１点出土している。
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第６節　低地部の調査

第 14 表　南区出土遺物観察表
掲載番号 種別・器種 法量（㎝ ･g） 成形技法・特徴 胎土 色調・焼成 残存率 出土位置 備考

1 須恵器
蓋

口径　（16.4）
底径　-
器高　[3.0]

内面：口縁～体部ロクロナデ。
外面：口縁～体部ロクロナデ。

砂粒少量、石英
粒・長石粒微量

内：灰
　　7.5Y5/1
外：灰
　　10Y5/1
焼成：良好

口縁部破片 B 区Ⅱ・Ⅲ層 6C TK43 併行
?
上野産

2 須恵器
坏

口径　-
底径　（7.0）
器高　[2.6]

内面：体～底部ロクロナデ。
外面：体部ロクロナデ、底部回転ヘラ
切り後ナデ。

白色粒多量、石
英粒・長石・砂
粒微量

内：灰
　　7.5Y5/1
外：灰
　　7.5Y5/1
焼成：良好

体～底部 1/6 A 区Ⅱ・Ⅲ層 9C 第２四半期
～中頃　益子
窯産（滝ノ入・
倉見沢）か

3 須恵器
高台付坏

口径　-
底径　7.0
器高　[2.8]

内面：体～底部ロクロナデ。火だすき
痕。
外面：体部ロクロナデ、底部回転ヘラ
ケズリ後高台貼付。

砂粒少量、石英
粒・長石粒微量

内：灰
　　7.5Y6/1
外：灰
　　7.5Y6/1
焼成：良好

坏底部完存
高台部 2/3

B 区 SX-1 1 層
No.121・122
B 区Ⅱ・Ⅲ層

9C 第１四半期　
益子窯産（カ
スガ入）

4 土師器
坏

口径　（12.4）
底径　（6.6）
器高　[2.9]

内面：著しい摩耗のため調整不明。
外面：口縁～体部ナデ、底部回転糸切
り。
内外面著しい摩耗。

赤色粒多量、黒
雲母粒・砂粒微
量

内：浅黄橙
　　10YR8/3
外：浅黄橙
　　10YR8/3
焼成：不良

口縁～底部
1/8

7 トレンチⅢ
層

5 土師器
坏

口径　（13.4）
底径　（8.2）
器高　[4.4]

内面：口縁～底部ロクロナデ後ヘラミ
ガキ。黒色処理。
外面：口縁～体部ロクロナデ、底部回
転糸切り。体部墨書「夲」か。

黒雲母粒多量、
砂粒少量

内：黒
　　N2/
外：にぶい黄橙
　　10YR7/2
焼成：普通

口縁部一部
体～底部 1/4

A 区Ⅲ層
No.208
A 区Ⅳ層

6 土師器
坏

口径　（14.6）
底径　-
器高　[3.1]

内面：口縁～体部ヨコナデ後ヨコ方向
ヘラミガキ。黒色処理。
外面：ロクロナデ後一部ヨコナデ。

黒雲母粒・砂粒
微量

内：黒
　　N2/
外：にぶい黄橙
　　10YR6/3
焼成：普通

口縁部 1/4 C 区Ⅲ層

7 須恵器
坏

口径　（14.0）
底径　（7.4）
器高　[4.0]

内面：口縁～底部ロクロナデ。
外面：口縁～体部ロクロナデ、底部転
ヘラ切り。
胎土マーブル状。

砂粒少量、石英
粒・長石粒・チ
ャート微量

内：灰　7.5Y6/1・
　　浅黄　2.5Y7/3
外：灰　5Y6/1・
　　灰黄　2.5Y7/2
焼成：普通

口縁部一部
体～底部 1/4

7 トレンチⅢ
層

9C 第２四半期
～中葉　益子
窯産（滝ノ入・
倉見沢）か

8 須恵器
高台付坏

口径　-
底径　7.4
器高　[2.9]

内面：体～底部ロクロナデ。
外面：体部ロクロナデ、底部高台貼付
後ロクロナデ。底部墨書「夲」。

砂粒多量、石英
粒・長石粒微量

内：灰
　　7.5Y6/1
外：灰
　　7.5Y6/1
焼成：良好

底部ほぼ完存 7 トレンチⅢ
層

9C 第２四半期
～中葉　益子
窯産（滝ノ入・
倉見沢）

9 須恵器
甕

口径　-
底径　-
器高　[4.3]

内面：口縁～頸部ロクロナデ
外面：口縁～頸部ロクロナデ後頸部沈
線２条、櫛描波状文施文。

砂粒微量 内：褐灰
　　5YR5/1
外：灰褐
　　5YR5/2
焼成：良好

口縁部破片 7 トレンチⅢ
層

8C 第１～第
２四半期　益
子窯産（原東
４号窯？）

10 須恵器
甕

口径　-
底径　-
器高　[3.9]

内面：同心円文当具痕、一部砥石転用
時の使用痕あり。
外面：擬格子叩き。

砂粒少量、礫微
量

内：灰
　　7.5Y5/1
外：灰
　　7.5Y6/1
焼成：良好

胴部破片 A 区Ⅲ層
No.197

古墳時代 7C
以前
産地不明
下野系須恵器
甕

11 須恵器
円面硯

口径　-
底径　-
器高　[4.5]

内面：ロクロナデ。
外面：ロクロナデ後タテ方向沈線２条。
透かし孔１カ所残存。

砂粒少量 内：灰
　　N5/
外：灰
　　N5/
焼成：良好

脚部破片 C 区Ⅲ層 益子窯産

12 女瓦 長　[12.1]
幅　[13.0]
厚　[2.1]
重　489.41

凸面：格子叩き後木口状工具によるナ
デ。
凹面：布目痕、多方向のヘラナデ、狭
端側縁部ヨコヘラナデ、側縁部面取り。
側面：ヘラケズリ。

砂粒多量、石英
粒・長石粒少量

凸：黒
　　10Y2/1
凹：灰黄
　　2.5Y6/2
焼成：良好

破片 A 区Ⅲ層
No.238

西山窯産
大内廃寺創建
期

13 女瓦 長　[8.8]
幅　[12.1]
厚　[2.3]
重　297.03

凸面：格子叩き後木口状工具によるナ
デ。
凹面：布目痕、木口状工具によるナデ。
側面：ヘラケズリ。

砂粒少量、石英
粒・長石粒微量

凸：灰
　　10Y4/1
凹：灰
　　10Y4/1
焼成：良好

破片 7 トレンチⅢ
層

益子窯産
粘土紐
下野国分寺跡
428 型式ヵ

14 鉄滓 長　[3.2]
幅　[4.6]
厚　[2.2]
重　21.07

炉底に生成した椀形鍛治滓。周縁は大半が欠損。上面の滓は高さ 5 ～ 8mm ほ
ど突出する部分がある。下面の滓は表面に細かい気泡が目立ち、裏面には酸化
土砂や炉底土の一部が付着。

破片 B 区Ⅲ層 二段椀形鍛治
滓
含鉄

15 須恵器
皿

口径　（14.4）
底径　-
器高　[2.4]

内面：口縁～体部ロクロナデ。
外面：口縁～体部ロクロナデ、体部下
半回転ヘラケズリ。

砂粒少量 内：灰
　　N6/
外：灰
　　N5/
焼成：良好

口縁部 1/4 C 区Ⅲ層
C 区Ⅳ層

9C 後半
益子窯産（脇
屋）

16 土師器
坏

口径　（13.4）
底径　（8.6）
器高　[3.8]

内面：口縁～底部ロクロナデ。
外面：口縁～体部ロクロナデ、底部回
転糸切り。体部墨書「夲」。

黒雲母粒少量、
赤色粒・砂粒微
量

内：浅黄橙
　　7.5YR8/4
外：浅黄橙
　　7.5YR8/4
焼成：不良

口縁部一部
体部 1/8
底部一部

C 区Ⅳ層

17 土師器
坏

口径　（15.4）
底径　-
器高　[3.1]

内面：口縁～体部ナデ。
外面：口縁部ナデ。体部摩耗が著しい
ため調整不明。

黒雲母粒少量、
砂粒微量

内：黒
　　5Y2/1
外：灰黄
　　2.5Y7/2
焼成：不良

口縁部破片 A 区Ⅳ層 産地不明
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掲載番号 種別・器種 法量（㎝ ･g） 成形技法・特徴 胎土 色調・焼成 残存率 出土位置 備考
18 土師器

鉢
口径　-
底径　4.8
器高　[2.7]

内面：ヘラナデ。
外面：胴部ヘラナデ、底部ナデ、底部
木葉痕。

黒雲母粒・砂粒
少量、長石粒微
量

内：にぶい橙
　　5YR6/4
外：にぶい橙
　　5YR6/4
焼成：良好

底部 1/2 A 区Ⅳ層
No.172

19 土師器
台付甕

口径　-
底径　-
器高　[2.7]

内面：底部ヘラナデ、台部ハケナデ。
外面：台部ハケナデ。

砂粒少量、輝石 内：にぶい黄橙
　　10YR7/3
外：にぶい黄橙
　　10YR7/3・
　　橙　7.5YR6/6
焼成：普通

底部 1/2
台部 1/3

C 区Ⅳ層 古墳前期
S 字状口縁台
付甕

20 須恵器
坏

口径　-
底径　-
器高　[2.7]

内面：口縁～体部ロクロナデ。
外面：口縁～体部ロクロナデ。
内外面還元焼成により焼き締まる。

砂粒多量、石英
粒・長石粒少量

内：暗赤灰
　　10R4/1
外：灰褐
　　5YR4/2
焼成：良好

口縁部 1/8 A 区Ⅳ層 6C
産地不明

21 須恵器
高台付坏

口径　-
底径　7.2
器高　[2.6]

内面：底部ロクロナデ。
外面：体部ロクロナデ、底部回転ヘラ
ケズリ、高台貼付後ロクロナデ。底部
墨書「夲」。焼き重ね痕

砂粒多量、礫微
量

内：灰　5Y5/1・
　　黄灰　2.5Y5/1
外：黄灰
　　2.5Y5/1
焼成：良好

底部完存 A 区Ⅳ層
No.204

9C 第２四半
期～ 9C 中頃　
益子窯産（滝
ノ入・倉見沢）

22 須恵器
高台付坏

口径　（12.4）
底径　7.2
器高　[5.7]

内面：体～底部ロクロナデ。
外面：体部ロクロナデ、底部回転ヘラ
ケズリ、高台貼付後ロクロナデ。

砂粒多量、石英
粒微量

内：灰
　　5Y6/1
外：灰
　　5Y6/1
焼成：良好

口縁部一部
体部 1/4
底部完存

A 区Ⅳ層
No.180

9C 第２四半
期～ 9C 中頃　
益子窯産（滝
ノ入・倉見沢）

23 須恵器
高坏

口径　-
底径　-
器高　[4.2]

内面：脚部ロクロナデ。自然釉付着。
外面：脚部ロクロナデ。自然釉付着。
２方透かし。

砂粒微量 内：灰
　　10Y4/1
外：黒
　　N2/
焼成：良好

脚部破片 A 区Ⅳ層 益子窯産

24 須恵器
甕

口径　-
底径　-
器高　[3.5]

内面：同心円文当て具痕。
外面：平行叩き後カキ目。

砂粒微量 内：にぶい橙
　　7.5YR6/4
外：にぶい褐
　　7.5YR5/3
焼成：普通

胴部破片 A 区Ⅳ層 古墳時代 7C
以前
産地不明

25 灰釉陶器
碗

口径　-
底径　（9.0）
器高　[1.4]

内面：体～底部ロクロナデ後施釉。
外面：体部ロクロナデ、底部回転ヘラ
ケズリ後高台貼付。高台は隅丸方形状。

砂粒微量 内：灰白
　　2.5Y7/1・
釉：灰オリーブ
　　5Y6/2
外：灰白　2.5Y7/1
焼成：良好

底部 1/4 A 区Ⅳ層
No.187

9C 前半（Ⅴ期
新）
尾張産か

26 女瓦 長　[9.5]
幅　[7.3]
厚　[2.5]
重　221.55

凸面：格子叩き後木口状工具によるタ
テナデ。
凹面：布目痕、糸切痕、タテ方向ヘラ
ケズリ、側縁部面取り。
側面：ヘラケズリ。

砂粒多量、石英
粒微量

凸：灰
　　7.5Y5/1
凹：灰
　　10Y6/1
焼成：良好

破片 A 区Ⅳ層
No.177

益子窯産
粘土板
下野国分寺跡
319 型式ヵ

27 女瓦 長　[6.5]
幅　[9.1]
厚　[2.8]
重　168.50

凸面：格子叩き後ナデ。
凹面：布目痕、糸切痕。
側面：ヘラケズリ後面取り。

砂粒少量、赤色
粒・石英粒微量

凸：にぶい橙
　　5YR6/4
凹：にぶい赤褐
　　5YR5/4
焼成：普通

破片 B 区Ⅳ層
No.124

粘土板

28 土製品
土錘

長　4.1
幅　1.6
厚　1.6
孔　0.3
重　7.79

内面：棒状工具により両端から穿孔。
外面：ナデ。摩耗。

砂粒微量 外：灰白
　　10YR8/2
焼成：不良

ほぼ完形 B 区Ⅳ層
No.162

29 焼成粘土塊 長　2.9
幅　4.4
厚　1.6
重　14.59

一部に押し当てたような平坦面。草本
植物の茎の圧痕がみられる。

赤色粒少量 橙
5Y7/6
焼成：普通

完形 SX-1A 区Ⅳ層
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（２）土器集積遺構（第 44 ～ 48 図、第 15 表、図版一八・一九・二八～三一）

概要　低地部の A ～ D 区に位置する。７トレンチⅢ層下面で、遺物がとくに集中している範囲を確認したため、

トレンチを拡張して精査をおこなった。遺物は、約 15m ×２m の範囲に集中しており、A ～ D 区の４つの

グリッドに分けて取り上げをおこなった。集積の厚さは最も厚いところで 40cm あり、調査区南端と西端に

も遺物が続くことから、さらに広い範囲に土器集積が広がっていると推定される。遺物の投棄は、台地から

低地への地形変換点を意識しているものとみられる。とくに、９世紀第２四半期から中頃においては、「夲」・

「寺」・「得ヵ」と記された墨書土器が多く出土していることから、信仰関連のステバと推定される。

埋土　１層は褐色粘質土で炭化物・炭化物粒を少量、焼土粒を多量、２～ 10cm 大の礫を少量含む。また、

土師器・須恵器などの遺物を多く含む。２層は、暗褐色粘質土で、炭化物・炭化物粒・焼土粒、２～ 10cm

大の礫を微量含むが遺物は少ない。３層は、黒褐色粘質土で炭化物粒・焼土粒を微量含むが遺物は非常に少

ない。また、１～３層は褐色～黒褐色粘質土のグライ化した堆積層で、層中には管状斑鉄が認められること

から、湿地化した環境であったことがわかる。

遺物出土状況　遺物は多く出土しており、B・C 区の上層に集中している。１層中からは土師器坏・甕、須恵

器坏・高台付坏・鉢・甕が出土し、２層中からは土師器坏、須恵器高台付坏、益子窯産の女瓦が出土してい

る。また、３層中からは土師器鉢または小型甕、益子窯産の須恵器蓋、男瓦・女瓦が出土している。遺物の

時期は９世紀第２四半期～中頃が主体であるが、B 区では８世紀後半～９世紀前半の須恵器、C 区では７世

紀中頃の土師器坏が一定量出土している。とくに、C 区の１層中から９世紀第２四半期～中頃の墨書土器が

10 点出土しており、一括で投棄された可能性が高い。また、遺物包含層であるⅢ・Ⅳ層中から出土した墨書

土器についても、土器の時期や墨書の特徴から SX-42 から遊離したものと判断される。このことから、８世

紀後半から９世紀後半まで断続的に遺物の投棄が続けられ、９世紀第２四半期から中頃には墨書・刻書土器

を伴う信仰関連のステバであったと推定される。このほか、縄文時代の石皿や古墳時代前期のＳ字状口縁台

付甕が出土しているが、これらは周囲からの混入品と考えられる。

土器集積遺構 SX-42 １層出土遺物（第 45 図、第 15 表、図版二八）

　３は８世紀後半の新治窯産の須恵器坏、５は９世紀第２四半期後半～中頃の滝ノ入・倉見沢窯段階の須恵

器坏である。６は９世紀中頃～後半の須恵器坏で、内外面に墨書が記されている。底部内面の文字は判読不

明であるが、体部外面の文字は「得」と考えられる。７は９世紀第２四半期～中頃の滝ノ入・倉見沢窯段階

の須恵器坏で、底部内面には「寺」の墨書が記されている。８・10 は９世紀第２四半期後半～中頃の滝ノ入・

倉見沢窯段階の須恵器高台付坏で、10 の底部外面には「夲」の墨書が記されている。９は南那須窯産の須恵

器高台付坏で、胎土には海面骨針が含まれている。11 は９世紀後半の脇屋窯段階の皿、12 は９世紀第１四

半期のカスガ入窯段階の皿で底部外面には「夲」の墨書が記されている。13 は８世紀第４四半期の谷津入

窯段階の須恵器壺、15 は８世紀第４四半期～９世紀第１四半期の谷津入窯・カスガ入窯段階の捏鉢である。

17 は下野系の須恵器甕、18・19 は益子窯産の女瓦、20 は西山窯産の大内廃寺創建期の女瓦である。

土器集積遺構 SX-42 １・２層出土遺物（第 46 図、第 15 表、図版二八・二九）

　21・22 は７世紀中頃の内外面漆仕上げの土師器坏、25 は土師器高坏である。26 は８世紀第３～４四半

期の原東２号窯～谷津入窯段階の須恵器蓋、28 は９世紀第２四半期～中頃の滝ノ入・倉見沢窯段階の須恵器

坏である。29 は９世紀中頃～後半の篠倉窯段階の須恵器高台付坏で、底部外面には「夲」の墨書が記されて

いる。30 は８世紀第１四半期後半～第２四半期前半の原東４号窯段階の須恵器高台付坏で、外面には記号と

みられる刻書がある。
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（SX-42　1層）
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第 45 図　SX-42 出土遺物実測図（１）
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第３章　調査の方法と成果

（SX-42　1・2層）

（SX-42　2層）
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第 46 図　SX-42 出土遺物実測図（２）
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第６節　低地部の調査

（SX-42　3層）

（SX-42　上層）
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第 47 図　SX-42 出土遺物実測図（３）
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第 48 図　SX-42 出土遺物実測図（４）
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第６節　低地部の調査

第 15 表　SX-42 出土遺物観察表
掲載番号 種別・器種 法量（㎝ ･g） 成形技法・特徴 胎土 色調・焼成 残存率 出土位置 備考

1 土師器
坏

口径　-
底径　7.8
器高　[1.6]

内面：体～底部丁寧なヨコヘラミガキ。
黒色処理。
外面：体部ヘラナデ、底部ヘラケズリ。
やや摩耗。

黒雲母多量、赤
色粒少量、砂粒
微量

内：黒　N2/
外：浅黄橙　
　　7.5YR8/3
焼成：不良

底部 2/3 B 区 SX-1 1 層・
上層
No.81

2 土師器
甕

口径　-
底径　（5.4）
器高　[4.2]

内面：胴～底部ヨコ方向ハケナデ。
外面：胴部ヨコヘラケズリ、底部ヘラ
ケズリ後ナデ。

石英粒・砂粒少
量、礫微量

内：にぶい褐
　　7.5YR5/4
外：赤褐　5YR4/6
焼成：普通

胴～底部 1/8 C 区 SX-1 1 層
No.40

9C
常総型甕

3 須恵器
坏

口径　（13.2）
底径　（8.0）
器高　[3.1]

内面：口縁～底部ロクロナデ。
外面：口縁～体部ロクロナデ後体部下
端手持ちヘラケズリ、底部ヘラ切り。

砂粒・礫微量 内：灰　　N6/
外：灰白　N7/
焼成：良好

口縁部一部
体部 1/4
底部一部

D 区 SX-1 1 層
No.12

8C 後半
新治窯産（東
城寺）

4 須恵器
坏

口径　（12.8）
底径　（6.8）
器高　[4.0]

内面：口縁～底部ロクロナデ。
外面：口縁～体部ロクロナデ、底部回
転糸切り。

砂粒少量、白色
粒微量

内：黄灰　2.5Y6/1
外：黄灰　2.5Y6/1
焼成：良好

口縁～底部
1/8

D 区 SX-1 1 層
No.23

9C 前～中頃
産地不明

5 須恵器
坏

口径　（12.6）
底径　（6.4）
器高　[4.4]

内面：口縁～底部ロクロナデ。
外面：口縁～体部ロクロナデ、底部ヘ
ラ切り後ナデ。

砂粒少量、白色
粒・礫微量

内：灰　5Y6/1
外：灰　5Y5/1
焼成：良好

口縁部一部
体部 1/4
底部 1/2

C 区 SX-1 1 層
No.64・65・
66・67

9C 第２四半期
～中頃　益子
窯産（滝ノ入・
倉見沢）

6 須恵器
坏

口径　-
底径　（7.6）
器高　[2.7]

内面：体～底部ロクロナデ。底部墨書
「□」。
外面：体部ロクロナデ、底部ヘラ切り。
体部墨書「□（得ヵ）」。

砂粒少量、黒雲
母粒・礫微量

内：にぶい黄橙
　　10YR6/3
外：にぶい黄橙
　　10YR7/3・
　　褐灰　10YR5/1
焼成：普通

底部 2/9 C 区 SX-1 1 層
No.59

産地不明

7 須恵器
坏

口径　-
底径　6.2
器高　[1.6]

内面：体～底部ロクロナデ。底部墨書
「寺」。
外面：体部ロクロナデ、底部ヘラ切り。

砂粒少量、礫微
量

内：灰　N6/
外：灰　N6/
焼成：良好

底部 2/3 C 区 SX-1 1 層
No.47

9C 第２四半期
～中頃　益子
窯産（滝ノ入・
倉見沢）

8 須恵器
高台付坏

口径　-
底径　6.4
器高　[2.1]

内面：ロクロナデ。
外面：体部ロクロナデ、底部ロクロナ
デ後高台貼付。

砂粒少量、石英
粒・長石粒微量

内：灰　N6/
外：灰　N6/
焼成：良好

底部 4/5 D 区 SX-1 1 層
No.22

9C 第２四半期
～中頃　益子
窯産（滝ノ入・
倉見沢）

9 須恵器
高台付坏

口径　-
底径　（9.0）
器高　[1.6]

内面：ロクロナデ。
外面：体部ロクロナデ、底部回転ヘラ
ケズリ後高台貼付。

石英粒・海綿骨
針・砂粒微量

内：浅黄　　
　　2.5Y7/3
外：浅黄橙
　　10YR8/3
焼成：不良

底部 1/8 D 区 SX-1 1 層
No.2

南那須産

10 須恵器
高台付坏

口径　-
底径　6.4
器高　[2.0]

内面：体～底部ロクロナデ。
外面：体部ロクロナデ、底部ヘラ切り、
高台貼付後ロクロナデ。底部墨書「夲」。

砂粒多量、石英
粒・長石粒微量

内：灰　7.5Y6/1
外：灰　5Y6/1
焼成：良好

底部ほぼ完存 C 区 SX-1 1 層
No.73

益子窯産（滝
ノ入・倉見沢）

11 須恵器
皿

口径　（14.0）
底径　-
器高　[2.5]

内面：ロクロナデ。
外面：口縁～体部上半ロクロナデ、体
部下半回転ヘラケズリ。

砂粒少量、礫微
量

内：灰　7.5Y6/1
外：灰　N5/
焼成：良好

口縁部 4/9 C 区 SX-1 1 層
No.48・49・
50
C 区Ⅳ層

9C 後半
益子窯産（脇
屋）

12 須恵器
皿

口径　-
底径　6.4
器高　[2.5]

内面：体～底部ロクロナデ。
外面：体部ロクロナデ、底部回転ヘラ
ケズリ、高台貼付後ロクロナデ。底部
墨書「夲」。

砂粒少量 内：灰　7.5Y6/1
外：灰　N6/
焼成：良好

底部 1/2 C 区 SX-1 1 層
No.60

9C 第１四半期
益子窯産（カ
スガ入）

13 須恵器
壺

口径　-
底径　（11.2）
器高　[2.5]

内面：胴～底部ロクロナデ。
外面：胴部ロクロナデ、底部回転ヘラ
ケズリ後高台貼付。

白色粒多量、砂
粒少量、礫微量

内：灰　N5/
外：灰　N4/
焼成：良好

底部 1/4 B 区 SX-1 1 層
No.120

8C 第４四半期
益子窯産（谷
津入）

14 須恵器
鉢

口径　-
底径　-
器高　[7.5]

内面：ロクロナデ。
外面：ロクロナデ。

赤色粒・砂粒少
量、石英粒・長
石粒微量

内：灰　7.5Y5/1
外：灰　N6/
焼成：良好

口縁部破片 B 区 SX-1 1 層
No.99

益子窯産

15 須恵器
捏鉢

口径　（16.2）
底径　（10.4）
器高　[16.7]

内面：ロクロナデ後一部ハケナデ。
外面：口縁～体部ロクロナデ、底部回
転糸切り後ナデ。

砂粒少量、礫微
量

内：黄灰　2.5Y4/1
外：灰　　5Y5/1
焼成：良好

口縁部一部
体部 1/4
底部 3/8

D 区 SX-1 1 層
No.14
C 区 SX-1 1 層
No.77
A 区Ⅳ層
No.173

益子窯産（谷
津入～カスガ
入）

16 須恵器
甕

口径　-
底径　-
器高　[4.8]

内面：ナデ。
外面：平行叩き。叩き具が摩滅し木目
痕が浮き出ているため、一部格子状に
みえる部分もある。

砂粒少量、石英
粒・長石粒微量

内：灰　5Y5/1
外：灰　N6/
焼成：良好

胴部破片 C 区 SX-1 1 層
No.38

益子窯産

17 須恵器
甕

口径　-
底径　-
器高　[7.3]

内面：同心文当具痕をナデ消す。
外面：擬格子叩き。

砂粒微量 内：灰　N6/
外：灰　N6/
焼成：良好

胴部破片 C 区 SX-1 1 層
No.46

産地不明
下野系須恵器
甕

18 女瓦 長　[9.5]
幅　[7.1]
厚　[1.9]
重　127.98

凸面：格子叩き後ナデ。
凹面：布目痕、側端縁面取り。
側面：ヘラケズリ。

石英粒・長石粒・
砂粒微量

凸：黄灰　2.5Y6/1
凹：灰白　10YR7/1
焼成：良好

破片 B 区 SX-1 1 層
No.105

西山窯産
粘土板
大内廃寺創建
期

19 女瓦 長　[8.7]
幅　[7.3]
厚　[2.4]
重　149.52

凸面：格子叩き後木口状工具によるナ
デ。
凹面：布目痕、糸切痕、側端縁面取り。
側面：ヘラケズリ。

砂粒少量、礫微
量

凸：灰　10Y5/1
凹：灰　10Y5/1
焼成：良好

破片 B 区 SX-1 1 層
No.107

益子窯産
粘土板
下野国分寺跡
321 型式ヵ

20 女瓦 長　[9.4]
幅　[8.7]
厚　[1.9]
重　146.35

凸面：格子叩き後タテナデ。
凹面：布目痕、糸切痕、ナデ、狭端側
縁部ヨコヘラケズリ。
側面：狭端面ヘラケズリ。

砂粒・礫少量 凸：灰　5Y6/1
凹：灰　10Y4/1
焼成：良好

破片 B 区 SX-1 1 層
No.108

西山窯産
粘土板
大内廃寺創建
期

21 土師器
坏

口径　（14.0）
底径　-
器高　[3.9]

内面：口縁～体部ロクロナデ。
外面：口縁部ロクロナデ、体部ヘラケ
ズリ。
内外面漆仕上げ。

赤色粒・石英粒・
砂粒微量

内：にぶい橙
　　7.5YR6/4
外：にぶい橙
　　7.5YR6/4
焼成：普通

口縁部 1/8
体部 1/4

C 区 SX-1 1・
2 層

7C 中頃
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第３章　調査の方法と成果

掲載番号 種別・器種 法量（㎝ ･g） 成形技法・特徴 胎土 色調・焼成 残存率 出土位置 備考
22 土師器

坏
口径　（14.6）
底径　-
器高　[3.7]

内面：口縁～体部ロクロナデ。
外面：口縁部ロクロナデ、体部ヘラケ
ズリ。
内外面漆仕上げ。

白色粒微量 内：黒褐　7.5YR3/1
外：黒褐　10YR3/1
焼成：普通

口縁部破片 C 区 SX-1 1・
2 層

7C 中頃

23 土師器
坏

口径　-
底径　-
器高　[3.5]

内面：口縁～体部ロクロナデ。
外面：口縁部ロクロナデ、体部ヘラケ
ズリ後ナデ。

砂粒微量 内：にぶい赤褐
　　5YR5/4
外：にぶい赤褐
　　5YR5/4
焼成：普通

口縁部破片 C 区 SX-1 1・
2 層

7C 中頃

24 土師器
坏

口径　-
底径　（8.6）
器高　[2.3]

内面：体～底部ヨコナデ後ヨコ方向ヘ
ラミガキ。黒色処理。
外面：体部ヨコヘラケズリ、底部回転
ヘラケズリ。

砂粒少量、石英
粒微量

内：黒　N2/
外：にぶい橙
　　5YR6/4
焼成：普通

底部 1/3 A 区 SX-1 
B 区 SX-1 1・
2 層

25 土師器
高坏

口径　-
底径　-
器高　[5.6]

内面：坏底部ヨコ方向ヘラミガキ、脚
部ヨコヘラケズリ。ヘラ状工具痕。
外面：脚部タテヘラケズリ後ヨコヘラ
ケズリ。

砂粒少量、礫微
量

内：橙　5YR6/6
外：にぶい黄橙
　　10YR6/3
焼成：普通

坏底～脚部
5/12

C 区 SX-1 1・
2 層

7C 中頃

26 須恵器
蓋

口径　（17.2）
底径　-
器高　[1.7]

内面：口縁～天井部ロクロナデ。
外面：口縁～体部ロクロナデ、天井部
回転ヘラケズリ。

砂粒多量、礫微
量

内：灰白　5Y7/1
外：灰白　5Y7/1
焼成：良好

口縁部一部
体部 1/4

B 区 SX-1 1・
2 層

8C 第４四半期
益子窯産（谷
津入）

27 須恵器
坏

口径　-
底径　（6.5）
器高　[3.6]

内面：体～底部ロクロナデ。
外面：体部ロクロナデ、底部ヘラ切り。
内外面摩耗。

砂粒少量、赤色
粒微量

内：にぶい黄橙
　　10YR7/3
外：にぶい黄橙
　　10YR7/3
焼成：普通

体部 1/4
底部 1/2

C 区 SX-1 1・
2 層
SX-1 上層

産地不明

28 須恵器
坏

口径　-
底径　6.0
器高　[3.7]

内面：ロクロナデ。
外面：体部ロクロナデ、底部回転糸切
り。

砂粒多量、石英
粒少量

内：褐灰　7.5YR5/1
外：褐灰　7.5YR5/1
焼成：良好

体部 1/4
底部 3/4

C 区 SX-1 1・
2 層
C 区 SX-1

9C 第２四半
期～ 9C 中頃　
益子窯産（倉
見沢）

29 須恵器
高台付坏

口径　-
底径　6.8
器高　[2.4]

内面：体～底部ロクロナデ。
外面：体部ロクロナデ、底部回転ヘラ
ケズリ、高台貼付後ロクロナデ。底部
墨書「夲」。

砂粒多量、礫微
量

内：灰　N5/
外：灰　N4/・
　　黒褐　7.5YR3/1
焼成：良好

底部 2/3 B 区 SX-1 1・
2 層

9C 中～後頃　
益子窯産（篠
倉）

30 須恵器
高台付坏

口径　-
底径　（9.0）
器高　[4.8]

内面：体～底部ロクロナデ。
外面：自然釉付着のため調整不明、高
台貼付。体部刻書「　　」。

砂粒多量、石英
粒微量

内：灰白　N7/1
外：黄灰　2.5Y6/1・
自然釉  灰オリーブ
　　7.5Y4/2
焼成：良好

体～底部 1/4 B 区 SX-1 1・
2 層
B 区 SX-1

8C 前半　益子
窯産（原東 4）

31 土師器
坏

口径　（12.8）
底径　-
器高　[3.0]

内面：口縁～体部ヨコナデ。
外面：口縁部ヨコナデ、体部ヘラケズ
リ。

赤色粒・黒雲母
粒・砂粒微量

内：橙　5YR7/6
外：橙　5YR7/6
焼成：不良

口縁～体部
1/8

B 区 SX-1 2 層
No.86

6C 後半

32 須恵器
高台付坏

口径　-
底径　7.5
器高　[3.5]

内面：体～底部ロクロナデ。重ね焼き
痕。
外面：体部ロクロナデ、底部ヘラ切り、
高台貼付後ナデ。自然釉付着。

砂粒少量、礫微
量

内：灰　N6/
外：灰　N5/
焼成：良好

底部ほぼ完存 B 区 SX-1 2 層
No.148

9C 中頃　益子
窯産（篠倉）

33 須恵器
高台付坏

口径　-
底径　7.2
器高　[2.5]

内面：底部ロクロナデ。重ね焼き痕。
外面：体部ロクロナデ、底部回転ヘラ
ケズリ、高台貼付後ナデ。

砂粒少量、礫微
量

内：灰オリーブ
　　5Y5/2
外：灰　5Y5/1
焼成：良好

坏底部ほぼ完
存
高台部 2/3

B 区 SX-1 2 層
No.151

9C 第２四半期
～中頃　益子
窯産（滝ノ入・
倉見沢）

34 須恵器
高台付坏

口径　-
底径　6.5
器高　[1.9]

内面：底部ロクロナデ。漆付着。
外面：体部ロクロナデ、底部ヘラ切り、
高台貼付後ロクロナデ。底部刻書「×」。

砂粒少量 内：灰　N5/
外：灰　N5/
焼成：良好

底部 2/3 B 区 SX-1 2 層
No.163

益子窯産（滝
ノ入・倉見沢）

35 須恵器
高台付坏

口径　-
底径　8.2
器高　[2.2]

内面：体～底部ロクロナデ。
外面：体部ロクロナデ、底部回転ヘラ
ケズリ後高台貼付。

砂粒多量、礫微
量

内：灰白　5Y7/1
外：灰　5Y6/1
焼成：普通

底部ほぼ完存 B 区 SX-1 2 層
No.127

益子窯産（原
東 1・3）

36 女瓦 長　[9.8]
幅　[9.0]
厚　[2.5]
重　242.86

凸面：格子叩き後木口状工具によるヨ
コナデ。
凹面：布目痕、糸切痕、広端側縁部ヨ
コ方向ヘラナデ。
側面：広端面ヘラケズリ。

砂粒多量 凸：暗灰　N3/
凹：灰　　N4/
焼成：良好

破片 B 区 SX-1 2 層
No.167・169

益子窯産
粘土板一枚作
り
下野国分寺跡
428 型式ヵ

37 土師器
鉢か小型甕

口径　-
底径　（4.2）
器高　[4.4]

内面：ヘラナデ、ヘラケズリまたはヘ
ラの差し込み痕あり。
外面：体部タテ方向ヘラケズリ後ナデ、
一部にヘラミガキの可能性がある棒状
圧痕あり。

赤色粒・石英粒
少量、砂粒微量

内：にぶい黄橙
　　10YR7/3
外：にぶい黄橙
　　10YR7/3
焼成：普通

体～底部 1/4 A 区 SX-1 3 層
No.179

38 須恵器
蓋

口径　-
底径　-
器高　[2.1]

内面：体～天井部ロクロナデ。重ね焼
き痕。
外面：体部ロクロナデ、天井部回転ヘ
ラケズリ。

砂粒少量 内：灰　N5/
外：灰　N6/
焼成：良好

体～天井部
3/8

A 区 SX-1 3 層
No.215

9C 第２四半期
～中頃
益子窯産

39 男瓦 長　[10.3]
幅　[5.7]
厚　[1.9]
重　141.23

凸面：タテ方向ヘラナデ。
凹面：布目痕、側縁部面取り。
側面：ヘラケズリ。

赤色粒多量、砂
粒少量、石英粒
微量

凸：橙　5YR6/6
凹：にぶい赤褐
　　5YR5/4
焼成：普通

破片 A 区 SX-1 3 層
No.222

産地不明
粘土紐

40 女瓦 長　[7.9]
幅　[7.8]
厚　[2.2]
重　139.00

凸面：格子叩き後ナデ。
凹面：布目痕。

砂粒少量、赤色
粒・石英粒微量

凸：浅黄　2.5Y7/3
凹：灰黄　2.5Y7/2
焼成：普通

破片 A 区 SX-1 3 層
No.216

産地不明
粘土紐
下野国分寺跡
283 型式ヵ

41 女瓦 長　[5.6]
幅　[10.4]
厚　[2.1]
重　146.33

凸面：縄叩き後ナデ。
凹面：布目痕、側縁部面取り。
側面：ヘラケズリ。

石英粒・砂粒微
量

凸：灰白　2.5Y7/1
凹：灰白　5Y7/1
焼成：普通

破片 A 区 SX-1 3 層
No.214

産地不明
粘土紐

42 鉄製品
鎌

長　[15.4]
幅　[4.0]
厚　[0.4]
重　48.66

曲刃鎌で基部右隅を欠損するが、全体形を留める。甲技法により製作され、刃
部の断面形は楔形である。基部はほぼ直角に折り返され、表裏面とも木質は認
められない。

一部欠損 A 区 SX-1 3 層
No.245

¥I/ 
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第６節　低地部の調査

掲載番号 種別・器種 法量（㎝ ･g） 成形技法・特徴 胎土 色調・焼成 残存率 出土位置 備考
43 土師器

甕
口径　-
底径　-
器高　[2.4]

内面：口縁～頸部ヨコナデ。
外面：口縁端部つまみ上げ、口縁～頸
部ヨコナデ。

石英粒・長石粒・
砂粒少量

内：褐　7.5YR4/3
外：にぶい黄褐
　　10YR4/3
焼成：普通

口縁部破片 B 区 SX-1 上層 常総型甕

44 土師器
甕

口径　-
底径　-
器高　[2.3]

内面：口縁～頸部ヨコナデ。
外面：口縁端部つまみ上げ、口縁～頸
部ヨコナデ。

石英粒・砂粒多
量

内：にぶい橙
　　7.5YR7/4
外：にぶい橙
　　7.5YR6/4
焼成：普通

口縁部破片 SX-1 上層 9C 中頃か
常総型甕

45 土師器
台付甕

口径　-
底径　-
器高　[3.5]

内面：甕底部ヘラナデ、台部ヨコナデ。
外面：甕胴部ヘラナデ、台部ヨコナデ。

黒雲母粒・砂粒
微量

内：明赤褐　
　　2.5YR5/6
外：にぶい赤褐
　　5YR4/3
焼成：普通

台部破片 SX-1 上層 武蔵型甕

46 土師器
甑

口径　-
底径　-
器高　[2.9]

内面：ヘラケズリ。
外面：タテヘラケズリ。

赤色粒・砂粒多
量

内：にぶい赤褐
　　2.5YR5/4
外：にぶい橙
　　5YR6/4
焼成：普通

底部破片 B 区 SX-1 上層 7C 中～後半か

47 須恵器
坏

口径　（14.6）
底径　（8.0）
器高　[4.3]

内面：口縁～底部ロクロナデ。
外面：口縁～体部ロクロナデ、底部回
転糸切り。

赤色粒少量、黒
雲母粒・砂粒微
量

内：浅黄橙
　　10YR8/4
外：浅黄橙
　　10YR8/4
焼成：良好

口縁～底部
1/2

B 区 SX-1 2 層
No.140
B 区 SX-1 Ⅳ層
No.141
B 区 SX-1 上層

8C 後半
産地不明

48 須恵器
坏

口径　-
底径　-
器高　[3.4]

内面：ロクロナデ。
外面：ロクロナデ。

砂粒微量 内：灰白　2.5Y7/1
外：灰白　2.5Y7/1
焼成：良好

体部破片 B 区 SX-1 上層 湖西窯産

49 須恵器
高台付坏

口径　-
底径　（7.0）
器高　[2.6]

内面：ロクロナデ。
外面：体部ロクロナデ、底部回転ヘラ
切り後高台貼付。

砂粒・礫微量 内：灰　10Y6/1
外：灰　10Y6/1
焼成：良好

坏底部 1/2
高台部一部

C 区 SX-1 1 層
No.63
SX-1 上層

9C 第１四半期
益子窯産（カ
スガ入）

50 須恵器
フラスコ形

瓶

口径　-
底径　-
器高　[5.2]

内面：ロクロナデ。
外面：ロクロナデ後ヘラケズリ。沈線
１条。

砂粒微量 内：灰白　2.5Y7/1
外：褐灰　10YR5/1
焼成：良好

胴部破片 D 区 SX-1 上層 猿投窯産か

51 須恵器
提瓶

口径　-
底径　-
器高　[3.1]

内面：ロクロナデ後カキ目。
外面：ロクロナデ。

砂粒少量、石英
粒・長石粒微量

内：にぶい橙
　　5YR6/4
外：にぶい黄橙
　　10YR7/3
焼成：普通

胴部破片 B 区 SX-1 上層 7C 中～後半
産地不明

52 須恵器
多嘴壺か

口径　-
底径　-
器高　[2.8]

内面：肩部ロクロナデ。
外面：肩部ロクロナデ後口縁部（嘴）
貼付。

砂粒微量 内：灰　5Y6/1
外：灰　5Y6/1
焼成：良好

肩部破片 B 区 SX-1 上層 産地不明

53 須恵器
円面硯

硯部径　　
（8.4）
脚部径　

（11.8）
器高　[4.4]

内面：陸～脚台部ロクロナデ。自然釉
付着。
外面：陸～海部ロクロナデ、外堤部突
帯貼付後ナデ、脚部ロクロナデ後タテ
方向沈線２条と 字状沈線を施す。長
方形透かし孔２カ所残存。

砂粒少量、礫微
量

内：灰　7.5Y4/1
外：灰　N5/
焼成：良好

陸～脚台部
1/4

B 区 SX-1 2 層
No.137
B 区 SX-1 上層

9C 第２四半期
～中頃　益子
窯産（滝ノ入・
倉見沢）

54 土師器
坏

口径　（11.2）
底径　-
器高　[3.1]

内面：口縁～体部ヨコナデ。
外面：口縁部ヨコナデ、体部ヘラケズ
リ。

黒雲母粒・石英
粒・砂粒微量

内：にぶい黄橙
　　10YR7/2
外：灰黄褐
　　10YR6/2
焼成：普通

口縁部 1/8 7 トレンチ
SX-1

7C 前半

55 土師器
甕

口径　-
底径　-
器高　[3.5]

内面：口縁～頸部ヨコナデ。
外面：口縁部ヨコナデ、頸部ヘラケズ
リ後ヨコナデ。

雲母多量、砂粒
微量

内：黒　N2/
外：灰黄褐　
　　10YR5/2
焼成：普通

口縁部破片 A 区 SX-1 9C 前半
常総型甕

56 土師器
台付甕

口径　-
底径　-
器高　[2.2]

内面：ヨコ・ナナメ方向ハケナデ。
外面：タテ方向ハケナデ。

白色粒・砂粒少
量、石英粒微量

内：にぶい褐
　　7.5YR6/3
外：灰褐
　　7.5YR5/2
焼成：普通

頸部破片 C 区 SX-1 古墳前期
S 字状口縁台
付甕

57 須恵器
蓋

口径　（16.0）
底径　-
器高　[1.8]

内面：ロクロナデ。
外面：ロクロナデ。

白色粒・砂粒微
量

内：灰　7.5Y6/1
外：灰　7.5Y6/1
焼成：良好

口縁部 1/8 7 トレンチ
SX-1

産地不明

58 須恵器
高台付坏

口径　-
底径　（11.8）
器高　[2.6]

内面：底部ロクロナデ。
外面：体部ロクロナデ、底部回転ヘラ
ケズリ後高台貼付。底部刻書。

砂粒少量 内：灰　5Y6/1
外：灰　5Y6/1
焼成：良好

坏底部 1/4
高台部 1/8

C 区 SX-1 9C 第２四半期
～中頃　益子
窯産（滝ノ入・
倉見沢）

59 須恵器
高台付坏

口径　-
底径　（6.6）
器高　[2.5]

内面：体～底部ロクロナデ。火だすき
痕。
外面：体部ロクロナデ、底部ロクロナ
デ後高台貼付。

石英粒・長石粒
少量、砂粒微量

内：灰　7.5Y6/1
外：灰　7.5Y6/1
焼成：良好

坏底部完存
高台部 5/12

D 区Ⅳ層
No.10
D 区 SX-1

9C 第２四半期
～中頃　益子
窯産（滝ノ入・
倉見沢）

60 須恵器
鉢

口径　-
底径　-
器高　[6.7]

内面：口縁～体部ロクロナデ。
外面：口縁～体部ロクロナデ。

石英粒・砂粒少
量

内：灰　10Y4/1
外：灰　10Y4/1
焼成：良好

口縁～体部破
片

C 区 SX-1 9C 第２四半期
～中頃　益子
窯産（滝ノ入・
倉見沢）

61 須恵器
鉢

口径　（35.0）
底径　-
器高　[5.0]

内面：口縁～体部ロクロナデ。
外面：口縁～体部ロクロナデ。

黒雲母・砂粒微
量

内：灰白　2.5Y7/1
外：灰白　5Y7/1
焼成：普通

口縁部破片 7 トレンチ
SX-1

8C 第３四半期
新治窯産か

62 須恵器
甕

口径　-
底径　-
器高　[5.0]

内面：口縁～頸部ロクロナデ。
外面：口縁～頸部ロクロナデ後頸部カ
キ目。

白雲母・砂粒多
量、石英粒・長
石粒少量

内：灰黄　2.5Y7/2
外：にぶい黄橙
　　10YR6/4
焼成：普通

口縁部破片 7 トレンチ
SX-1

8C 中頃
新治窯産（東
城寺寄居前 A）

63 須恵器
甕

口径　-
底径　-
器高　[7.0]

内面：同心円文当て具痕。
外面：擬格子叩き。

砂粒微量 内：灰　5Y5/1
外：黒　5Y2/1
焼成：良好

胴部破片 7 トレンチ
SX-1

7C 前半？
南高岡窯産か
下野系須恵器甕

x 
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第３章　調査の方法と成果

土器集積遺構 SX-42 ２層出土遺物（第 46 図、第 15 表、図版二九）

　31 は６世紀後半の土師器坏で、32 は９世紀中頃の篠倉窯段階の須恵器高台付坏、33・34 は９世紀第

２四半期後半～中頃の滝ノ入・倉見沢窯段階の須恵器高台付坏である。34 は底部内面に漆が付着しているこ

とから、漆パレットとして利用されたと考えられ、底部外面には記号とみられる刻書がある。35 は８世紀第

２四半期～中頃の原東１・３号窯産の高台付坏で、36 は益子窯産の女瓦である。

土器集積遺構 SX-42 ３層出土遺物（第 47 図、第 15 表、図版二九・三一）

　37 は６世紀末～７世紀初頭の土師器鉢または小型甕、38 は９世紀第２四半期～中頃の滝ノ入・倉見沢窯

段階の須恵器蓋、42 は鉄製の曲刃鎌である。

土器集積遺構 SX-42 上層出土遺物（第 47 図、第 15 表、図版三〇）

　43・44 は常総型の土師器甕、45 は武蔵型の土師器甕、46 は７世紀中頃～後半のものとみられる土師器

甑である。47 は８世紀後半の須恵器坏であるが、焼成が非常に軟質である。49 は９世紀第１四半期のカス

ガ入窯段階の高台付坏、51 は７世紀中頃～後半の須恵器提瓶である。53 は９世紀第２四半期～中頃の滝ノ入・

倉見沢窯段階の円面硯である。他地域からの搬入品としては、48 は湖西窯産の須恵器坏、50 は猿投窯産の

フラスコ形瓶、52 は小片のため断定はできないが須恵器多嘴壺と推定される。このほか、小片のため非掲載

であるが黒漆の付着した須恵器坏（漆パレット）１点が出土している。

土器集積遺構 SX-42 一括出土遺物（第 48 図、第 15 表、図版三〇）

　54 は７世紀前半の磨きのない須恵器模倣坏、55 は常総型の土師器甕である。56 は古墳時代前期のＳ字状

口縁台付甕、58・59 は９世紀第２四半期～中頃の滝ノ入・倉見沢窯段階の須恵器高台付坏で、58 の底部外

面には記号とみられる刻書がある。61 は８世紀第３四半期の新治窯産と推定される須恵器鉢、62 は８世紀

中頃の新治窯産の須恵器甕である。63 は 7 世紀前半の南高岡窯産の須恵器甕、64 は益子窯産の円面硯であ

る。65 は９世紀代の常陸産製塩土器で、外面に粘土紐積み上げの痕跡を明瞭に残し、胎土には海面骨針が含

まれる。66 は９世紀代の尾張産の灰釉陶器碗で、67 は益子窯産の女瓦である。68 は縄文時代の石皿で、69

は焼成粘土塊、70 は椀形滓である。

掲載番号 種別・器種 法量（㎝ ･g） 成形技法・特徴 胎土 色調・焼成 残存率 出土位置 備考
64 須恵器

円面硯
口径　-
底径　-
器高　[5.8]

内面：全面に自然釉付着のため調整不
明。
外面：ロクロナデ後タテ方向沈線２条。
透かし孔１カ所残存。

砂粒微量 内：釉　灰オリーブ
　　7.5Y4/2
外：黒　7.5Y2/1
焼成：良好

脚部破片 A 区 SX-1 益子窯産

65 土師器
製塩土器

口径　-
底径　-
器高　[3.2]

内面：ヘラナデ。
外面：ユビナデ。輪積痕。

白色針状物質多
量、黒雲母粒・
石英粒・砂粒微
量

内：にぶい黄橙
　　10YR6/3
外：にぶい橙
　　7.5YR6/4
焼成：普通

体部破片 C 区 SX-1 9C 代か
常陸産

66 灰釉陶器
碗

口径　-
底径　-
器高　[3.5]

内面：口縁～体部ロクロナデ後施釉。
外面：口縁～体部ロクロナデ。
口縁部大きく外反。

砂粒微量 内：灰白　2.5Y7/1・
釉：灰オリーブ
　　7.5Y6/2
外：灰白　2.5Y7/1
焼成：良好

口縁～体部破
片

A 区 SX-1 9C 前半（Ⅴ期
新）
尾張産か

67 女瓦 長　[6.6]
幅　[5.8]
厚　[2.7]
重　121.06

凸面：格子叩き。
凹面：布目痕、糸切痕、側縁部タテヘ
ラケズリ。
側面：ヘラケズリ。

砂粒少量、礫微
量

凸：灰　10Y6/1
凹：灰　10Y5/1
焼成：良好

破片 C 区 SX-1 益子窯産
粘土板
下野国分寺跡
321 型式ヵ

68 石製品
石皿

長　13.8
幅　12.0
厚　3.4
重　870.43

自然の河原石をそのまま使用。表面は顕著な摩滅痕が残され浅く窪む。裏面は
摩滅痕と一部に敲打痕がみられ、側面の一部にも摩滅痕がみとめられる。安山
岩

完形 A 区 SX-1

69 焼成粘土塊 長　3.4
幅　3.7
厚　2.2
重　17.77

片面には押し当てたような平坦面。草
本植物の茎の圧痕が多く、上面には密
に重なった状態の圧痕がみられる。

砂粒微量 灰白　10YR8/2
焼成：普通

完形 C 区 SX-1

70 鉄滓 長　[3.0]
幅　[5.2]
厚　[1.7]
重　28.17

炉底に生成した小形の椀形鍛治滓の破片。周縁は大半が欠損。上面の滓は紫黒
色で緻密なものと暗青灰色で発泡したものが付着。下面には酸化土砂が全体的
に付着し、部分的に炉底土や細かい気泡が多い滓が残る。

破片 C 区 SX-1 椀形鍛治滓
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第１節　分析結果の概要

第４章　理化学分析

第１節　分析結果の概要
　下飯貝遺跡では、遺構の年代や石材流通などにかんする情報収集や、遺跡周辺における古環境を復原する

ことを目的として理化学分析を実施した。ここでは、分析結果の概要と担当者からみた評価・所見を述べる

ことする。

（１）放射性炭素年代測定

　遺構の年代決定は、基本的には出土した遺物の編年研究の成果に基づいているが、クロスチェックによ

って精度を高める必要から放射性炭素年代測定をおこなった。試料は、南区の A 区Ⅳ層、SX-42B 区上層、

SX-42D 区１層、北区の SI- ２、SI-31、SI-41、SB- ９、SD-37、SD-40 で採取した炭化材９点である。AMS

法による分析の結果、南区については、SX-42B 区上層で出土遺物の年代が８世紀後半～９世紀中頃である

のに対し、８世紀後半～９世紀後半の暦年代範囲が示され実年代に近い結果が得られた。北区については、

SI-41 で出土遺物の年代が６世紀後半を主体とするのに対し、６世紀中頃～７世紀前半の暦年代範囲が示さ

れ、こちらも比較的近い結果である。また、SD-40 でも出土遺物の年代が 13 世紀初頭を主体とするのに対し、

12 世紀中頃～ 13 世紀中頃の暦年代範囲が示され、陶磁器の年代幅を考慮すれば比較的実年代に近い結果で

ある。ただし、それ以外の遺構にかんしては、南区の SX-42D 区１層や SI-31 では出土遺物の年代よりも大

幅に古い暦年代が示された。これは、いずれの試料も最終形成年輪が残存していないため、実際には測定結

果より新しい時期とみる必要もあるが、今回の分析結果と出土遺物の実年代には誤差があり、年代を検討す

る試料として用いるには精度の面で課題がある。考古学的に援用する場合には、他の分析や出土遺物の編年

研究と組合せての分析が必要であろう。

（２）テフラ分析

層序や年代が不明な遺構について、層序を確立し年代を把握するため、現地での地質調査およびテフラ分

析（火山灰の検出同定）をおこなった。試料は、北区の SI-31、SD-37、SD-37・SD-40 重複地点、SD-40、

SF-36 の９地点の埋土から採取した 44 点である。肉眼観察では、いずれの地点でも約 1.4 ～ 1.5 万年前の

男体今市スコリア（Nt-I）、男体七本桜軽石（Nt-S）が認められ、この低台地におけるローム層の形成年代の

上限付近の一点を示している。分析の結果、肉眼で認められた以外に SI-31 で浅間 C 軽石（As-C）と榛名二

ツ岳渋川テフラ（Hr-FA）、SD-37・SD-40 で浅間 B テフラ（As-B）を検出した。出土遺物との層位学的な関

係とも矛盾がないため、それぞれの遺構が埋没する過程でこれらのテフラが降下したと考えられる。また、

SF-36 にかんしては、浅間 B テフラ（As-B）のほか浅間 C 軽石（As-C）または榛名二ツ岳渋川テフラ（Hr-FA）

とみられるテフラ粒子が検出され、出土遺物の年代が９世紀中頃～後半であるのに対し、上限の年代が大幅

に古い結果となった。これは、浅間 C 軽石（As-C）または榛名二ツ岳渋川テフラ（Hr-FA）とみられるテフ

ラ粒子が、二次的に混入したものと推定される。

（３）花粉・珪藻分析

遺跡周辺の植生の変遷を明らかにし、古環境を復原するため、花粉・珪藻分析をおこなった。試料は、

SD-37、SD-37・SD-40 重複地点、SD-40、SF-36 の埋土から採取した７点である。分析の結果、台地上に立

地する SF-36 周辺では、比較的乾燥した環境を好む草本花粉および陸生珪藻が認められ、アブラナ科やイネ
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科、クリが出現することから、稲作やアブラナ科などの畑作がおこなわれ、近隣にはクリが生育していたと

推定される。また、沖積地上に立地する SD-37・SD-40 周辺では、比較的乾燥した環境を好む草本花粉や陸

生珪藻のほか、流水不定性種、真・好止水性種などが認められ、イネ属、ソバ属、アブラナ科、コナラ属コ

ナラ亜属が出現する。このことから、SD-37・SD-40 は止水と流水が繰り返され、周辺では稲作やアブラナ科、

ソバなどの畑作がおこなわれ、クリを伴うナラ林が分布していたと推定される。SD-37・SD-40 において止

水と流水が繰り返されていたという珪藻分析の結果については、SD-37 ではラミナ状堆積やグライ化した黒

灰色粘質土層が確認されていることからも追認される。一方、SD-40 では止水を示すグライ化した灰褐色粘

土層は確認されているが、ラミナ状堆積などの層理は確認されていないため、流水があったかどうかは断定

できない。ただし、真・好流水性種が 15％、真・好止水性種が 19％の割合を占めることから、水田域やそ

の周辺環境が反映されたものと推定される。

（４）炭化材の樹種同定

　遺跡周辺の古植生や当時の木材選択を明らかにするため、炭化材の樹種同定を実施した。試料は南区の A

区Ⅳ層、B 区 SX-42、D 区 SX-42、南区一括、北区Ⅲ・Ⅳ層、SI- ２、SI- ３、SI-31、SI-41、SB- ９、SD-37、

SD-40 で採取した炭化材 16 点である。全体では広葉樹のコナラ属クヌギ節が６点と最も多く、針葉樹のモ

ミ属が２点、広葉樹のクリ（可能性があるものを含む）が３点、針葉樹のイヌガヤ、広葉樹のコナラ属アカ

ガシ亜属・コナラ属・ハンノキ属ハンノキ亜属、分類群不明の広葉樹が各１点であった。これらは、いずれ

も温帯から暖帯に分布する樹木であり、遺跡周辺に生育していた樹木が伐採利用されたと推定されている。

この結果は、花粉分析においてコナラ属コナラ亜属やクリの樹木花粉が認められることからも追認される。

（５）石製紡錘車の石材同定

　石材の産地を明らかにし、石材流通に関する情報収集を目的として、石製紡錘車の石材同定を実施した。

試料は北区の SI- ２から出土した石製紡錘車１点である。担当者による肉眼観察では、暗灰茶色を自色とし、

黒斑及び純タルクを帯状に内包する蛇紋岩領域に生成される滑石片岩と考えられた。しかし、実体顕微鏡に

よる観察や蛍光 X 線分析による化学組成の結果から、蛇紋岩と判断された。石材とされる蛇紋岩は日本各地

に広く分布しており、化学組成にも地域的な特徴が現れにくいため産地を特定することはできなかった。

（６）銭貨の蛍光 X 線分析

　化学組成値を把握し当時の貨幣流通を推定することを目的として、銭貨の蛍光 X 線分析を実施した。試料

は北区の SD-37 から出土した銭貨２点である。その結果、青銅製でほぼ銅・スズ・鉛からなる化学組成であ

ることから、銅の比率が高くスズをほとんど含まない模鋳銭ではなく公鋳銭であると考えられる。

　

　以上が、今回自然科学分析を委託した担当者（考古学）からみた分析結果に対する評価である。次節では、

株式会社火山灰考古学研究所および株式会社パレオ・ラボから提出された報告書の内容を掲載する。

参考文献
西本右子・佐々木稔 2002「公鋳銭・模鋳銭の化学分析」『ぶんせき』2002 年 10 月号
堀木真美子・鈴木正貴 2014「豊田市乙ケ林出土銭の 蛍光Ｘ線分析」『愛知県埋蔵文化財センター 研究紀要』第 15 号
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第２節　放射性炭素年代測定
パレオ・ラボ AMS 年代測定グループ

伊藤　茂・加藤和浩・廣田正史・佐藤正教・山形秀樹・Zaur Lomtatidze・黒沼保子

（１）はじめに

　真岡市の下飯貝遺跡から出土した試料について、加速器質量分析法（AMS 法）による放射性炭素年代測定

を行った。

（２）試料と方法

　試料は、炭化材９点である。南区では A 区Ⅳ層出土の試料 No.2（PLD-49329）と、D 区の SX-42 の１層

出土の試料 No.3（PLD-49330）の 2 点、南区 B 区では SX-42 の上層出土の試料 No.4（PLD-49331）の１点、

北区では SB- ９の P ６埋土上層出土の試料 No.6（PLD-49332）と、SI- ２カマド内出土の試料 No.7（PLD-

49333）、SD-37東端の２層上面出土の試料No.13（PLD-49334）、SD-40の２層出土の試料No.14（PLD-49335）、

SI-41 の２層出土の試料 No.15（PLD-49336）、SI-31 出土の試料 No.16（PLD-49337）の６点である。試料

はいずれも最終形成年輪が残存しておらず、部位不明であった。

　測定試料の情報、調製データは第 16 表のとおりである。試料は調製後、加速器質量分析計（パレオ・ラボ、

コンパクト AMS：NEC 製 1.5SDH）を用いて測定した。得られた 14C 濃度について同位体分別効果の補正を

行った後、14C 年代、暦年代を算出した。

（３）結果

　第 17 表に、同位体分別効果の補正に用いる炭素同位体比（δ 13C）、同位体分別効果の補正を行って暦年較

正に用いた年代値と較正によって得られた年代範囲、慣用に従って年代値と誤差を丸めて表示した 14C 年代、

第49図と第50図に暦年較正結果をそれぞれ示す。暦年較正に用いた年代値は下1桁を丸めていない値であり、

今後暦年較正曲線が更新された際にこの年代値を用いて暦年較正を行うために記載した。

　14C 年代は AD1950 年を基点にして何年前かを示した年代である。14C 年代（yrBP）の算出には、14C の半

減期として Libby の半減期 5568 年を使用した。また、付記した 14C 年代誤差（± 1 σ）は、測定の統計誤差、

標準偏差等に基づいて算出され、試料の 14C 年代がその 14C 年代誤差内に入る確率が 68.27％であることを示

す。

　なお、暦年較正の詳細は以下のとおりである。

　暦年較正とは、大気中の 14C 濃度が一定で半減期が 5568 年として算出された 14C 年代に対し、過去の宇宙

線強度や地球磁場の変動による大気中の 14C 濃度の変動、および半減期の違い（14C の半減期 5730 ± 40 年）

を較正して、より実際の年代値に近いものを算出することである。

　14C 年代の暦年較正には OxCal4.4（較正曲線データ：IntCal20）を使用した。なお、1 σ暦年代範囲は、

OxCal の確率法を使用して算出された 14C 年代誤差に相当する 68.27％信頼限界の暦年代範囲であり、同様に

2 σ暦年代範囲は 95.45％信頼限界の暦年代範囲である。カッコ内の百分率の値は、その範囲内に暦年代が入

る確率を意味する。グラフ中の縦軸上の曲線は 14C 年代の確率分布を示し、二重曲線は暦年較正曲線を示す。
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（４）考察

　以下、各試料の暦年較正結果のうち、2 σ暦年代範囲（確率 95.45%）に着目して結果を整理する。

　南区の A 区Ⅳ層の試料 No.2（PLD-49329）は、774-792 cal AD (16.77%)、797-893 cal AD (73.88%)、

928-946 cal AD (4.80%) の暦年代範囲を示した。これは、8 世紀後半～ 10 世紀中頃で、奈良時代から平安時

代中期に相当する。

　南区 D 区の SX-42 の 1 層の試料 No.3（PLD-49330）は、603-657 cal AD (95.45%) の暦年代範囲を示した。

これは、7 世紀初頭～中頃で、古墳時代終末期に相当する。

　南区 B 区の SX-42 の上層の試料 No.4（PLD-49331）は、774-777 cal AD (1.99%) および 779-885 cal AD 

(93.46%) の暦年代範囲を示した。これは、8 世紀後半～ 9 世紀後半で、奈良時代から平安時代前期に相当する。

　北区の SB- ９の P ６埋土上層の試料 No.6（PLD-49332）は、673-754 cal AD (71.18%)、756-775 cal AD 

(9.09%)、788-827 cal AD (15.18%) の暦年代範囲を示した。これは、7 世紀後半～ 9 世紀前半で、古墳時代

終末期から平安時代前期に相当する。

　北区の SI- ２カマド内の試料 No.7（PLD-49333）は、678-746 cal AD (52.19%)、759-767 cal AD (2.18%)、

771-776 cal AD (2.64%)、786-835 cal AD (31.82%)、849-877 cal AD (6.62%) の暦年代範囲を示した。これは、

7 世紀後半～ 9 世紀後半で、古墳時代終末期から平安時代前期に相当する。

　北区の SD-37 東端の 2 層上面試料 No.13（PLD-49334）は、1304-1366 cal AD (75.17%) および 1382-

1403 cal AD (20.28%) の暦年代範囲を示した。これは、14 世紀初頭～ 15 世紀初頭で、鎌倉時代から室町時

代に相当する。

測定番号 遺跡データ 試料データ 前処理

PLD-49329 調査区：南区 A 区Ⅳ層
試料 No.2

種類：炭化材（クリ）
試料の性状：最終形成年輪以外、部位不明
状態：dry

超音波洗浄
有機溶剤処理：アセトン
酸・アルカリ・酸洗浄（塩酸：1.2 mol/L, 水酸化
ナトリウム：1.0 mol/L, 塩酸：1.2 mol/L）

PLD-49330
調査区：南区 D 区
遺構：SX-42
層位：1 層
試料 No.3

種類：炭化材（コナラ属クヌギ節）
試料の性状：最終形成年輪以外、部位不明
状態：dry

超音波洗浄
有機溶剤処理：アセトン
酸・アルカリ・酸洗浄（塩酸：1.2 mol/L, 水酸化
ナトリウム：1.0 mol/L, 塩酸：1.2 mol/L）

PLD-49331
調査区：南区 B 区
遺構：SX-42
層位：上層
試料 No.4

種類：炭化材（クリ？）
試料の性状：最終形成年輪以外、部位不明
状態：dry

超音波洗浄
有機溶剤処理：アセトン
酸・アルカリ・酸洗浄（塩酸：1.2 mol/L, 水酸化
ナトリウム：1.0 mol/L, 塩酸：1.2 mol/L）

PLD-49332
調査区：北区
遺構：SB-9　P6
層位：埋土上層
試料 No.6

種類：炭化材（モミ属）
試料の性状：最終形成年輪以外、部位不明
状態：dry

超音波洗浄
有機溶剤処理：アセトン
酸・アルカリ・酸洗浄（塩酸：1.2 mol/L, 水酸化
ナトリウム：1.0 mol/L, 塩酸：1.2 mol/L）

PLD-49333
調査区：北区
遺構：SI-2 カマド内
試料 No.7

種類：炭化材（クリ）
試料の性状：最終形成年輪以外、部位不明
状態：dry

超音波洗浄
有機溶剤処理：アセトン
酸・アルカリ・酸洗浄（塩酸：1.2 mol/L, 水酸化
ナトリウム：1.0 mol/L, 塩酸：1.2 mol/L）

PLD-49334
調査区：北区
遺構：SD-37 東端
層位：2 層上面
試料 No.13

種類：炭化材（コナラ属アカガシ亜属）
試料の性状：最終形成年輪以外、部位不明
状態：dry

超音波洗浄
有機溶剤処理：アセトン
酸・アルカリ・酸洗浄（塩酸：1.2 mol/L, 水酸化
ナトリウム：1.0 mol/L, 塩酸：1.2 mol/L）

PLD-49335
調査区：北区
遺構：SD-40
層位：2 層
試料 No.14

種類：炭化材（広葉樹）
試料の性状：最終形成年輪以外、部位不明
状態：dry

超音波洗浄
有機溶剤処理：アセトン
酸・アルカリ・酸洗浄（塩酸：1.2 mol/L, 水酸化
ナトリウム：0.1 mol/L, 塩酸：1.2 mol/L）

PLD-49336
調査区：北区
遺構：SI-41
層位：2 層
試料 No.15

種類：炭化材（コナラ属クヌギ節）
試料の性状：最終形成年輪以外、部位不明
状態：dry

超音波洗浄
有機溶剤処理：アセトン
酸・アルカリ・酸洗浄（塩酸：1.2 mol/L, 水酸化
ナトリウム：0.1 mol/L, 塩酸：1.2 mol/L）

PLD-49337
調査区：北区
遺構：SI-31
遺物 No.8
試料 No.16

種類：炭化材（コナラ属クヌギ節）
試料の性状：最終形成年輪以外、部位不明
状態：dry

超音波洗浄
有機溶剤処理：アセトン
酸・アルカリ・酸洗浄（塩酸：1.2 mol/L, 水酸化
ナトリウム：1.0 mol/L, 塩酸：1.2 mol/L）

第 16 表　測定試料および処理
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　北区の SD-40 の 2 層の試料 No.14（PLD-49335）は、1160-1230 cal AD (91.83%) および 1243-1258 cal 

AD (3.62%) の暦年代範囲を示した。これは、12 世紀中頃～ 13 世紀中頃で、平安時代後期から鎌倉時代に相

当する。

　 北 区 SI-41 の 2 層 の 試 料 No.15（PLD-49336） は、541-605 cal AD (94.49%) お よ び 629-634 cal AD 

(0.96%) の暦年代範囲を示した。これは、6 世紀中頃～ 7 世紀前半で、古墳時代後期から古墳時代終末期に相

当する。

　北区の SI-31 の試料 No.16（PLD-49337）は、258-281 cal AD (19.34%) および 329-410 cal AD (76.11%)

の暦年代範囲を示した。これは、3 世紀中頃～後半もしくは 4 世紀前半～ 5 世紀前半で、赤塚（2009）を参

照すると、古墳時代前期から中期に相当する。

　なお、木材の場合、最終形成年輪部分を測定すると枯死もしくは伐採年代が得られるが、内側の年輪を測

定すると、内側であるほど古い年代が得られる（古木効果）。今回の試料は、いずれも最終形成年輪が残存し

ておらず、残存している最外年輪のさらに外側にも年輪が存在していたはずである。したがって、試料の木

が実際に枯死もしくは伐採されたのは、測定結果の年代よりもやや新しい時期であったと考えられる。

測定番号 δ 13C
(‰ )

暦年較正用年代
(yrBP ± 1 σ )

14C 年代
(yrBP ± 1 σ )

14C 年代を暦年代に較正した年代範囲

1 σ暦年代範囲 2 σ暦年代範囲

PLD-49329
試料 No.2 -24.82 ± 0.21 1180 ± 21 1180 ± 20

775-788 cal AD (13.64%) 
827-861 cal AD (32.29%) 
863-887 cal AD (22.33%)

774-792 cal AD (16.77%)
797-893 cal AD (73.88%)
928-946 cal AD ( 4.80%)

PLD-49330
試料 No.3 -24.27 ± 0.22 1412 ± 22 1410 ± 20 607-622 cal AD (29.90%) 

638-653 cal AD (38.37%) 603-657 cal AD (95.45%)

PLD-49331
試料 No.4 -23.60 ± 0.19 1204 ± 20 1205 ± 20

775-776 cal AD ( 0.90%) 
784-791 cal AD ( 7.01%) 
800-811 cal AD (10.38%) 
819-835 cal AD (14.92%) 
842-878 cal AD (35.06%)

774-777 cal AD ( 1.99%)
779-885 cal AD (93.46%)

PLD-49332
試料 No.6 -24.99 ± 0.20 1257 ± 21 1255 ± 20

685-743 cal AD (63.67%) 
761-765 cal AD ( 2.50%) 
772-774 cal AD ( 2.10%)

673-754 cal AD (71.18%)
756-775 cal AD ( 9.09%)
788-827 cal AD (15.18%)

PLD-49333
試料 No.7 -26.52 ± 0.21 1245 ± 21 1245 ± 20

704-740 cal AD (39.82%) 
773-775 cal AD ( 1.93%) 
790-822 cal AD (26.52%)

678-746 cal AD (52.19%)
759-767 cal AD ( 2.18%)
771-776 cal AD ( 2.64%)
786-835 cal AD (31.82%)
849-877 cal AD ( 6.62%)

PLD-49334
試料 No.13 -22.88 ± 0.21 601 ± 20 600 ± 20 1319-1360 cal AD (56.65%) 

1389-1397 cal AD (11.62%)
1304-1366 cal AD (75.17%)
1382-1403 cal AD (20.28%)

PLD-49335
試料 No.14 -23.79 ± 0.23 855 ± 21 855 ± 20 1176-1194 cal AD (31.35%) 

1200-1221 cal AD (36.92%)
1160-1230 cal AD (91.83%)
1243-1258 cal AD ( 3.62%)

PLD-49336
試料 No.15 -25.66 ± 0.19 1507 ± 21 1505 ± 20 559-594 cal AD (68.27%) 541-605 cal AD (94.49%)

629-634 cal AD ( 0.96%)

PLD-49337
試料 No.16 -25.44 ± 0.18 1706 ± 20 1705 ± 20 264-274 cal AD (11.22%) 

349-402 cal AD (57.05%)
258-281 cal AD (19.34%)
329-410 cal AD (76.11%)

第 17 表　放射性炭素年代測定および暦年較正の結果
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第 49 図　暦年較正結果（１）
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第３節　テフラ分析
株式会社　火山灰考古学研究所

（１）はじめに

  北関東地方中部に位置する真岡市とその周辺には、男体、赤城、榛名、浅間など、北関東地方とその周辺に

分布する火山のほか、中部地方や中国地方、さらには九州地方など遠方に位置する火山から噴出したテフラ（火

山砕屑物，火砕物）が降灰している。とくに、後期更新世以降に降灰したそれらの多くについては、層相や年代、

岩石記載的な特徴がテフラカタログ（たとえば町田・新井，2011）などに収録されており、考古遺跡などで

テフラに関する調査分析を行って、年代や層位が明らかな指標テフラを検出することで、遺物包含層や遺構

の年代などに関するデータを得られるようになっている。

　真岡市下飯貝遺跡の発掘調査でも層位や年代が不明な遺構や土層が認められたことから、野外調査（地質

調査）を実施して、土層やテフラ層の層序記載ならびに高純度での分析試料採取を行った。さらに、実験

室内でテフラ分析（テフラ検出分析）を行って、指標テフラの検出同定を実施した。調査分析対象地点は、

SF-36 の第１～３地点、SD-40、SD-37、SD-37・SD-40 重複地点、SI-31 の中央部、東部、西壁の９地点である。

（２）調査分析地点の土層層序

１）SF-36 第１地点（第 52 図１）

　調査区北壁で認められた SF-36 のうち、採土場の可能性が考えられている第１地点の遺構埋土は、下位よ

り黄色土ブロックを多く含む赤橙色スコリア混じり暗灰褐色土（層厚 23cm，スコリアの最大径 12mm）、炭
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第 50 図　暦年較正結果（２）



−90−

第４章　理化学分析

化物をわずかに含む赤褐色スコリア混じり暗灰褐色土（層厚 35cm，スコリアの最大径５mm）、赤褐色スコ

リアや黄色軽石を含む色調がとくに暗い暗灰褐色土（層厚 12cm，スコリアの最大径６mm，軽石の最大径

11mm）からなる。その上位には表土があり、それは下位より灰褐色土（層厚５cm）、灰色土（層厚５cm）、

赤褐色スコリアや黄色軽石を多く含む褐色土ブロック混じりのやや暗い灰褐色土（層厚 13cm，スコリアの最

大径 11mm，軽石の最大径 12mm）、しまった灰褐色土（層厚 14cm）、やや褐色をおびたしまった灰色土（層

厚８cm から構成されている。これらのうち、少なくとも最上部の３層は、各土層の層相とそれらの連続から

水田作土と考えられる。

２）SF-36 第２地点（第 52 図２）

　調査区北部で認められた SF-36 の柱穴と推定されている第２地点の遺構の埋土は、下位より黄色土ブロッ

クを多く含む赤橙色スコリア混じり暗灰褐色土（層厚 46cm）からなる。

３）SF-36 第３地点（第 52 図３）

　調査区北壁で認められた溝状遺構の可能性がある第３地点における遺構埋土は、下位より黄色土ブロック

混じり暗灰褐色土（層厚 13cm）、赤橙色スコリア混じり灰色土（層厚 15cm，スコリアの最大径５mm）、赤

橙色スコリアおよび黄色軽石を含む暗灰褐色土（層厚 36cm，スコリアの最大径７mm，軽石の最大径８mm）

からなる。

４）SD-37（第 52 図４）

　SD-40 より上位にある SD-37 の埋土は、下位より灰色泥層（層厚６cm）、亜円礫を含む灰色泥層（層厚

18cm，礫の最大径 88mm）、暗灰色泥質土（層厚９cm）、砂混じり暗灰褐色土（層厚 18cm）、黄色砂に富む

灰褐色土（層厚 12cm）、赤褐色スコリア混じり灰褐色土（層厚 16cm，スコリアの最大径４mm）からなる。

５）SD-40（第 52 図５）

　13 世紀初頭頃の溝状遺構と推定されている SD-40 の埋土は、下位より灰色泥層（層厚３cm）、灰色泥層（層

厚４cm）、黄色土粒子に富む灰色泥層（層厚７cm）、黄色軽石混じりで赤褐色スコリアも少し含む暗灰色泥質

土（層厚 15cm，軽石の最大径 10mm，スコリアの最大径８mm）、赤褐色スコリア混じり暗灰色泥質土（層

厚 10cm，スコリアの最大径３mm）、灰色泥層（層厚 10cm）、亜円礫混じり暗灰色土（層厚８cm，礫の最

大径 106mm）、炭化物をわずかに含む赤橙色スコリア混じり暗灰褐色土（層厚 19cm，スコリアの最大径３

mm）、赤褐色スコリア混じりで黄色土ブロックを含む暗灰褐色土（層厚 12cm，スコリアの最大径３mm）か

らなる。

６）SD-37・SD-40 重複地点（第 52 図６）

　本地点における SD-40 の埋土は、褐色スコリア混じりで黄色土粒子を多く含む暗灰色泥層（層厚 19cm，

スコリアの最大径３mm）からなる。また、上位の SD-37 の埋土は、下位より暗灰色泥層（層厚 16cm）、暗

灰色泥質土（層厚９cm）、かすかに成層した黄色砂混じり暗灰色泥層（層厚４cm）、砂混じり暗灰褐色土（層

厚８cm）、黄灰色砂層（レンズ状､ 最大層厚３cm）、暗灰褐色土（層厚４cm）、ラミナが発達した灰色砂層（層

厚６cm）、暗灰褐色土（層厚６cm）からなる。
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７）SI-31 中央部（第 52 図７）

　５世紀後半の竪穴建物と推定されている SI-31 の中央部では、黄色軽石層（層厚３cm 以上，軽石の最大径

７mm）を切って掘り方がつくられており、赤橙色スコリアを含みややしまった暗灰褐色土（層厚５cm，ス

コリアの最大径３mm，４層）で床面が構成されている。ここでの床面の埋土は、下位より黄色軽石混じり暗

灰褐色土（層厚 15cm，軽石の最大径５mm，２層）、黒灰褐色土（層厚８cm）、橙色スコリア混じり暗灰褐色

土（層厚８cm，スコリアの最大径６mm，以上１層）からなる。

８）SI-31 東部（第 52 図８）

　SI-31 埋土断面東部での遺構埋土は、下位より黒色土ブロックや赤橙色スコリア混じり暗灰褐色土（層厚

10cm，スコリアの最大径６mm，３層）、黄色軽石をわずかに含む暗灰褐色土（層厚 10cm，軽石の最大径４

mm，２層）、赤橙色スコリア混じり暗灰褐色土（層厚６cm，スコリアの最大径９mm，１層）からなる。

９）SI-31 西壁（第 52 図９）

　SI-31 の西壁では建物跡の基盤の土層を観察できた。ここでは、下位より黄褐色土（層厚５cm 以上）と成

層したテフラ層（層厚９cm）が認められた。成層したテフラ層は、下部の赤橙色スコリア層（層厚４cm，ス

コリアの最大径 12mm，石質岩片の最大径２mm）と、上部の黄色軽石層（層厚５cm､ 軽石の最大径 11mm，

石質岩片の最大径２mm）からなる。下部と上部は、いずれも約 1.4 ～ 1.5 万年前に日光火山群男体火山で発

生した噴火活動の産物で、順に男体今市スコリア層（Nt-I，原田，1943，山崎，1957，町田・新井，2011 など）と、

男体七本桜軽石層（Nt-S，原田，1943，山崎，1957，町田・新井，2011 など）と呼ばれている。したがって、

上述地点において肉眼で認められたスコリアと軽石の多くは、Nt-S や Nt-I に由来すると考えられる。

（３）テフラ分析（テフラ検出分析）

１）分析試料と分析方法

　上述９地点の土層やテフラ層から採取された試料のうちの 44 点を対象に、含まれるテフラ粒子の量や特徴

を定性的に明らかにするテフラ検出分析を行った。分析の手順は次のとおりである。

①砂分の含有程度に応じて試料５～８g を電子天秤で秤量。

②超音波洗浄装置により泥分を除去。

③恒温乾燥器により 80℃で恒温乾燥。　

④実体顕微鏡下で観察。

２）分析結果

①検出されたテフラ粒子の特徴

　テフラ検出分析の結果を第 18 表に示す。軽石やスコリアは検出されなかったものの、火山ガラスやテフラ

由来の鉱物などがいずれの試料でも認められた。その量は少ないものの多様で、少なくとも次の７種類がある。

タイプａ：やや光沢をもつ淡褐色や褐色の軽石型や中間型の火山ガラスで、いわゆるジェリー状のもの。

タイプｂ：破片状や塊状の分厚い中間型や繊維束状軽石型の火山ガラスで、色調は淡灰、淡褐色、無色透明

　　　　　などである。

タイプｃ：黒色や黒褐色のスコリア型ガラス。
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タイプｄ：良く発泡した灰白色のスポンジ状軽石型ガラス。

タイプｅ：白色の軽石やスポンジ状軽石型ガラスで、斑晶に角閃石や斜方輝石をもつ。

タイプｆ：淡灰色、淡褐色、褐色のスポンジ状軽石型ガラス。多産層準では斜方輝石や単斜輝石が目立つ。

タイプｇ：わずかに灰色をおびた白色のスポンジ状軽石型ガラス。光沢をもつものも認められる。

②各地点でのテフラ粒子の産状

　SF-36 第１地点では、試料 14 ～ 10 にタイプｄを除くタイプａ～ｅがごくわずかに含まれている。試料８

より上位ではタイプｆが認められ、試料２にはほかにタイプｇもごくわずかに含まれている。SF-36 第２地点

で検出された火山ガラスはごくわずかであるものの、試料９～５にタイプｂが、また試料３より上位でほか

にタイプｆが認められた。さらに、SF-36 第３地点では、最下位の試料 13 で、タイプｂのほかにタイプｄや

タイプｅが認められた。そして、試料３以上にタイプｆが含まれている。

　SD-40 埋土断面では、最下位の試料 18 にタイプｆやタイプｅが少量認められた。このうち、タイプｆはよ

り上位の試料からも連続的に検出された。上位の SD-37 において、このタイプｆは試料８に比較的多いものの、

いずれの試料でも認めることができた。この傾向は、SD-37・SD-40 重複地点でも同様で、いずれの試料から

もタイプｆが検出された。

　SI-31 中央部では、試料８および試料６でタイプｄ、試料４でタイプｅがごくわずかに認められた。また、

試料２からは、ほかにタイプｆが比較的多く検出された。さらに、SI-31 東部の試料２では、タイプｄがわず

かに認められた。

（４）考察 

１）テフラ粒子の由来について

　タイプａの火山ガラスは、岩相から約 2.4 ～ 2.9 万年前に浅間火山から噴出した浅間板鼻褐色軽石群（As-BP 

Group，新井，1962，町田・新井，2011，早田，2019 など）に由来すると推定される。タイプｂは、岩相

から約２万年前の浅間大窪沢テフラ群（As-Ok Group，中沢ほか，1984，早田，2019 など）や、約 1.5 ～

1.65 万年前の浅間板鼻黄色軽石（As-YP，新井，1962，町田・新井，2011 など）で代表される浅間火山軽

石流期（荒牧，1968）のテフラに由来する可能性が高い。タイプｃは、岩相から Nt-I に由来すると思われる。

　タイプｄは、岩相から３世紀後半に浅間火山から噴出した浅間Ｃ軽石（As-C，荒牧，1968，新井，1979，

坂口，2010）と考えられる。また、タイプｅについては、６世紀初頭の榛名二ツ岳渋川テフラ（Hr-FA，新井，

1979，坂口，1986，早田，1989，町田・新井，2011 など）や、６世紀中葉に榛名火山から噴出した榛名

二ツ岳伊香保テフラ（Hr-FP，新井，1962，坂口，1986，早田，1989，町田・新井，2011 など）の可能性

が考えられる。テフラの分布と本遺跡の位置関係からは、前者の可能性が高い。

　タイプｆは、岩相から 1108（天仁元）年に浅間火山から噴出した浅間Ｂテフラ（As-B，荒牧，1968，新井，

1979）に由来すると考えられる。さらに、タイプｇは、1783（天明３）年に浅間火山から噴出した浅間Ａ

軽石（As-A，荒牧，1968，新井，1979）と推定される。

２）指標テフラからみた遺構の層位と年代

　SF-36 の第１地点、第２地点、第３地点のいずれにおいても、埋土の途中で As-B が検出され始める。これ

らのうち、第３地点の埋土の最下部からは、As-C や Hr-FA の可能性のある火山ガラスが検出された。これら
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のことから、SF-36 の遺構群はいずれも As-B より下位で、とくに第３地点の遺構については、Hr-FA より上

位の可能性が高い。

　SD-40 および SD-37 では、重複地点を含め、いずれの試料からも As-B が検出されたことから、これらの遺

構は As-B より上位と考えられる。このことは、発掘調査の成果から推定されている遺構の年代（13 世紀頃）

と矛盾しない。また、SI-31 では、貼床構成層（４層）と埋土の下部（３～２層）に As-C、上部の１層下部

に Hr-FA、そして１層上部に As-B が混在している。貼床構成層（４層）に As-C、埋土中に Hr-FA が認められ

ることから、本遺構の層位は As-C と Hr-FA の間と考えられる。このことは、発掘調査の成果から推定されて

いる遺構の年代（５世紀後半）と整合的である。

（５）まとめ

　真岡市下飯貝遺跡において、野外調査（地質調査）とテフラ分析（テフラ検出分析）を実施した。その結果、

下位より浅間板鼻褐色軽石群（Ag-BP Group，約 2.4 ～ 2.9 万年前）、浅間大窪沢テフラ群（As-Ok Group，約

２万年前）および浅間板鼻黄色軽石（As-YP，約 1.5 ～ 1.65 万年前）で代表される浅間火山軽石流期のテフラ、

男体今市スコリア・七本桜軽石（NT-I・S，約 1.5 万年前）、浅間Ｃ軽石（As-C，３世紀後半）、榛名二ツ岳渋

川テフラ（Hr-FA，６世紀初頭）、浅間Ｂテフラ（As-B，1108 年）、浅間Ａ軽石（As-A，1783 年）などに由

来する可能性が高いテフラ粒子を検出できた。

　指標テフラの顕著な濃集はさほど認められなかったものの、指標テフラの出現層準などをもとに検討を行

った結果、SF-36 の遺構群は Hr-FA と As-B の間、SD-40 および SD-37 は As-B より上位、そして SI-31 は

As-C と Hr-FA の間に層位があると考えられる。これらの遺構のうち、とくに後二者については発掘調査成果

をもとにした年代推定と整合的である。
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地点   試料   軽石         　 　　　　　火山ガラス 重鉱物

量 色調 最大径 量 形態 色調 （不透明鉱物以外）

SF-36 第１地点 2 ＊＊ pm(sp) 淡灰 , 淡褐 , 褐 , ( 灰 ) 白 opx, cpx, am

4 ＊＊ pm(sp) 淡灰 , 淡褐 , 褐 , 白 opx, cpx, am

6 ＊ pm(sp) 淡灰 , 淡褐 , 褐 , 白，灰白 opx, cpx, am, (ol)

8 ＊ pm(sp, fb) 淡灰 , 淡褐 , 褐 , 無色透明 opx, cpx, am, (ol)

10 ( ＊ ) pm(sp) 白 opx, cpx, am, (ol)

12 ( ＊ ) md, pm(sp) 淡灰，灰褐，無色透明 opx, cpx,  am*, (ol)

14 ( ＊ ) sc 黒褐 opx, cpx, am, ol

SF-36 第２地点 1 ( ＊ ) pm(sp) 淡灰 , 白 opx, cpx, am

3 ( ＊ ) pm(sp), md 淡灰 , 淡褐 , 褐 , 無色透明 opx, cpx, am*, (ol)

5 ( ＊ ) md 褐 opx, cpx, am

7 ( ＊ ) md 褐 , 無色透明 opx, cpx, am

9 ( ＊ ) md 淡褐，褐 opx, cpx, (am)

SF-36 第３地点 1 ＊ pm(sp) 褐 , 淡褐 opx, cpx, (am)

3 ( ＊ ) pm(sp), sc 褐 , 黒 opx, cpx, (am)

5 ( ＊ ) md, pm(fb, sp) 淡褐 , 無色透明 , 白 opx, cpx, (am)

7 ( ＊ ) pm(sp) 白 opx, cpx, am*

9 ( ＊ ) md, pm(sp) 無色透明 , 淡褐 opx, cpx, am

11 opx, cpx, am

13 ＊ pm(sp), md 白 , 灰白 , 無色透明 opx, cpx, am*

SD-40 2 ( ＊ ) pm(sp) 淡灰 , 淡褐 , 褐 opx, cpx, (am)

4 ＊ pm(sp) 淡灰 , 淡褐 , 褐 , 白 opx, cpx, am, (ol)

6 ＊ pm(sp) 淡灰 , 淡褐 , 褐 , 白 opx, cpx, am, (ol)

8 ＊ pm(sp) 淡灰 , 淡褐 , 褐 opx, cpx, am, (ol)

10 ＊ pm(sp) 淡褐 , 灰白 opx, cpx, (am)

12 ( ＊ ) pm(sp) 淡褐 , 灰白 opx, cpx, (am)

14 ＊ pm(sp), md 淡灰 , 褐 opx, cpx, (am)

16 ( ＊ ) pm(sp), md 淡灰 , 褐 opx, cpx, (am)

18 ＊ pm(sp) 淡灰 , 淡褐 , 褐 , 白 opx, cpx, (am)

SD-37 2 ( ＊ ) pm(sp) 淡灰 , 淡褐 , 褐 opx, cpx, (am)

4 ＊ pm(sp) 淡灰 , 淡褐 , 褐 , 白 opx, cpx, (am)

6 ＊ pm(sp) 淡灰 , 淡褐 , 褐 , 白 opx, cpx, (am)

8 ＊＊ pm(sp) 淡灰 , 淡褐 , 褐 , 白 opx, cpx, am

10 ＊ pm(sp) 淡灰 , 淡褐 , 褐 opx, cpx

12 ( ＊ ) pm(sp) 淡褐 , 褐 opx, cpx

14 ( ＊ ) pm(sp) 白 , 淡褐 , 褐 opx, cpx, am*

16 ＊ pm(sp) 白 , 淡灰 opx, cpx, (am)
SD-37・40 重複地
点 3 ＊ pm(sp) 淡灰 , 淡褐 , 褐 , 白 opx, cpx

5 ( ＊ ) pm(sp) 淡褐 , 褐 opx, cpx

SI-31 中央部 2 ＊＊ pm(sp), md 淡灰 , 淡褐 , 褐 , 白 , 灰白 opx, cpx, am, am*, ol

4 ( ＊ ) pm(sp) 白 opx, cpx, am, (ol)

6 ( ＊ ) pm(sp) 灰白 opx, cpx, am, (ol)

8 ( ＊ ) pm(sp) 灰白 opx, cpx, am, am*, ol

SI-31 東部 1 opx, cpx, am, (ol)

2 ( ＊ ) pm(sp) 灰白 opx, cpx, am, (ol)

＊＊＊＊：とくに多い，＊＊＊：多い，＊＊：中程度，＊：少ない．重鉱物は不透明鉱物以外．
bw：バブル型，md：中間型，pm：軽石型，sp：スポンジ状，fb：繊維束状，sc：スコリア型 ol：カンラン石，opx：斜方輝石，
cpx：単斜輝石，am：角閃石，am*：火山ガラス付着角閃石，mc：雲母．重鉱物の（）：量が少ないことを示す．

第 18 表　テフラ検出分析結果
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第 52 図　テフラ分析土層柱状図
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写真１　SF-36第１地点・試料２ 写真２　SF-36第３地点・試料13

写真３　SI-31中央部・試料２

写真５　SI-31中央部・試料８

写真４　SI-31中央部・試料４

写真１ ： SF-36第１地点・試料２
写真２ ： SF-36第３地点・試料13
写真３ ： SI-31中央部・試料２
写真４ ： SI-31中央部・試料４
写真５ ： SI-31中央部・試料８

写真はいずれも落射光下で撮影．

第 53 図　下飯貝遺跡のテフラ実体顕微鏡写真
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第４節　花粉・珪藻分析
株式会社　火山灰考古学研究所

（１）はじめに

　真岡市下飯貝遺跡において、奈良・平安時代の性格不明の土坑や中世の溝を対象に花粉分析と珪藻分析を

実施して、当時の環境および植生の復原、さらに遺構の用途などに関する情報の収集を行った。

（２）分析の特色と分析試料

　花粉分析は、花粉層序によるゾーン解析で地層を区分し、ゾーン間比較によって植生や環境の変化を復原

する方法で、第四紀学研究においてよく実施されている。おもに湖沼などの堆積物が対象となり、堆積盆単

位など比較的広域な植生・環境の復原を行う方法として用いられる。遺跡調査に際しては、遺構内の堆積物

など局地的でかつ時間軸の短い堆積物も対象となり、より現地性の高い植生・環境・農耕の復原もデータ比

較の中で行える場合もある。さらに遺物包含層など、乾燥的な環境下の堆積物の分解性も環境の指標となる。

　一方、珪藻は、珪酸質の被殻を有する単細胞植物で、海水域や淡水域などの水域をはじめ、湿った土壌、岩石、

コケの表面などで生息している。珪藻の各分類群は、塩分濃度、酸性度、流水性などの環境要因に応じて、

それぞれ特定の生息域を持っている。珪藻化石群集の組成は生息当時の堆積環境を反映しており、水域を主

とする古環境復原の指標として利用されている。

　下飯貝遺跡における分析対象試料は、野外調査の際に SF-36 の第１～第３地点、SD-37、SD-40、そして

SD-37・SD-40 重複地点の埋土から採取された７試料である。

（３）花粉分析

１）分析方法

　花粉の分離抽出は、中村（1967）の方法をもとに次の手順で行った。

①試料から１cm3 を採量。

② 0.5％リン酸三ナトリウム（12 水）溶液を加え 15 分間湯煎。

③水洗処理の後に 0.25mm の篩で礫などの大きな粒子を取り除き、沈澱法で砂粒を除去。

④ 25％フッ化水素酸溶液を加えて 30 分放置。

⑤水洗処理の後、氷酢酸によって脱水し、アセトリシス処理（無水酢酸９：濃硫酸１のエルドマン氏液を加

え１分間湯煎）を施す。

⑥再び氷酢酸を加えて水洗処理。

⑦沈渣にチール石炭酸フクシン染色液を加えて染色し、グリセリン・ゼリーで封入してプレパラート作製。

⑧検鏡・計数。

　検鏡は、生物顕微鏡（Nikon ECLIPSE Ci）によって 300 ～ 1000 倍で行った。花粉の分類は同定レベルに

よって、科、亜科、属、亜属、節および種の階級で分類し、複数の分類群にまたがるものはハイフン（－）

で結んで示した。同定分類には所有の現生花粉標本、島倉（1973）、中村（1980）を参照して行った。イ

ネ属については、チール石炭酸フクシンで染色を施すことにより特徴がより鮮明になるため、中村（1974，

1977）を参考にして、現生標本の表面模様・大きさ・孔・表層断面の特徴と対比して同定している。なお、

花粉分類では樹木花粉（AP）および非樹木花粉（NAP）となるが非樹木花粉（NAP）は草本花粉として示した。
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２）分析結果

①検出された分類群

　出現した分類群は、樹木花粉 15、樹木花粉と草本花粉を含むもの３、草本花粉 22、シダ植物胞子２形態

の計 42 分類群である。これらの学名と和名および粒数を第 19 表に示し、花粉数が 50 個以上計数できた試

料については、周辺の植生を復原するために花粉総数を基数とする花粉ダイアグラムを第 54 図に示す。また、

主要な分類群は顕微鏡写真に示した（第 56 図）。同時に寄生虫卵についても観察したが検出されなかった。

次に出現した分類群を記載する。

〔樹木花粉〕

　スギ、イチイ科－イヌガヤ科－ヒノキ科、ハンノキ属、カバノキ属、クマシデ属－アサダ、クリ、シイ属、

ブナ属、イヌブナ、コナラ属コナラ亜属、コナラ属アカガシ亜属、エノキ属－ムクノキ、トチノキ、ブドウ属、

モクセイ科

〔樹木花粉と草本花粉を含むもの〕

　クワ科－イラクサ科、バラ科、マメ科

〔草本花粉〕

　サジオモダカ属、オモダカ属、イネ科、イネ属、カヤツリグサ科、ネギ属、タデ属サナエタデ節、ソバ属、

アカザ科－ヒユ科、ナデシコ科、カラマツソウ属、アブラナ科、フウロソウ属、ツリフネソウ属、アリノト

ウグサ属－フサモ属、セリ亜科、シソ科、オオバコ属、オミナエシ科、タンポポ亜科、キク亜科、ヨモギ属

〔シダ植物胞子〕

　単条溝胞子、三条溝胞子

②花粉群集の特徴

　それぞれの地点における花粉構成と花粉組成の特徴を記載する。

１　SF-36 第１地点（試料 14）・第２地点（試料９）・第３地点（試料 13）

　第１地点（試料 14）では花粉はほとんど検出されなかった。草本花粉のイネ科、カヤツリグサ科、ヨモギ属、

樹木・草本花粉のクワ科－イラクサ科などがわずかに出現する。第２地点（試料９）では、密度がやや低い

ものの、樹木花粉が 22％、草本花粉が 53％、樹木・草本花粉が 16％、シダ植物胞子が９％を占める。樹木

花粉のクリ、樹木・草本花粉のクワ科－イラクサ科、草本花粉のヨモギ属、タンポポ亜科、イネ科（イネ属

を含む）、タンポポ亜科、などが出現する。第３地点（試料 13）では密度が極めて低く、花粉はほとんど検

出されず、イネ科、ヨモギ属などが極わずかに出現する。

２　SD-37 土層断面（試料 16）

　密度がやや低いものの、樹木花粉が 13％、草本花粉が 60％、樹木・草本花粉が３％、シダ植物胞子が 24

％を占める。草本花粉のカヤツリグサ科の出現率が高く、ヨモギ属、イネ科が伴われる。他にアカザ科－ヒ

ユ科、タンポポ亜科、アブラナ科、キク亜科、セリ亜科が低率に出現し、ソバ属が検出される。樹木花粉では、

コナラ属コナラ亜属の出現率がやや高く、クリが伴われる。

３　SD-40 土層断面（試料 18）

　密度はやや低いが、樹木花粉が３％、草本花粉が 71％、樹木・草本花粉が 24％、シダ植物胞子が２％を占める。
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草本花粉ではアカザ科－ヒユ科の出現率が高く、ヨモギ属、イネ科（イネ属を含む）、カヤツリグサ科が伴われ、

樹木・草本花粉のクワ科－イラクサ科の出現率も高い。

４　SD-37・40 重複地点（試料５・試料３）

　花粉の組成、構成ともに極めて類似した出現傾向を示す。樹木花粉が９％、草本花粉が 75％、樹木・草本

花粉が２％、シダ植物胞子が 14％を占める。草本花粉では、カヤツリグサ科、ヨモギ属、イネ科（イネ属を

含む）の出現率が高く、タンポポ亜科が伴われる。樹木花粉では、コナラ属コナラ亜属、クリが低率に出現する。

３）花粉分析から推定される植生と環境

　次にそれぞれの地点において、花粉群集の特徴から植生と環境の復原を行う。

① SF-36 第１地点（試料 14）・第２地点（試料９）・第３地点（試料 13）

　SF-36 第１地点（試料 14）では、花粉などの有機質遺体が分解される乾燥ないし乾湿を繰り返す堆積環境

であったか、堆積速度が速く花粉が集積できなかったと考えられる。わずかに検出されたイネ科、カヤツリ

グサ科は多くは水生植物ではあるが、比較的乾燥にも耐えられる種もあり、乾燥を好むヨモギ属、クワ科－

イラクサ科の草本であるカナムグラ、カラムシなどと共生する。堆積地はこれらの草本が生育する陽当たり

のよい比較的乾燥した環境であったとみなされる。

　SF-36 第２地点（試料９）では、陽当たりのよい乾燥した環境を好むヨモギ属、同様な環境に生育するクワ

科－イラクサ科の草本であるカナムグラ、カラムシ、他にタンポポ亜科、アブラナ科、イネ科などが出現する。

これらは人里植物ないし耕地雑草で、イネ属も出現し、アブラナ科には多くの栽培植物が含まれ、周辺に水

田および畑の分布が示唆される。樹木花粉ではクリが出現し、比較的乾燥した環境を好む落葉樹で、果実は

食用となり、木材は様々な用途に利用され、建築部材に適した有用植物であり、周囲に生育していたと考え

られる。

　SF-36 第３地点（試料 13）では、密度が極めて低く、花粉などの有機質遺体が分解される乾燥した堆積環

境であったと考えられる。

② SD-37 土層断面（試料 16）

　水生植物の多く含むカヤツリグサ科、イネ科の出現率がやや高く、乾燥した環境を好む耕地雑草のヨモギ属、

タンポポ亜科、アカザ科－ヒユ科、アブラナ科、キク亜科、セリ亜科が低率に出現し、ソバ属が検出される

ことから周辺でソバの畑作が行われたと考えられる。樹木花粉では、比較的乾燥した環境に生育する落葉広

葉樹のコナラ属コナラ亜属、クリが出現し、近隣にナラ林の分布が示唆され、クリは構成要素であったと考

えられる。

③ SD-40 土層断面（試料 18）

　分析対象となった土層の形成時には、陽当たりのよい乾燥した環境を好むアカザ科－ヒユ科、ヨモギ属、

同様な環境を好むクワ科－イラクサ科の草本であるカナムグラ、カラムシなどの草本が繁茂する乾燥した環

境であったとみなされ、やや湿潤なところにはイネ科、カヤツリグサ科が生育していた。樹木花粉は少なく、

コナラ属コナラ亜属がやや遠方ないし孤立木として生育していたと推定される。
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④ SD-37・40 重複地点（試料５・試料３）

　水生植物の多いカヤツリグサ科とイネ属を含むイネ科の出現率が高く、周辺に水田が分布していたとみな

される。改変地や人為環境に多いヨモギ属、タンポポ亜科が伴われ、堆積地ないし水田の周囲にはこれらの

草本が生育する陽当たりのよい比較的乾燥した環境であったと考えられ、土層形成時には比較的安定した堆

積環境であったと推定される。

（４）珪藻分析

１）分析方法

　珪藻の抽出と同定を次の手順で実施した。

①試料から１cm3 を採量。

② 10％過酸化水素水を加え、加温反応させながら１晩放置。

③上澄みを捨て、細粒のコロイドを水洗（５～６回）。

④残渣をマイクロピペットでカバーグラスに滴下して乾燥。

⑤マウントメディアによって封入し、プレパラート作製。

⑥検鏡、計数。

　検鏡は、生物顕微鏡（Nikon ECLIPSE Ci）によって 600 ～ 1500 倍で行った。計数は珪藻被殻が 200 個体

以上になるまで行い、珪藻が少ない試料についてはプレパラート全面について精査を行った。

２）分析結果

①検出された分類群

　試料から出現した珪藻は貧塩性種（淡水生種）132 分類群である。破片の計数は基本的に中心域を有する

ものと、中心域がない種については両端２個につき１個と数えた。分析結果を第 20 表に示し、珪藻総数を基

数とする百分率を算定した珪藻ダイアグラムを第 55 図に示す。珪藻ダイアグラムにおける珪藻の生態性は

Lowe（1974）、陸生珪藻は小杉（1986）、環境指標種群は海水生種から汽水生種は小杉（1988）、そして淡

水生種は安藤（1990）による記載に基づく。現生珪藻の CMB 仮説と呼ばれる分類体系も用いられるが、科

や属によってすべてを再分類できているわけではなく、混乱を避けるため従来の分類を用いた。また、主要

な分類群は顕微鏡写真に示した（第 57 図）。次に、ダイアグラムで表記した主要な分類群を記載する。

〔貧塩性種〕

　Achnanthidium minutissimum、Amphora  copulata、Aulacoseira  ambigua、Caloneis  bacillum、Caloneis  

branderii、Caloneis  lauta、Caloneis  molaris、Cocconeis  placentula、Cymbella  subaequalis、Cymbella  

tumida、Cymbella  turgidula、Diploneis  pseudovalis、Encyonema  gracile、Encyonema  silesiacum、

Eunotia  minor、Fragilaria  capucina、Frustulia  vulgaris、Gomphonema  acuminatum、Gomphonema  

brebissonii、Gomphonema  clevei、Gomphonema  parvulum、Hantzschia  amphioxys、Navicula  mutica、

Nitzschia  amphibia、Nitzschia  palea、Pinnularia  borealis、Pinnularia  microstauron、Pinnularia  

schoenfelderi、Pinnularia  viridis、Rhopalodia  gibberula、Tabellaria  fenestrata-flocculosa
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②珪藻群集の特徴

　それぞれの地点において珪藻構成と珪藻組成の特徴を記載する。

・SF-36 第１地点（試料 14）、第２地点（試料９）、第３地点（試料 13）　

　いずれの地点でも、珪藻組成、構成ともに類似した出現傾向を示し、密度は低い。陸生珪藻が優占するこ

とで特徴付けられ、Navicula  mutica、Hantzschia  amphioxys の出現率が高く、Pinnularia  borealis が伴われる。

第３地点（試料 13）では、好流水性種で中～下流性河川種の Cymbella  turgidula が低率に出現する。

・SD-37 土層断面（試料 16）

　真・好流水性種が 22％、真・好止水性種が 31％、流水不定性種が 39％、陸生珪藻が８％を占める。流水

不定性種の Encyonema  silesiacum の出現率がやや高いものの、特に優占する種は認められず、好流水性種の

Gomphonema  parvulum、好止水性種の Aulacoseira  ambigua、Encyonema  gracile、流水不定性種で沼沢湿

地付着生種の Pinnularia  viridis などが多様に出現する。また、Gomphonema  parvulum、Pinnularia  viridis

などは水田に多くみられる種である。

・SD-40 断面（試料 18）

　真・好流水性種が 15％、真・好止水性種が 19％、流水不定性種が 26％、陸生珪藻が 40％を占める。

陸生珪藻の Hantzschia  amphioxys、Navicula  mutica の出現率がやや高く、好流水性種の Gomphonema  

clevei、Gomphonema  parvulum、好止水性種で沼沢湿地付着生種の Eunotia  minor、Tabellaria  fenestrata-

flocculosa、流水不定性種の Gomphonema  brebissonii などが低率に出現する。

・SD-37・40 重複地点（試料５・試料３）

　試料５および試料３の出現傾向は類似する。真・好流水性種が 18 ～ 19％、真・好止水性種が 25 ～ 27％、

流水不定性種が 50 ～ 48％、陸生珪藻が７～６％を占める。流水不定性種の Encyonema  silesiacum の出現

率がやや高く、Rhopalodia  gibberula が伴われ、好流水性種で中～下流性河川種の Cymbella  turgidula、好

流水性種の Gomphonema  parvulum、好止水性種の Encyonema  gracile、沼沢湿地付着生種の Pinnularia  

viridis、Cocconeis  placentula、Cymbella  subaequalis、Eunotia  minor が低率に出現する。Cymbella  turgidula、

Gomphonema  parvulum、Pinnularia  viridis、Cocconeis  placentula、Rhopalodia  gibberula は、水田指標種

の性格を持つ種である。

③珪藻分析から推定される堆積環境

　地点ごとに珪藻群集の特徴から環境の復原を行う。

・SF-36 第１地点（試料 14）、第２地点（試料９）、第３地点（試料 13）

　いずれの試料でも珪藻密度が低く、陸生珪藻が優占し、出現率の高い Navicula  mutica や、伴われる

Pinnularia  borealis は、陸生珪藻の中でも耐乾性の高い種で、Hantzschia  amphioxys はそれに随伴する種で

ある。これらのことから堆積地は、多少湿り気のある土壌表面などの常に大気にさらされた陸域の環境が示

唆される。第３地点（試料 13）で出現する Cymbella  turgidula は、河川沿いの河岸段丘や後背湿地などに集

中して出現する種で、時期的に流水域の影響を受ける環境が考えられる。
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・SD-37 断面（試料 16）

　とくに優占する種は認められず、流水不定性種の Encyonema  silesiacum、好流水性種の Gomphonema  

parvulum、好止水性種の Aulacoseira  ambigua、Encyonema  gracile、流水不定性種で沼沢湿地付着生種の

Pinnularia  viridis などが多様に出現し、水田の指標となる珪藻も含まれ、湛水と落水を繰り返す人為度の高

い水環境が示唆され、水田に多く見られる Gomphonema  parvulum、Pinnularia  viridis などが出現し、水田

の環境が含まれる。

・SD-40 断面（試料 18）

　陸生珪藻の Hantzschia  amphioxys、Navicula  mutica の占める割合がやや高く、湿った程度の土壌の環境

が優占するが、好流水性種の Gomphonema  clevei、Gomphonema  parvulum、好止水性種で沼沢湿地付着生

種の Eunotia  minor、Tabellaria  fenestrata-flocculosa、流水不定性種の Gomphonema  brebissonii なども出

現し、流水の影響のある沼沢地、止水性の滞水域など多様な環境が考えられ、水田域やその周辺の環境が反

映されたと推定される。

・SD-37・40 重複地点（試料５・試料３）

　流水不定性種の Encyonema  silesiacum や、Rhopalodia  gibberula、好流水性種で中～下流性河川種の

Cymbella  turgidula、好止水性種の Encyonema  gracile など多様に出現し、河川からの流水の影響を受け滞水

域を伴う沼沢地などの多様な環境が考えられ、この多様性と Cymbella  turgidula、Gomphonema  parvulum、

Pinnularia  viridis、Cocconeis  placentula、Rhopalodia  gibberula などの水田の指標となる珪藻が出現するこ

とから、水田の環境が反映されたとみなされ、この溝は、水田に伴う溝の可能性が示唆される。

（５）まとめ

　真岡市下飯貝遺跡の発掘調査で検出された遺構埋土を対象に、花粉分析と珪藻分析を行った。SF-36 遺構群

では、花粉、珪藻ともに密度が低く、ヨモギ属、タンポポ亜科、草本のクワ科－イラクサ科などが乾燥を好

む草本および陸生珪藻が多いことから、これらの生育する湿った程度の土壌の比較的乾燥した環境が推定さ

れる。また、周囲にはクリの二次林または孤立木が生育していたらしい。SD-37 および SD-40 では、イネ属、

ソバ属、アブラナ科が耕地雑草を伴い出現することから、周囲で水田、畑作が行われていたことが推定される。

流水性、止水性、流水不定性、陸生など多様な環境に生育する珪藻が認められることは、湛水と落水を繰り

返す水環境を示唆しており、時期または季節によって引水される溝であったと考えられる。

文献
安藤一男（1990）淡水産珪藻による環境指標種群の設定と古環境復原への応用．東北地理，42，p.73-88．
Lowe, R. L. (1974) Environmental Requirements and pollution tolerance of fresh － water diatoms. National Environmental 

Reserch Center, 333p. 
小杉正人（1986）陸生珪藻による古環境解析とその意義－わが国への導入とその展望－．植生史研究，no.1,  植生史研究会，

p.29-44．
小杉正人（1988）珪藻の環境指標種群の設定と古環境復原への応用．第四紀研究，27，p. １-20．
中村　純（1967）「花粉分析」．古今書院，232p.
中村　純 (1974）イネ科花粉について、とくにイネ（Oryza sativa）を中心として . 第四紀研究 , 13, p.187-193．
中村　純（1977）稲作とイネ花粉．考古学と自然科学，no.10，p.21-30．
中村　純（1980）日本産花粉の標徴．大阪自然史博物館収蔵目録，13，91p．
島倉巳三郎（1973）日本植物の花粉形態．大阪市立自然科学博物館収蔵目録，5，60p．



−104−

第４章　理化学分析

Taxa( 分類群) SF-36-1 SF-36-2 SF-36-3 SD-37 SD-40 SD-37 ・40 重複
Scientific name( 学名) Japanese name( 和名) 14 9 13 16 18 5 3

Arboreal  pollen 樹木花粉
Cryptomeria  japonica スギ 1 1
Taxaceae-Cephalotaxaxeae-Cupressaceae イチイ科

-

イヌガヤ科

-

ヒノキ科 1
Alnus ハンノキ属 1 1 5
Betula カバノキ属 1
Carpinus-Ostrya  japonica クマシデ属

-

アサダ 1 1 1
Castanea  crenata クリ 2 20 15 3 10 10
Castanopsis シイ属 3
 Fagus ブナ属 1 1
Fagus  japonica  イヌブナ 1
Quercus  subgen. Lepidobalanus コナラ属コナラ亜属 34 6 19 16
Quercus  subgen. Cyclobalanopsis コナラ属アカガシ亜属 1
Celtis-Aphananthe  aspera エノキ属

-

ムクノキ 1
Aesculus  turbinata トチノキ 1 3 1
Vitis ブドウ属 5
Oleaceae モクセイ科 1

Arboreal ・Nonarboreal  pollen 樹木・草本花粉
Moraceae-Urticaceae クワ科

-

イラクサ科 4 15 12 84 8 8
Rosaceae バラ科 1
Leguminosae マメ科 1

Nonarboreal  pollen 草本花粉
Alisma サジオモダカ属 1 1
Sagittaria オモダカ属 1
Gramineae イネ科 6 5 3 41 30 63 75
Oryza  イネ属 1 2 3 6
Cyperaceae カヤツリグサ科 3 1 84 20 106 116
Allium ネギ属 1
Polygonum  sect. Persicaria タデ属サナエタデ節 3 2
Fagopyrum ソバ属 3
Chenopodiaceae-Amaranthaceae アカザ科

-

ヒユ科 2 20 120 1 4
Caryophyllaceae ナデシコ科 2 2
Thalictrum カラマツソウ属 2 1 1 1
Cruciferae アブラナ科 4 14 11 5 2
Geranium フウロソウ属 1
Impatiens ツリフネソウ属 1
Haloragis-Myriophyllum アリノトウグサ属

-

フサモ属 2 1 1
Apioideae セリ亜科 1 1 11 1 5 5
Labiatae シソ科 1 1
Plantago オオバコ属 2 3
Valerianaceae オミナエシ科 2
Lactucoideae タンポポ亜科 1 6 19 6 27 18
Asteroideae キク亜科 2 13 1 8 6
Artemisia ヨモギ属 8 23 3 54 48 78 79
Arboreal  pollen 樹木花粉 3 20 1 61 10 37 36
Arboreal ・Nonarboreal  pollen 樹木・草本花粉 4 15 0 12 84 8 10
Nonarboreal  pollen 草本花粉 19 49 6 272 249 299 314

Total  pollen 花粉総数 26 84 7 345 343 344 360
Pollen  frequencies  of  1cm3 試料1cm3 中の花粉密度 1.8 0.6 0.6 3.0 2.8 3.6 2.6 

× 10 2 × 10 3 × 10 2 × 10 3 × 10 3 × 10 3 × 10 3
Unknown  pollen 未同定花粉 0 1 1 11 7 7 13

Fern  spore シダ植物胞子
Monolate  type  spore 単条溝胞子 1 6 1 107 8 50 53
Trilate  type  spore 三条溝胞子 2 4 5 6

Total Fern  spore シダ植物胞子総数 1 8 1 111 8 55 59
Parasite  eggs 寄生虫卵 (-) (-) (-) (-) (-) (-) (-)
Stone  cell 石細胞 (-) (-) (-) (-) (-) (-) (-)
Digestion  rimains 明らかな消化残渣 (-) (-) (-) (-) (-) (-) (-)
Charcoal ・woods fragments 微細炭化物・微細木片 (+) (+) (+) (+) (+) (+) (+)
微細植物遺体(Charcoal ・woods fragments) （ × 105 ）

　　
未分解遺体片 0.4 0.7 0.7 0.9 0.4 0.4

　　
分解質遺体片 10.6 16.4 17.2 24.9 18.8 9.5 12.8

　 　炭化遺体片 （微粒炭 ） 1.1 0.7 0.9 0.4

第 19 表　下飯貝遺跡における花粉分析結果
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第４節　花粉・珪藻分析

分類群
SF-

36-1
SF-

36-2
SF-

36-3
SD-
37

SD-
40

SD-37・40
重複

14 9 13 16 18 5 3
Achnanthes  inflata 2 1
Achnanthes  lanceolata 1 1 3 1 4
Achnanthidium minutissimum 2 1 2 14 3 3
Actinella  brasiliensis 2
Amphora  copulata 1 1 2 1 2 4
Amphora  montana 12
Aulacoseira  ambigua 2 14 1 9 8
Aulacoseira  muzzanensis 1
Aulacoseira  spp. 1 2
Aulacoseira  valida 1
Bacillaria  paradoxa 1
Brachysira brebissonii 1 3
Caloneis  bacillum 3 1 2 5 2 2 4
Caloneis  branderii 7 6 6 2 4 1
Caloneis  lauta 1 5 1 1 1 5 5
Caloneis  molaris 5 3 2 1 10 8
Caloneis  silicula 3 2 5
Cocconeis  disculus 4 3 1 3 1
Cocconeis  placentula 1 1 2 9 5 7 6
Cyclotella  bodanica-radiosa 2 3 1
Cyclotella  meneghiniana 1
Cymbella  aspera 1
Cymbella  cuspidata 1 1 1 1
Cymbella  spp. 4
Cymbella  subaequalis 2 6 1 10 7
Cymbella  tumida 1 4 1 6 6
Cymbella  turgidula 4 1 29 6 40 38
Cymbopleura  naviculiformis 1 1 3 3 1
Diadesmis confervacea 3 2
Diploneis  elliptica 1 3 2 3 2
Diploneis  finnica 1 1 1
Diploneis  ovalis 1 1
Diploneis  pseudovalis 4 3 1 12 10 11 19
Diploneis  yatukaensis 2 2
Encyonema  gracile 8 1 3 15 8 30 24
Encyonema  silesiacum 17 2 6 40 5 76 54
Epithemia  adnata 1 1
Epithemia  turgida 1
Eunotia  arcus 1
Eunotia  bilunaris 1 2 1
Eunotia  minor 3 1 2 12 10 18 7
Eunotia  paludosa-rhomboidea 1 1 3 5 1
Eunotia  pectinalis 1 3 1
Eunotia  praerupta 3 2 3 4 5
Eunotia  serra 1 1
Eunotia  spp. 1
Fragilaria  capucina 1 8 3 7 5
Fragilaria  exigua 1
Fragilaria  parasitica 1
Fragilaria  tenera 1 3 1
Fragilaria  vaucheriae=Ceratoneis vaucheriae 3
Fragilaria  virescens 1
Frustulia  vulgaris 1 5 3 2 5 8
Gomphonema  acuminatum 1 10 6 2 4
Gomphonema  angustatum 1 2 1
Gomphonema  angustum 1
Gomphonema  augur 1 1 1 1
Gomphonema  brebissonii 4 14
Gomphonema  clevei 10 20 6 1
Gomphonema  gracile 1 1 1 5 2
Gomphonema  grovei 1 2 1 5
Gomphonema  minutum 2 1
Gomphonema  parvulum 9 4 20 15 19 14
Gomphonema  pseudoaugur 1
Gomphonema  pseudsphaerophorum 2 1 3 1
Gomphonema  pumilum 1 8 1 3
Gomphonema  spp. 1 1 3 1 4
Gomphonema  truncatum 4 2 1
Gyrosigma  spp. 1 1 2
Hantzschia  amphioxys 39 51 78 8 49 2 4

分類群
SF-

36-1
SF-

36-2
SF-

36-3
SD-
37

SD-
40

SD-37・40
重複

14 9 13 16 18 5 3
Hippodonta capitata 1
Lemnicola hungarica 2 7 1 2 1
Navicula  bacillum 1
Navicula  clementioides 1
Navicula  cohnii 1
Navicula  contenta 1 1 6 1
Navicula  cryptocephala 1
Navicula  cryptotenella 1 1
Navicula  cuspidata 1
Navicula  elginensis 3 3 4 1 2 2
Navicula  kotschyi 1 1
Navicula  laevissima 1 1 1 1 4
Navicula  mutica 103 229 132 7 31 3 4
Navicula  placenta  v.  obtusa 3 1
Navicula  radiosa 5 1
Navicula  spp. 1 2 3 2
Navicula  viridula 1
Neidium  affine 1 1
Neidium  alpinum 2 1 2 3
Neidium  ampliatum 5 1 1 4 1
Neidium  bisulcatum 1 2 1 1
Nitzschia  amphibia 11 3 2 1 5 6 5
Nitzschia  nana 1 1 1 1
Nitzschia  palea 4 4 2 7 1
Nitzschia  parvuloides 3
Nitzschia  spp. 1 1
Orthoseira  roeseana 1
Pinnularia  acrosphaeria 1 4 3 5 4
Pinnularia  aestuarii 1 2 2 1 3
Pinnularia  appendiculata 1 1
Pinnularia  borealis 23 15 19 5 3 1 4
Pinnularia  braunii 2 1 1
Pinnularia  divergens 3 1 2
Pinnularia  gibba 1 1
Pinnularia  hemiptera 1
Pinnularia  interrupta 1
Pinnularia  isselana 2 1 3
Pinnularia  microstauron 2 1 2 9 3 5 2
Pinnularia  nodosa 1 1 3
Pinnularia  obscura 1 1
Pinnularia  schoenfelderi 5 3 4 4 2 2
Pinnularia  spp. 2 2 1 2
Pinnularia  stomatophora 1 1 3
Pinnularia  viridis 3 18 3 13 12
Pseudostaurosira brevistriata 1 1
Reimeria  sinuata 1 2 1
Rhoicosphenia  abbreviata 1
Rhopalodia  gibba 3 2 2
Rhopalodia  gibberula 7 4 6 10 23 25
Sellaphora pupula 1
Stauroneis  acuta 1 1
Stauroneis  anceps 2 1 2
Stauroneis  javanica 1 1
Stauroneis  lauenburgiana 1 2
Stauroneis  phoenicenteron 2 3 1
Stauroneis  smithii 1
Staurosira  construens  v.  venter 1 2
Surirella  angusta 1 1
Surirella  ovata 1 1
Surirella  tenera 1
Synedra  ulna 2 4 1 1 3
Tabellaria  fenestrata-flocculosa 2 6 15 7 7
　合　計 313 380 305 381 323 423 374
　未同定 6 6 2 6 9 8 7
　破片 156 73 96 217 149 270 210
試料１cm ３中の殻数密度 1.5 2.8 6.1 1.8 6.4 2.3 1.4 

×
10 5

×
10 5

×
10 4

×
10 6

×
10 5

×
10 6

×
10 6

完形殻保存率（％） 67.2 84.1 76.2 64.1 69.0 61.5 64.5 

第 20 表　下飯貝遺跡における珪藻分析結果
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第 54 図　下飯貝遺跡の花粉組成ダイヤグラム
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1  クリ 2  コナラ属コナラ亜属 3  クワ科-イラクサ科 4  クワ科-イラクサ科

5  イネ科 7  カヤツリグサ科 8  ソバ属6  イネ属

9  アカザ科-ヒユ科 10  ナデシコ科 11  カラマツソウ属 12  アブラナ科

13  セリ亜科 14  タンポポ亜科 15  ヨモギ属 16  シダ植物単条溝胞子

10μm

下飯貝遺跡の花粉

第 56 図　下飯貝遺跡の花粉生物顕微鏡写真
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下飯貝遺跡の珪藻 

10μm

1 Cocconeis  
　　　placentula

2 Cymbella  
　　　subaequalis

3 Cymbella  tumida 4 Cymbella  turgidula 5 Encyonema  
　　　silesiacum

6 Eunotia  minor 7 Gomphonema  
　　　acuminatum

8 Gomphonema  
　　　brebissonii

9 Gomphonema  clevei 10 Hantzschia  
　　　amphioxys

11 Navicula  mutica 12 Pinnularia  borealis 13 Pinnularia  viridis 14 Rhopalodia  
　　　gibberula

15 Tabellaria  
fenestrata-flocculosa

第 57 図　下飯貝遺跡の珪藻生物顕微鏡写真
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第５節　炭化材樹種同定
黒沼保子（パレオ・ラボ）

（１）はじめに

　真岡市の下飯貝遺跡から出土した炭化材の樹種同定を行った。なお、一部の試料については放射性炭素年

代測定も行われている（第４章第２節参照）。

（２）試料と方法

　試料は、南区から４点、北区から 12 点の、合計 16 点である。

　樹種同定に先立ち、肉眼観察と実体顕微鏡観察による形状の確認と、残存年輪数および残存径の計測を行

った。その後、カミソリまたは手で 3 断面（横断面・接線断面・放射断面）を割り出し、試料台に試料を両

面テープで固定した。次に、イオンスパッタで金コーティングを施し、走査型電子顕微鏡（KEYENCE 社製　

VHX-D510）を用いて樹種の同定と写真撮影を行った。

（３）結果

　樹種同定の結果、針葉樹のモミ属とイヌガヤ、広葉樹のクリとコナラ属アカガシ亜属（以下、アカガシ亜属）、

コナラ属クヌギ節（以下、クヌギ節）、コナラ属、ハンノキ属ハンノキ亜属（以下、ハンノキ亜属）の 7 分類

群が確認された。なお、試料 No.14 は試料が微細で状態が悪く、広葉樹までの同定となった。結果の一覧を

第 21 表に示す。

　以下に、同定根拠となった木材組織の特徴を記載し、走査型電子顕微鏡写真を第 58・59 図に示す。

1）モミ属　Abies　マツ科　第 58 図　1a-1c（No.6）

　仮道管および放射組織からなる針葉樹である。早材から晩材への移行は比較的緩やかである。放射組織で

数珠状末端壁がみられる。分野壁孔はスギ型で、1 分野に 1 ～ 4 個存在する。

　モミ属は暖帯から温帯の山地に生育する常緑高木で、ウラジロモミやシラベ、トドマツなど約 5 種がある。

材は軽軟で加工容易であるが、割れや狂いが出やすく、保存性が低い。

2）イヌガヤ　Cephalotaxus harringtonia (Knight ex Forbes) K.Koch var. harringtonia　イヌガヤ科　第 58 図　

2a-2c（No.9）

No. 調査区 出土地点 層位・位置 遺物 No. 樹種 形状 残存径 年代測定番号
1 南区 - - - モミ属 不明 0.3 × 0.5cm
2 南区 A 区Ⅳ層 - - クリ 不明 0.5 × 0.5cm PLD-49329
3 南区 D 区 SX-42 １層 - コナラ属クヌギ節 不明 0.5 × 0.5cm PLD-49330
4 南区 B 区 SX-42 上層 - クリ？ 不明 0.3 × 0.3cm PLD-49331
5 北区東端 - Ⅲ・Ⅳ層 - コナラ属（未炭化） 不明 1.0 × 1.0cm
6 北区 SB-9　P6 覆土上層 - モミ属 不明 2.0 × 0.5cm PLD-49332
7 北区 SI-2 カマド内 - クリ 不明 0.5 × 0.3cm PLD-49333
8 北区 SI-3 床面 - ハンノキ属ハンノキ亜属 不明 2.0 × 1.0cm
9 北区 SI-3 カマド内 - イヌガヤ 不明 2.3 × 1.5cm

10 北区 SI-31 南東床直 - コナラ属クヌギ節 不明 2.0 × 1.0cm
11 北区 SI-31 北西 - コナラ属クヌギ節 不明 1.5 × 1.5cm
12 北区 SI-31 貯蔵穴 - コナラ属クヌギ節 不明 1.0 × 1.0cm
13 北区 SD-37 東端　２層上面 - コナラ属アカガシ亜属 不明 1.5 × 1.5cm PLD-49334
14 北区 SD-40 ２層 - 広葉樹 不明 0.1 × 0.1cm PLD-49335
15 北区 SI-41 ２層 - コナラ属クヌギ節 不明 0.2 × 0.1cm PLD-49336
16 北区 SI-31 - No.8 コナラ属クヌギ節 不明 0.5 × 0.5cm PLD-49337

第 21 表　樹種同定結果一覧
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　仮道管と放射組織、樹脂細胞からなる針葉樹である。仮道管は薄壁で、晩材部の幅は非常に狭い。樹脂細

胞は早材・晩材を通じて均等に分布する。放射組織は単列で 2 ～ 5 細胞高、分野壁孔はトウヒ型で、1 分野

に 1 ～ 2 個存在する。仮道管にらせん肥厚がある。

　イヌガヤは岩手県以南の暖帯から温帯に生育する常緑の低木または小高木である。材は堅硬および緻密で

ある。

3）クリ　Castanea crenata Siebold et Zucc.　ブナ科　第 58 図　3a-3c（No.7）

　大型の道管が年輪のはじめに数列並び、晩材部では薄壁で角張った小道管が火炎状に配列する環孔材であ

る。軸方向柔組織はいびつな線状となる。道管の穿孔は単一である。放射組織は同性で、主に単列である。

　クリは暖帯から温帯下部に分布する落葉高木である。材は重硬で、耐朽性および耐湿性に優れ、保存性が

高い。

4）コナラ属アカガシ亜属　Quercus subgen. Cyclobalanopsis　ブナ科　第 59 図　4a-4c（No.13）

　円形でやや大型の道管が、単独で放射方向に配列する放射孔材である。軸方向柔組織はいびつな線状となる。

道管の穿孔は単一である。放射組織は同性で、単列と広放射組織がある。

　アカガシ亜属は主に暖帯に分布する常緑高木で、アカガシやシラカシ、ツクバネガシ、アラカシなど 8 種

がある。イチイガシ以外は、木材組織からの識別が困難なため、イチイガシを除いたアカガシ亜属とする。材は、

きわめて堅硬および強靱で、水湿に強い。

5）コナラ属クヌギ節　Quercus sect. Aegilops　ブナ科　第 59 図　5a-5c（No.10）

　大型の道管が年輪のはじめに数列並び、晩材部では急に径を減じた円形で厚壁の小道管が、単独で放射方

向に配列する環孔材である。軸方向柔組織はいびつな線状となる。道管の穿孔は単一である。放射組織は同

性で、単列と広放射組織の 2 種類がある。

　クヌギ節は暖帯に生育する落葉高木で、クヌギとアベマキがある。材は重硬および強靱で、加工困難である。

6）コナラ属　Quercus　ブナ科

　大型の道管が年輪のはじめに数列並び、晩材部では径を減じた小道管が配列する環孔材である。放射組織

は同性で、単列と広放射組織の 2 種類がある。状態が悪く、木材組織がつぶれていたため、コナラ属までの

同定に留めた。

7）ハンノキ属ハンノキ亜属　Alnus subgen. Alnus　カバノキ科　第 59 図　6a-6c（No.8）

　小型の道管が放射方向に数個複合して分布する散孔材である。軸方向柔組織は短接線状もしくは散在状と

なる。道管の穿孔は 10 ～ 20 段程度の階段状である。放射組織は単列同性で、集合放射組織が存在する。

　ハンノキ亜属は主に温帯に分布する落葉高木または低木で、ハンノキやヤマハンノキなど 7 種がある。材

は全般に硬さおよび重さが中庸で、加工は容易である。

8）広葉樹　Broadleaf tree

　道管と放射組織を有する広葉樹である。試料が微細で、横断面の道管配列が確認できなかったため、広葉

樹までの同定となった。

（４）考察

　南区では、試料 No.1 がモミ属、A 区Ⅳ層の試料 No.2 がクリ、D 区 SX-42 の試料 No.3 がクヌギ節であった。

B 区 SX-42 の試料 No.4 はクリ？であった。北区では、東端のⅢ・Ⅳ層の試料 No.5 がコナラ属、SB- ９の P

６の試料 No.6 がモミ属、SI- ２カマド内の試料 No.7 がクリ、SI- ３床面の試料 No.8 がハンノキ属、SI- ３カ
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マド内の試料 No.9 がイヌガヤ、SI-31 の試料 No.10 ～ 12 は 3 点ともクヌギ節、SD-37 東端の 2 層上面の試

料 No.13 がアカガシ亜属、SD-40 の試料 No.14 が広葉樹、SI-41 と SD-31 の試料 No.15、16 がクヌギ節であ

った。

　全体ではクヌギ節が 6 点で最も多く、その他はモミ属とクリ（クリ？を含む）が各 2 点、イヌガヤとアカ

ガシ亜属、ハンノキ亜属、コナラ属、分類群不明の広葉樹が各 1 点であった。クリとアカガシ亜属、クヌギ

節の材は重硬で、ハンノキ亜属の材は硬さ中庸である。また、モミ属の材は軽軟で、イヌガヤの材は硬く緻

密である。いずれも温帯から暖帯に分布する樹木であり、遺跡周辺に生育していた樹木が伐採利用されたと

推測される。

参考文献
平井信二（1996）木の大百科．394p，朝倉書店．
伊東隆夫・佐野雄三・安部　久・内海泰弘・山口和穂（2011）日本有用樹木誌．238p，海青社．
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1a-1c．モミ属（No.6）　2a-2c．イヌガヤ（No.9）　3a-3c．クリ（No.7）
a：横断面、b：接線断面、c：放射断面

第 58 図　炭化材の走査型電子顕微鏡写真（１）

r 811. . 
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4a-4c．コナラ属アカガシ亜属（No.13）　5a-5c．コナラ属クヌギ節（No.10）　6a-6c．ハンノキ属ハンノキ亜属（No.8）
a：横断面、b：接線断面、c：放射断面

第 59 図　炭化材の走査型電子顕微鏡写真（２）
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第６節　石製紡錘車の石材同定
藤根　久・竹原弘展（パレオ・ラボ）

（１）はじめに

　真岡市京泉地内に所在する下飯貝遺跡から出土した紡錘車について、石材を検討した。

（２）試料と方法

　試料は、紡錘車 1 点である（第 22 表）。分析は、実体顕微鏡観察、蛍光Ⅹ線分析、比重測定を行った。

　実体顕微鏡観察は、色調や構造的な特徴について観察・記載した。

　蛍光Ｘ線分析は、エネルギー分散型蛍光Ⅹ線分析計 XGT-9000（株式会社堀場製作所製）を使用した。分

析装置の仕様は、Ⅹ線管の最大電圧 50kV、ロジウム（Rh）管球、SDD 検出器である。

　試料は、平坦面を試料台に両面テープで固定した。初めに、全体について元素マッピング分析を行った後、

代表的な部分の点分析を行った。点分析は、Ｘ線 100 μ m チューブ、Ⅹ線管が電圧 50kV、管電流 1000 μ A、

測定時間 300 秒間、代表的な部分 5 ヶ所について点分析を行った。定量計算は、標準試料を用いないファン

ダメンタル・パラメータ法（FP 法）により行った。

　定量元素は、酸化ナトリウム (Na2O)、酸化マグネシウム (MgO)、酸化アルミニウム (Al2O3)、酸化ケイ

素 (SiO2)、酸化リン (P2O5)、酸化カリウム (K2O)、酸化カルシウム (CaO)、酸化チタン (TiO2)、酸化マンガン

(Mn2O3)、酸化鉄 (Fe2O3) 、酸化銅（CuO）、酸化亜鉛（ZnO）の 12 元素である。

　比重測定は、電子天秤（株式会社エー・アンド・デイ製 GR-60 に同比重測定キット AD-1653 を使用）で

空気中重量と水中重量を測定し、比重を算出した。

（３）結果および考察

　以下に、実体顕微鏡による特徴と分析結果について述べる。

［紡錘車（分析 No.1）］

　紡錘車は、白色・浅橙色・黒色等からなる縞状構造を示し、やや蝋質の不均質な岩石である。比重は、

2.78 であった（第 22 表）。

　この紡錘車の石材は、質感や縞状構造において、蛇紋岩の特徴と似ている。

　元素マッピング分析では、いずれの元素においても不均質な分布を示し、ケイ素（Si）やカリウム（K）あ

るいはカルシウム（Ca）などにおいて偏在傾向が強い（第 60 図 1 ～ 6）。代表的な部分の点分析では、黒色

や灰色では酸化マグネシウム (MgO) が 30% 程度含まれていた（第 23 表）。

　蛇紋岩は、主に蛇紋石を主成分とする岩石で、一般にかんらん岩が熱水変質作用によって形成されたと

考えられている（鈴木，2013）。蛇紋石は、化学式 2Mg3Si2O5(OH)4 で示され（黒田・諏訪，1989）、マグ

ネシウム（Mg）を特徴的に多く含む。なお、蛇紋岩の主成分の蛇紋石の比重は、2.4 ～ 2.8 である（牧野，

1998）。

分析 No. 製品名 調査区 遺構 遺物 No. 岩石の特徴 重量 (g) 比重 石材名

1 紡錘車 MO-SI 北区 SI-2 No.17 白色・浅橙色・黒色等の縞状、やや蝋質、不均質 39.31 2.78 蛇紋岩

第 22 表　石製品とその詳細
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　日本において、蛇紋岩は、北海道の神居古潭帯、岩手県の宮守・早池峰帯、新潟県の上越帯、岐阜県など

の飛騨外縁帯、中国地方の長門 - 蓮華帯、中央構造線沿い黒瀬川帯などに分布する（磯﨑ほか，2010）。

　この蛇紋岩製の紡錘車は、他遺跡においても同様の石材が使用されていることが多く、流通品と考えられる。

引用文献
磯﨑行雄・丸山茂徳・青木一勝・中間隆晃・宮下　敦・大藤　茂（2010）日本列島の地体構造区分再訪― 太平洋型（都城型）

造山帯構成単元および境界の分類・定義 ―．地学雑誌，999-1053．
黒田吉益・諏訪兼位（1989）偏光顕微鏡と岩石鉱物 [ 第 2 版 ]．共立出版 , 343p
牧野和孝（1998）鉱物資源百科辞典．1390p，日刊工業新聞社．
鈴木淑夫（2013）岩石学辞典．877p，朝倉書店．

点 No. 注目元素（色） Na2O MgO Al2O3 SiO2 P2O5 K2O CaO TiO2 Mn2O3 Fe2O3 CuO ZnO total

1 Ca 黄橙色 0.37 22.94 1.08 56.82 0.01 0.08 11.38 0.08 0.14 6.96 0.13 0.00 100.00 

2 Ca 褐色 0.22 23.35 1.07 55.99 0.10 0.00 10.60 2.15 0.28 6.14 0.08 0.01 100.00 

3 Mg 灰色 0.18 30.23 15.10 39.52 0.02 0.06 0.24 0.03 0.40 14.06 0.16 0.01 100.00 

4 Fe 黒色 0.57 15.84 1.64 26.70 0.02 0.09 0.37 29.36 2.27 23.06 0.09 0.01 100.00 

5 Al 黒灰色 0.65 29.66 14.23 39.00 0.03 0.20 0.27 0.05 0.61 15.12 0.14 0.06 100.00 

最小値 0.18 15.84 1.07 26.70 0.01 0.00 0.24 0.03 0.14 6.14 0.08 0.00 

最大値 0.65 30.23 15.10 56.82 0.10 0.20 11.38 29.36 2.27 23.06 0.16 0.06 

１１ ２２ ３３

４４ ５５ ６６

１. マグネシウム（Mg）　２. アルミニウム（Al）　３. ケイ素（Si）
４. カリウム（K）　５. カルシウム（Ca）　６. 鉄（Fe）

第 23 表　主な高濃度部分の点分析結果（単位：重量％）

第 60 図　紡錘車の主な元素マッピング図（カリウム (K) の数字：点分析No.）
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第７節　銭貨の蛍光 X 線分析
竹原弘展（パレオ・ラボ）

（１）はじめに

真岡市京泉に所在する下飯貝遺跡より出土した中世の銭貨について、蛍光 X 線分析を行い、その材質を検

討した。

（２）試料と方法

分析対象は、SD-37 より出土した銭貨 2 点である（第 24 表、第 61 図）。分析 No.1 は唐国通宝、分析

No.2 は元豊通宝である。2 ～ 3mm 程度の範囲を精密グラインダーを使用して錆を削り取り、分析箇所とした。

分析位置を第 61 図に示す。

分析装置は、エスアイアイ・ナノテクノロジー株式会社製のエネルギー分散型蛍光 X 線分析計 SEA1200VX

を使用した。装置の仕様は、X 線管が最大 50kV、1000 μ A のロジウム（Rh）ターゲット、X 線照射径が

8mm または 1mm、X 線検出器は SDD 検出器である。また、複数の一次フィルタが内蔵されており、適宜選択、

挿入することで S/N 比の改善が図れる。検出可能元素はナトリウム（Na）～ウラン（U）である。測定条件

は、管電圧 50kV、一次フィルタ・測定時間（s）の組み合わせが Pb 測定用・1000s、Cd 測定用・1700s の

2 条件、管電流自動設定、照射径 1mm、試料室内雰囲気真空に設定した。定量分析は、MBH Analytical 社の

32X LB14（batch A）を用いて補正したファンダメンタル・パラメータ法（FP 法）による半定量分析を装置

付属ソフトで行った。

蛍光 X 線分析は、表面分析であり、均一とは限らない金属製品の正確な組成比を必ずしも示しているとは

いえないが、おおよその組成、含まれている微量元素を知る上では非常に有効な手法である。

（３）結果

第 24 表に、FP 法による半定量分析結果を示す。

［分析 No.1　唐国通宝］

銅（Cu）、スズ（Sn）、鉛（Pb）が主に検出され、Cu-Sn-Pb 系の銅合金、いわゆる青銅製であった。ほかに、

鉄（Fe）、ニッケル（Ni）、銀（Ag）、アンチモン（Sb）が微量に検出された。

［分析 No.2　元豊通宝］

銅（Cu）、スズ（Sn）、鉛（Pb）が主に検出され、Cu-Sn-Pb 系の青銅製であった。ほかに、鉄（Fe）、銀（Ag）、

アンチモン（Sb）が微量に検出された。

（４）おわりに

下飯貝遺跡より出土した銭貨 2 点の材質を分析した結果、唐国通宝、元豊通宝のいずれも Cu-Sn-Pb 系の青

銅製であった。それ以外の不純物は少なく、ほぼ銅（Cu）、スズ（Sn）、鉛（Pb）からなる化学組成であった。

参考文献
中井　泉編（2005）蛍光 X 線分析の実際．242p，朝倉書店．
西本右子・佐々木稔（2002）公鋳銭・模鋳銭の化学分析．ぶんせき，10，585-586．
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分析 No. 種類 初鋳年 出土位置 Cu Sn Pb Fe Ni Ag Sb
1 唐国通宝 南唐 959 年

SD-37
63.92 14.94 20.81 0.19 0.04 0.03 0.07

2 元豊通宝 北宋 1078 年 58.98 12.00 28.78 0.14 ― 0.07 0.04

第 24　分析対象一覧および半定量分析結果（mass%）

第 61 図　分析対象遺物と測定位置（右上数字は分析No.）
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第５章　総括

第１節　下飯貝遺跡および周辺における時期的変遷の検討（第 62 〜 65 図・第 25 表）

　下飯貝遺跡は、五行川左岸の台地上に形成された集落遺跡である。出土遺物から、弥生時代後期にまでさ

かのぼることが判明したが、主体となるのは古墳時代中期から奈良時代後期までの竪穴建物、平安時代前期

の掘立柱建物・道路状遺構、奈良時代から平安時代前期の土器集積遺構、中世の溝である。遺物は、奈良〜

平安時代の土師器・須恵器を主体に、古墳時代の土師器・須恵器、中世の常滑・瀬戸・渥美窯産陶磁器、中

国産陶磁器のほか製塩土器、墨書土器、鉄滓、羽口、漆付着土器などが出土している。また、須恵器に関し

ては益子窯跡群のほか三毳山麓窯跡群、常陸産、上野産、東海産の製品が出土している。

　本遺跡の時期は出土した土器の年代や遺構変遷の画期から、大きく６時期に区分できる。ここでは、各時

期の土器と遺構の変遷を検討してみたい。なお、須恵器の田辺編年（田辺 1966・1981）および飛鳥編年（西

1978）との対応を示す。

Ⅰ期（弥生時代後期～古墳時代前期）

　遺構は確認されていないものの、SD-37 東部から二軒屋式と考えられる弥生時代後期の壺１点、南区 C 区

SX-42・C 区Ⅳ層から古墳時代前期の S 字状口縁台付甕が、出土している。明確な遺構は確認できないが、

本遺跡周辺に当該期の集落の存在を示唆するものとして注目される。

　古墳時代前期の S 字状口縁台付甕（以下、S 字甕）は、東海地方西部を起源とし、伝播ルートについては、

東海地方から直接持ち込まれたのではなく群馬・埼玉県北部や久慈川流域からの二次的波及であったと考え

られている。真岡市周辺では五行川流域の鶴田 A 遺跡、峰高前遺跡、谷近台遺跡、中峯遺跡、吹上遺跡群、

熊倉遺跡、江川流域の拠点集落である亀山北遺跡、伊勢崎Ⅱ遺跡、小貝川流域の市ノ塚遺跡で出土し、栃木

県内でも S 字甕が卓越する地域である。また、亀山北遺跡や市ノ塚遺跡は集落規模が大きく、亀山北遺跡で

は S 字甕、くの字甕、有段口縁壺、高坏、器台、市ノ塚遺跡では S 字甕、くの字甕、畿内系の有段口縁壺、

東海系のパレス壺、谷近台遺跡でも S 字甕、くの字甕、二重口縁壺、高坏、器台などの外来系土器が出土し

ている。このようなあり方から、五行川や小貝川流域における低地開発や生業は、現在確認されているかぎ

りでは、亀山北遺跡や谷近台遺跡、市ノ塚遺跡を中心におこなわれたと考えられる。

Ⅱ期（古墳時代中期）TK216 ～ 208 併行

　本遺跡において、台地上に集落が形成される段階で SI-31 が指標となる。本遺跡周辺では古墳時代中期の

墳墓は確認されていないが、当該期の拠点集落とみられる市ノ塚遺跡は集落規模が大きく、有力者の墳墓が

確認されている。また、遺跡の立地は前期に続いて低地を臨む台地縁辺に形成される傾向にあり、五行川右

岸の谷中遺跡、蟹が入遺跡など五行川流域の西根台地が遺跡分布の中心となる。古墳時代中期になると前期

に比べ集落数が減少すると指摘されているが、小規模ながらも本遺跡で当該期の集落が確認されたことは注

目される。

　遺物は、5 世紀中頃の内斜口縁形の土師器坏が主体で丸底と平底のものがある。また、共伴する土師器鉢

は小形で口縁部が外反し、平底を呈する。なお、この段階では須恵器の出土はない。

Ⅲ期（古墳時代後期～終末期）TK209 併行

　SI-30・41 が指標となる。有力者の墳墓としては周辺に京泉シトミ原古墳群があり、住居数がやや拡大す
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ることから当該期の拠点集落の 1 つであったと考えられる。古墳時代後期になると遺跡の立地は台地縁辺か

ら台地全体へと広がり、古墳と集落が近接する傾向にある。また、前代までの拠点集落であった市ノ塚遺跡

で住居数が減少する一方、井頭遺跡では新たに集落が形成され、本遺跡や鶴田 A 遺跡とともに奈良・平安時

代の拠点集落へ移行していく動きは注目される。

　遺物は、SI-41 から 6 世紀後半の口縁から体部内外面を磨く土師器坏が出土し、周辺からは 7 世紀前半の

磨きのない身模倣形の土師器坏が出土している。SI-30 からはやや新しい６世紀末〜７世紀前半の内外面を

漆仕上げした半球形の土師器坏、混入の可能性もあるが SI- ２からは６世紀末〜７世紀前半の磨きのない内湾

口縁形の土師器坏が出土している。また、SD-37 からの出土ではあるが、古墳時代中期〜後期の多孔式の鉢

形甑が出土している。なお、この段階では 6 世紀代の須恵器坏蓋・坏身や、7 世紀以前の甕が出土しており、

明確な遺構は確認できないが、本遺跡周辺に当該期の集落の存在を示唆するものとして注目される。

Ⅳ期（古墳時代終末期～奈良時代後期）飛鳥Ⅲ～原東 2号窯段階

　SI- １・２・３が指標となる。大内廃寺創建期から補修期および芳賀郡衙と推定される堂法田遺跡の成立期

にあたる段階で、本遺跡周辺では鶴田 A 遺跡や井頭遺跡などの大規模な集落が複数確認されており、遺跡数

は前代に比べて増加する傾向にある。ただし、本遺跡においては調査区の制約を考慮する必要があるが、７

世紀後半〜８世紀前半が１軒（SI- ３）、８世紀中頃〜後半が２軒（SI- １・２）と確認された住居数は少ない。

これは、本遺跡が大内廃寺の寺域に隣接し台地縁辺に立地するなど地理的な制約があり、周辺での拠点集落

は堂法田南遺跡など台地中心部に存在していたことが要因と推定される。

　SI- ３は７世紀後半〜８世紀前半の内湾口縁形の土師器坏が主体となる。SI- ２は大内廃寺補修期にあたる

８世紀中頃〜後半の原東１・３〜２号窯段階の須恵器が主体となる。また、大内廃寺と同笵の下野薬師寺

205b 型式の宇瓦が出土し、下野国分尼寺跡・堂法田遺跡・中村遺跡・井頭遺跡・鶴田 A 遺跡からも同笵品

が出土している。SI- ２は立地や出土遺物から、大内廃寺に関連した工房兼住居（工人集落）と考えられる。

SI- １でも８世紀後半の須恵器が出土しており、SI- ２と同様の性格であった可能性がある。また、南区のⅢ

層（遺物包含層）や SX-42 からは、西山窯産の大内廃寺創建期の三重弧文宇瓦と同じ叩きの女瓦が出土して

おり、本遺跡周辺に創建期段階の工房が存在した可能性もあるが、その場合は年代の近い SI- ３が候補であ

ろうか。この段階は、原東４号窯から原東２号窯段階の須恵器が出土し、器種は、蓋・坏・高台付坏・鉢・

甕がある。産地は益子窯産を主体とし、少量であるが三毳窯産、新治窯産が認められる。

Ⅴ期（平安時代前期）谷津入～脇屋窯段階

　SB- ９・10、SF-36、SX- ７・８、SX-42 が指標となる。大内廃寺や芳賀郡衙と推定される堂法田遺跡の廃

絶期にあたる段階で、本遺跡でも集落が衰退するとみられる。本遺跡周辺では前代から継続する大規模な集

落が複数確認されており、西物井遺跡や鶴田 A 遺跡、彦七新田遺跡、蟹が入遺跡では 9 世紀代に最盛期を迎

える動きが注目される。本遺跡においては、当該期の竪穴建物は確認されず、台地上で９世紀第１四半期頃

の掘立柱建物（SB- ９）、９世紀中頃〜後半の道路状遺構（SF-36）、低地では、８世紀後半から９世紀後半ま

で断続的に墨書土器など信仰関連遺物を含むステバ（SX-42）が確認されるなど集落の様相が変化する。と

くに、９世紀第２四半期から中頃には墨書・刻書土器が多く出土することは特筆される。

　SB- ９は常総型の土師器甕、カスガ入窯段階の須恵器坏、SX- ７は滝ノ入・倉見沢窯段階の須恵器坏が出

土している。SF-36 は、北に延長すると大内廃寺の塔跡と金堂跡の中間にあたることから、大内廃寺へ向か
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う参道と考えられる。遺物は原東１・３号窯段階の蓋や篠倉窯段階の甕、男・女瓦が出土している。SX-42

は９世紀第２四半期〜中頃の滝ノ入・倉見沢窯段階の須恵器が主体であるが、８世紀第４四半期〜９世紀第

１四半期の谷津入〜カスガ入窯段階の須恵器も一定量出土している。また、尾張産の灰釉陶器、常陸産の製

塩土器が出土している。このほか「夲」と記された墨書土器が可能性のあるものも含めて 14 点、「社」と記

された刻書土器が２点出土している。これについては第３節で詳述する。この段階は、谷津入窯から脇屋窯

段階の須恵器が出土し、器種は、蓋・坏・高台付坏・捏鉢・鉢・皿がある。

Ⅵ期（13 世紀初頭～ 14 世紀頃）

　SD-37・40 が指標となる。９世紀後半段階で集落の形成がみられなくなるため、古墳時代以降の集落は途

絶え、再び生活の痕跡がみられるようになるのは 13 世紀初頭になってからである。13 世紀初頭から 14 世

紀頃の区画溝がつくられる段階で、本遺跡周辺では御前城跡、芳賀城跡、八木岡城跡などの城館跡が多数確

認されている。本遺跡においては、13 世紀初頭の溝（SD-40）、13 世紀後半〜 14 世紀頃の溝（SD-37）があり、

土師質土器皿や国産・中国産陶磁器などが出土している。なお、これらの溝の年代は 11 世紀後半〜 12 世紀

中頃にさかのぼる可能性のある中国産陶磁器が出土していることから、下限は 12 世紀以前となる可能性も

ある。溝の性格は建物を確認していないため断定はできないが、館や寺院に伴う区画溝（堀）であり、館に

伴う溝である可能性が高いと考えられる。

SX-8SI-1

SI-2SI-3SI-4
SI-31

SI-30
SF-36

SX-7
SB-9
SB-10

SK-39

SD-37

SD-40
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土器集積遺構
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南区

台地

低地

低地

Ⅰ期は遺構未確認のため図示なし

0 20m1：800

Ⅱ期（古墳中期）
Ⅲ期（古墳後期～終末期）
Ⅳ期（古墳終末期～奈良後期）
Ⅴ期（平安前期）
Ⅵ期（中世）　

第 25 表　下飯貝遺跡における時期別変遷表

第 62 図　時期別遺構変遷図

時代 時期 主な遺構 確定できない 時期不明
弥生時代後期〜
古墳時代前期 Ⅰ期 遺構未確認 SK-39

古墳時代中期 Ⅱ期 SI-31
古墳時代後期
〜終末期 Ⅲ期 SI-41 → SI-30

古墳時代終末期
〜奈良時代後期 Ⅳ期 SI- ３→ SI- ２→ SI- １ SI- ４・SB-10

( 古代 )平安時代前期 Ⅴ期 SB- ９→ SF-36、SX-7、SX-8、SX-42
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内斜口縁半球形 鉢
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第 63 図　土器変遷図（１）
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灰釉陶器
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第 64 図　土器変遷図（２）
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第 65 図　土器変遷図（３）
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第２節　集落内の手工業生産

第２節　集落内の手工業生産（図版三一）

　下飯貝遺跡では、鍛冶関連遺物である椀形滓・羽口のほか漆付着土器、焼成粘土塊、常陸産の製塩土器、

石製紡錘車が出土している。ここでは、鍛冶関連遺物と漆付着土器、焼成粘土塊について概観したい。

鍛冶関連遺物　北区 SX- ８、南区 B 区Ⅲ層、C 区 SX-42 で椀形滓小片各１点（第 38 図４、第 42 図 14、第

48 図 70）、北区 SF-36、南区Ⅱ・Ⅲ層で羽口小片各１点が出土している。これらはいずれも建物に伴うもの

ではなく、調査区内で鍛冶炉・鍛造剥片などの鍛冶関連遺構や遺物が確認されていないことから、周辺に鍛

冶工房が存在したと考えられる。これらの年代については、北区 SF-36 や南区 SX-42 の年代から８世紀後半

から９世紀後半である可能性が高いとみられる。本遺跡周辺での鍛冶関連遺跡は、タタイ遺跡で古代の多量

の鉄滓が出土しており、堂法田遺跡と関連する鍛冶工房とも推定されている（真岡市 2015）。このほか、亀

山北遺跡で古墳時代前期の竪穴建物から、鉄が付着した金床石・鉄滓・鉄塊系遺物・鍛造剥片・粒状滓・羽口片・

炉壁が投棄された状態で出土しており、蟹が入遺跡では古墳中期の鍛冶工房が確認されている。

　本遺跡周辺で生産された製品は、芳賀郡衙や大内廃寺などで必要とされる器財と推定されるが、漆工など

の最終加工がおこなわれていた可能性もあり注意される。

漆付着土器　漆付着土器は、黒色や暗褐色の漆が付着した土器のことで、漆の運搬・保存容器、漆使用時の

パレット、漆器模倣土器がある。これまでの研究により、蓋・坏・皿類はパレット、壺・平瓶・甕は漆の運搬・

保存容器として用いられたと考えられている（玉田 1995）。

　下飯貝遺跡では、南区 B 区 SX-42（第 46 図 34）、C 区Ⅳ層で各１点、C 区Ⅲ層で２点の漆付着土器が出

土している。これらはいずれも使用後に廃棄されたとみられ、須恵器で内面に黒色または暗褐色の漆が付着

している。器種は C 区Ⅳ層出土資料が高台付坏、それ以外は口縁部および底部を欠くが坏とみられ、パレッ

トとして使用したと推定される。これらの年代については、C 区Ⅳ層出土資料が９世紀第２四半期〜中頃の

滝ノ入・倉見沢窯段階のもので、ほかの資料も SX-42 や遺物包含層の年代から８世紀後半から９世紀後半の

ものと考えられる。漆付着土器は寺院・官衙、地域の拠点集落での出土例が多く、本遺跡周辺に芳賀郡衙に

かかわる漆製作工房が存在したとみられる。本遺跡では、運搬・保存容器は出土しておらず集積された量は

不明であるが、漆が使用される手工業生産機能が整備された、遺跡の集約性が認められる。

焼成粘土塊　焼成粘土塊は、覆い焼きの被覆材、試し焼き、焼き台、混和材など土師器の焼成作業に関連す

る遺物と考えられている（秋山 1997、内山 1997）。下飯貝遺跡では、北区 SI- １・２・３・31、SB- ９、

SD-37・40、SX- ７、南区 A 区Ⅱ・Ⅲ層、Ⅳ層、SX-42、B 区Ⅱ・Ⅲ層、Ⅲ層、SX-42、C 区Ⅳ層、SX-42 か

ら 79 点の焼成粘土塊が出土し、とくに、SI- ２・３のカマド周辺、A・C 区Ⅳ層、SX-42 での出土が多い。

これらの多くに稲わらや草本類の圧痕が確認され、一部には平坦面がみられることから平坦な面に押し付け

て成形したと推定される。大きさは５㎝以下が大半を占め、被覆材を思わせるような大形のものは出土して

いない。色調はにぶい橙色〜橙色が多く、胎土は白色粒や赤色粒、雲母粒、砂粒などを含むものと含まない

ものがある。下飯貝遺跡から出土する焼成粘土塊は、５㎝以下で稲わらなどの圧痕が確認できるものが多い

ことから、大半は混和材の可能性が高いと考えられる。本遺跡では、土師器焼成遺構や不良品、未製品の焼

成品、土師器削りかすの焼成品は出土していないが、混和材とみられる焼成粘土塊が多く出土することから、

周辺で土師器の生産がおこなわれていたと考えられる。

　これらのことから、下飯貝遺跡周辺では、鉄生産や加工、漆工、土師器生産などの手工業生産が集約的に

おこなわれていたと考えられる。また、工房の管理主体者については、大内廃寺や芳賀郡衙と推定される堂

法田遺跡などに近接すること、手工業生産の集約性などから、官衙あるいは首長層の関与が推定される。
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第３節　下飯貝遺跡出土の古代文字資料について（第 66 〜 68 図、第 26 〜 28 表、図版三二）

　下飯貝遺跡では、南区の SX-42 を中心に多数の文字資料が出土した。その内容は、墨書土器 32 点、刻書

土器 68 点である。ここでは、下飯貝遺跡出土の文字資料から遺跡の性格について検討したい。なお、大半

が残存率 1/8 以下であることから非掲載としたものが多いが、報告書掲載資料のすべてを第 66・67 図に掲

載し、非掲載を含むすべての出土資料を第 26・28 表に一覧で示した。

（１）墨書土器

墨書土器出土状況　墨書土器 32 点の出土遺構と層位は、SX-42 上層が 10 点、SX-42 の１層が４点、SX-42

の１・２層が３点、SX-42 一括が２点、A 区Ⅳ層が７点、C 区Ⅳ層が３点、B 区・D 区Ⅲ層が各１点、７ト

レンチⅢ層が１点である。SX-42 からの出土が 19 点と 59％を占め、遺物包含層であるⅢ・Ⅳ層から出土し

たものについても、土器の年代や墨書の特徴から SX-42 から遊離したものと判断されるため、実際の比率は

さらに高かったと推定される。

　墨書土器の出土位置は、SX-42 に集中しており、遺物の投棄は、台地から低地への地形変換点を意識して

いるものとみられる。とくに、南区の SX-42（低地）では「夲」と記された墨書土器が多く出土しているこ

とからステバであったと推定される。

墨書土器の特徴　墨書土器の器種は、須恵器坏、高台付坏、高台の有無が不明のもの、土師器坏があり、須

恵器坏が 23 点で主体となるのが特徴である。記載部位は、体部外面に記されたものが多く、高台付坏では

すべて底部外面、須恵器坏（第 45 図６）は体部外面と底部内面の２カ所に記されている。文字は、すべて

１文字書きのものであり、「夲」が８点、「夲」と思われるものが６点と大半を占める。このほか、「寺」が１点、「得

ヵ」と思われるものが１点ある。年代は、９世紀第２四半期〜中頃の滝ノ入・倉見沢窯段階が多く、SX-42

への土器の投棄はこの時期を中心におこなわれていたことがわかる。

　これら墨書土器の特徴として、信仰にかかわる「夲」の文字を１文字書きしたものが最も多く、寺院（大

内廃寺）の存在を示す「寺」、吉祥文字あるいは仏教とのかかわりを示す「得ヵ」のほか、判読不明のもの

についてもすべて１文字書きという点があげられる。また、字形がすべて異なることも特徴的である。なお、

遺存状態は小片が８割以上を占めており、その割合は墨書のない土器とほぼ同じであることから、人為的な

破砕がおこなわれたとの断定はできない。

「奉」墨書土器　SX-42 および遺物包含層であるⅢ・Ⅳ層から、須恵器坏の体部や底部に「夲」と記された墨

書土器が出土した。「奉」は器に盛った食物を供献する行為を示しており、東日本では古代の集落遺跡を中

心に出土している。「奉」という文字には「本」、「夫」、「夲」など様々な略字体があると指摘されており（渡

辺 1996、平川 2000）、下飯貝遺跡から出土する「夲」も「奉」の略字体と考えられる。

　これまで栃木県内では、「奉」または「本」、「夲」、「 」の墨書土器が 23 点出土している（第 27 表）。こ

れらの遺跡では土師器坏に「本」、「夲」の１文字を記すものが主体で、１遺跡から１〜３点出土している。一方、

下飯貝遺跡では須恵器坏に「夲」および「夲」と思われるものが県内最多となる 14 点出土しており、特筆

すべきである。

夫



− 127 −

第３節　下飯貝遺跡出土の古代文字資料について

0 10cm1：6

南区 -5

南区 -8SX-42-10

SX-42-6

SX-42-12 SX-42-29

SX-42-7南区 -16

南区 -21

第 26 表　下飯貝遺跡出土墨書土器一覧

第 66 図　下飯貝遺跡出土墨書土器

番号 図版 ・ 挿図番号 遺構・層位 種別 器種 記載部位 釈文 生産地・時期 備考
1 第 43 図 16 C 区　Ⅳ層 土師器 坏 体部外面 奉 不明
2 第 42 図８ 7 トレンチ　Ⅲ層 須恵器 高台付坏 底部外面 奉 滝ノ入・倉見沢窯段階
3 第 43 図 21 A 区　Ⅳ層 須恵器 高台付坏 底部外面 奉 滝ノ入・倉見沢窯段階
4 第 45 図 10 C 区 SX-42　1 層 須恵器 高台付坏 底部外面 奉 滝ノ入・倉見沢窯段階
5 第 45 図 12 C 区 SX-42　1 層 須恵器 高台付坏 底部外面 奉 カスガ入窯段階
6 第 46 図 28 B 区 SX-42　1・2 層 須恵器 高台付坏 底部外面 奉 篠倉窯段階
7 巻頭図版３ C 区 SX-42　1・2 層 須恵器 坏 体部外面 奉 益子窯
8 巻頭図版３ SX-42　上層 須恵器 坏 体部外面 奉 益子窯
9 非掲載 D 区　Ⅲ層 土師器 坏 体部外面 奉ヵ 不明

10 第 42 図５ A 区　Ⅳ層 土師器 坏 体部外面 奉ヵ 不明 内面黒色
11 非掲載 A 区　Ⅳ層 土師器 坏 体部外面 奉ヵ 不明
12 非掲載 C 区　Ⅳ層 須恵器 坏 体部外面 奉ヵ 益子窯
13 非掲載 B 区 SX-42　上層 須恵器 坏 体部外面 奉ヵ 益子窯
14 非掲載 B 区 SX-42 須恵器 坏 体部外面 奉ヵ 不明
15 第 45 図７ A 区 SX-42　1 層 須恵器 坏 底部内面 寺 滝ノ入・倉見沢窯段階

16 第 45 図６ C 区 SX-42　1 層 須恵器 坏 底部内面
体部外面 □ / 得ヵ 不明

17 非掲載 B 区　Ⅲ層 須恵器 坏 体部外面 不明 益子窯
18 非掲載 A 区　Ⅳ層 須恵器 坏 体部外面 不明 益子窯
19 非掲載 A 区　Ⅳ層 須恵器 坏 体部外面 不明 益子窯
20 非掲載 A 区　Ⅳ層 須恵器 坏 体部外面 不明 益子窯
21 非掲載 D 区 SX-42　1・2 層 須恵器 坏 体部外面 不明 益子窯
22 非掲載 B 区 SX-42　上層 須恵器 坏 体部外面 不明 益子窯
23 非掲載 B 区 SX-42　上層 須恵器 坏 体部外面 不明 益子窯
24 非掲載 B 区 SX-42　上層 須恵器 坏 底部内外面 不明 益子窯

25 非掲載 C 区 SX-42　上層 須恵器 坏 体〜底部外
面 不明 益子窯

26 非掲載 SX-42　上層 須恵器 坏 体部外面 不明 益子窯
27 非掲載 A 区　Ⅳ層 須恵器 坏 体部外面 保留 益子窯
28 非掲載 C 区　Ⅳ層 須恵器 坏 体部外面 保留 益子窯
29 非掲載 B 区 SX-42　上層 須恵器 坏 体部外面 保留 益子窯
30 非掲載 B 区 SX-42　上層 須恵器 坏 体部外面 保留 益子窯
31 非掲載 C 区 SX-42 須恵器 坏 体部外面 保留 不明
32 非掲載 SX-42　上層 須恵器 坏 体部外面 保留 益子窯

←二＿r | -
万―` ＼ ¥―-丁-<
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＼不／ ¥-ーそこ／ ＼ ¥'、



− 128 −

第５章　総括

（２）刻書土器

刻書土器出土状況　刻書土器 68 点の出土遺構と層位は、南区 SX-42 上層が 22 点と最も多く、次いで

SX-42 一括が７点、A 区Ⅳ層が７点、C 区Ⅳ層が５点、７トレンチⅢ層が５点、北区 SI- １が１点、SI- ２が

２点、SF-36 が１点などとなっている。　

　刻書土器の出土位置は、SX-42 が 33 点と 49％を占め、墨書土器と同様に SX-42 に集中する傾向にあり、

遺物の投棄についても台地から低地への地形変換点を意識しているものとみられる。とくに、「大」、「社」、「井」

と記された刻書土器がやや多く出土しており注目される。

刻書土器の特徴　刻書土器の器種は、須恵器蓋、坏、高台付坏、高台の有無が不明のものがあり、須恵器坏

が主体となるのが特徴である。記載部位は、底部外面に記されたものが主体で、すべて１文字書きである。

記載内容は文字と記号があり、文字は「大」が３点、「大」と思われるものが２点、「社」と思われるものが

２点、「子」が１点、「マ（部）」が１点である。記号は「―」などの数字とみられるものが 17 点、「×」が６点、

「井」が１点、「井」と思われるものが２点などである。小片が多く年代のわかるものは限られるが、８世紀

第３四半期〜第４四半期の原東２号窯〜谷津入窯段階のものから９世紀第２四半期〜中頃の滝ノ入・倉見沢

窯段階のものがみられる。

　これら刻書土器の特徴として、数字とみられる「―」などの線を１文字書きしたものが最も多く、「社」な

ど祭祀にかかわる刻書が出土していることが注目される。また、判読不明のものも含めて１文字書きが主体

となるようである。なお、遺存状態は小片が９割以上を占めており、その割合は刻書のない土器とほぼ同じ

であることから、人為的な破砕がおこなわれたとの断定はできない。

第 27 表　栃木県内出土奉書土器一覧
番号 遺跡名 遺構・層位 種別 器種 記載部位 釈文 時期 備考

1 滝田本郷遺跡 遺構外 土師器 坏 体部外面 本か大十 10 世紀前半 墨書
2 北の前遺跡 A 区 SI-21 カマド 土師器 坏 体部外面 本ヵ ９世紀後半 墨書
3 上神主・茂原遺跡 SK-47 土師器 坏 体部外面 本 ８世紀前半 墨書
4 東林南遺跡 HT-1 カマド 土師器 坏 体部外面 本 ９世紀後半 墨書
5 多功南原遺跡 SI-256 土師器 坏 体部外面 岡奉ヵ ９世紀後半 墨書
6 多功南原遺跡 SI-07 土師器 坏 底部外面 本 ９世紀後半 墨書
7 免の内台遺跡 75 号住居 須恵器 坏 底部外面 本か八十 ８世紀後半 墨書
8 鶴田 A 遺跡 SI-21 土師器 坏 体部外面 夲 ９世紀後半 墨書
9 鶴田 A 遺跡 SD-15 須恵器 皿 底部内外面 夲 ９世紀後半 墨書

10 八幡根東遺跡 SI-19B 土師器 坏 体部外面 夲 ９世紀後半 墨書
11 八幡根東遺跡 SI-11A・B カマド 土師器 坏 底部外面 10 世紀前半 刻書
12 寺野東遺跡 SI- １下層 土師器 坏 体部外面 前ヵ / 本か奉 ９世紀後半 墨書
13 寺野東遺跡 SI- １下層 須恵器 坏 体部外面 本 ９世紀後半 墨書
14 金山遺跡 Ⅲ区 SI-015 土師器 坏 体部外面 / 底部外面 本 / 本 ９世紀前半 墨書
15 金山遺跡 Ⅲ区 SI-015 床面 土師器 坏 底部外面 本 ９世紀前半 墨書
16 金山遺跡 Ⅴ区 SE-086A 土師器 坏 体部外面 本ヵ ９世紀後半 墨書
17 新開遺跡 SX- １ 須恵器 坏 体部外面 本千 ９世紀後半 墨書
18 下野国分寺跡 SA-425 土師器 坏 体部外面 夲ヵ ９世紀後半 墨書
19 下野国分寺跡 2 層 土師器 坏 底部外面 夲 墨書
20 下野国分寺跡 2 層 土師器 坏 底部外面 夲ヵ 墨書
21 館之前遺跡 HT-14 土師器 坏 体部外面 本ヵ ９世紀後半 墨書
22 館之前遺跡 HT-35 須恵器 坏 底部外面 本 ８世紀後半 墨書
23 クジラ山西遺跡 SI- ７ 土師器 坏 体部外面 奉 ９世紀後半 墨書

夫
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第３節　下飯貝遺跡出土の古代文字資料について

第 28 表　下飯貝遺跡出土刻書土器一覧
番号 挿図番号 調査区 遺構・層位 種別 器種 記載部位 釈文 生産地・時期 備考

1 非掲載 南区 A 区　Ⅱ・Ⅲ層 須恵器 坏 底部外面 「大」 益子窯 文字

2 非掲載 南区 B 区 SX-42 須恵器 坏 底部外面 「大」 益子窯 文字
3 第 67 図１ 南区 SX-42　上層 須恵器 坏 底部外面 「大」 不明 文字
4 非掲載 南区 C 区　Ⅳ層 須恵器 坏 底部外面 「大ヵ」 益子窯 文字
5 第 14 図 13 北区 SI- ２ 須恵器 蓋 天井部外面 「大ヵ」 原東 2 〜谷津入窯段階 文字
6 第 67 図３ 北区 SF-36 須恵器 坏 体部外面 「社ヵ」 不明 文字
7 第 67 図４ 南区 SX-42　上層 須恵器 坏 体部外面 「社ヵ」 不明 文字
8 第 67 図５ 南区 A 区 SX-42 上層、A 区　Ⅳ層 須恵器 坏 底部外面 「子ヵ」 不明 文字
9 第 67 図６ 南区 SX-42　上層 須恵器 坏 底部内面 マヵ 不明 文字ヵ

10 第 67 図７ 南区 B 区 SX-42　上層 須恵器 坏 底部外面 □ 不明 文字ヵ
11 非掲載 南区 B 区　Ⅲ層 須恵器 坏 底部外面 □ 不明 文字ヵ
12 非掲載 南区 D 区 SX-42　1・2 層 須恵器 坏 底部外面 □ 益子窯 文字ヵ
13 非掲載 南区 A 区　Ⅳ層 須恵器 坏 底部外面 □ 益子窯 文字ヵ
14 非掲載 南区 D 区 SX-42　上層 須恵器 坏 底部外面 □ 益子窯 文字ヵ
15 非掲載 南区 B 区 SX-42　上層 須恵器 坏 底部外面 □ 益子窯 文字ヵ
16 非掲載 南区 D 区 SX-42　上層 須恵器 坏 底部外面 大または× 益子窯 文字または記号
17 第 67 図８ 南区 C 区　Ⅳ層 須恵器 坏 底部外面 井 不明 文字または記号
18 非掲載 南区 B 区Ⅱ・Ⅲ層 須恵器 坏 底部外面 井ヵ 益子窯 文字または記号
19 非掲載 南区 C 区　Ⅲ層 須恵器 坏 底部外面 井ヵ 不明 文字または記号
20 第 48 図 58 南区 C 区 SX-42 須恵器 高台付坏 底部外面 不明 不明 記号
21 第 38 図１ 北区 SX- ７、SD- ６・SX- ７付近 須恵器 坏 底部内面 × 滝ノ入・倉見沢窯段階 記号
22 第 46 図 34 南区 SX-42　2 層 須恵器 高台付坏 底部外面 × 益子窯 記号
23 非掲載 南区 ７トレンチ　Ⅲ層 須恵器 坏 底部外面 × 益子窯 記号
24 非掲載 南区 ７トレンチ　Ⅲ層 須恵器 坏 底部外面 × 益子窯 記号
25 非掲載 南区 C 区 SX-42 須恵器 坏 底部外面 × 益子窯 記号
26 非掲載 南区 A 区 SX-42　上層 須恵器 坏 底部外面 × 益子窯 記号
27 非掲載 南区 A 区　Ⅱ・Ⅲ層 須恵器 坏 底部外面 一 益子窯 記号
28 非掲載 南区 C 区　Ⅳ層 須恵器 坏 底部外面 一 益子窯 記号
29 非掲載 南区 A 区 SX-42　上層 須恵器 坏 底部外面 一 益子窯 記号
30 非掲載 南区 B 区 SX-42　上層 須恵器 坏 底部外面 一 益子窯 記号
31 非掲載 南区 B 区 SX-42　上層 須恵器 坏 底部外面 一 益子窯 記号
32 非掲載 南区 B 区 SX-42　上層 須恵器 坏 底部外面 一 益子窯 記号
33 非掲載 南区 C 区　Ⅳ層 須恵器 坏 体部外面 二ヵ 益子窯 記号
34 非掲載 南区 B 区 SX-42　上層 須恵器 坏 体部外面 二ヵ 益子窯 記号
35 非掲載 南区 B 区 SX-42　上層 須恵器 坏 体部外面 二ヵ 益子窯 記号
36 非掲載 南区 B 区 SX-42　上層 須恵器 坏 体部外面 二ヵ 益子窯 記号
37 非掲載 南区 南区一括 須恵器 坏 体部外面 二ヵ 益子窯 記号
38 非掲載 南区 D 区 SX-42　1・2 層 須恵器 坏 底部外面 三 益子窯 記号
39 第 38 図３ 北区 SX- ８ 須恵器 坏 底部外面 多重線 カスガ入窯段階 記号ヵ
40 非掲載 南区 B 区　Ⅱ・Ⅲ層 須恵器 坏 底部外面 多重線 益子窯 記号ヵ
41 非掲載 南区 C 区　Ⅲ層 須恵器 坏 底部外面 多重線 益子窯 記号ヵ
42 非掲載 南区 C 区　Ⅲ層 須恵器 坏 底部外面 多重線 益子窯 記号ヵ
43 非掲載 南区 D 区 SX-42　1・2 層 須恵器 坏 底部外面 多重線 益子窯 記号ヵ
44 第 11 図８ 北区 SI- １ 須恵器 高台付坏 底部外面 不明 不明 不明
45 第 14 図 16 北区 SI- ２ 須恵器 坏 底部外面 不明 滝ノ入・倉見沢窯段階 不明
46 非掲載 南区 A 区　Ⅱ・Ⅲ層 須恵器 坏 底部外面 不明 益子窯 不明
47 非掲載 南区 A 区　Ⅱ・Ⅲ層 須恵器 坏 底部外面 不明 益子窯 不明
48 非掲載 南区 ７トレンチ　Ⅲ層 須恵器 坏 底部外面 不明 益子窯 不明
49 非掲載 南区 ７トレンチ　Ⅲ層 須恵器 坏 底部外面 不明 益子窯 不明
50 非掲載 南区 ７トレンチ　Ⅲ層 須恵器 坏 底部外面 不明 益子窯 不明
51 非掲載 南区 C 区　Ⅲ層 須恵器 坏 底部外面 不明 益子窯 不明
52 非掲載 南区 A 区　Ⅳ層 須恵器 高台付坏 底部外面 不明 益子窯 不明
53 第 67 図 14 南区 A 区　Ⅳ層 須恵器 坏 体部外面 不明 不明 不明
54 非掲載 南区 A 区　Ⅳ層 須恵器 坏 底部外面 不明 不明 不明
55 非掲載 南区 A 区　Ⅳ層 須恵器 坏 底部外面 不明 不明 不明
56 非掲載 南区 A 区　Ⅳ層 須恵器 坏 底部外面 不明 益子窯 不明
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0 5cm1：2 0 10cm1：4

「社ヵ」 「社ヵ」「大」

「□」「マヵ」 「井」「子ヵ」

「大ヵ」

「×」 「×」不明

不明 不明 不明 不明

SI-2-13

SX-42-58

SX-42-1 SX-42-34

SX-8-3
SI-1-8 SI-2-16

1 2 3 4

5 6 7 8

9 10 11

12 13 14 15

1・3・4・5・6・7・8・14 2・9・10・11・12・13・15

第 67 図　下飯貝遺跡出土刻書土器

番号 挿図番号 調査区 遺構・層位 種別 器種 記載部位 釈文 生産地・時期 備考
57 非掲載 南区 A 区　Ⅳ層 須恵器 坏 底部外面 不明 益子窯 不明
58 非掲載 南区 C 区　Ⅳ層 須恵器 坏 底部外面 不明 益子窯 不明
59 非掲載 南区 A 区 SX-42　上層 須恵器 坏 底部外面 不明 益子窯 不明
60 非掲載 南区 B 区 SX-42　上層 須恵器 坏 底部外面 不明 益子窯 不明
61 非掲載 南区 B 区 SX-42　上層 須恵器 坏 底部外面 不明 益子窯 不明
62 非掲載 南区 B 区 SX-42　上層 須恵器 蓋 体部外面 不明 益子窯 不明
63 非掲載 南区 B 区 SX-42　上層 須恵器 坏 体部外面 不明 益子窯 不明
64 非掲載 南区 SX-42　上層 須恵器 坏 底部外面 不明 益子窯 不明
65 非掲載 南区 A 区 SX-42 須恵器 坏 底部外面 不明 益子窯 不明
66 非掲載 南区 C 区 SX-42 須恵器 坏 底部外面 不明 益子窯 不明
67 非掲載 南区 C 区 SX-42 須恵器 坏 底部外面 不明 益子窯 不明
68 非掲載 南区 C 区 SX-42 須恵器 坏 底部外面 不明 益子窯 不明

• ', 
し ~ー~ _・. ・.. ・ 

‘ 

ヽ
／
」

一
□ 

\—~/ ]
”
 

,. r
ゞ

う―［マ

＼＿」三一／



− 131 −

第３節　下飯貝遺跡出土の古代文字資料について

「社」刻書土器　SF-36 および SX-42 から須恵器坏の体部外面に「社」と思われる文字を記した刻書土器が

出土した。「社」は神をまつる建物を示しており、管見によれば「社」の１文字を記した刻書土器は出土例

がなく、島根県の出雲国府跡、青木遺跡、福富遺跡から島根郡の郡司姓である「社邊」の刻書土器が出土し

ているのみである。また、墨書土器では島根県青木遺跡から「社」、「美談社」、「美社」など神社名を記した

墨書土器が出土しているほか、山形県行司免遺跡、千葉県戸張作遺跡、富山県桜町遺跡、岐阜県美濃国分寺跡、

静岡県竹の台遺跡など全国でも 30 例ほどが知られているに過ぎない。

　『令集解』古記にみえる「国郡郷里毎村在社神」、同一云の「社官」、「社首」の存在、『令集解』儀制令春

時祭田条などによれば、神社が祭礼の場であったと考えられている（義江 1978）。本遺跡では、神社遺構は

確認されていないが、「社」の刻書土器が出土している。本遺跡の北約 300 ｍには昌泰元年（898）創建と

伝わる相宮神社が所在するが、祭祀がおこなわれていた時期とはやや年代差があり、直接的な関連を求める

ことはできない。もし、想定が許されるならば、本遺跡の南約３km には延喜式内小社の大前神社があり、「大」

や「社」は大前神社と関連する可能性も考えられよう。

（３）出土文字資料からみた信仰儀礼

　これまでの検討により、南区の SX-42 （低地）は墨書・刻書土器を伴う信仰関連のステバであったことが

明らかとなった。SX-42 および遺物包含層はグライ化した堆積層であることから、当時は湿地化した環境で

あり周辺には水田域が広がっていたと推定される。

　これらの墨書・刻書土器は、文字の記されていない坏や甕、鉢などと一括で捨てられている状況から、神

祇令下の祭祀ではなく民間信仰儀礼に伴うものと判断され、当時の民間信仰を考えるうえで重要視される。

また、「寺」の墨書土器からは仏教思想との混在も認められる。なお、台地と低地の境界（水辺）に投棄さ

れたという点では、村境などで疫病の侵入を防ぐ道饗祭や祈雨祭がおこなわれていた可能性が考えられると

いう（注１）。本遺跡は、周辺に所在する大内廃寺や芳賀郡衙と推定される堂法田遺跡などと密接に関連する集

落であり、民間信仰儀礼とどのように関わっていたのかを考えるうえで貴重な資料を提示したといえる。

0 5cm1：2

0 10cm1：4

31 2

１・2「社」下飯貝遺跡

3「美社」島根県青木遺跡

第 68 図　「社」の字形と参考資料
c
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第４節　下飯貝遺跡の評価（第 69 図、図版三一）

　下飯貝遺跡では、道路整備に伴う限られた面積での調査であったが、古墳時代中期から中世までの遺構が

確認された。また、遺構は確認されていないが弥生時代後期の二軒屋式とみられる壺と古墳時代前期の S 字

状口縁台付甕が出土し、周辺に当該期の集落が存在する可能性が高まったことは注目される。これは、台地

上に古墳時代中期の集落が形成され、古墳時代後期には住居数が増加し、有力首長層の墳墓である京泉シト

ミ原古墳群が築造されるなど、当地域における低地開発の拠点となっていく動きとして注目される。

　７世紀末頃には大内廃寺や芳賀郡衙と推定される堂法田遺跡が成立し、下飯貝遺跡周辺はこれらを支える

工人集落として、鉄生産や加工、漆工、土師器生産などの手工業生産が集約的におこなわれていたと考えら

れる。出土した文字資料には、工房の管理主体者の性格をうかがわせるものは少ないが、周辺遺跡の状況や

手工業生産の集約性などから、官衙あるいは首長層の関与が想定される。

　低地では、８世紀後半から９世紀後半まで断続的に、墨書・刻書土器を伴う土器の一括投棄がおこなわれ、

とくに９世紀第２四半期から中頃には「夲」の墨書土器や「社」の刻書土器など、民間信仰儀礼とのかかわ

りを示す資料も出土しており重要視される。また、本遺跡でおこなわれた儀礼は「寺」の墨書土器が示す仏

教思想との混在など、その目的は様々であったことがうかがえる。そして、９世紀中頃から後半には掘立柱

建物や道路状遺構がつくられ、低地では民間信仰儀礼がおこなわれるなどの画期をむかえたのちは、大内廃

寺や堂法田遺跡の衰退とともに本遺跡も一時衰退し、集落の様相が大きく変化したと考えられる。

　13 世紀初頭には、台地上に国産・中国産陶磁器などが出土する区画溝がつくられるようになる。溝の性格

は建物を確認していないため断定はできないが、京泉館をはじめ芳賀氏一族の城館跡や墓所があるなど、芳

賀氏とのつながりが深い地域であり、出土遺物 （中国産陶磁器）からも館に伴う区画溝である可能性が高い

と考えられる。

　下飯貝遺跡は古墳時代後期以降、本地域の低地開発の拠点集落になったと推定され、奈良時代前半から平

安時代初頭にかけては芳賀郡衙や大内廃寺を支える工人集落として重要な機能を果たしていたものと考えら

れる。また、一時衰退するものの中世には芳賀氏の拠点として館に伴う区画溝が構築されるなど、14 世紀ま

で存続したことが明らかになった。以上のことから、古墳時代中期以降の地域開発、芳賀郡衙の成立から衰

退とその後の地域開発を考えるうえで重要な遺跡といえる。

第５節　今後の展望と課題
　今回の下飯貝遺跡の発掘調査では、調査区の制約もあったが多くの成果が得られた。とくに、弥生時代後

期から古墳時代前期の土器や古墳時代中期の集落の発見は、当地域の低地開発を考えるうえで重要な発見で

ある。また、芳賀郡衙周辺域での集落の発見や、手工業生産にかかわる鍛冶関連遺物・漆付着土器・焼成粘

土塊・製塩土器、民間信仰儀礼にかかわる墨書・刻書土器などの文字資料も、本遺跡の性格を考えるうえで

重要な資料である。

　ただし、本遺跡周辺では低地や微高地での調査事例が乏しく、今回の調査でも低地部の調査面積は狭小で

あったため、水田・畑などの生産の実態や微高地上への集落展開は不明なままである。当地域では、古墳時

代前期から低地開発が本格化していったと考えられるため、今後、調査事例が増加し実態が明らかにされる

ことを期待したい。また、芳賀郡衙周辺域と栃木県内や東国の官衙周辺域との集落や生産域などの比較につ

いても、今後の課題である。
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注
注１　篠原祐一氏よりご教示いただいた。
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09209 92 36°28′29″140°1′55″20220523
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20220728

1,123 ㎡ 道路改良

所収遺跡名 種　　別 主な時代 主　な　遺　構 主　な　遺　物 特　記　事　項

集 落 古 墳 時 代
奈 良 時 代
平 安 時 代
中 世　  　

竪穴建物　　　７軒
掘立柱建物　　２軒
土坑　　　　　１基
ピット　　　  23 基
溝　　　　　　２条
道路状遺構　　１条
性格不明遺構　２基
土器集積遺構　１基

土師器
須恵器
土製品
瓦
陶磁器
石製品
鉄製品
銭貨

要　約

　下飯貝遺跡は、栃木県南東部の真岡市に所在し、五行川左岸の西根台地縁辺に立地する。
今回の調査によって、古墳時代中期から中世にかけての遺構が検出された。

とくに、弥生時代後期から古墳時代前期の土器や古墳時代中期の集落の発見は、当地域の
低地開発を考えるうえで重要な発見である。また、古墳時代後期以降は本地域の低地開発の
拠点集落となり、奈良時代前半から平安時代初頭にかけては芳賀郡衙や大内廃寺を支える工
人集落や信仰関連のステバとして重要な機能を果たしていたことが明らかになった。

手工業生産にかかわる鍛冶関連遺物（鉄滓・羽口）、漆付着土器、焼成粘土塊、製塩土器、
祭祀にかかわる墨書・刻書土器などの文字資料も、本遺跡の性格を考えるうえで重要な資料
である。

報 告 書 抄 録

大内廃寺の参道と推
定される道路状遺構
や信仰に関わる土器
集積遺構を検出。鉄
滓、羽口、漆付着土器、
焼成粘土塊、製塩土
器が出土。「夲」「寺」
墨書土器、「社ヵ」刻
書土器などの文字資
料が出土。
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